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    ＯＰＥＮＩＮＧ　～今こ宵よいは《機械仕掛けの棺ひつぎ》を……～


    



    　とある綺き麗れいな月の夜に、泥棒さんが遊びに来たの。そのときの話を聞きたい？


    　大丈夫、怖い話じゃないわ。彼はとっても紳士だったから。


    　なにせ彼ったらね？　いきなり窓から現れて、ベッドにいる私を見るなり、


    「おおっ、麗うるわしのマダム！　あなたの美び貌ぼうは病魔すら惹ひきつけてしまうのか！」


    　なんて言って、私の手にキスしたのよ？　まるでお芝しば居いみたい。おかしいでしょう？


    　私はずっと病気をしていて、何年もベッドに寝たっきり。もちろん、人前になんか出られないぐらいみすぼらしい格好だったわ。でも彼はそんなことお構いなしに、私のことをお姫さまみたいに扱うのね。彼よりずっと年上で、もう結婚している私のことをよ？


    　そう、彼は泥棒だった。つまり、なにかを盗みに来たのよ。


    　でも残念、この屋敷にたいした財産なんかあるわけないわ。なにせ、病気ではぁはぁ言ってる私と、ちょっとの使用人しか暮らしていないんですものね。だからそのことを教えてあげると、彼はどうしたと思う？　すぐに私の手を振り払って、帰った？


    　ううん、違うの。彼は退屈している私のために、いろいろな話を聞かせてくれたのよ！


    　牢ろう屋やのなかにいたまま宝を盗み出した話とか、探偵になりすまして迷宮入りの事件を解決した話とか、髪の長い綺き麗れいなお姫さまを魔女の呪のろいから助けてあげた話とかね。


    　すごく楽しかった。本当に何年かぶりの、夢みたいな時間だったわ。


    　だから私もいろいろな話をしたの。昔のこととか今のこととかね。私が話せるのなんか自分のことばかりだったから、彼はきっと退屈してたわ。でも嫌なそぶりひとつせずに、大げさに驚いたり喜んだりしてくれて、話してる私のほうが元気をもらったくらいよ。


    　私はすっかり彼のことが気に入っちゃったわ。だから彼が窓から帰っていく前に、そのとき私が持っていたたったひとつの宝物を、彼にあげたの。


    　枕の下にずっと隠し持っていた宝石箱を。そこに収められた《宝》を。


    　私はそれが、彼の探し物の手掛かりになると知っていたから。


    　彼をミステティカのもとへ導みちびく鍵かぎだと、分かっていたから。


    　……きっと、それでよかったのよ。あの宝はもう、私が持っていてもなんの意味もない。ううん、むしろ、私はあの夜に彼と出逢あって、あの宝を託すために、ずっとずっと生き永らえてきたんじゃないかって、今ではそう思うの。


    



    　──げほっ！　げほっ！


    



    　はぁ……心配しないで、まだ平気。


    　紳士な彼に、約束を反ほ故ごにさせるわけにはいかないものね？


    　ふふっ……彼ったらね、宝石箱と一緒に私の願いまで盗んでいっちゃったの。「何倍もの価値にしてお返しする！」ですって。私あんまり笑い過ぎて、涙が出てきちゃった。


    　だから私、待たなくちゃ。彼のことを信じなくちゃ。たとえ世界中の人が否定しても、私は信じられる。


    　彼にはきちんと、心があるもの。……どうしてわかるのかって？


    　彼は恋をしていたから。


    　見ればわかるわよ。それがすぐそばにいる誰かなのか、それともそばにはいられない誰かなのかはわからないけど、彼は愛に胸を焦こがしていた。だから心がないなんて噓うそ。


    　次に会ったとき、私は彼から、幸せな恋の結末を聞かせてもらうの。


    　だから、ね？　まだ大丈夫。新しい約束ができたから、私はまだ死ねないわ。


    　こんな綺麗な月の夜には、彼の黄金の瞳ひとみを思い出すの。

  


  
    



    ＧＡＬＬＥＲＹ：Ⅰ　～クロウリー式革命のススメ～


    



    「俺おれは革命を成し遂げた!!」


    　馬の背にまたがり、シャルルは高らかに宣言した。


    「愚ぐ民みんどもよ、恐れおののくがいい。世界はこの人ひと喰くい帽子が変革した！　これより常識の一切を捨て去り、わが言葉のみを心に刻みつけるのだ！　は────っはっはっは!!」


    　しばし口上の余よ韻いんに浸ひたり、シャルルはふむと首をひねって、馬を下りた。


    「いかんな、これでは独裁者のようではないか。もっと清せい廉れんなイメージで……」


    　ぶつぶつうなりながら狭い室内を横断し、もう一頭の馬へとまたがる。


    　こちらの馬の名はボニー。プラチナのように気高い毛色を持つ雌めす馬うま。そして先の一頭、濃いブラウンの毛並みを持つのがキール。二頭はシャルルの愛馬にして、夫婦である。


    　白馬ボニーの背にまたがり、シャルルは苦く悶もんの表情で胸もとを押さえてみせた。


    「くっ、厳しい闘いだった……！　しかし、これでもうこの世界を脅おびやかす悪は存在しない。俺ひとりが傷つくことで、大勢の人民の笑え顔がおが護まもられたのなら、本ほん望もう……!!」


    　そして、また「ふむ」とあごに指を当て、自みずからの口上を批評する。


    「……アリだな！」


    　満まん身しん創そう痍いの英雄……これはなかなか絵になる構図ではないか！


    　シャルルがいるのは、薄暗く、狭い厩きゆう舎しやだった。もちろん二頭の愛馬がいるのみで、口上を聞く聴衆などいるはずもない。ところがどうだ、その周囲が瞬またたく間に塗り替えられていく。脳内に浮かんだきらびやかなビジョンが、実際の光景を上書きしていくのだ。


    　壁が消え、大都会の賑にぎやかなパレードが現れた。薄汚れた作業着も純白の礼服へと変わり、それをまとうシャルルは観衆の中央で艶つややかな黒髪をなびかせていた。


    　白馬に乗って行進するシャルルのもとへ、美少女たちがわれ先にと押し寄せてくる。


    「きゃ～っ、シャルルく～ん！」「素敵っ！　最高！」「こっち向いてぇ～～っ！」


    「こらこらレディたち！　急に飛び出したら危ないではないか！」


    　慌あわててボニーの手た綱づなを引くと、さらに大勢の少女が取り囲んでくる。黄色い歓声を上げる彼女らの波に呑のまれ、シャルルはすっかり身動きが取れなくなってしまった。


    「あっはっは、いやいやまいったな！　そんなに服を引っ張らないでくれたまえ！　心配しなくとも全員まとめてかわいがってやるとも！　あ～～っはっはっはっはっは!!」


    「ご主人さま」


    「おやアンティーク、そんなところにいたか！　早くこっちに来い、壮観な眺めだぞ！」


    「ご主人さま、ボニーから下りてください」


    「下りたくとも下りられないのさ！　見てみろ、この名も知らぬ恋人たちが服を引っ張って離してくれないのでね！　困ったものだ、あっはっは！　あ～っはっはっはっは!!」


    「……実力こーしです、えいっ」


    「へぶっ!?」


    　とんでもない剛速球がこめかみをクリーンヒットして、シャルルはたまらずボニーの背から転げ落ちた。藁わらの散らばる厩きゆう舎しやの床ゆかに、どすんっと尻しりから落っこちると同時、華やかなパレードの光景は夢の彼方かなたへと消え去ってしまった。


    「ああ……っ」


    　情けない声を漏もらしていると、足もとにごつんっと、先ほどぶん投げられてきた馬用ブラシが落ちた。次いで視界に映り込む、ストッキングに包まれた華きや奢しやな脚。


    「ご主人さま」


    　シャルルが顔を上げると、きらびやかな夢想の欠片かけらが、少女の姿で立っていた。カフスに彩いろどられた手のひらでこちらの頰ほおを挟み、言い聞かせるように額ひたいをくっつけてくる。


    「たとえ空想や夢のなかであろうと、アン以外の女の子を出演させるのは禁止です」


    「どんどん要求が人間離れしていくな、メイドよ！」


    　当然です、と言いたげに、シャルルの専属メイド・アンティークは薄い胸を張る。彼女の可か憐れんな立ち姿だけは、シャルルの思い描えがいた理想がそのまま実現されていた。


    　銀細工を思わせる髪には丁てい寧ねいに櫛くしが通され、両サイドでひと房ずつ結ばれている。永久に溶けない氷のような気品を湛たたえた瞳ひとみは、サファイアをはめ込んでいるかのよう。


    　服装もまた、シャルルの趣味を余すことなく反映した、メイド衣装である。


    　胸もとは大胆に肌はだ色を見せているが、ふんわりと膨ふくらんだパフスリーブがあまり露出を意識させない。フリルスカートは驚くほど短く、ガーターベルトにつられた黒ストッキングがきわどい位置までふとももを隠している。さらにフリフリのカチューシャまで飾られているとなれば、その全身像はいわばひとつの完成形。十五歳という年齢以上に小柄な体たい軀くとあいまって、完かん璧ぺきな形でショーウインドーに飾られているお人形のようだった。


    　シャルルが芸術作品を鑑賞するような視線を向けていると、アンティークはなぜかぷうっと頰を膨らませた。


    「ご主人さま、キールがせっついてますよ。ブラシかけが途中だったのではないですか？」


    「ぶるるるぅ……っ」


    「おおっとそうだった！　すっかり将来の予行演習に熱中してしまってな！」


    　鼻を鳴らしながら、焦こげ茶色の牡ぼ馬ば・キールが背中を押してくる。シャルルはさっそくブラシを手に立ち上がり、白馬のボニーに向き直った。


    　キールは妻を気遣ったのだ。アンティークが鼻をつまみ、ふがふがと台詞せりふを当てる。


    「ご主人、どうか優しくブラシを当ててやっていただきたい。妻は繊せん細さいなんだ」


    「あっはっは！　わかっているさキールよ。ボニーの柔やわ肌に傷をつけはせぬ！」


    「あらキール、ご主人はとても丁てい寧ねいにやってくれるわ。心配性なんだから」


    　巧たくみに声のトーンを変え、一人二役をこなすメイドである。台詞せりふに合わせ、愛馬たちも頭を左右に揺らした。シャルルたちとこの二頭も、それなりに長い付き合いになる。


    　声こえ真ま似ねをやめて、アンティークは元の清せい楚そな立ち姿に戻った。


    「ご主人さま、世話係が困っていたのです。馬の世話は自分が任されたのに、と」


    「そう言うな。こいつらにはずいぶん助けてもらっているからな。旅の最中はおざなりになってしまう分、隠れ家でのんびりしている今ぐらいは、しっかり面倒を見させてくれ」


    　キールとボニーは、シャルルが公おおやけの交通手段を使えないときの足として力になってくれている。しかも、優秀な彼らは馬車を引くのに操あやつり手を必要としない。そのさまは巷ちまたで《御ぎよ者しやなしの馬車》と呼ばれ、人ひと喰くい帽子の怪奇性を高める一助となっているのだ。


    　愛馬たちには、どれだけ感謝しても足りることはない。


    「どれだけ忙しかろうと、せめてブラシかけぐらいはな。……よしっ、終わりだ」


    　ボニーの引き締まった尻しりを、ぺしっとたたいてやる。藁わらを入れていた籠かごにブラシを放り込み、「う～ん！」と伸びをする。朝一の仕事というのは、やはり心地よいものだ。


    「しかし、さすがにあちこち汚れてしまったな。朝食の前に風ふ呂ろを借りようか」


    「はい。…………」


    　いつもならここで、「お供いたします」と言葉を続けるアンティークなのだが、今日きようはなぜか黙り込んでしまった。……どうしたというのだろう？


    　肩越しに振り返ってみると、年下の幼おさななじみは桃もも色の唇くちびるをすぼめて、真っ赤かな顔をうつむかせていた。ほんの少しうわずった声で、途切れ途切れに発言する。


    「それならご主人さま。お風呂でもういっこ、将来の、予行演習をしないですか……？」


    「よ、予行演習？　どういった？」


    「……キ、キールとボニーごっこ、です」


    　消え入りそうな声で言って、アンティークは正面に回ってきた。すでになんらかのシミュレーションが始まっているのか、左右の手をこすり合わせ、泡を立てるように動かす。それからあどけない仕草で、シャルルの胸板をくすぐるように撫なでてきた。


    「す……隅々まで綺き麗れいにするのですからね、あ、あなた……？」


    「……………………」


    　ど、どう反応すればいいのだろうか。


    　またもシャルルの空想力が発揮され、周囲の光景が塗り替えられた。ミルク色に輝かがやくバスルームだ。バスタオル一枚のアンティークは手のひらのみならず、胸もと、きわどいふとももまでを泡まみれにして、床ゆかに両膝ひざをつきながら旦那さまシヤルルにご奉ほう仕ししている。


    　いたいけな裸ら体たいでそのようなことをされると、なんだかすごく犯罪的だった。


    　喜べばいいのか困ればいいのか判断に迷っていると、アンティークのほうが先に限界を迎えた。自分がどれだけいやらしい真ま似ねをしているのか自覚し、かああ……っと頰ほおを沸ふつ騰とうさせる。はじかれたように一歩下がり、シャルルの鼻っつらをひっぱたいてきた。


    「えっちです!!」


    「理り不ふ尽じんっ！」


    　床ゆかにぶっ飛ばされると同時に、桃もも色の空想も泡と消える。従者は真っ赤かなほっぺたを押さえながら厩きゆう舎しやを飛び出して、エナメル靴の音とともに駆かけていってしまった。


    「まったく、なんだというのだ……！」


    　床に尻しりもちをついたまま、シャルルはひりひりと痛む顔面を押さえる。


    　最近、アンティークの様子がおかしい。


    　今みたいに前のめりなスキンシップを迫ってきたかと思えば、いきなり不機嫌になってシャルルを突き放したりする。心配で気を遣ってみてもそっけなくされるばかりだし、それでいて今まで以上にぎゅっと強く、こちらの袖そでを摑つかんで離そうとしない。


    　様子がおかしくなったのは、いつからだろうか？


    　はっきりと覚えているのは、三か月前だ。


    　三か月前……新人オペラ歌手、メルシー＝ゴーティエのコンサートを鑑賞したあの日から、アンティークはどんどん不安定になっていった気がする。


    「ぶるぶる……ぶるぅ」


    　左右から愛馬たちが寄ってきた。シャルルはやれやれと鼻をつまみ、台詞せりふを当てる。


    「ご主人。《私たちごっこ》などと称して淫みだらな行為に走るのはやめていただきたい」


    　とはキール。


    「ご主人。いけませんわ、女の子に恥をかかせたままでは」


    　とはボニーの苦く言げんだ。シャルルは「わかっているさ」と肩をすくめ、立ち上がった。


    　どのみちバスルームで合流する羽は目めになるのだ。あの律りち義ぎで健けな気げなメイドのことだ、顔中を真っ赤にしながらもきちんと脱衣所でシャルルを待っているのだろう。こちらはどんな顔で扉とびらを開ければよいのか……頭を悩ませながら、シャルルは厩舎をあとにした。


    　薄暗い屋内から出ると、視界が一気にくらんだ。目が強く刺激される。


    　見渡す限りに広がる湖が、太陽の光をこれでもかと反射しているのだ。低い位置を吹き抜ける風が、湖面にさざ波を立てる。涼しい水音に混じって、時計塔の鐘が鳴る。


    　なにはともあれ、今日きようもいい日になりそうだ。


    



    　　　　　†　†　†


    



    　湖上の街ラッツェンブルク。


    　大陸南部、東西に二十キロの広がりを持つラウエス湖の南岸には、街が浮かんでいる。小さな島に石材とレンガを運び込み、土地を拡張して水路を張り巡らせ、湖に浮かぶ赤茶色の街並みを造り出しているのだ。今日きようも今日とて、交通の主流として用いられているボートが何艘そうも水路で行ゆき交っている光景を、建物の窓から眺めることができる。


    　そんな湖の沖には、ひときわ立派なお城が浮かんでいた。


    　この街の領主、ウィルソン＝ランドック子し爵しやくの私し邸ていである。街の象徴とも言え、その幻げん想そう的な佇たたずまいからフェアリーズ・カフェなどと呼ばれている。もちろん船でしか行き来することはできず、領主の私有地ということもあり、住民が近づくことは許されていない。


    　だから、最適だった。


    　たとえば世界的に名の通った大怪盗を、安全に匿かくまう場所としては。


    



    　　　　　†　†　†


    



    　こそばゆい緊張感に満ちたバスタイムをどうにか乗り越えて、シャルルは朝の身支度を調えた。かいがいしい従者の手を借りてオーソドックスなタキシードに、袖そでを通す。変装魔術で正体を隠せるとはいえ、やはり過剰に派は手でな装よそおいは避けなければならない。


    　因いん縁ねんの惑乱の帽子ハートレス・ハツトとステッキ、きらびやかな外がい套とうと懐かい中ちゆう時計を私室に残し、その後はフェアリーズ・カフェの食堂でテーブルについていた。本日の朝食はカレイのムニエルにサラダ。パンにはたっぷりのバターとブルーベリージャムを添えて。


    　対面に腰かけている少年が、ラッツェンブルクを治める領主・ウィルソン＝ランドックだった。シャルルより一つ年上だが、少し小柄で、まなじりが気弱そうに垂れている。


    　彼はこの世界に三人といない、人ひと喰くい帽子の貴重な協力者である。


    「俺おれが盗んできたヴィスクたちの様子は変わりないか？」


    「今のところはね。ただ……」


    「ただ？」


    「さすがにそろそろ、かなりの人数になってきたでしょう？　このままのペースで増え続けると、フェアリーズ・カフェに匿いきれなくなるよ。気軽に外出できないことも、ストレスになってるみたいで……ちらほらと住民同士のイザコザが目立ちはじめてる」


    　この世界にはヴィスクと呼ばれる、精神を封じられた人間が存在する。彼らは歯車とゼンマイで動く機械人形だと偽いつわられ、貴族階級の間でさまざまな用途で取引されている。


    　これまでシャルルは、憐あわれなヴィスクを所有者たちのもとから盗み出し、封じられていた精神を取り戻して、彼らを人間としての姿に還かえす、そうした仕事を主に行おこなってきた。


    　しかしそこで問題になったのが、救い出した元ヴィスクたちの、その後の処遇である。


    　ヴィスクの素そ体たいにされる者は、平民から不当に徴ちよう集しゆうされている。いくら精神を取り戻したところで、彼らをそのまま元いた場所へ帰してしまっては、無用な混乱を招くことになる。それこそ、情報隠いん蔽ぺいのために始末されてしまうなんてことも充分にありえる話だ。


    　慎重に対応しなければならない。なぜならヴィスクの製造に関わり、それによって平和が成り立つ異い様ような体制を作り上げているのは、この世界で最も尊とうとい身分を持つ十人の公こう爵しやくと、ミステティカと呼ばれる強力な魔術師たちの集まりなのだから。


    　頭を悩ませていたシャルルに、ウィルソンはこのフェアリーズ・カフェを、元ヴィスクたちの生活拠きよ点てんとして提供してくれた。街からも隔かく絶ぜつしているここなら、彼らを比較的安全に匿かくまい、その存在を隠すことができる。


    　とはいえ、さすがにそれも限界が見えはじめたようだ。いくら貴族の城とはいえ部屋の数も無限ではないし、健全な精神を持つ人間が大量に暮らしていれば、衝突もあろう。今のままでは……これまでのようにただヴィスクを盗んでいるだけでは、いずれ頭打ちだ。


    「そろそろ、俺おれたちの革命を次の段階に進めなければならんな」


    「なにか手札があるの？　今のところ、ミステティカとの接触はこの前の事件で会ったファウストっていう魔術師だけなんでしょう？　彼の足取りも摑つかめないままだし……」


    「案ずるな。だからこそ今回、お前とラウールに声をかけたのさ」


    「さすがだな、シャルルは」


    　ウィルソンは眩まぶしそうなまなざしをした。照れくさくなって、シャルルは苦笑する。


    「よしてくれ。俺ひとりでは何もできん。お前たちが支えてくれればこそさ」
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    「だからだよ。僕には先頭に立って、誰かを引っ張っていくことなんてできないから」


    「おいおい、しっかりしてくれ子し爵しやくどの！　ラッツェンブルクの若き領主！」


    　ふたりしてくすくすと笑い合った。アンティークはずっとシャルルの背後に控えているが、表情をぴくりとも動かさない。もちろん貴族同士の会話に参加したりなどしない。従者としての立場もそうだが、彼女は基本的に主人以外とあまり口をきかないのである。


    　ひとしきり笑ってから、ウィルソンはグラスからミルクを口に含んだ。


    「たまには顔を見せてあげてよ。みんなシャルルに会いたがってる」


    「いた！　帽子の王子さまだわ！」


    　まるで計ったかのようなタイミングで、食堂にふたりの少女が駆かけ込んできた。


    　ひとりははっきりした目鼻立ちが魅力的で、もうひとりは艶つややかな黒髪が視線を惹ひきつける、かなりの美少女たちである。以前、鑑賞目的の愛あい玩がん用ヴィスクとして貴族の館で飼われていたところを、シャルルが盗み出してやった。確か名前は……。


    「ヘレン！　それにマルグリート！　元気にしていたかい？」


    「名前を覚えていてくださったのね！　うれしいっ！」


    「もちろんさ。ここでの生活に不便はないかな？」


    　彼女らは太陽のように眩まぶしい笑え顔がおを浮かべ、両側からシャルルにじゃれついてきた。


    「平気よ！　ランドックさまがとてもよくしてくださるもの！」


    「お友達もたくさんいるし！　パパやママに会えないのはちょっと寂しいけど……」


    「すまないな、俺おれがふがいないばかりに」


    「そんなこと！　みんな、クロウリーさまにはとっても感謝しているのよ？　次にクロウリーさまとデートするのは誰だ～って取り合いになったりして！　……あ、でもね？」


    　黒髪のマルグリートが内緒話をするように、シャルルの耳もとに顔を寄せた。


    「最近ヘレンってば、別の王子さまに夢中みたい。エステバンっていう男の子なんだけど、荷物運びを手伝ってもらってからちょっといい雰ふん囲い気きに……」


    「や、やだマルグリート！　クロウリーさまにヘンなこと言わないでよ……っ！」


    　ヘレンは顔中を真っ赤かにして、トマト色のスカートをもじもじと握った。


    　エステバンの名はシャルルも覚えがある。ふたりの少女たち同様、貴族の館から救い出してきた元ヴィスクである。人間の限界を超えた戦闘能力を発揮する決闘人形として使われていた彼は、がっしりとした体格を誇るなかなかのハンサムだった。


    「エステバンか。ふふっ、いい審美眼を持っているじゃないか、ヘレン！」


    「も、もうクロウリーさままで！　そんなんじゃないんです、本当に……っ！」


    「ヘレンってば顔真っ赤！　ワンピースとおんなじ色よ？」


    「も～っ！　怒るよマリー！」


    　シャルルはこらえ切れず、くすくすと笑いを漏もらした。


    　大勢の人間が暮らしていれば問題も起こる……ウィルソンから話を聞いたときはどれほど深刻な状況なのかと不安に思ったが、それほど悪いことばかりでもなさそうだ。


    「ご主人さま」


    　とそのとき、アンティークが背後からすばやく唇くちびるを寄せてきた。美少女たちと戯たわむれる主人に対し、とうとうやきもちを発動させたのかと緊張したが、どうやら違うらしい。


    　目つきがナイフのように鋭するどかった。


    「望まぬ来客のようです。ご注意を……」


    「なに？」


    　ほぼ同時に、エントランスへと繫つながる扉とびらが騒々しく開かれた。


    「いやあ、これは実に素晴らしい城ですなあ！　このような田舎いなかにはもったいない！」


    　無遠慮な声が食堂中に響き渡る。ウィルソンは決然とした表情で立ち上がった。


    「無礼ではありませんか？　食事中ですよ」


    　挨あい拶さつもなしに踏み込んできたのは、ふたりの部下を引き連れた騎士警察の男だった。中年で、でっぷりと腹の出た肥満体。潔けつ癖ぺきな白の騎士服が絶望的に似合っていない。


    「おっと、これは失礼！　ウィルソン＝ランドック……子し爵しやくどの！」


    　口ひげをこれ見よがしに曲げ、嫌みったらしく「子爵」にアクセントを置く。


    　彼の騎士服には勲章がじゃらじゃらとぶら下がっていた。身分は伯爵。シャルルの侯爵という位よりは低いが、ウィルソンの子爵よりは高い。


    「わが輩はトルヴァ＝ビアン。騎士警察ムスカリ隊の隊長ですぞ。本来ならこのような青くさい場所へ足を運ぶような立場ではないのだが……まあ、覚えておかれるがよろしい」


    「そうですか、ビアンどの。ここは私の別荘なのですが、どういったご用でしょうか？」


    「調査内容をお教えする義務はないのですがねえ」


    　にやにやと気味の悪い笑みを浮かべ、ウィルソンを値踏みするように眺める。


    「特別にお教えしましょう。子爵どのは新聞を取っておいでかな？」


    「ええ、もちろん」


    「ならばご存じでしょう。かの有名な大悪党……人ひと喰くい帽子の噂うわさを!!」


    　ぎくりっ、と。ヘレンとマルグリートがわかりやすい反応をしてしまう。幸いなことに、ビアン隊長はそちらを見ていなかったが。


    「この近辺で、彼奴きやつの目撃情報が寄せられたのですよ」


    「……それだけですか？　彼は世界中を暗あん躍やくしていると伺うかがっているのですが」


    「ええ、ええ。確かに奴やつはヴィスクを狙ねらい、それを所有する貴族たちを見境なしに襲しゆう撃げきしている。しかしどうでしょう、子爵どのはヴィスクを持っておられない！」


    「……っ」


    　一瞬、ウィルソンが息を詰まらせた。ビアン隊長は下げ卑びた笑みを浮かべる。


    「おかしな話ですなあ。ヴィスク一体も購入できない、いやいや、持たない貴族の領地を、なぜに人ひと喰くい帽子は訪れたりなどしたのでしょう？　ううむ、不思議ですなあ」


    　言いがかりに近い理屈である。だが、今はタイミングが最悪だった。


    　ヘレンやマルグリートが、シャルルの肩にしがみついて震えている。


    「ところで子し爵しやくどの？　優雅な食卓にはふさわしくないネズミがいるようですが？」


    「……私の友人たちですが、何か？」


    「おおっ、これは失礼！　あまりにもドブくさ……いやいや、平民くさかったものでねえ！」


    　うら若き少女たちの美び貌ぼうを、ビアン隊長は無遠慮にのぞき込んだ。


    「いやはやしかし、なぜ領主の私し邸ていにこのような者たちがいるのでしょうなあ。いったい君らはどこから連れてこられたのかね？　まさか誘ゆう拐かい？　事と次第によっては、わが輩の屋敷でじっくりたっぷり面倒を見てあげてもいいのだがねえ？　んん？　んん～??」


    「トルヴァ＝ビアン伯爵」


    　食堂が静まり返った。


    　椅い子すで脚を組んだままのシャルルを、ビアン隊長は胡う散さんくさそうに見下ろしてきた。


    「……なにかね？」


    「ムスカリ隊の隊長。そのご活躍ぶりは常々聞き及んでおります。お会いできて光栄至し極ごく」


    「ほ、ほう？　どこの下級貴族かは知らないが、なかなかに見どころのある……」


    「特に去年の秋の、ジンジメリ掃そう討とう戦せん」


    　ぎしっと、隊長の弛ゆるんだ顔面が固まった。


    　ジンジメリとは、かつて大陸中で猛威を振るっていた犯罪者ギルドの名である。去年の秋に奴やつらの根ね城じろが判明し、騎士警察による大規模な捕ほ縛ばく作戦が決行された。


    　完かん璧ぺきな奇き襲しゆうのはずだったが、騎士警察は自分たちが駆かり出された意味を充分にわかっていなかった。ギルドには魔術師が加か担たんしていたのだ。


    　計画を逆さか手てに取られ、騎士警察は窮地に陥おちいった。なんとか態勢を立て直し、ギルドの撃げき滅めつには成功したものの、現場は大混乱だった。たとえばどこぞの隊長などは、旗はた色いろが悪くなったと見るや、味方を見捨てて一いち目もく散さんに逃げ出してしまった……とか。


    「《豚の尻しつ尾ぽ》と称された見事な逃げっぷり。このような田舎いなかにまでしっかりと届いておりますよ？　ビアン隊長どの」


    　シャルルが髪をさらりとかき上げると、隊長は禿はげかかった額ひたいを真っ赤かにした。


    「き、貴き様さま……っ!!」


    　ビアンはリヴォルバーを抜いた。ヘレンたちは悲鳴を上げたが、さすがにそのまま突きつけてくるようなことはなかった。威圧するように、目の前でちらちらと振られる。


    　そのシリンダーに込められている神聖な輝かがやきに、シャルルの注意は引きつけられた。


    「この銀十字弾シルヴアー・ブレツトが気になるか？　青二才め」


    「シルヴァー・ブレット……」


    「そうとも。わが輩のような選ばれた騎士に支給されている、魔術を撃ち抜く聖なる弾丸だ。たとえ魔術師がどんなトリックを用いようと、この力の前では児じ戯ぎに等しい！」


    　要するに魔術を無効化するのだろう。さすがにこれをまともに受けてしまったらシャルルの変装魔術もたちどころに消し飛び、人ひと喰くい帽子としての正体を暴かれてしまう。


    　それをわかっているわけではないだろうが、ビアン隊長はこちらの額ひたいに銃じゆう口こうを突きつけてきた。いよいよ場が騒然となったが、シャルルは皮肉っぽく唇くちびるをつり上げたまま。


    「おや、魔術などというものが実在するのですか？　おとぎ話のなかの大魔女ゾフィのことしか聞いたことがありませんが」


    「これはこれは、わが輩としたことが口を滑らせたかな」


    「それ以上醜しゆう態たいをさらす前に、銃を引くのが賢明だと思いますよ」


    　半分は彼のために言っているのである。ビアン隊長はまるで気づいていないようだが、先ほどからシャルルの従者・アンティークが極ごつ寒かんの殺意を放射している。おそらくあと数ミリでも引き金に指が近づけば、瞬またたく間に手首が斬きり飛ばされるだろう。


    　だが幸いなことに、彼の手首は無事だった。直後、あさっての方向から銀光が閃ひらめく。鋭するどいなにかが一直線に飛来し、ビアン隊長の手からリヴォルバーをはじき飛ばした。


    「なッ!?　何者だ！」


    　からから、と食堂の床ゆかを転がったのは、ありふれた銀色のフォークだった。


    「変態の額に穴が開くのも、下げ賤せんな血を眺めるのも遠慮願いたいので……」


    　こつ、こつ、こつと、規則正しいエナメル靴の音。


    　食堂に入ってきたのは、ロングスカートのメイド服姿。彼女は豊かなブロンドを揺らしながら、蝶ちようも見とれてしまうような可か憐れんな笑みを、にこっと浮かべてみせた。


    「とっとと出ていってくださいまし。この湖上の庭に豚は似つかわしくございません」


    「ぬなっ、なな、ぬなんだとぉ……!?」


    　頭を沸ふつ騰とうさせたビアン隊長は、部下二名に抜ばつ剣けんを命じる。しかし、彼らが柄つかに手をかける直前、ロングスカートのメイドはぴしゃりと言い放った。


    「御ご前ぜんです。控えなさい！」


    「なな、なにッ……!?」


    　エントランスホールから、高貴な風が吹きつけてきた。


    　ブーツの踵かかとを音高く鳴らし、細身の人影が歩いてくる。とてもカフェの光景とは思えない。さながら一流モデルのファッションショーのように、スポットライトが躍おどる。


    　やって来たのは、純白の髪をなびかせた美しい少女だった。躍やく動どう感かんのあるショートヘアで、野性的な印象を醸かもしている。脚の形にフィットしたレザーパンツと、ミニ丈のジャケット。豹ひようのように引き締まったへそまわりを、大胆に露出している。


    　ルビーのように紅あかい、切れ長の瞳ひとみで、まっすぐにビアン隊長を射抜いた。


    「驚いたね。あんまり鳴き声がやかましいもんだから、動物園に来たのかと思ったよ」


    「リ、リジー・ド・ラウール＝パル・イース……さま……っ!?」


    　ビアン隊長が足をもたつかせながら、後ずさった。


    「王女殿下ではありませぬか!!」


    　約千年前。災厄の大魔女ゾフィとの戦いを経て統一された、この大陸。かつての小国を治めていた君主たちは公こう爵しやくと肩書きを変え、全土安あん寧ねいへの道を歩むことになった。


    　そんなこの国にも、いまだ唯ゆい一いつの王族が残されている。それが聖せい王おう家けパル・イースだ。


    　彼らが特別視されるのは、その血筋に由来する。パル・イース一族は千年より以前、この大陸が覇は権けんをかけた戦乱に明け暮れていた時代より昔から存在し、絶やすことなく権威を維い持じし続けてきた、まさに歴史とともに生きる《はじまりの王家》なのである。


    　千年前の大陸平定時、唯一彼らだけは聖王家という、王の名を冠することを認められた。王都と呼ばれる世界の中心地を経営し、すべての州公が集まる全州評議会においては、最高意思決定者たる議長をも務める。まさしく、大陸の象徴と呼ぶべき存在。


    　もちろんその身分は、細かな爵位の違いなど到底及ばぬほどの高みに位置していた。


    「なあおっさん。そんなに鼻息荒くして、ここで私のトモダチに何をしてたのかな？」


    　リジー・ド・ラウールが獰どう猛もうに笑いかけると、ビアン隊長はさらに震え上がった。
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    「い、いえっ、殿下！　我々はそのっ、騎士警察として、その、ちょ、調査を！」


    「調査ぁ？　つまりあんたは、王族の友人に疑いをかけてるってことかい？　ん？」


    「そ、そういうわけではっ、決して、その……っ」


    　途端に歯切れの悪くなったビアン隊長に、ラウールは鋭するどく一いつ喝かつした。


    「ならとっとと失うせろ！　よく覚えときな、ここは私の庭だってことをね！」


    「はっ、ははー！　仰おおせのままに、殿下っ！」


    　肥満体をぶるりと震わせて、ビアン隊長は身を翻ひるがえした。慎重すぎる手つきで扉とびらが閉められ、ムスカリ隊の下品な靴音が遠ざかっていくと、食堂に大きな歓声が沸わいた。


    「姫さま！　助かりましたわ！」


    「おっと、怖くなかったかい？　子猫ちゃんたち」


    　ラウールが歯を見せて笑いかけると、ヘレンとマルグリートはうっとりと瞳ひとみを潤うるませた。顔立ちは美少年のようだし、毅き然ぜんとした振る舞いの女は同性に好感を持たれやすいのである。


    　ウィルソンがテーブルを回りこんできて、自分よりかなり長身の少女に握手を求めた。


    「ありがとう、ラウール。僕だけじゃどうにもならなくて……」


    「気にすんなよ。悪かったな、勝手に私の庭だなんて言っちまってさ」


    「いいんだよ。ここは僕たちみんなの城なんだから」


    　照れたように「へへっ」と笑い返すラウール。満まんを持じして、シャルルは立ち上がった。


    「──その女神は湖より現れ、赫かく銀ぎんの輝かがやきとともに鐘を鳴らす。天に響くは勝利なり」


    　口上とともに腕を広げ、彼女が振り返ったタイミングで、正面から抱きすくめる。


    「よく来てくれた！　リジー！」


    「うわっとと！　あんたは相変わらずオーバーだな……っ！」


    　彼女は頰ほおを真っ赤かにしつつも、少し肩を離して、はにかむように笑いかけてくる。


    「ああ、間に合ってよかったよシャルル！　でも私のことは……？」


    「そうだったな。すまない、ラウール」


    「へへっ、どーも。どうにも可愛らしい名前は好きじゃないんでね」


    　彼女は王家の第三王女だが、籠かごの鳥然とした生活を好まず、姫らしからぬ装よそおいで諸国見聞の旅に出ている変わり種である。その行動を「見識を広めている」と好意的な見方をする者もいるが、一方で「王室の権威をおとしめている」と非難されることのほうが多い。周囲には理解されがたい行動を取っている者同士、シャルルとは気の置けない間柄だった。


    　くいっと片かた眉まゆを上げて、ラウールは扉のほうを振り返る。


    「しっかし面倒な奴やつらが来たもんだな。連中、お偉えらいさんのご機嫌伺うかがいに必死らしいや」


    「ジンジメリ掃そう討とう戦せんの埋め合わせがしたいということか？」


    　ラウールは呆あきれたふうに肩をすくめ、頷うなずいた。


    「聞いた話、あのビアンっておっさん、例の逃亡劇で相当立場が危あやういらしいぜ。プリムローズ隊っつったっけ、本当なら人ひと喰くい帽子逮たい捕ほはあの子らに任されてるんだろ？」


    「やれやれ……なにが悲しくてむさくるしい男になど追いかけられねばならんのだ」


    「ちょうどいいじゃございませんの。その弛ゆるんだ脳みそを少し鍛きたえ直してくださいまし」


    　豊かなブロンドを揺らしながら、メイドがにこやかに歩み寄ってきた。ラウール専属の従者である。シャルルと同い年のラウールより、一つ年下。十六歳の小柄な少女。


    「やあ、クララベル！　相変わらずきみの可か憐れんな花からは毒が滴したたっているのだね！」


    「うふふっ、シャルルさまこそ相変わらず、人の背筋をぞわぞわさせるのがお得意でございますね。名前を呼ばれるだけでわたくし、魂たましいを穢けがされていくような悪お寒かんがいたします」


    「あははっ。クララの挨あい拶さつは相変わらずスパイシーだなぁ！」


    　おおらかに笑い飛ばす王女殿下だが、冗談で聞き流せない者もいた。主人をこよなく慕したうアンティークである。シャルルをかばうようにして、すばやく前に割り込んできた。


    「クララベル……ご主人さまを悪く言うのは許さないのです」


    　同じ専属メイドでも、ふたりは対極的だった。ささやかな胸の谷間を大胆に露出しているアンティークと、豊かなバストをブラウスの下に秘めたクララベル。銀髪人形の冷たい無表情に対し、金色の妖精は春の陽光のごとき笑え顔がおで応える。


    「あらあらアンティーク、あなたも相変わらずでございますね。野の良ら犬いぬより見境のない変態に付き合わされてかわいそう。いつでもウチに転職していいのでございますよ？」


    「しないです。それよりどういう意味ですか。今、ご主人さまをなんと言いましたか」


    「よだれを垂たらした種たね馬うま野や郎ろう、と申し上げましたが？」


    「シャルはお馬さんじゃないですっ！」


    　瞬間、クララベルは目をぱちくりと瞬まばたいた。次いで、「ぷっ！」と笑い出す。


    「う、馬というのは……ふふっ、言葉どおりの意味では……っ！」


    「……ぶっ、わ、悪ぃアンティーク……！」


    　ラウールまでもが顔を背そむけて噴き出した。ウィルソンは頰ほおを赤くして視線を泳がせている。全員の妙な反応を眺め、アンティークは小首を傾かしげてシャルルを見上げてきた。


    「な、なんなのですか……？」


    「なんでもない……ふふっ、な、なんでも……！」


    　シャルルもシャルルで、笑いをかみ殺すのに必死である。


    　わけがわからないなりに恥ずかしくなってきたのだろう。アンティークは雪のように白い顔を真っ赤かに沸ふつ騰とうさせて、シャルルのベストをわちゃわちゃと引っ張りまくった。


    「なんなのですか！　なんなのですかっ！」


    「な、なんでもない、気にするなっ。ぷっ、ふふ、あははっ！」


    　とうとうシャルルまで笑い出してしまうと、食堂中が笑い声に包まれた。アンティークはますます顔を赤くしてしがみついてくるし、シャツはもはや渦うず潮しおのようにしわくちゃだ。


    　涙がにじむほどひとしきり笑うと、ラウールは心から楽しそうに腕を広げた。


    「懐なつかしい再会だな！　さあみんな、お茶会をしよう！」


    



    　　　　　†　†　†


    



    　お茶会に参加したがったヘレンたちをどうにかなだめて退室させ、一同は場所を移した。


    　フェアリーズ・カフェの最上階、いつも会合に使っている広間へ入り、シャルル、ラウール、ウィルソンが円卓につく。シャルルの背後に控えるアンティークはまだ少しむくれながら右前方を睨にらみつけ、クララベルはその視線を澄まし顔で受け流していた。


    　肘ひじをついて細い指を組み、会議の提案者であるシャルルが左右を見回した。


    「あらためて、ふたりとも。今回は集まってくれて礼を言う。忙しいところすまないな」


    「今さら遠慮する仲でもないだろ？　さっさと本題を聞かせなよ」


    　ぱちん、とウインクを寄越すラウールである。シャルルは苦笑した。


    「フッ、そうだな。ではまず現状の確認と、情報の共有からだ。──メイドよ」


    　ぱちん、と指を鳴らすと、アンティークが静かに動いた。幾枚かのレポートをラウールとウィルソンの前に配り、テーブルを一周してシャルルの後ろへ戻ってくる。


    「今の段階でわかっていることを記しておいた。我々の敵……ミステティカについて」


    　ウィルソンとラウールが羊よう皮ひ紙しを取り上げ、クララベルは背後からそれをのぞき込む。


    　ミステティカは、この国の上層部に寄生している組織の名だ。奴やつらは偽いつわりの名めい目もくで平民を召し上げてヴィスクへと変え、貴族どもを堕だ落らくさせ、莫ばく大だいな富と名声を得ている。


    　現時点で奴らについてわかっていることは、大まかに四つ。


    　ひとつ、奴らはいくつかの魔術師の家系で構成されている。ふたつ、奴らは魔術の恩恵を上流階級に還元するのと引き換えに、自身も高い爵しやく位いを得ている。三つ、完全に閉じた組織で、顧客との取引などの雑事は家臣が担にない、情報を容易に外へは漏もらさない……。


    　そして四つ、充分な技術を習得した者が、人形技師としてヴィスク製作を担っているが、彼らにもランクというものがある。最も優れた魔術力・細工技術を備えた者は一家の当主として、組織の最高幹部である《マエストロ》の称号を背負うことになる。


    　レポートから顔を上げ、白髪の王女殿下はぐっと拳を固めてみせた。


    「要は、そのマエストロって奴らを全員始末しちまえば私らの勝ちってことか！」


    「か、過激だなあラウールは……。でもそうだよね、本当に革命を為なそうとするなら、いつかは彼らとぶつかり合うことになるんだから。僕も覚悟を決めなくちゃ……」


    「案ずるな。矢面に立つのは俺おれだけでいい」


    「えっ？」


    　ウィルソンが意外そうな目を向けてくる。シャルルは何食わぬ顔で、紅茶を含んだ。


    「お前の仕事はこれまでと変わらん。このフェアリーズ・カフェを維い持じし、必要なときは人手を貸してくれ。あくまで人ひと喰くい帽子に脅されているというスタンスを貫くのだ」


    「そ、それじゃあシャルルが……！」


    「反論は聞かぬ。それに王女殿下、お前もだ。お前もこれまで通り旅先で仕入れたヴィスク・コレクターの情報を流してくれれば、あとのことは俺おれがひとりで……」


    「聞けないね」


    「王女殿下……！」


    　ラウールは腕を組み、むすっと頰ほおを膨らませた。


    「もう裏方はまっぴら。舞台袖からあんたの活躍を見て、一緒に闘ってる気になるのもね。もし私を単なる情報屋としか思ってないなら、こっちだって勝手にやらせてもらうから」


    「……っ！」


    　つん、と唇くちびるを尖らせる仕草に、シャルルは別の場所で見た、別の少女の姿を重ねた。しとしとと雨音の響く石部屋。濡れた裸に外がい套とうを羽織る、チェリーピンクの少女……。


    「……やれやれ。あいつといいお前といい、レディとはどうしてそう頑固なのか」


    「え？」


    「分かったよ。どのみち、俺ひとりでは限界が見え始めたところだ」


    「限界？」


    　聞き返したラウールと、首を捻っているウィルソンを等分に眺め、シャルルは頷うなずく。


    「ああ。この前の……大盗賊ベイクフィールドとの闘いで痛感させられた。組織の生み出す力の、なんと強大なことか！　いくら俺やアンティークが奮闘しようとも、何百、何千と束ねられた意思の奔ほん流りゆうの前には、人ひとりの抗あらがいなど水滴ほどの影響力も持たぬ」


    　こちらを注視している協力者たちへ向けて、シャルルは大きく腕を広げる。


    「そこでだ！　我ら三人が中心となり、革命軍を組織しようと思う。この世界を、ミステティカの支配から解放するための組織だ！　ラウールには、その旗はた印じるしを頼みたい」


    「革命の、旗印？」


    「うむ。こればかりは俺には務まらんのでな。いくら反体制組織とは言っても、あくまでミステティカという《悪》に対する《正義》の組織でなければならん。──大たい義ぎが必要なのだ！　悪あく名めい高き人喰い帽子が率ひきいる組織では、いかにも外がい聞ぶんが悪かろう？」


    「任された！　ついに私にもスポットが当たるときが来たんだねっ！」


    　ラウールは椅い子すから飛び降りた。何をするつもりかと思って見ていれば、彼女は壁に掛けられていた直ちよつ剣けんを取り上げ、同じく眉をひそめていたウィルソンを振り返った。


    「受け取れ、ウィル！」


    「うわっ！　とと……」


    「今日からは運命共同体だ。みんなで誓いを立てようぜ！」


    　無造作に直ちよつ剣けんを放っておいてから、自身の左腰に手を回す。そこに、真しん紅くの鞘さやに収められた宝剣が提げられているのだ。涼やかに抜き放ち、切っ先を円卓の中心へとかざす。


    「私は王になる。兄さまや姉さまではなく、この私がね。そして私を無能だなんだとあざ笑うすべての連中に、私がこの世に存在する価値を知らしめてやる。それが私の誓いだ」


    「ラウール……」


    　両腕に直剣を抱え、呆あつ気けに取られていたウィルソンは、やがてぐっと唇くちびるを引き結んだ。彼もぎこちない手つきで剣を抜き、ラウールの宝剣と重なるように突き出す。


    「僕は……この世界が僕の味方になってくれないことを知っている。ヴィスクの素そ体たいとして連れていかれたあの子を取り戻すために、僕自身が剣を抜く。それが僕の誓い」


    　無言の視線がふたつ、シャルルを見つめた。シャルルはやれやれと肩をすくめつつ、背後のメイドを振り返る。彼女はすでに、仕込み杖づえであるステッキを差し出していた。


    　シャルルが鞘と柄に両手をかけたとき、アンティークはぽそっと囁ささやきかけてきた。


    「よろしいのですか？」


    「なに、気の済むようにさせてやろう」


    　語尾に重ね、シャラアンと音高く抜き放つ。手のなかで剣をくるりと回し、細身の切っ先を、ウィルソンの直剣、ラウールの宝剣と交差させる。


    「今ここに誓おう。我々はこれから戦力を増強し、組織をどんどん拡大させていく。いずれはミステティカをも圧倒し、憐れなヴィスクたちによって形作られた、この世界の異様な歯車を狂わせる。……しかしその始まりとなるのは、今ここにいる俺おれたち三人だ」


    「ひとりは皆のために闘い──」


    「──皆はひとりのために闘う」


    　ラウール、ウィルソンが続けて宣誓し、それぞれの剣を上げた。天井に向けて交差された三本の剣の切っ先が、ランプの灯りを反射する。シャルルはにやりと笑った。


    「これで俺たちは《三騎士》だ」


    　ステッキを跳ね上げると、リィン！　と小気味よい音を立てて、剣が離れた。


    「……それで、三騎士のみなさま。具体的なプランはあるのでございますか？」


    　それぞれが着席し直したあと、クララベルがさっそく冷や水をぶっかけてきた。華きや奢しやな指先で、薄っぺらいレポートをぴらぴらともてあそび、


    「敵に関しての情報がこれだけでは、革命など夢のまた夢だと思うのですけれど？」


    「案ずるな、本題はここからだ。──アンティークよ、例のものを」


    　再びぱちんと指を鳴らすと、息の合ったタイミングでシャルルのメイドが進み出てきた。今度は両の手のひらの上に、シンプルな木目調の宝石箱をのせている。


    「これは先日、とある貴婦人から譲ゆずり受けた。ミステティカの手掛かりと思われるものだ」


    「思われる？」


    　首をひねったウィルソンに、頷うなずいてやる。


    「さっそくだが、お前たちの知恵を借りたい。……見てくれ」


    　テーブルに置かれた箱に手を伸ばす。蓋ふたは簡単に開くのだが、問題は中身だった。


    　収められていたのは、握りこぶしよりひと回り大きいサイズの、立体パズルである。材質は金属製で、黄金色に輝かがやく。そして継ぎ目には歯車がのぞいていた。機械仕掛けである。


    「このパズルが、俺おれをミステティカのもとへ導みちびいてくれる……そう教わったのだが、なかなか難問でな。部分的に押したり引いたりはできるものの、どうしても明確な手て応ごたえを返さない。……俺にはもうお手上げだ。この前は一日中いじくり回しても解けなかった」


    「あの日のご主人さまはノイローゼみたいでイヤだったのです」


    　従者の文句を背に、シャルルは軽く腰を浮かせ、ウィルソンに手渡す。鼻先まで謎なぞのパズルを近づけ、若き領主は「う～ん」と難しい顔でうなっていた。


    「これは……一日どころか、数か月単位の解かい析せきが必要になるかもしれないよ」


    「な、なんだと？　そんなに？」


    　腰を浮かせ、ラウールにパズルを回してから、ウィルソンはこちらに向き直る。


    「ぱっと見ただけでも七つ以上の仕掛けが組み合わさってる。たぶん、そのすべてを同時に解かないとだめなんだ。しかも仕掛けのいくつかは正解かどうかわからないようになっていて、とんでもないパターン数の試し行こうが必要になるよ」


    「まいったな……」


    　ふたりしてちらりと、ラウールの手もとを見る。高貴な指先がカチャカチャと、子供みたいな手つきでパズルをいじくり回していた。


    「あんな小さな機構だけれど、パーツの総数が何百個になるのか……想像もつかないや」


    「時間をかければなんとかなりそうか？」


    「やってみるよ。学者を集めて、みんなで知恵を出し合ってもらえば……」


    「うわあっ!?」


    　悲鳴が上がった。何事かと見れば、ラウールが白い煙に包まれているではないか。


    「あ、熱あっちい！　なんだよこれ！」


    　いや、煙ではなく……蒸気だ！　パズルから物凄すごい勢いで蒸気が噴き出していて、たちまちテーブルの上を白く染めていく。皆が思わず椅い子すを立ち、後ずさった。


    「ラウール！　まさかお前、それが解けたのか!?」


    「そ、そうかもしんない！　……けど、だめだ！　たまらん！」


    　耐え切れずにラウールはパズルを放り出した。それはテーブルの中央に転がり、なおも高温の蒸気を噴き出し続ける。ウィルソンが興奮したまなざしを姫殿下へ向けた。


    「すごいやラウール！　いったいどうやったの!?」


    「えっ？　いや、その、あれだよほら……そ、ソプロニコスの定理を応用して、ダランブルの第三視点を裏付けにクラインズ・ドグマに天てん啓けいを得た気がして……と、とにかくそうだ！　私はすごい！」


    　適当か……。ラウール以外の全員がそう思ったが、口には出さなかった。


    　猛烈な蒸気を排出していたパズルは、最終的にひと塊かたまりの赤い煙を噴き出した。テーブルクロスのように広がって、そこに留とどまる。立体的に波打ち、意味のある形を現出させた。


    　円卓の上に広がったのは、赤い煙によって形作られた平原に、山、川、谷、家々の集まる街……どうも、シャルルたちの世界を縮小した地図のようだった。手で触れると、まさしく煙の手て応ごたえで霧む散さんしてしまい、しかしすぐに寄り集まってきて元の形へと戻る。


    「これは、すごいね……！　地形を完かん璧ぺきに再現してるよ。華やかな王都パル・イース、南北に貫つらぬくネリネ街道、モンブラン山脈に……僕のラッツェンブルクもここにある！」


    「この光点はなんだ？」


    　地図の一角に、蛍ほたるのように瞬またたくマーキングがある。触れてみると、赤い煙の群れは瞬間的に変化した。光点を中心にクローズアップされ、より詳細な地形を映し出したのだ。


    　妙な場所だった。大地が壮大なスケールでめくれ上がっていて、まるで竜りゆうの牙きばがひしめいているかのようだ。縮尺から考えて、広さは一辺百キロメートルほどだろうか。赤い煙によって再現された岩がん礁しよう地帯を、さらに極小の霧が覆おおい、内部を隠している。


    　先ほど見た蛍のような光点は、霧のなかを漂ただよっていた。


    「ここは《冥めい界かいの航路》……だね」


    「冥界の航路？　それはどこだ？　ウィルソン」


    「隣のガスコーニュ州にある飛行危険地帯だよ。かつて大魔女ゾフィが放った魔法で、消えない傷跡が残されてしまった魔境のひとつ……聞いたことあるでしょ？」


    　若き領主は手のひらを伸ばし、地図の上部を撫なでるように動かした。


    「見てよ、この大地……岩が牙みたいにめくれ上がっていて、飛行船の高度限界よりはるか上まで伸びてる。晴れない霧が昼も夜も漂っているせいで、視界も最悪。磁場が乱れていてコンパスも役に立たないし、内部には激しい乱気流が渦うず巻まいてるんだ」


    「地上からも空中からも侵入は容易ではない……ということか」


    「それだけじゃないんだ。冥界の航路にはね……出るんだよ」


    　ウィルソンはふいに声を潜ひそめ、おどろおどろしい調子で言う。


    「出る？　何がだ」


    「幽霊。──おっと、冗談じゃないんだよ。この霧のなかで事故に遭あい、墜つい落らくした飛行船は、ゾフィの怨おん念ねんに取りつかれてしまうんだ。船員もいないのに勝手に飛び回る幽霊船となって、新たな獲え物ものを見つけると道連れを増やそうと襲おそいかかってくるらしい」


    「それで冥界の航路か……ふふっ、なかなか探検心をくすぐられる場所じゃないか」


    　シャルルはもう一度手を伸ばし、光点に触れた。これ以上の拡大はできないようだが、冥界の航路のどの辺りを示しているのか、だいたいの予想はつけられる。


    「おそらく、この光点の示す場所が……」


    「ミステティカの支配する拠点……！　少しずつ、動いてるようにも見えるけど」


    　シャルルたちは感かん慨がい深く地図を眺める。すると後ろから、誰かが肩を叩いてきた。


    「ごほん、ごほんっ！　あ～、シャルル？　この功績は誰のものかな？」


    「分かっている。もちろんお前さ、ラウール！　やるじゃないか、少し見直し……」


    　素直に答えつつ振り返り、シャルルは失敗を悟った。相棒に認められた王女殿下が、にま～っと、子供みたいに嬉しそうな笑え顔がおを浮かべていたからだ。


    　調子に乗った彼女が次に言い出すであろうことを、シャルルは鮮明に予想した。


    「やった！　シャルルに褒ほめられた！　私、もっともっと役に立つかんね！」


    「ま、待てラウール！　お前までついてくることは……っ！」


    「もうおっそ～い！　冥めい界かいの航路には船が必要だよね、さっそく手配してくる！　この革命の旗はた印じるし、リジー・ド・ラウール＝パル・イースにお任せさ！　あ～っはっはっは!!」


    「あっ！　お待ちになってくださいまし、姫さま！」


    　叫ぶや否や、広間を飛び出していくラウール。クララベルがすぐにあとを追ったが、はたして暴走一直線の姫君は、可か憐れんな蝶ちようの囁きに耳を傾けてくれるのかどうか。


    　なし崩し的に、彼女らの同行を認めざるを得なくなってきたシャルルである。


    「行くの？　シャルル」


    　頭を押さえていると、正面からウィルソンが歩み寄ってきた。


    「ああ。慌あわただしいが、すぐに出発しなければならないようだ。世話になったな」


    「ごめんね、僕も三騎士のひとりなのに、一緒に行けなくて……」


    「なにを言う。ここを守護することが、お前の騎士としての務めだ」


    　低い背をさらに縮こまらせるウィルソンに、シャルルは真しん摯しなまなざしを向けた。


    「……ウィルソン。俺おれたちは必ずなんらかの成果を持ってここに帰ってくる。だからそれまでの間に、集められる限りでいい、義ぎ勇ゆう兵へいを募つのっておいてくれないか」


    「兵を？」


    「そうだ。ミステティカから勝ち取った一定の戦果と、敵に対抗しうる充分な兵力、このふたつをそろえてこそ、我々は説得力のある革命軍を組織できるのだ」


    　ウィルソンはシャルルの黄金の瞳ひとみを見返し、しっかりと頷く。


    「わかった、そっちは任せておいて。──いってらっしゃい。幸運を！」


    「ああ。また逢あおう、親友よ！」


    　ウィルソンが差し出した手のひらを、シャルルは固く握り返した。

  


  
    



    ＧＡＬＬＥＲＹ：Ⅱ　～水先案内人の忠告～


    



    　結局、先に飛び出していったラウールに追いつくのには、三日を要した。


    　クララベルの制止もむなしく、猪ちよ突とつ猛もう進しんの姫君は一足先にラッツェンブルクを出しゆつ立たつしていってしまった。しかも彼女らは自動車をかっ飛ばしていったらしく、愛馬ボニーとキールが引く馬車であとを追ったシャルルたちは、三日遅れでの到着となったわけである。


    「こういうところ、ご主人さまとラウールさまはそっくりですね」


    「失敬な。俺おれはここまで無む鉄てつ砲ぽうではないぞ！」


    　無表情の従者を伴ともない、シャルルは迷路のような街並みを歩いていた。


    　ガスコーニュ州の空港都市は、標高四千メートルを超すペルデュ山の頂上に位置する。建物と建物が立体的に積み重なり、通りと通りが絡み合い、岩山の地形と一体化した迷宮じみた街である。隆起した岩の上に、レンガを積み上げて造り出したのだそうだ。


    「まったくラウールの奴やつめ、きちんと船の手配をすませていればいいのだが……」


    　ぼやきながらも、飛行船の発着所へと向かう。


    　たどり着いた先は、空に張り出した波は止と場ばのような場所だった。シャルルたちはそこで、空に浮かぶ巨大な《鯨くじら》を目にした。飛行船である。百メートルはあろうかという立派な船に係留ロープが渡されており、たくましい水夫たちが貨物を運び込んでいる。


    　桟さん橋ばしでは、ふたりの少女が出航準備を眺めていた。太陽のようにまばゆいブロンドを持つ従者と、白髪の姫君。片方がこちらに気づいて、大きく手を振ってくる。


    「おーい！　遅かったじゃねーか、シャルル！」


    「ラウール！　お前が焦あせりすぎなんだ。置いていかなくてもいいだろう、まったく」


    　にへへっ、と悪びれた様子もなく笑い、ラウールはあらためて上空を振りあおいだ。


    「どうだ、見ろよ！　これが私らの船……エリタージュ号だ！」


    　声こわ高だかに自慢されるまでもなく、よい船なのはひと目で知れた。


    　船体の左右に取り付けられた強力なアンカー射出機。ずらりと並んだ砲ほう門もん。ブリッジの外側に取り付けられたふたつのライトが、深海魚の目のように前方を睨にらみつけている。


    「素敵な船じゃないか。さっそくデッキへ上がってみよう！」


    　と駆かけ出しかけたシャルルだったが、直後にドンッ、と突き飛ばされた。同時にタラップを上がろうとしていた水夫のひとりとぶつかったのだ。


    　……いや、気のせいかもしれないが、わざとぶつかられたような感覚があった。


    「おォっと！　こいつァ、失礼しましたねェ」


    　妙に間延びした野太い声で、水夫が振り返った。


    　シャルルも長身だが、男はさらに体つきがいい。細くすらっとしたシャルルやラウールとは対照的に、筋肉がごりっと盛り上がった山のような体格をしている。


    　そして、さすがに少し驚いてしまったのだが……男は隻せき腕わんだった。左腕が肩口からない。右肩にずだ袋を担かついでいた彼は、視線に気づいて体を半身にずらしてみせた。


    「ああァ、申し訳ありませんなァ……怖がらせちまいましたかねェ」


    「いえ、こちらこそよそ見をしていて失礼」


    「コンラートのおっさん！」


    　ラウールが両腕を広げて歩み寄った。顔見知りらしい。


    「乗組員の手配ありがとな！　こんなに早く出港できるのはあんたのおかげだよ！」


    「いえいえェ、王女さまのお役に立てるなんざァ幸せにございますゥ……イッヒッヒ」


    　山のような図体で[image: ]こう蝠もりみたいな笑い声を漏もらし、コンラート氏はタラップを上がっていった。残されたシャルルとメイドふたりは、自然と王女殿下に視線を集中させる。


    「ラウール、先ほどの御ご仁じんは？」


    「協力者さ！　乗組員のほとんどはあのおっさんが集めてくれたんだぜ？」


    「……申し訳ございません。わたくしは姫さまの暴走をお止めできませんでした」


    　クララベルが可か憐れんな眉まゆ根ねを寄せて、苦く渋じゆうに満ちた声で言った。


    「この街に着いた直後、姫さまはまっ先に酒場へと駆かけ込んで、そこでくだを巻いていた酔っぱらいたちに向かっておっしゃったのです。『我われは冥めい界かいの航路を制せい覇はし、その奥に隠された秘宝を暴き出す者なり！　志こころざしを同じくする気き概がいある冒険者はいるか!?』……と」


    「ラウール……」


    　さすがに呆あきれた目を向けると、王女殿下は不思議そうに小首を傾かしげた。


    「なに？　仲間集めは酒場でするものって、貸してくれた冒険小説に書いてあっただろ？」


    「……もういい」


    　頭を振ると、こちらもすべてを諦あきらめているらしいクララベルが言葉を続けた。


    「口上を聞いて、ほとんどの者は一いつ笑しように付ふしたのですが、たったひとりだけ……先ほどのコンラート氏が名乗りを上げてくださいました。そして我々が船を調達している短期間で、本当に何人もの船乗りを集めてくださったのです。ですが、その、なんというか……」


    「お話し中のところ失礼。王女殿下、フェリシアンさま」


    　男の声が、飛行船の乗降口から近づいてきた。


    　タラップを下りてきたのは、軍服に似た立派な衣装を着込んだ壮年の男性である。制帽の位置を指で直し、しわの寄った顔に太陽の光が降りかかるのを防いでいる。


    　見知らぬ船員たちばかりのなか、彼のことだけはシャルルも知っていた。


    「スモレット船長！　あなたの船になら安心して命を預けられる！」


    「恐縮でございます。殿でん下かからおおよその事情は伺うかがっておりますが、ひとつよろしいでしょうか？　あなた方が手に入れたという、例のあれの件について、少々……」


    「冥めい界かいの航路の地図だろ？　なあシャルル、船長にも見せてやんなよ！」


    「お待ちをッ！」


    　船長はすばやく人さし指を立て、ラウールを制止した。左右に注意深く視線を送る。なにを警戒しているのだろうとその視線をたどって……シャルルも違和感に気がついた。


    　水夫たちだ。近くにいた何人かの水夫が手を止め、こちらを見ていた。その瞳ひとみが異様にぎらついていたような気もしたが……彼らはすぐに視線を外し、作業に戻っていく。


    「……場所を変えましょう」


    　重々しくつぶやいた船長に従って、シャルルたちもエリタージュ号に足を踏み入れた。
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    　招かれたのは船長室だった。大きく取られた窓が日光をふんだんに取り入れている。使い込まれた机があり、棚にはくたびれた航海日誌と、丸められた海図が収められていた。


    「ひとつはっきりと申しておきたいのですが……」


    　ひとりの貴族とひとりの王族、そしてそれぞれの従者が足を踏み入れると、スモレット船長はしっかりと扉とびらの鍵かぎを閉め、神妙な顔つきでこちらに向き直った。


    「ラウール殿下。私は正直言って、あなたが雇ったあの船員たちのことが信用ならない」


    「へ～え？」


    　すっとぼけた声を出すラウールだが、ブロンドの従者は背後でこくこくと頷うなずいていた。


    「よろしいですか？　冥界の航路の調査は、これまで数えきれないほどの船が、名高い船乗りたちが挑いどみ、次々と脱落してきた難関でございます。それを見事成し遂げた者は、世界的な探検家として名を残すことは間違いないでしょう。──ところがどうか？　そんな名誉ある航海にあたって、殿下の雇った彼らはあまりにも、その……適切ではない」


    　船長の言いたいことはわかる。


    　世界的大怪盗・人ひと喰くい帽子の名で恐れられ、ときに蔑さげすまれるシャルルとしては、できれば人を見かけで判断するようなことはしたくない。だがそれを踏まえてなお言わせてもらえれば、件くだんのコンラート氏をはじめとする船員たちは……ひとことで言って柄が悪かった。


    　慇いん懃ぎんな態度で話してはいたが、先ほどの衝突も故意であったことは明白だろう。


    「出航準備に影響が出ているのかい？」


    　腕を組み、シャルルが訊たずねると、スモレット船長は渋い顔で小さく首を振った。


    「いえ、今のところ、特には……」


    「では、申し訳ないが彼らを使ってやってくれないか、船長」


    「そうだよ！　コンラートさんはいい船乗りだって！」


    　出資者にそう言われてしまっては、船長もこれ以上食い下がれなかった。


    「……了解しました。ですが、例のあれ、冥めい界かいの航路の地図だけは、決して彼らの目に触れないよう厳重に管理してください。よろしいですか？」


    「肝きもに銘めいじておこう」


    「よろしくお願いします。──船内のご案内をいたします、こちらを」


    　言って、スモレット船長は壁に貼はり付けられた船内地図を示した。船体上部の気球部分、船体下部のゴンドラ。ブリッジや船室、動力機関などはゴンドラに収められているため、気球内の居住区画を、シャルルたち四人の専用として貸し出してくれるらしい。


    「金を出している身であれだが、こうまでお客さま扱いというのはな……」


    「そうそう！　私らにも船を動かす手伝いをさせてよ、船長！」


    　ラウールが勢い込んで身を乗り出したが、スモレット船長は頑かたくなに首を振る。


    「いいえ、それには及びません。冥界の航路は非常に危険ですゆえ、みなさまは極力船体上部から降りてこないようお願いいたします。あなた方の身に万が一のことがあったら、私は聖せい王おう陛へい下かにこの首を差し出さねばなりませぬ」


    「で、でもさあ……」


    　どうやら船長としては、可能な限り船員たちとの接触を避けてほしいらしい。その意を汲くんだシャルルは、なおも食い下がろうとするラウールの肩を後ろから摑つかんだ。


    「まあ、ここはプロに任せよう。我々が手を出したら足手まといになりかねん」


    「むう、仕方ねーなあ……」


    　スモレット船長は安心したふうに頷うなずき、父親のように穏やかな笑え顔がおで言った。


    「まもなく出航ですぞ。展望デッキに出てみてはいかがでしょう？」
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    　シャルルたちは言われたとおり、すぐに船体上部の気球部分へと引っ込んだ。


    　階段を上り、外がい郭かくをくぐって、《鯨くじら》の胴体内部へと進入する。その先は広大な空洞になっていて、巨大な気き嚢のうが三つ、巨人の作った団子のごとく並んでいた。


    「ご主人さま、不思議なのですが」


    　階段を上りながら、アンティークがくいくいと袖そでを引っ張ってくる。


    「どうしてこんな大きくて重たそうなものが、ぷかぷかお空を飛んでいられるのですか？」


    　すると、クララベルがここぞとばかりに挑ちよう発はつ的な表情で振り返る。


    「あらあら、お子さまなアンティークはなにも知らないのでございますね」


    「むっ……子供じゃないです」


    　むくれたウサギとの間で激しい火花が散りそうになったので、一足先にシャルルが手を掲かかげて注目を集めた。上げた手のひらを、三つの気嚢へと向ける。


    「簡単だ。あの《風船》のなかに空気よりも軽いガスが詰まっている。その浮ふ力りよくによって船そのものの重量を差し引き、我々は宙に留とどまっているのだ」


    「風船なのですか？　風船でこんなに大きな船を浮かばせているのですか？」


    「信じられないかもしれんが、そうなのだ。あとはガスを抜くなりプロペラなりで高度を調節し、推進機であらゆるところへ飛んでいく、それが飛行船の仕組みというわけだな」


    　言った直後、船の外から威勢のいい声が響いてきた。


    『出航──────────っ!!』


    「おっと、船が出るみたいだね！」


    　我先にと階段を駆かけ上がっていったのは、ラウールである。彼女が突き当たりのハッチを開くと、薄暗い船内にまばゆい陽の光と、猛烈な風が舞い込んでくる。


    「うっひゃあ！　こいつは気持ちいいや！」


    　展望デッキは気球の頂上に設しつらえられていた。鯨くじらであれば潮しおを吹く部分に、平たい土台としっかりとした手すりがこしらえられている。数十人が球技をできそうなぐらい広い。


    　柵には幾本ものロープが渡されていて、デッキ後方のマストに繫つながっていた。マストのてっぺんでは、船籍を示す緑の旗と行き先を示す黒の旗が翻ひるがえっている。


    　下方では、プロペラの風かざ切きり音がうなりはじめた。船がゆっくりと港を離れる。ガスコーニュの空港都市が、家に家を積み重ねた立体迷宮の街並みが、徐々に遠ざかっていく。


    「こんな場所から船に乗るのは、さすがに初めてだよ！」


    「ああ、壮そう観かんだ」


    　ラウールは欄らん干かんに飛び乗り、ロープを支えにして身を乗り出していた。まるっきり子供みたいである。シャルルはそんな彼女の傍かたわらで、優雅に欄干へもたれかかる。


    　船はぐんぐん速度を上げた。眼下の白い山岳地帯が、まもなく緑の平原へ変わろうとしている。自分自身が空を飛んでいるかのように、遠慮のない風が全身をなぶっていく。


    　甲高い声ではしゃぐ王女殿下を、ブロンドのメイドがたしなめていた。


    「姫さま、やんちゃはほどほどにしてくださいまし。我々の目的をお忘れなきよう」


    「クララはお固いなあ。せっかくの船旅だぜ？」


    　彼女らのやり取りに苦笑しつつ、シャルルは船の進行方向へ首を向ける。


    　あと数時間ほども進めば緑の平野が終わり、地面は茶色の荒野へと変わる。やがてそれが隆起した白い岩場となり、その先は濃い灰色の霧に包まれる。霧は見渡す限りの左右、そして雲の上にまで及び、内部の様子をまったく外に悟らせない……。


    「あれが冥めい界かいの航路か……」


    　ウィルソンによれば、霧の内部は隆起した岩がん礁しようが行ゆく手を阻はばみ、乱れた磁場が針路を狂わせ、突発的な乱気流が激しく渦うず巻まいている。さらには古いにしえの大魔女・ゾフィの怨おん念ねんに取りつかれた数あま多たの幽霊船が、道連れを増やそうと襲おそいかかってくるとか……。


    　シャルルが表情を険けわしくしていると、突然目の前ににゅっと、活力に満ち溢れた姫君の顔が割り込んできた。「してやったり」と言わんばかりに、にやにや頰ほおを緩ゆるめている。


    「なんだラウール。その顔は」


    「へへっ……今からじゃもう、船を降りられないよね？」


    　さも得意げな彼女を前にして、シャルルは「やれやれ」と嘆息した。


    「……危険だということは重々承知しておけよ？　相棒」


    　諦あきらめまじりに、ぐいと拳こぶしを突き出してやる。ラウールは嬉しそうに笑った。一拍ののち、ごつんとぶつけられてきた拳は、シャルルが思っていたより、ずっと力強かった。
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    『敵てき襲しゆう──────────ッ!!』


    　何度目かの叫びが船内に響き渡った。ラウールはすぐさまトランプを放り出すと、寝台から飛び降りて、円く取られた窓に張り付いた。


    「きたきたきた────っ！　うっひょう大迫力だぜッ!!」


    「芝しば居いじゃないんだぞ、ラウール」


    　呆あきれつつシャルルもまた椅い子すを立ち、窓の眺めを左半分、借り受ける。


    　外はほとんどなにも見えないぐらいに視界が悪かった。雲の塊かたまりのような霧が、圧巻のスケールと速度で流れ過ぎていく。その切れ間に、一瞬、真っ黒な船影が見えた。


    　元は探検船だったのだろう。だが外板に穴が開き、舳へ先さきがへし折れ、船員を失ったゴンドラがぼろ布のような気球にぶら下がっているさまは、幽霊船と呼ぶにふさわしい。


    　どう見ても生存者などいないはずだ。しかしどうだ、件くだんの船から何発分もの灼しやく熱ねつが瞬またたく。轟ごう風ふうをまとい、鉛なまりの塊がすっ飛んできた。エリタージュ号はすばやく回頭し、砲ほう撃げきを回避する。そのまま霧を盾たてにして逃走しはじめた。幽霊船は死に神のごとく追いすがってくる。


    「なんで反撃しねーんだ!?　落とされちまうじゃん！」


    「落ち着いて見ていろ、ラウール。船長はその必要がないと判断したんだ」


    　エリタージュ号は巧たくみに風を読んでいるが、敵船はただまっすぐに突っ込んでくるだけだ。濃い霧の塊を強引に突破しようとして、その奥に紛まぎれていた障害物に気づかなかった。


    　牙きばのような岩の突起に正面から突っ込んで、幽霊船はぐしゃぐしゃにひしゃげて爆発した。気球のガスに引火してさらに盛大な火か球きゆうを噴き上げ、霧の大地へと墜つい落らくしていく。


    「お見事」


    　遠いブリッジにいる船長に賛辞を送る。今のでちょうど五戦目だろうか。幽霊船の行動パターンを見切ったスモレット船長は、いちいち砲撃戦に応じるよりも物資を節約する方法を選んでいるのだろう。この航海がいつまで続くのかわからない。


    　冥めい界かいの航路に突入してから、丸一日が過ぎていた。


    　ほぼ不眠不休で指揮を執とり続けているスモレット船長の耐久力は称賛に値あたいするが、コンラート氏をはじめとする船員たちもなかなかのものだった。幽霊船との遭そう遇ぐうで多少は混乱するかと思ったが、最初の砲ほう撃げき戦せんでは見事な練度を発揮して快勝してみせた。


    　ただ、少々荒あら事ごとに慣れすぎているような印象がしたのは不安ではあるが……。


    　そして充実した航海を繰り広げている彼らとは裏腹に、シャルルたちは暇ひまでしょうがなかった。船体上部の気球内には、客室にシャワールーム、食料貯蔵庫にキッチンと、長距離航海に耐えるひと通りの設備が整っていて、本当にここから出る必要がなかった。


    　展望デッキにはもう行けないし、気球探検も昨日きのう一時間ほどで終わってしまった。船長に手伝いを申し出ても「必要ございません」とにべもなし。仕方がないので四人でひとつの船室に集まって、カードゲームなどに興じて退屈をしのいでいるのだが……。


    「いい加減カビが生えてきちまいそうだなあ……。もう一回船長に頼んでみようぜ！」


    「おやめくださいまし、姫さま。船長たちの邪魔をしてはいけませんわ」


    　たしなめるクララベルに同意し、シャルルは椅い子すに座り直した。


    「そのとおり、今は力を蓄たくわえておこう。そろそろ目的地に到達する頃合いではないか？」


    　計ったようなタイミングで、壁際に据すえ付けられた艦内電話がジリリリンッと鳴り響いた。ラウールが喜び勇んで受話器を取り上げる。


    「あい！　こちらラウール！」


    『スモレットです。殿下、少々ご相談したいことがございます。船長室へお越し願えますでしょうか。その……例の件で』


    「よっしゃ！　やっと出番か！」


    　船長の語尾にかぶせて、ラウールは威勢よく頷うなずいていた。受話器を戻し、今にも客室を飛び出していこうとするので、シャルルは苦笑しつつ呼び止めた。


    「待て待てラウール。こいつを持っていけ」


    　ぽいっと投げ渡してやったのは、手のひら大の立体パズルである。『例の件で相談がある』ということは、この冥界の航路の地図に用があるのだろう。


    「くれぐれもほかの船員には見られないように気をつけろ。あと失なくすなよ」


    「失くさないよ！　じゃ、行ってくんね！」


    　風のように駆かけていってしまうラウール。クララベルがため息とともに寝台を立った。


    「……わたくしも行って参ります。なんだか不安で仕方がございません」


    「気をつけてな！　ゴンドラには乙おと女めの血に飢えたハイエナがうようよしているぞ！」


    「ハイエナ以上に貪どん欲よくな変態と同じ部屋にいるよりは、よほど安全かと存じます」


    　にっこりと毒を吐くクララベルである。アンティークがむすっと立ち上がった。


    「……またシャルの悪口を」


    「あらあらアンティーク、すっかり変態に調教されてしまったようでかわいそう。わたくしがあとで目を覚まさせて差し上げますわ」


    「大きなお世話ですっ。さっさと行ってください。しっしっしっ、です」


    「あらあら」


    　余裕たっぷりに笑ってから、クララベルはブロンドを揺らして部屋を出ていった。


    　餅もちみたいにほっぺを膨ふくらませながら、とすんっと椅い子すに座り直すアンティークである。


    「……やれやれ、そこまで嫌わなくてもいいだろう。もっと仲よくしないか」


    「む……どうしてシャルがそんなことを言うのですか」


    「どうしてと言うが……」


    「好きな人を悪く言われて、黙っていられるわけがないです」


    　思わず見つめてしまうと、アンティークはぷいと顔を背そむけた。


    　その頰ほおが、薔ば薇らのように赤い。ここ最近の妙な癖くせで、気持ちだけが先走ってしまった感じだった。後悔するかのように、スカートをぐしゃぐしゃに握りしめている。


    　ふたりきりの室内で、気まずい沈黙が流れた。


    「えっと……と、トランプの続きでもするか！」


    「ふたりでババ抜きはむなしすぎます」


    「船の探検に行こう！」


    「もうあらかた見て回ってしまったではないですか」


    「まだ行っていない場所があるだろう？」


    　え、とアンティークはようやく顔を向けてきた。


    　シャルルは得意げに笑いながら、ちょいちょい、と床ゆかを指さす。


    「ゴンドラは立ち入り禁止にされてしまったからな。なにか面白いものがあるかもしれん」


    「見つかったら怒られてしまうのではないですか？」


    「《バニシング・チェシャ》」


    　答える代わりに、シャルルは両の手のひらを打ち合わせた。大量の《無色の光》が飛び散り、シャルルとアンティークの姿を塗りつぶしていく。


    　やがてはシックなスーツ姿も、可か憐れんなメイド姿も、完かん璧ぺきに風景と同化してしまった。


    「……俺おれを何者だと？」


    　皮肉っぽく肩をすくめてやると、アンティークがため息をこぼすような気配があった。隠おん密みつ魔術で姿を消している同士なら、ぼんやりとお互いが認識できるのである。


    「また魔力の無駄遣いをして……」


    「よいではないか。なくなったらまたお前にたっぷり補充してもらえばよい」


    「……ですか」


    「なくなったらまたお前にたっぷり奉ほう仕ししてもらえばよい」


    「なぜ言い直したのですか。なぜ言い直したのですか」


    　的確な右ストレートが脇わき腹ばらを抉えぐりこんできた。完全には見えていないはずなのにこの認識力、さすがはわがメイドと言うべきか……というか痛い。


    



    　透明人間ふたりはしっかりと手を繫つなぎ、誰にも気づかれずにゴンドラへと忍び込んだ。


    　こちらは帆はん船せんに似た造りである。レクリエーションルームやバーカウンターまで備えてあって過ごし心地はよさそうだ。だがやはり、ちらほらと見える船員たちは柄が悪い。


    　彼らは、大きく二つの派は閥ばつに分かれているようだった。片方はスモレット船長を筆頭に、ウィルソンが手配してくれた航海士や操そう舵だ手しゆなどのブリッジ要員。そして残りの大多数を占めるのが、件くだんのコンラート氏が集めたという《柄の悪い連中》である。


    　やはりなんらかの軋あつ轢れきがあるのか、船内にはどこかピリピリとした雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。通路を行ゆき交う姿も少なく、みなどこかで息を潜ひそめているような印象すらある。


    　乱気流がひっきりなしにゴンドラを揺らし、床ゆかがぎしぎしと軋きしんでいた。


    　歩いているうちに、船底までたどり着いてしまった。狭くて急な階段を下りた先の、広い空間である。貨物が積み込まれているのみで人っ子ひとり見当たらず、ほぼ真っ暗だ。


    「《ウェイク・アップ》」


    　解除呪じゆ文もんを唱えつつ、ぱちんと指を鳴らす。隠おん密みつ魔術が霧む散さんし、シャルルとアンティークの色彩が戻ってきた。ずっと握り合っていた手には、しっとりと熱が残っている。


    「はははっ！　どうだった？　透明になって探検するのはわくわくするだろう！」


    「別にしないです。見つかったら困るなと思うだけです」


    「む、そうか……」


    　相変わらずシャルルの従者は感情が薄い。少しばかり残念だが、しかし、それにシャルルが文句をつけるのはほとほと筋違いである。なにを隠そう、自分のせいなのだから。


    　せめて、少しでも彼女が楽しめるようなものはないかと、シャルルは周囲を見回した。


    「おっ、見てみろアンティーク。ここの床はスライドできるぞ」


    「え、危ないです。欠陥ではないですか」


    「そうではない、ここから貨物を降ろしたりできるのさ。……どれ、冥めい界かいの航路を拝んでやるとするか。きっと壮観な眺めだろう」


    「でも、そんなことしたら──」


    　乙おと女めの直感に基づく制止は、間に合わなかった。


    　ほんのわずか、隙すき間まを開けただけだった。ほの暗い船底に鮮せん烈れつな光が差し込み、同時に飛び込んできた一陣の突風が直上に位置していた──メイド服を真下から強きよう襲しゆう。


    　ぶわっ！　と、見事なまでにアンティークのスカートがめくれ上がった。


    「あっ……」


    　アンティークは一瞬、なにが起こったのか理解できない様子だった。しゃがみ込んでいたシャルルの目線からは、スカートの中身がまる見えである。絶対領域、ここに崩ほう壊かいせり。


    　清楚なパンティが、純情可か憐れんな彼女にはやはり似合う。ガーターベルトに飾られたリボンもまた、大人っぽさより、愛らしい色気でシャルルを誘う。大胆に暴かれたふとももが魅み惑わくの輝かがやきを放ち、シャルルは「ふむ」と、思わず鑑定家の目になりかけたが……。


    「きゃっ！」


    　という、乙おと女め感たっぷりの悲鳴とともに、翻ひるがえったスカートが手のひらで押さえられた。パニエの裾すそが名な残ごり惜しそうに舞い、ふわりと落ちる。


    　メイド少女の頰ほおは、もちろんとろけそうなほどに真っ赤かである。シャルルは劣れつ情じようを催すよりも、罪悪感を覚えるよりも先に、ありえない反応に目を疑った。


    「ア、アンティーク……？　もしかして恥ずかしいのか？」


    「は……恥ずかしい、です……あれ……？」


    「ど、どうしたのだ!?　いつもなら下着ぐらい……自分からスカートをまくって見せてくれるあのサービス精神はどこへ行った!?」


    「い、言わないでくださいっ。なんだか、すごく、恥ずかしいことのような気がしてきました……あれ……？　シャルになら、見られてもいいと思ってるのに、あれ……？」


    　自分でも理解できないようで、真っ赤な顔のまま首をひねり続けている。
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    「まさか、感情が戻ってきたのか……!?　《心臓》のほうはどうなっている!?」


    「え？　……やっ！」


    　シャルルは敢かん然ぜんと立ち上がり、アンティークの胸部に手のひらを伸ばした。するとどうだ。彼女はびくっと後ずさり、自身のささやかなバストを抱きかかえたではないか。


    　こちらもまた、かつて見たことのない乙おと女めな反応である。前のめりになっていた自身の行動を諌いさめつつ、しかし抑えきれない知的好奇心がシャルルの足を前へと進める。


    「す、すまん焦あせり過ぎた。ちょっとだけ《魔女の心臓》の状態を確かめるだけだ」


    「……っ、……ちょっとだけですよ」


    　短い葛かつ藤とうののち、アンティークは組んでいた腕を、ゆっくりと持ち上げた。


    　その下に生じた隙すき間まは、まるで秘密の通り道である。シャルルの手のひらが自身の聖域へと潜もぐり込んでいくのを、アンティークは切なそうに潤うるんだ瞳ひとみで見送っていた。


    　やがて、ふくらみかけのプリンが、下乳のほうからふにゅっと揉もみ上げられた瞬間、


    「──ふやぁぁんっ!!」


    　アンティークは大げさすぎるほど反応し、のけぞった。シャルルは慌てて反対側の手を伸ばし、細い腰を支える。そのまま上体のみが倒れ、銀髪がさらりと垂れた。


    《魔女の心臓》は言うまでもなく、ハイスピードなタンゴを奏かなでていた。触れ合っている肌はだを通じて、魔力が尋じん常じようでない勢いで流れ込んでくる。もう間違いがなかった。


    「お、お前の感情は強くなっているぞ……！　きっかけはなんだ？　なにが原因だ!?」


    「わ、分から、ない、ですっ。こんなの、おかしくなりそ……ひゃっ、あっ、あンっ！」


    　ふにふにもみもみ。揉めば揉むだけ背筋がびくんっと跳ね上がり、唇くちびるから甘くて熱い吐息がこぼれる。垂れた銀髪がいやいやと踊おどり、心臓は激しいタンゴをどっくんばっくん。


    「……っ！」


    　ごくん、とシャルルの喉のどが鳴った。


    　こ、これはあくまで《魔女の心臓》の観測！　観測である！　より明確な結果を得るために、もう少し、あとちょっとだけ、きわどい部分を攻めたらどうなるだろうか……？


    　鼓動のない左胸が、焼けるように熱くなる。シャルルの指先が静かに動き、ブラウスに包まれてささやかに張り出したバストの、その頂点に実るであろう苺を目指して──


    　がしっ！　と。寸前で、その手首が摑つかまれた。


    　折られそうなほどに痛い。空気が冷たく張り詰めていて、いつの間にかアンティークの頰ほおから赤みが引いていた。眼光は鋭するどく、ナイフのようで、今にも額ひたいを貫つらぬかれそう。


    「もちろん冗談だ！　いやはや、オレともあろうものが調子に乗ってしまって……！」


    「違います」


    「え」


    　間の抜けた声を漏もらす暇ひまがあればこそ、アンティークはぐいと手首を引っ張った。シャルルを背中に庇かばい、薄うす闇やみに包まれた船底空間の奥を、油断なく見み据すえる。


    「アンティーク、いったいどうし……」


    　言いかけて、シャルルも気がついた。


    　誰かが、いた。


    『…………』


    　素す肌はだに真っ白いローブを羽織った、奇妙な人物である。フードを目ま深ぶかにかぶっているが、その隙すき間まからのぞく唇くちびるの艶つややかさは、女性を感じさせる。いったいいつそこに現れたのか……殺意や敵意はおろか、意思や存在感といったものがまるで感じられなかった。


    「ご主人さま、あれは……」


    「わからん。なにせここは、冥めい界かいの航路などと呼ばれている場所だからな。なにが出てきても不思議ではないと思うが…………いや、待て」


    　ぼんやりと佇たたずんでいるだけだった白い女性が、ほんのわずかに動いた。フードからのぞく唇が開閉し、こちらに聞こえるか聞こえないかという、ごくひそやかな言葉を、こぼす。


    『────。────、────』


    「え……？」


    　思わずシャルルが聞き返し、一歩足を踏み出した直後。


    　そいつは、ふっと、現れたときと同じように、唐突に消えていってしまった……。


    「今のは、なんだったのだ……？」


    　痕こん跡せきも、気配の名な残ごりも感じられない。もしや幻まぼろしだったのかと不安になるほどだ。


    　そのとき、怒りに満ちた大だい音おん声じようが船底を揺るがした。


    「なに考えてやがるこのボンクラがァ!!」


    　思わずびくついたシャルルを、凄すさまじい力が引っ張った。アンティークである。壁際に積まれていた木箱の陰にすばやく飛び込み、ふたりの体を、ばさっと布で覆おおい隠す。


    　さらにその密着状態で、シャルルの頭をぎゅう～っと胸に抱きかかえてきた。肌色の谷間に思わずごくりと喉のどを鳴らしながらも、シャルルも息を潜ひそめて成り行きを見守る。


    「こ、今度はなんだ、いったい……っ」


    　ぼやいた直後、けたたましい物音が響いた。階段から人が転げ落ちてきたのだ。


    　続いて、重い足音とともに一歩一歩、船底へ下りてくる人影がある。山のような体格を誇る大男。ラウールが雇ったコンラート氏だ。よろよろと立ち上がったもうひとりの船員を、手の甲で張り飛ばす。彼の手から酒さか瓶びんが転がった。


    「毒入りの酒だァ……？　くだらねェ!!　スモレットの野や郎ろうが薄汚ねェてめえの酒なんざ口にすると思うかァ!?　余計に疑うたぐり深くさせてどうしようってんだ脳なしがァ!!」


    　拾い上げたボトルを、乱暴に放り投げる。シャルルの足先でガラスが砕け散った。


    「い……いつまでくだらねえ船乗りごっこやってるつもりだ、コンラート！」


    　切れた唇くちびるから血を垂らしながら、もうひとりの船員も言い返していた。


    「敵は十人もいねえ！　しかも半分はガキじゃねえか！　とっととやっちまおうぜ！」


    「あァ……？　どうもてめえらはわかってねェみてえだなァ……」


    　コンラートはぶっとい右腕一本で、仲間の頭をつるし上げた。


    「その気になりゃァいつでも始末できる……？　ンなこたァわかってんだクソ野や郎ろう!!　俺おれがなんのために品性の欠片かけらもねェてめえらを苦労して紛まぎれ込ませたと思ってる？　俺たちに必要なのは《王の墓はか石いし》だろうがァ!!」


    　王の墓石？　アンティークが視線を向けてきたが、シャルルはあいまいな表情で首を振った。そのような名称の物品など、シャルルは聞いたことがない。


    　ただ、ひとつだけ心当たりがあるとすれば……。


    「おそらくはスモレットだろうがァ、連中の誰かが隠し持ってやがる。下へ手たに殺して在ありかがわからなくなったらどうするゥ!?　《旦だん那なさま》にどう言い訳する気だァ！」


    「そ、それは……」


    　言葉を詰まらせた船員を、コンラートは放り出した。


    「わかったら豚みてェに言われた仕事だけしてろォ！　いいかァ、よく覚えとけ。奴やつらが王の墓石を出すまでは絶対に手ェ出すな。だがひとたびそれを目にしたらァ……持ち主は必ず殺せェ！　そして奪え!!　てめえらの得意分野だろうがァ！　イッヒャッヒャ!!」


    「コンラート！　ここにいたか！」


    　上階から別の男が顔を出した。口もとが獰どう猛もうに歪ゆがんでいる。


    「いよいよ《ニーザ・ローン》が近いぜ！　王女とスモレットが甲かん板ぱんに出ていきやがった！　王の墓石を使うつもりに違いねえや！」


    　コンラートの強こわ面もてが、化け物のごとく醜しゆう悪あくに歪んだ。


    「重てェケツ上げろ！　いよいよ祭りだぜ野郎ども!!　イヤァッヒャッヒャッヒャ!!」


    　荒々しい靴音が階段を駆かけ上がり、三人の船乗りはいずこかへと去っていった。


    　……いや、彼らはもう船乗りではない。仲間の仮面をかぶった、ハイエナである。


    　ばさっと布を跳ねのけて、シャルルはアンティークと顔を見合わせた。


    「ラウールたちが危ない！」
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    　大急ぎで甲板に出てみれば、目を疑うような光景がシャルルたちを出迎えた。


    「なんだあれは……!?　山か？　竜巻か!?」


    　船の進行方向に墨すみ色の入道雲が押し迫っているのである。想像を絶するほどの横幅を有し、ほとんど壁に見える。徐々に船が引き寄せられているような感覚さえあった。


    　デッキの端に純白の髪と、ブロンドのメイド服、そして立派な制服の人影があった。闇やみ色の雲を見み据すえながらなにやら議論を交わし、やがてラウールが懐ふところから手のひら大のパズルを取り出して、スモレット船長に示す。


    　その背後から包囲を狭めていく荒くれ者たちの気配に、三人はまだ気づかない。


    「だめだ!!　ラウール!!」


    　シャルルは声の限りに叫んだが、突風にかき消された。王女殿下の指先が多重構造のパズルをいともたやすく解除して、激しい蒸気とともに覚かく醒せいさせる。それがスモレット船長の手に渡った直後、コンラートの隻せき腕わんが、血に飢えた蛮カト刀ラスを抜いた。


    「ん？　……な、なんだコンラート！　きみたちも！　持ち場に戻りたまえ！」


    　船長がようやく背後の人影に気づいたときには、もう遅かった。


    　すばやく踏み出されたコンラートの左脚が、船長の脚を絡め取る。息つく間もなくカトラスが突き込まれて、たくましい制服の背中に、血まみれの切っ先が飛び出した。


    「がふッ……!?」


    「さらば、スモレットォ……冥めい界かいの海で、永遠にィ……イィッヒッヒッヒ!!」


    　カトラスを力任せに押し込む。切っ先からずるりと胴体が抜け、スモレット船長はデッキから転落した。渦うず巻まく乱気流に翻ほん弄ろうされながら、冥界の底へと消えていく……。


    「せ、船長──────────ッ!!」


    　手すりから身を乗り出し、ラウールが絶叫した。クララベルはその襟えり首くびを摑つかみ、強引に跳び退すさる。花のように可か憐れんな美び貌ぼうも、さすがに鋭するどく引き締まる。


    　ごとりと床ゆかに転がっていた立体パズルを拾い上げ、コンラートは頭上高く突き上げた。


    「王の墓はか石いしだ!!　我々はついに手に入れたぞォォ────────!!」


    「「「ウオオオオ──────────ッッッ!!」」」


    　雄お叫たけびとともにカトラスを突き上げる、荒くれ者の船乗りたち。ラウールは目の前の光景が信じられないようで、尻しりもちをついたまま全身を戦慄おののかせていた。


    「な、なんだ？　なにが起こって、船長が、血が、コンラートさん、なんで……！」


    「イッヒッヒィ……王女殿下ァ、長旅ご苦労でございましたァ。あなたさまは冥界の航路に散った蛮ばん勇ゆうの姫として、歴史に名を残すことでございましょうゥ……ヒッヒ!!」


    「……っ!!」


    　直後、ぼわんっ！　と。コンラートを白はく煙えんが包み込み、巨体がたまらず後ずさった。


    「げほっ！　ごはァ！　……ンだァこりゃあ!?」


    　煙そのものはすぐさま風に霧む散さんする。だが手のひらで眼前を払っていたコンラートは、晴れた視界に映った光景に、よどんだ目をむき出した。


    「お、王の墓石が……!?」


    　しっかり五指に握られていたはずの立体パズルが消え失うせている。入れ替わりにそこに収められていたのは、みずみずしいグレープフルーツだった。


    　直感的な視線が、矢のごとくシャルルに向けられた。


    　シャルルの右腕は、指を鳴らした体勢のまま突き出されていた。そして反対側に掲かかげられた左手には、件くだんの立体パズルが収められている。クロウリー家の操あやつる《奇術》の秘儀のひとつ。同体積のものを瞬間的に入れ替える鏡面魔術──。


    「《ミラー・イン・ミラー》」


    「てめえ……ッ!!」


    　不ぞろいの歯が、ギリッ！　とかみしめられた。


    「奴やつも魔術師だ！　容よう赦しやはいらねェ！　ブッ殺せエエェ────!!」


    「ウオオッ！」


    　手に手にカトラスを振り回しながら、幾人もの荒くれ者たちが押し寄せてくる。その波に対抗するかのように、シャルルの後方から蒼そう風ふうが飛び出した。


    「ご主人さま、許可を！」


    「許可する！　慈悲をかけるな！」


    　アンティークは身の丈を越えるオールを薙なぎ刀なたのように構えていた。敵は二十人近い布陣だが、シャルルの従者は体たいさばきがけた違いの能力である。先頭でカトラスを振り上げた隙すきだらけのひとりに、オールの先端が霞かすむほどの速度でたたき込まれる。


    「げぼァッ！」


    　潰つぶれたような悲鳴を残して、船乗りは後方へ吹っ飛んだ。


    　二、三度バウンドして手すりに激突して止まる。あお向けに倒れた彼はぴくぴくと痙けい攣れんし……直後、何事もなかったかのように上半身を起こした。


    「ギャハハハハ！　痛いてえ！　みんな見てくれ！　俺おれは今《痛え》んだ！」


    「ガッハッハ!!　派は手でにやられたなあ！」


    「なんだと……!?」


    　さすがにシャルルは目を瞠みはった。アンティークの眉まゆもかすかにひそめられる。


    　世界にふたりといない、特殊なヴィスクであるアンティークの身体能力は人間の域をはるかに超える。その彼女から必殺の一撃げきを受けて、無傷で立ち上がれるはずはない……。


    　いや、よく見れば無傷ではなかった。船乗りのシャツは無残に破けている。だが、その下に露出したのは肌はだではなかった。いくつもの黒くろ鉄がねが組み合わさった、機構。


    　歯車とゼンマイの連なりが、シャツの内側できちきちとリズムを刻んでいた。


    「機械の体……!?　奴らは普通の人間ではないのか!?」


    「イヒヒッ、自分だけが特別だと思わないことですなァ……！　俺の《腕》を持てェ！」


    「あいよ、コンラート！」


    　船乗りのひとりが両手に布包みを抱えてきた。コンラートは無む造ぞう作さにコートの左肩口を引きちぎる。その内側から、機械の接合ジヨイント部が姿を現した。


    「イッハッハ！　久々の左腕だァ……戦意が昂たかぶりますなァ!!」


    　耳障りな金属音とともに、コンラートの左肩に義手が装着された。大たい砲ほうのような巨大な機械腕である。錆さびついた漆しつ黒こくの表面からは、禍まが々まがしい気配が立ち上る。


    　まさしく砲ブラ身スターのごとく、先端をシャルルに突きつけてきた。


    「……ウララララァ!!」


    　灼しやく熱ねつが連続的に瞬またたき、マシンガンが発射された。シャルルが強化魔術を発動するより速く、メイド服が眼前に飛び込んでくる。投げナイフを両手に挟み、煙るほどの速度で振り回す。弾丸をすべてたたき落とし、反撃とばかりに右手を一いつ閃せん。


    　流星のごとく飛来するナイフの先端を、コンラートは首を傾けて避けた。息つく間もなく機械腕を振り上げると、全身の力を込めて甲かん板ぱんにたたきつける。


    　まるで地割れが起きたかのように、甲板が木こっ端ぱ微み塵じんに砕けた。


    「くそッ、侮あなどれんな！」


    　シャルルとアンティークは大きく跳び退すさり、崩ほう落らくから逃のがれる。ちらと注意を向けてみれば、ラウールとクララベルもどうにか体勢を立て直していた。


    　戦場と化した甲板で戸惑っているのは、荒くれ者の船員たちも同じだった。


    「まずいぞコンラート！　このままじゃ気流にのみ込まれる！」


    　はっと目を向けてみれば、先ほど見た竜巻じみた黒雲が船の間近に迫っていた。


    「あァ!?　操そう舵だ手しゆの野や郎ろうはどうしたァ！」


    「も、もうとっくに殺しちまったよ！」


    「馬ば鹿か野郎!!　王の墓はか石いしはまだ奴やつらが持ってんだぞォ!!」


    　そうしている間にも、黒雲がぐんぐん近づいていた。いや、彼ひ我がのスケール的にはこちらが引き寄せられているのである。船が安定を失い、立っていることすら危あやうくなる。


    「奪え！　奪え！　奪え!!　早く王の墓石を取り戻せェェ!!」


    　コンラートの絶叫が、最後だった。エリタージュ号は壁のごとき気流の嵐あらしに突っ込み、甲板にいた者たちは余さず激烈な風にさらわれた。靴が床ゆかを離れ、浮遊感に包まれる。


    「シャル！」


    　吹き飛ばされる寸前、華きや奢しやな手がシャルルの指を捉とらえた。アンティークである。甲板に渡されたロープにすがりながら、もう片方の手で懸けん命めいに主人をつかまえている。


    　だが、いかんせんスケールが違いすぎた。いくら彼女が人間離れした身体能力を持っていようと、立ち向かう相手は百キロ単位を支配する風の猛威。天災である。


    　ずる、ずる、と指が滑りはじめた。ふたりの間で深く結合していた、目に見えない《精神の歯車》が、火花を立てて別離に抗あらがう。いやだ、離れたくない。そんな悲鳴が聞こえる。


    　それでもついに──ずるっ！　と最後の指が滑り、シャルルは木この葉のごとく空中にさらわれた。恐ろしいほどの速度で遠くなっていく甲かん板ぱん、メイド服、差し伸べられた手。


    　泣きそうなほどの絶望に歪ゆがめられた、愛いとしい少女の顔。


    「シャル──────────っ!!」


    　自分を精いっぱいに呼ぶ声すら、瞬またたく間に風にちぎられて、消えた。
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    　どのくらいの時間気を失っていたのだろうか。


    　シャルルは闇やみのなかで意識を取り戻した。脳の中心から熱が灯ともり、徐々に手足の末端まで感覚が広がっていく。うつぶせに倒れているようだ。口のなかに草の味がする。手足が石のように固まっていたが、苦労して指先を動かすと、だんだんと全身の筋肉がほぐれていった。


    「うっ……んんっ……」


    　うめきながら、どうにか上半身を起こす。まぶたが嫌になるほど重い。懸けん命めいに目を開くと、刺すような光が網もう膜まくを刺激するとともに、頭がひどく痛んだ。視界がくらむ。


    「ここは……どこだ……？」


    　どこかうら寂しい風にのって、花の匂においが鼻び腔こうをくすぐる。


    　嫌な予感とともに顔を巡らせてみれば……周囲に敷き詰められていたのは、満開の花々。そして花畑を囲む木々、その先は見渡す限りの森、だった。


    「な、なんだここは……!?」


    　まだ夢のなかにいる可能性を疑ったが、あまりにも鮮せん明めいな五感がその逃避を許さなかった。さらにもうひとりの覚かく醒せい者しやが、傍かたわらでうめいているのに気づけばなおさらである。


    「う、うぅ……？　なんだってんだ、いったい……！」


    「リ、リジー！　リジー・ド・ラウール＝パル・イース！　しっかりしろ！」


    　白髪の姫君が、柳りゆう眉びをひそめながら目を覚まそうとしている。幸か不幸か、彼女のほかに人影は見当たらなかった。現状を知る手掛かりはただひとつ、シャルルの足もとに。


    　自分たちをここまで導みちびいた立体パズルが、花のなかで不気味な光を放っていた。


    　言い知れぬ孤独感に襲おそわれたシャルルの脳のう裏りに、ふと、声がよみがえった。


    　エリタージュ号の船底に現れた、謎なぞの白い女性。今となっては現実だったのか夢だったのかすら定かではないが、彼女は確かに、シャルルに向かってこう告げたのだ。


    『お前は進むべき道を間違えている』


    『早く引き返さなければ、取り返しのつかない場所に足を踏み入れることになる』──と。

  


  
    



    ＧＡＬＬＥＲＹ：Ⅲ　～俺おれたちゃ漂流者～


    



    　緑の葉を生い茂らせた広葉樹が、辺り一面に密集している。日は差しておらず、梢こずえの隙すき間まからは赤錆さび色に染まった空の様子がうかがえる。


    　足もとの土はやわらかく、適度に湿り気を帯びていた。一部、森がぽっかり切り開かれた箇か所しよがあり、そこには紅べに紫むらさき色の小さな花々が優雅な絨じゆう毯たんのように咲き誇っていた。


    「これはライラックだね。花言葉は『大切な記憶』『愛の最初の感情』だったっけ」


    　膝ひざをつき、花を撫なでていたラウールは、あらためて立ち上がって周囲を眺めた。


    「いったいなんなんだこの場所？　本当に冥めい界かいの航路なのかよ、シャルル？」


    「それ以外に考えられないだろう。……いつまでもここにいても仕方ない」


    　ぼやく王女殿下とともに、シャルルはいよいよこの謎なぞの森の探索へと乗り出すことにした。ライラックの花畑を出て、鬱うつ蒼そうと生い茂る木々のなかへと踏み込んでいく。


    　不ふ可か解かいな現状に戸惑っているのか、ラウールは落ち着きなく頭上をあおいだ。


    「なあ見てよ、あの陰気な赤い空！　昼なのか夜なのかさっぱりわかんないじゃんか。いったい船を放り出されてからどんくらい経たったんだ？」


    「一時間も経っていないはずだ。おそらくは」


    　歩きながら、シャルルはスーツの胸ポケットから金色の懐かい中ちゆう時計を取り出した。


    　時計の形をした魔力計測機であるそれは、現在の時刻を示さない。しかし代わりに別の判断基準があった。針が示すのは11時07分。エリタージュ号の船底でアンティークがいつになく恥ずかしがってくれたおかげで、[image: ]時マツクス近くまで魔力が補充されていたのだ。


    　アンティークとの接続が断たれた状態で一秒ごとに魔力を失うことを考えれば、彼女と別れてから……船を放り出されてから、一時間も経過していないという計算になる。


    　詳しい説明を省きながらの言葉だったが、王女殿下は疑いもなく頷うなずいた。


    「へ～え、やっぱり頼もしいなあシャルルは！　もしいざって事態になったら、またあんたの魔術を頼りにさせてもらうかんね！」


    「……いや、すまないがあまり当てにはしないでくれ」


    「えっ、な、なんで？」


    　この世界で、ごく限られた人間しか知らない事実だ。今のシャルルは魔力の源みなもとである《魔女の心臓》をアンティークの胸に預けている。ゆえに彼はもう単体では魔術を使えない。


    　そして彼女から受け渡されている魔力も、時間経過とともに自然減少していってしまう。つまりシャルルの肉体に魔力が残るのは、最大でもあと半日程度。すでに変装魔術は解いているため消費は最低限だが、なんらかの魔術を使えばその分リミットも早まる。


    　魔力の尽きた自分など、満足に剣も振れない能無しだ。そのことを王女殿下にどう説明するべきか。いくら信頼する仲間とはいえ、己おのれの弱点を吹聴するのは得策ではない。


    　黙考の末、シャルルは当たり障りのない理由でお茶を濁にごすことにした。


    「実は、俺おれはふとももを出したレディが傍そばにいないと本来の力を発揮できないのだ」


    「単なるスケベじゃねーか」


    「やむを得ん。ここは麗うるわしの王女殿下に一肌はだ脱いでもらうしか……」


    「ぎゃ────っっっ!?」


    　むき出しの脇わき腹ばらに手を回してやると、ラウールは乙おと女めみたいな反応をした。ずざざっとこちらから距離を取り、ジャケットに押さえ込まれた自身のバストを抱きかかえる。


    「禁止！　禁止！　セクハラ禁止！　ふ、ふたりきりだからってダメだからな！」


    「よいではないか、よいではないか」


    「迫り方が手慣れ過ぎてる！　メイドたちに怒られたって知らないぞ！」


    「チッ……冗談だよ王女殿下」


    　大人しく両手を上げ、きびすを返す。腹黒いメイドに笑え顔がおで責め立てられるのも、やきもち焼きのメイドに無表情で拗すねられるのも、ありありと想像できたからだ。


    　後ろで微妙な距離を開けながら、姫殿下の靴音がせかせかと追ってきていた。


    「早くクララたちと合流しないとっ。あいつらが心配だ。ついでに私の貞てい操そうも心配だ！」


    「まったく同意見だ。メイドたちと合流することが我々の急務。ここがどこなのか……なぜこのような場所に放り出されたのか……そういった調査は後回しにしよう」


    「コンラートさん……ううん、あのならず者連中はどうしたらいい？」


    「奴やつらも必ず現れるだろうな。こちらがこれを所持している限り……」


    　懐ふところから件くだんの立体パズルを取り出し、すぐにしまう。


    「王の墓はか石いし……と奴らは呼んでいたか。いったいこれがなんなのか……それも今は後回しにしておこう。コンラートたちの脅きよう威いを無視することもできないが」


    「装備がちっと不安だねえ」


    　ラウールは宝剣を抜き、刀身の優美な輝かがやきを確かめたのちに、真しん紅くの鞘さやへと戻す。


    　一方、シャルルの武装はリヴォルバー一丁だけだった。ステッキも、怪盗衣装も、トレードマークのシルクハットでさえ、エリタージュ号に置きっぱなしになっている。あの、機械仕掛けの異常な肉体を持つ荒くれ者どもとやり合うには、確かに武装が心もとない。


    「どこかに鍛か冶じ屋やかガンショップでもあればいいんだけどねえ」


    「ははっ、それはさすがにむちゃな注文というやつだ」


    　気の抜けた会話を交わしながら、シャルルたちは森の奥へ奥へと進んでいく。


    　そこでシャルルは気がついた。この森に……いや、この空間全体を満たす違和感。鳥の囀さえずりどころか、虫の鳴き声すらしない。まったく生き物の気配を感じないのである。たとえ軽口でなかろうと、人の営いとなみなど感じ取れようはずもなかった。


    　だからこそ、息が詰まるほど驚いた。


    　森を抜けた先に、立派な鉄の街がそびえているのを見たときには。
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    　街は灰色に覆おおわれていた。市街の中心部を大河が貫つらぬき、いくつもの工場が立ち並んで、煙突からは絶えず赤い煙が噴き上げている。見たところ工業都市のようだ。


    　城壁もなく、森の終わりから平地が続き、街の門へと繫つながっている。ずいぶんと開放的……というよりも、獲え物ものを誘い込む罠わなのような印象を受けてしまうのは考えすぎだろうか。


    「どう思うよ？　シャルル」


    「怪しいが……行ってみるしかあるまいな」


    　森のなかに身を隠し、様子をうかがっていても、一向に事態は好転しない。


    　シャルルとラウールは意を決し、木陰から踏み出した。正門をくぐっても、周囲になんらの変化もない。ただ工場の稼か働どう音おんが重く、鈍にぶく、赤い空にこだましているのみ。


    「人の姿が見えないな……」


    　大通りへやってきた。三、四階建ての建物が左右にずらりと立ち並んでいる。休日であれば大勢の人でごった返すだろう目抜き通りは……しかし、視界のはるか向こうまで誰の姿もなかった。通行人も、売り子も、大だい道どう芸人も新聞売りも、人っ子ひとり……。


    「おっ、パン屋があるじゃん！　ちょうどよかった、おなかすいてたんだ！」


    　パンを描えがいた看板を出している建物に、ラウールは駆かけ寄った。


    　しかしノブに手をかけたところで、もどかしそうにうめく。


    「か、固い！　開かないじゃん！」


    「開いたところで意味はなさそうだぞ、ラウール」


    　シャルルは窓をのぞき込んだ。陳列されているパンの数々は、すべて鉄の塊かたまりに絵の具を塗っただけのニセモノだった。店内に明かりはなく、当然カウンターにも人影はない。


    　よく見れば扉とびら自体、がっちりと壁に接合されているイミテーションだ。


    「なんなんだよ、この街は！」


    　ラウールは憤慨し、ふたりで歩くには広すぎる大通りを振りあおいだ。


    「まるで等身大に作られた玩おも具ちやの世界だな……」


    　シャルルがぽつりと感想を漏もらした直後、視界の端で動く物体があった。


    　馬車である。交差路からやって来た一台の馬車。こちらに背を向け、通りの反対側へと去っていく。その御ぎよ者しや台だいには、濃紺の制服を着た男性の横顔が確かに見えた。


    「人がいた！」


    　ラウールは喜び勇んで駆け出した。数歩遅れてシャルルもあとを追う。


    「おーい待て！　そこの馬車！　待ってくれよ！」


    　王女殿下の勅ちよく命めいが届き、馬車はぴたりと止まった。


    「ああ、よかった！　ちょっとあんた、聞きたいことがあるんだけどさ──」


    　躊ちゆう躇ちよなく御ぎよ者しや台だいの横に並んだラウールは、直後、ぎちっと体を硬直させた。


    　御者の男には、下半身がなかった。胴体だけが座席に乗っかっていて、固定された腕が手た綱づなを握っている。首がぐるんと横を向き、あごが外れたように口が開く。


    　歯の間から突き出してきたのは、銃じゆう口こうだった。


    「危ないッ！」


    　シャルルがラウールに飛びついた直後、銃口が蒸気を噴いた。鉄針が凶悪な速度で撃ち出され、スーツの背中をかすめる。石畳へと突き刺さり、ビィーンと震えた。


    「なっ、なんっ……!?」


    　ラウールとシャルルは、倒れたまま動けなかった。しかし御者は二発目を発射しようとはせず、代わりにあごを九十度上向けた。天に向かって、かすかな溜ためをつくり、


    『ウィィ────────!!　ウィィ──────────ンン!!』


    　鼓こ膜まくを突き破るような大だい音おん声じようで、甲高く叫びはじめた。シャルルたちはたまらず耳を押さえてうずくまる。こいつはどう見ても、人間の所しよ業ぎようとは思えなかった。


    　当たり前だ。こいつは御者を模しているだけの──機械だ。目玉は安っぽいガラス製で、肌はだはペンキが塗られた金属。その内側でギチギチと音を立てているのは歯車である。


    「う、うるっさいな！　いい加減にしろ！」


    　ラウールは宝剣を抜いた。敢かん然ぜんと立ち上がり、切っ先を鋭するどく突き出す。


    「──ェェイ！」


    　細い首筋を穿うがち、力任せに貫つらぬく。火花が飛び散り、機械の頭部が宙を舞った。


    『ウィ……イ…………ィィ…………！』


    　ガシャンッ！　と石畳に落下した御者の頭は、ようやく静かになった。


    「はぁ、はぁ……な、なんだったんだよ、今のは……っ」


    「警報に決まってるだろう……！」


    　シャルルも立ち上がり、息つく間もなくパンッ！　と手のひらを打ち合わせる。


    「２トウーｈｏｕｒアワー　ｒｅｌｏａｄリロード!!」


    　直後、馬車の荷台が吹き飛んだ。内側に潜ひそんでいた何者かが脱出してきたのだ。


    　二メートルを超す、黒い鎧よろいである。宙でくるりと回転し、馬の背に降り立つ。言うまでもないことだが、鎧の継ぎ目にも馬の関節にも、歯車の機構がのぞいている。


    　黒騎士が長大な突ラ撃ン槍スを抜くと、機械馬は猛たけるようにいなないた。汽車の爆走にも匹ひつ敵てきする圧力で、シャルルたちを押し潰つぶそうと突進してくる。


    「《ライアー・ジャック》」


    　ぱちん、ぱちんっと、シャルルは左右の指を鳴らす。闇やみが凝ぎよう集しゆうし、二匹の[image: ]こう蝠もりが現れた。念じると、弾丸のような速度で飛ひ翔しよう。機械馬の胴と前脚にぶち当たる。


    　[image: ]蝠が爆発した。外がい殻かくを噴き飛ばし、内部機構を焦こがし、醜みにくい火花をはじけさせる。


    『……ッ!!』


    　まさか意思があるわけではあるまいが、機械馬は苦く悶もんを表すようにいなないた。安定を失い、頭から転倒する。突進の速度が己おのれに返り、全身をひしゃげさせてパーツをまき散らす。


    　背中から放り出された黒騎士もただではすまなかった。受け身を取ろうとして失敗し、地面についた腕を逆向きにねじれさせながら数回転。シャルルの傍かたわらを転がり過ぎていく。


    　ようやく回転の勢いが収まった黒騎士が、無事なほうの手で起き上がろうとする鼻先に、白髪の姫君が仁に王おう立だちしていた。宝剣を両手に握り、高く振りかぶって、


    「──ふっ！」


    　力の限り突き立てる。頭部を断ち切り、黒騎士の活動を完全に止めた。


    「シャルル、いったいこれは……」


    「のんびりしている暇ひまはない。次が来るぞ！」


    　先ほどまでの閑かん散さんぶりが噓うそのようだった。路地のあちこちから、機械馬に乗った黒騎士が駆かけ込んできたのだ。総数二十、三十……いや、まだまだ増えていく！


    「逃げるが勝ちだな……《サーティーン・フラッシュ》！」


    　手を打ち合わせる。それを勢いよく離すと、シャルルとラウールの幻げん影えいが十三人ずつ、てんでばらばらの方向へと逃げはじめた。機械兵たちもさすがに攻撃目標を見失う。


    「来い、ラウール！　逃げるぞ！」


    「はいよ！」


    　シャルルは本物のラウールの腕を引き、機械馬たちの足もとを駆け抜けた。狭い路地に飛び込もうとした直前、ズシンと地面が揺れた。


    　路地そのものをふっ飛ばし、一軒家ほどの巨体を誇る亀が現れた。確認するまでもなく機械仕掛けで、甲こう羅らからは城壁でも貫かん通つうできそうなほどの大たい砲ほうが突き出していた。


    　のみ込まれそうなぐらいに広い砲身が、ゆっくりとシャルルたちに照準を合わせる。


    「なっ、ななななな……！」


    　ラウールが口をあんぐりと開け、絶叫した。


    「なんなんだこの街はぁ～～～～～～～～っっっ!?」


    　砲身の最さい奥おうで、灼しやく熱ねつが瞬またたく。その寸前、シャルルは両手を打ち合わせた。


    「[image: ]サーテイｍｉｎｕｔｅｓミニツツ　ｒｅｌｏａｄリロード!!」


    　空気を竜巻のごとく巻き込みながら、砲弾が撃ち出される。凄すさまじい轟ごう音おんが辺り一面に響き渡り、呆あきれるほどの白はく煙えんが大通りを一瞬にして覆おおい隠した。
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    「ぜえ、はあ、ぜえ、はあっ……！」


    　木の幹に背を預け、シャルルは激しく喘あえいだ。


    　大通りで機械兵の大群に囲まれてから小一時間ほど。散々な鬼ごっこを続けたシャルルたちは、自然公園の林に逃げ込むことでようやく追跡を逃のがれていた。まだ辺りには敵兵がうろついているが、周囲を囲む緑の茂みが、今はこのうえなく頼もしい防壁である。


    「まったく……ほんとに……なんなんだここは！」


    　荒い息を繰り返しながら、ラウールは手近に転がった岩の上に座り込む。シャルルもまた息絶え絶えの状態で芝しば生ふを横断し、手頃な木の根っこに腰かけた。


    「ふぅ、ふぅ……少し休憩しよう……っ」


    　呼吸は整ってきたが、体力の消しよう耗もうが深刻である。ぐう～っと、腹の虫が食物を求め、切ない鳴き声を上げてきた。それに気づいたラウールが、ごそごそとポケットを探る。


    「ちょっと待ってなよ、確かここに…………あった！」


    　取り出したのは布包み。収められていたのはスコーンがひとつ。おそらくクララベルのお手製だろう。シャルルの瞳ひとみがきらんと光り、よだれがじゅるっと滴したたる。


    「ほう……。そこ行く姫よ、いいものを持っているではないか」


    「がっつくなよ自称紳士！　ちゃんと分けてやるから待ってなって」


    　ラウールは真ん中辺りに親指を差し込み、えいやっと左右に割る。ふたつになったスコーンの片割れをこちらに差し出す……ふりをして、両方とも口もとに引き寄せた。


    「ああああっ!!」


    　絶望的な悲鳴を上げたシャルルのリアクションを、それこそが目当てだったとでも言うように、ラウールは口に入れる寸前だったスコーンをゆっくりと戻した。


    「冗談だよ！」


    　からかうように言って、ぽいっと放ってくる。シャルルは慌あわてて受け止めた。


    「ひ、人が悪いな……っ！」


    「へへっ」


    　イタズラっぽく笑った彼女に礼を言いつつ、シャルルもスコーンに歯を立てた。


    　すっかり冷めてしまっているが、ほろほろと崩れる生き地じから焼き菓子特有の香ばしい甘あまみがにじみ出す。クララベルの愛情がたっぷりだ。エプロン姿でキッチンに立つ彼女を想像すれば、さらにおいしさは三倍である。


    「あんたンとこのアンティークは、お菓子作りをしたりしないの？」


    「するとも。というよりあいつは、俺おれが自分以外の作ったものを口にすることを好まないんだ。俺の体が、外の食べ物にあまり合わないことを知っているからだろうが」


    「ほんっと仲が良いよなあ、あんたらは！　……ま、シャルルなら当然か」


    　声のトーンが微妙に変わった気がして、シャルルはちらと彼女をうかがった。


    　食べかけのスコーンをつまんだまま、ラウールは地面に視線を落としている。


    「……どうかしたのか？」


    「ン……いや、あんたと違って、私は誰かに尽くされるだけの価値がある人間なのかなって。ほら、えっと……スモレット船長があんなことになったのは、私のせいだし」


    「あれは……俺おれにも責任がある。船長の意見を尊重することができなかった」


    「ううん、そもそもはコンラートの本性を見抜けなかった私が悪いよ」


    　頑かたくなに否定し、ラウールはますます深く頭を垂れてしまう。


    「情けないよなぁ……大おお見み得え切っておいて、結局は口先ばっかりで。……私はもしかしてさ、周りの連中が言うみたいに、何も為なせない人間……なのかな。兄さまや姉さまの言いつけどおり、綺き麗れいなドレスを着ておとなしくしていたほうが、いいのかな……」


    「……ラウール」


    　正直、最初はただの気まぐれだと思っていた。三騎士などと言い出したのも、些細な動機からだと。しかしそれが大変な侮あなどりであったと、苦痛に歪ゆがんだ横顔から察する。


    　今の彼女に必要なのは慰なぐさめより励ましだろうと思い、シャルルは声を明るくした。


    「そう自分を責めるな！　思い出せ、ウィルソンが数か月単位で解かい析せきしなければならないと言ったパズルを、いともたやすく解いてみせたのはどこの誰だ？」


    「あれは……」


    　ラウールは顔を上げかけ、困ったように苦笑した。


    「ごめん。あれ、実はさ……当てずっぽうだったんだ」


    「知っているよ、親友」


    「シャルル……」


    　ラウールは顔を上げた。ルビーの瞳ひとみをしっかり見つめ返し、シャルルは続ける。


    「それでも、お前の功績には違いない。俺にはわかる。お前にはすごい力がある。だが、今はそれをうまく使えないだけ……そう、まだ歯車がかみ合っていないだけだ」


    「本当かな？」


    「本当だとも。いいかい……」


    　シャルルは腰を上げ、彼女の隣に寄り添った。情感たっぷりに言い聞かせていく。


    「お前はいつか必ず偉大なことを成し遂げる。誰もがお前を見上げて称賛するんだ。『さすがはリジー！』『私もあんなふうになりたい！』ってね。そのときのお前は、太陽のようにキラキラと輝かがやいているだろう。醜みにくい嫉しつ妬とも、陰口も、天の輝きには届くまい……」


    「太陽か……！　そんとき、あんたはどこにいる？」


    「俺か？　もちろんお前を見ているさ」


    　虚きよをつかれたが、すぐに頷うなずきを返す。手のひらを広げ、眩まぶしい光を透すかすように、


    「俺おれはギャラリーに向かって胸を張り、こう叫ぶんだ。──見てくれ！　あいつは俺の親友なんだ！　誇らしいなあ……」


    「ふふっ」


    　ラウールは肩を震わせて、笑った。手のなかにひと欠片かけらのスコーンが残っているのに気づいて、思い切りよく口に放り込む。


    　晴れ上がったような笑え顔がおを向け、屈くつ託たくなく言った。


    「シャルル。さんきゅ、ね」


    「本心を伝えたまでさ。お前たちがいてくれればこそ、俺は俺でいられるのだから」


    「そうかな……」


    　するとラウールはもう一度目を伏せ、なにやら小声で考え込んだ。


    「……クララやアンティークだったらこういうとき、どうすんのかな……」


    「なんだって？」


    「ちょ、ちょっとさ！　あっち向いててくんない？」


    「？　こうか？」


    　言われるままに顔を背そむけてみた。なにをされるのかと若じやつ干かん緊張していると、体温が左肩に寄り添ってくる。少し荒く、熱い息遣いが耳もとまで近づいてきて……。

  


  [image: ]


  
    　ちゅっ、と。


    　思い切ったようなキスを頰ほおに押しつけて、王女殿下はぱっと体を離した。


    　……さすがに彼女にこんなことをされるとは思っていなかったシャルルは、顔中の熱さを抑えることもできないまま、じとっとした目で振り向いた。


    「こら、リジー……メイドたちに怒られると言っていたのはどこの誰だ？」


    「へへっ、それじゃあ……今のはふたりだけの秘密、ね？」


    　人さし指を唇くちびるの前に立て、イタズラっぽくはにかむお姫さまである。


    　シャルルがやれやれと嘆たん息そくすると、直後、大きく地面が揺れた。


    　震動が真下から突き上げ、間隔がどんどん短くなっていく。ドラムのごとき音色が迫ってくる。その迷いのないリズムを察知して、シャルルは跳ねるように立ち上がった。


    「走れ!!」


    　ラウールとふたり、茂みから飛び出した直後、巨大亀が突とつ貫かんしてきた。数本の樹木をなぎ倒し、地面を盛大に抉えぐり散らして、ドリフトのようにスライドしつつ急停止。


    　甲こう羅らの隙すき間まから突き出す砲ほう身しんが、シャルルたちにまっすぐ照準を合わせていた。


    「しつこい！」


    　シャルルは右腕を振り抜き、同時に指を鳴らす。速度を上乗せして飛んだ[image: ]こう蝠もりが、砲身に飛び込んで内部で爆ばく裂れつ。甲羅の各部から火か炎えんがほとばしり、巨大亀が苦く悶もんの叫びを上げた。


    「今のうちだ！　逃げるぞラウール！」


    「どうやらそれも無理っぽい！」


    「なに!?」


    　反対方向に駆かけ出そうとして、愕がく然ぜんとした。


    　もう一匹いた。砲身を潰つぶした亀とまったく同じフォルムの、山のごとき威容の機械兵。二匹の巨大亀が前後から迫る壁のごとく、シャルルとラウールを包囲している。


    　背後の亀が前脚を振り上げた。前面の亀が大砲を向けてきた。一刻の猶ゆう予よもない。ここで使い切るつもりで、シャルルがすべての魔力を解き放とうとした──寸前だった。


    　キィン！　と、涼しい破裂音が響いた。


    　亀の甲羅に極小の何かが衝突し、銀色の火花を四散させたのだ。


    　それだけだった。大砲を突きつけてくるあまりに巨大な鋼鉄亀に、なんらのダメージがあるはずもなかった。それなのに、亀は動力が切れたかのように動きを止めて……。


    　崩れ落ちた。四し肢しが力を失い、腹から地面に激突する。強きよう靱じんに接続されていたはずの各部から次々と火花が飛び散り、小規模の爆発を起こしてパーツを噴き飛ばしていく。


    　シャルルたちを追撃する余力など、根こそぎ奪い去られていた。


    「な、なんだ？　いったいなにが……」


    「こっちよ！」


    　呆ぼう然ぜんとしていたシャルルたちの腕を、強引に引っ張っていく複数の人影があった。


    　全員が十代そこそこのうら若き少女たち。規律を体現した純白の騎士服に、清せい楚そなミニのプリーツスカートが揺れる。シャルルは握られている手のひらの感触に、サイドテールに結ばれたチェリーピンクの髪に、間違えようがないほどの覚えがあった。


    「ポシェット!?」


    



    　　　　　†　†　†


    



    　突然現れた少女たちの一団は、シャルルたちが目を白黒させているのもおかまいなしに引っ張って、木々の隙すき間まを駆け抜けていった。緑の茂みで身を隠し、機械兵士たちの死角に滑り込み、可か憐れんな姿を決してさらさぬその様は、あたかも森に棲む妖精エルフのようだ。


    　ひらりひらりと機械たちの駆動音から遠ざかって、導みちびかれたのは街の郊外、木々がまばらに立ち並ぶ森に建てられた教会だった。針のような尖せん塔とうが見事だが、相変わらず生活感は一切感じられない。もちろん、機械仕掛けの気配など存在していようはずもない。


    　なんと鮮やかな手並み、頼もしい救援者たちであろうか。彼女らの名はプリムローズ隊。騎士警察のなかでも、平均年齢は最年少に相違ない。みずみずしい正義感を肢し体たいいっぱいにみなぎらせた、清らかな乙おと女めたちのみで構成される少女部隊である。


    　味方につければ、なんと心強い存在となるだろう。ただひとつ、惜しむらくは……


    「大人しくなさい、人ひと喰くい帽子！　さもなくばその不ふ埒らちな体を串刺しにしますよ!!」


    　このシャルルこと人喰い帽子が、ほかならぬ彼女らの天敵、ということだろうか。


    



    「みなさん！　私たちはついに人喰い帽子捕縛に成功しました！」


    「やりましたね！」「とうとうこの日が……！」「大手柄だ～っ！」


    　かくして教会の床ゆかの上、ロープでぐるぐる巻きに縛られているシャルルである。


    　周囲では、相も変わらず華やかなプリムローズ隊の少女騎士たちが歓声を上げていた。全部で十名。彼女らは結成時から長らく人喰い帽子追跡の任に従事し、彼と遭そう遇ぐうするたびに屈くつ辱じよくを与えられ続けてきた。単に手柄を上げたこと以上に、喜びもひとしおなのだろう。


    「隊長！　ポシェット隊長！　どうしたんですか、もっと喜んでください！」


    「え、ええ、そうね……」


    　聖壇のほうを向いている隊長が、振り返らぬまま、落ち着かなさそうに首を振った。


    　プリムローズ隊の隊長、ポシェット＝ゲルシャール。十六歳。彼女は人喰い帽子の宿敵であり、シャルルの幼おさななじみであり、同時に口約束ではあるが彼の……婚約者でもあった。


    　数か月前のことだ。人喰い帽子を執しつ拗ように追い続け、名誉ばかりを口にしていた彼女の素顔に触れたのは。幼い頃、非情な運命に翻ほん弄ろうされ、行方が分からなくなってしまったシャルルとアンティーク。ふたりを救うため、彼女は彼女なりの方法で闘っていたという。


    　その願いはただひとつ。初恋の相手であるシャルルと、生涯ともに歩み続けたい……。


    　類たぐい稀まれな美少女にして、愛する幼おさななじみからの告白は、もちろんシャルルにとってもまんざらではなかった。しかし今すぐ結ばれるには、ふたりにはしがらみが多すぎた。アンティークをはじめ、シャルルには自分の気持ちと向き合わなければならない相手も数多い。


    　何よりミステティカという倒すべき巨悪が、彼の前には立ちはだかっているのだ。


    　結論として、ふたりは判断を保留することにした。いつか何もかもを終わらせ、シャルルが人ひと喰くい帽子の名を捨てる日が来たら、そのときこそ彼女の告白に向き合おう。


    　だから、それまでは……ふたりはこれまでのように、怪盗と騎士の関係のまま。


    　たまに互いの身分を忍び、こっそりとデートを重ね、ささやかな恋人ごっこを楽しむ。今はその程度の関係に甘んじようと、ふたりで話し合って決めたのだ。──が。


    「どうしたのですか、隊長！　今すぐこの不ふ埒らち者ものに正義の裁きを!!」


    　そのようなふたりの事情など、彼女の部下たちは知る由よしもないことである。


    　少女騎士たちに急かされて、隊長が困ったような顔で振り返る。同時に、長く結われたサイドテールが舞い、スイーツのような甘い香りがふわりと漂ただよった。


    　ああっ……愛いとしのポシェットよ。やはりお前はこのうえなく可愛らしい。桃もも色の唇くちびるにマシュマロのほっぺた、キャンディーめいた瞳ひとみ。サクランボ色の髪がおしゃれに編み込まれているところまですべて、シャルル好みにデコレーションされたクリームケーキのようだ。


    　清せい廉れんな騎士服にラッピングされていようとも、香り漂う少女の色気。ミニスカートの裾すそがほんのわずか翻ひるがえるたび、極上の砂糖細工のごときふとももがシャルルを惑わせる。反面、バストは板チョコのようにぺったんこなのがやや残念ではあるが……。


    　ギロッ、と。桜色の瞳が棘とげだらけの視線でシャルルを射抜いた。


    　──くだらないお世辞はいいから。なんで今に限って変装魔術を使っていないのかしら。


    　──見ればわかるだろう？　アンティークとはぐれてしまった。魔力を節約せねば。


    　以い心しん伝でん心しんのアイコンタクトを交わすと、ポシェットは頭が痛そうに額ひたいを押さえた。無言の両者に痺しびれを切らしたのか、少女騎士たちがポシェットに詰め寄っていく。


    　──……なんとかして逃がしてあげるから、少しだけ我慢してて。


    　──さすがだな、寛容な騎士どの！


    　今の状況でお縄なわになってしまうのはまずい。ここは隊長どのの手しゆ腕わんに期待である。


    　無言の両者に痺しびれを切らしたのか、少女騎士たちがポシェットに詰め寄っていった。


    「どうしたんですか隊長！　早くこの変態貴族に正当な裁きを！　この男は会うたび会うたび口に出すのもはばかられるほどのセクハラ行為で私たちを辱はずかしめてきました！　いくら心を失っていようと、許されることではありません！」


    「あたし、もうお嫁に行けないよぅ……」


    「責任とってほしいですっ！」


    「それもそうね。隊長権限でこれより変態断罪裁判を開始します！」


    「ポシェット!?」


    　一転、決然とした表情で唇くちびるを引き結ぶポシェットである。ま、まずい。このようなところでお縄なわになるわけにはいかない。藁わらにもすがる思いで、頼もしい相棒を振り返る。


    「み、見ていないで助けてくれ！　王女殿下！」


    「ン？」


    　長椅い子すで脚を組み、成り行きを見守っていたリジー・ド・ラウール＝パル・イースである。すでに身分を明かしているため、シャルルと違って拘こう束そくされてはいない。


    　眼鏡めがねをかけた少女騎士が、まなじりをつり上げて間に割って入ってきた。


    「口を慎つつしみなさい変態帽子！　よもや殿下をこのような場所へ誘ゆう拐かいするなど……！」


    「ご、誤解だとも騎士どの。俺おれはなにも、彼女を誘拐してきたわけではない」


    「……それ以外に、あなた方がともに行動する理由があるというのですか？」


    　眼鏡の奥で眉まゆがひそめられる。シャルルはぺらぺらと方ほう便べんを語った。


    「無論、聖王家に忠義を尽くすためさ！　今でこそ心を失ったなどと言われているが、私も侯こう爵しやくの端くれ！　怪盗としての私が持つ知識が殿下の使命に役立てられるらしくてね。ささやかな恩おん赦しやと引き換えに、こうして彼女に協力しているというわけさ」


    「……ほ、本当ですか？　姫殿下」


    　眼鏡の少女騎士は戸惑いながらラウールを振り返った。彼女はあっさり首を横に振る。


    「ン、違うよ？」


    「ほら見なさい！」


    「王女殿下!?」


    　まさかの裏切りである。目をむいているこちらを一いつ顧こだにせず、ラウールは涼しげな表情で立ち上がるとプリムローズ隊の少女騎士たちをぐるりと見回した。


    「それよりみんなに聞きたいことがあるんだけどさ、人ひと喰くい帽子に会うたび散々セクハラされてたってのは本当かい？　たとえばどんな目に遭あわされたんだ？」


    「とんでもないことです!!」


    　物凄すごい量のクレームが、少女たちからいっぺんに湧わき上がった。


    「私は胸を揉もまれました！」「スカートめくられました！」「めくられたどころじゃない！　この前はずり下ろされたのよ!?」「わたしは催さい眠みん術じゆつで、にゅるにゅるの触しよく手しゆに襲おそわれる夢を……はううっ」「わ、私は体中縛しばられて、いやらしいポーズ取らされて……っ！」


    　囂ごう々ごうと鳴りやまぬ非難のなか、シャルルはおずおずと反論した。


    「ほ、ほかの人の目には触れないようきちんと配慮しているではないか……」


    「それがなんの免めん罪ざい符ふになるというのですか!!」


    　ビシャ────ン!!　と極太のカミナリが落っこちた。ごもっとも。


    　ひと通り意見を聞き終えると、ラウールはもっともらしい表情で頷うなずいた。


    「なるほど、よくわかった。みんな、遠慮はいらねえ。やっちまいな!!」


    「「「はいっ!!」」」


    「ラウゥゥ────ルッ!?」


    　シャルルは裏返った悲鳴を上げた。前方に仁に王おう立だちのポシェット。後方にラウールを筆頭とした少女騎士たち。いつの間にか《美少女軍団ＶＳ女の敵》みたいな構図ができあがってしまっていた。こ、ここここれはまずい。本格的に絶体絶命である。


    　頼みの許嫁いいなずけどのは、自じ業ごう自じ得とくよ、と雄弁なアイコンタクトでにべもなし。かくなるうえは……多少強引でも、己おのれ自身の力で窮きゆう地ちを脱するよりあるまい！


    　シャルルが腹を決めると、美少女軍団の隊長がいよいよ尋じん問もんを開始してきた。


    「では変態被告、質問に答えなさい。あなたはどうしてこんなところにいるの？」


    「ひ、人に質問をするのなら！　まず自分が質問に答えるべきではなかろうか！」


    「は、はあ!?」


    　ポシェットがたじろぐ。シャルルは意い気き軒けん昂こうと身を乗り出した。


    「お前たちこそなぜこのような場所にいる！　俺おれを追ってきたのか!?」


    「ち、違うし！　今回は別件よ！」


    「別件？」


    「じ、従属税で召し上げられた人たちが、飛行船でどこかへ運ばれてるって情報があったのよ。よりによって冥めい界かいの航路へね！　明らかに事件の臭においがしたから、わたしたちがこっそりあとをつけてたんだけど、途中で物凄すごい嵐あらしに巻き込まれちゃって……」


    「気がついたらこの妙な空間にいた……というわけか。俺たちと同じだな」


    　彼女らが追跡していたという妙な飛行船も気になる。従属税で集められた平民は、ヴィスクの素そ体たいにされる者たちだ。彼らはどこへ運ばれていったのか？


    　ポシェットが気を取り直して、カツンッとブーツを踏み出してきた。


    「さあっ、今度こそ答えなさい！　この場所はいったいなんなの!?」


    「人に聞く前に自分で考えろ！　ここはどういう空間なのだ!?」


    「し、知らないわよ！　昨日きのうからここにいるけど誰にも会わないし！　街は機械の兵隊だらけだし！　手がかりもないし出口もないしでどうしたらいいかわからないんだから！」


    「た、隊長！　敵のペースに巻き込まれないでください！」


    「はっ！」


    　焦じれたように、眼鏡めがねをかけた少女騎士が隊長を促うながした。


    「人ひと喰くい帽子は明らかに叛はん意いを抱いだいています！　なんか企たくらんでいるに違いありません！」


    「そ、そうね！　みんな、彼が武器を持っていないか調べて！　身体検査よ！」


    「人に身体検査をするのなら！」


    　ばらっ！　とロープをほどき、シャルルは跳ね起きた。縄なわ抜ぬけである。


    「まずは自分が身体検査されるべきではなかろうか！　フ────ッハハハハハハ!!」


    「え？　……きゃああああっっっ!?」


    　そのまま前方に跳躍し、ポシェットに襲おそいかかった。乙おと女めの悲鳴を上げる彼女に飛びついて、背中を抱きすくめる。にわかに浮き足立つ、プリムローズ隊の面々。


    「た、隊長！」「隊長が捕まっちゃった！」「なんて卑ひ怯きようなの！」


    　少女たちの先頭で歯がみするのは、潔けつ癖ぺきなる白髪の姫君である。


    「おのれシャルル＝クロウリー……！　人質を取ってどうするつもりだ！」


    「ふふふっ……戯たわむれは終わりにしていただこう、王女殿下」


    　幼おさななじみの背中を盾たてにしながら、シャルルは悪役っぽく口の端はをつり上げる。


    「私の要求はただひとつ。彼女らに私の身の安全と、行動の自由を約束させたまえ。さもなければこの隊長が、殿下が見るには少々過激すぎる辱はずかしめを受けることになるでしょう」


    「えっ、わたし!?」


    「くっ、脅きよう迫はくに屈するわけにはいかない……やりたければ存分にやるがいい！」


    　苦く渋じゆうの決断を下すラウールとは裏腹に、慌あわてたのが囚とらわれのポシェットである。


    「ちょ、ちょっと待って！　待ってください姫さま！　できれば屈していただけると助かるっていうか、なんでわたしがピンチになってるんだろうっていうか……！」


    「よい覚悟だ王女。しからば、ゆくぞ！」


    「話聞きなさいよ!!　……って、きゃっ!?」


    　シャルルがぱちんっと指を鳴らすと、空中にロープが現れた。しゅるしゅると生き物のように動いてポシェットの両手首を拘こう束そくし、宙につり上げる。


    　両手の空いたシャルルは、ノーガードの桃もも髪がみ騎士を前に悪魔の笑みを浮かべた。


    「それでは少女諸君、人ひと喰くい帽子の身体検査をとくと目に焼きつけるがいい……！」


    「ひゃっ！　……ぁっ…………きゃンっ！」


    　両手をつられたポシェットの背中に、再び抱きつく。騎士服の上からだが、首筋、腋わき、すらりとしたおなかに至るまで、隙すき間まを残さないようじっくり手を這はわせていく。おへそと思おぼしきくぼみを探り、指先でくりくりほじくると、甘い嬌きよう声せいが響いた。


    　そして肝心のバストである。見た目はかわいそうなほどぺったんこだが、一応は手のひらで揉もめるだけの大きさと、グミに似た質感を備えていることをシャルルは知っている。


    　なるたけいやらしく見えるように手のひらで覆おおい、もみもみと五指でもてあそぶ。端から徐々に刺激を集め、頂点をいじって一気にはじけさせる。チェリーピンクの髪が跳ねた。


    「ああぁっ!!　はぁっ、あっ！　ンっ！　んん～～～～っ！　ふぅぅ～～……っ!!」


    「唇くちびるをかんで必死に我慢しているな、いじらしい隊長どの。しかし……ふふっ、このようなまったいらの場所に武器など隠せるはずもない、か」


    　プリムローズ隊の少女騎士たちは騒然となった。


    「ひどいわ！　隊長の一番のコンプレックスを！」


    「年下の幼おさななじみの子にも負けてるって気にしてるのよ！」


    「毎日ミルク飲んでも大きくならないのよ！」


    「ここ数年まるっきり成長の兆きざしが見えないって泣いてるのよ！」


    「うるっっっさいわねあなたたち!!　……ひゃあんっ！」


    「あ、暴れるなポシェット。加減が狂うではないか……！」


    　シャルルの両手のひらは騎士服の胸もとをまさぐり続けている。いいかげん手のひらが胸の形を覚えてしまいそうなほどだ。無抵抗のバストを揉もまれに揉まれまくって、ポシェットはこてんと首を傾けた。頰ほおが真っ赤かで吐息が熱い。瞳ひとみの端には扇せん情じよう的な涙である。


    「ふぅ、うう～……！　あっ、はぁぁっ、……もう、だめぇっ、ゆるして……あぁンっ！」


    「その『だめ』は逆効果だぞ……！　耐えろ、オレとてこんな場所で気恥ずかしい。……しかし見ろ、あの意地っ張りな王女殿下の顔を！」


    　とろけたポシェットの視線が前方へと向けられる。


    　食い入るようにこちらを観賞する少女騎士たちの中央で、第三王女殿下が腕を組んで仁王立ちしている。淫みだらに過ぎる身体検査を、それがどうしたとばかりに鼻で笑い、


    「そ、そそそそ、それじぇ終わりか？」


    　鼻血を吹きそうなほど真っ赤になりながら、声をひっくり返していた。


    　効果てきめん。ネタは上がっているのだ。シャルルとふたりきりになったときの反応から考えても、彼女にはセクハラに対する免めん疫えきがまるでない。されるのも、見るのも。


    　初心なお姫さまを屈服させるには、この方法が最良！　その悪魔みたいな己おのれの声にそそのかされて、シャルルの指は止まらない。ポシェットの耳に唇を寄せ、ささやく。


    「あともうひと押しだけ耐えてくれ。これでチェックメイトだ……！」


    「えっ……？　あっ、やだ！　そこ……っ！」


    　ぴらり、とスカートをめくり上げた。プリムローズ隊はいよいよ阿あ鼻び叫きよう喚かんである。悲鳴を上げる者、真っ赤になって目を覆おおう者、なぜかノートを取り出して、鼻息も荒くペンを走らせている者までいる。そのノートはあとでぜひ見せてもらいたい。


    「ふふっ、こんなにも細く小さな騎士どのの体。物を隠せるのはここぐらいだろう？」


    　下着が見えないぎりぎりの位置までまくり上げ、甘い声で問いかける。


    「どうです？　王女殿下。彼女の名誉のためにも、そろそろ負けを認められては？」


    「ぐっ、ぐぐぐ、ぐうっ！　ぐぐ～……っ！」


    　……くそ、しぶといな。と内心で毒づくシャルルである。もはやセクハラ行為による興奮よりも、強敵への闘争心のほうが大きくなってきた。それは羞恥心までもを脇に追いやり、普段ではなかなかできないような大胆な行動へと、シャルルを突き動かす。


    　すなわち婚約者どののミニスカートのなかに、己おのれの手を潜もぐり込ませたのである。


    「いっ！　いやああああっっっ!?　うそっ、うそ、待って、こんな……っ！」


    　乙おと女めの最大のピンチに、ポシェットも我に返って悶もだえる。そこは禁断にして魅惑の空間。普段なら手のひらどころか、他人の視線すら絶対に立ち入れない聖域なのである。


    　しかし世紀の大怪盗が、神聖なる乙女の果実を前にして、ひるむ道理もなく。


    　きわどいにも程があるふとももの部分を、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに撫なで回す。スカートがもこもこと、シャルルの指の動きを映して蠢うごめく。裾の思わせぶりなはためきは、それを凝視する王女殿下に否応なく、内側で行われている蹂じゆう躙りん行為をまざまざと妄想させて……結果。


    「ぐはっ！　……も、もういい、分かった。私の負けだ……ッ！」


    　がっくりと膝ひざをつき、姫は全面降伏を、自軍へと通達するのである。


    「プリムローズ隊の諸君……しばらくの間、奴やつには手を出すな……！」


    「り、了解しました殿下……くうっ」


    　その周囲で、涙を呑のんで受け入れるプリムローズ隊の面々である。シャルルは指を鳴らしてポシェットの拘こう束そくを解くと、くずおれる少女たちへ向けて高らかに勝ち誇った。


    「は────っはっはっは！　悪は強しだ！　残念だったなプリムローズ隊の諸君。きみらが手にしたと思った功績はまやかし！　その可か憐れんな指の隙すき間まからこぼれ落ちる金砂のように、人ひと喰くい帽子はまたしても自由な夜空へ……おぶふっ!?」


    　首が吹っ飛んだかと思った。とにかくそれぐらいとんでもない威力の右ストレートが頰ほおをぶっ飛ばしてきて、シャルルは教会の床ゆかに転がった。


    　ぴくぴく痙けい攣れんしながら顔を上げると、ミニスカートの裾すそが揺れていた。きっちり着衣の乱れを直したポシェットは、目を白黒させている王女殿下と隊員たちに向けて、


    「変態のペースに巻きこまれてるのは……どっちなのよ!!」


    　教会そのものをびりびり震わせるほどの剣幕で、怒鳴った。


    　……反論できた者は、ひとりもいなかった。
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    「とんでもない恥をかいたわ！」


    　ポシェットはしばらくの間、怒り心しん頭とう興奮冷めやらぬといった状態だった。


    　教会の裏手である。隊長にこっぴどく[image: ]しかられたプリムローズ隊の少女たちとラウール殿下がしょぼんと落ち込んでいるのを尻しり目めに、シャルルは外へ連れ出されたのである。


    「まあ、落ち着いてくれポシェット。多少強引にはなったが、俺おれとてもここで捕まるわけにはいかないのだから、なんとかして自由を確保する必要があったわけで」


    「おすわり！」


    「は、はい」


    　こっちはこっちで芝しば生ふに正座状態のシャルルである。癇かん癪しやくを起こしている彼女にいくら弁明を試みても意味がないということは、今までの経験で身に染みている。


    　たっぷり十五分は説教すると、ポシェットはようやく立ち上がらせてくれた。


    「……シャルたちの事情はわかった。ミステティカの手がかりを求めてきたら空賊に反乱を起こされて、気づけばこんなところに閉じ込められちゃったのね。波は乱らん万ばん丈じようですこと」


    「どこか必然のような気もするがな……。とにかく、お前たちは早くここから逃げるんだ」


    「バカ言わないで。冥めい界かいの航路に連れてこられた人たちがどうなったのか、まだ何もわかってない。それにアンまで行方不明になってるなら、放って帰れるわけないじゃない」


    「それはお前が気にすることではない。……お前たちが乗ってきた飛行船はどうした？」


    「森のなかに落ちたから、隠してある。気き嚢のうも壊れてないからたぶん飛べるはずよ。……でもどっちみち、ここからは出られないわ」


    「どういうことだ？」


    　こっち、とポシェットはシャルルの手を引いた。森のなかへと入っていく。


    　どこまで行くのかと思いきや、森の散歩はすぐに終わった。鬱うつ蒼そうと茂っていた木々が唐突に途切れ、その先は赤い靄もやに包まれていたのだ。


    「ここに触ってみて」


    「なに？　……あっ」


    　言われるままに靄へと手を伸ばしてみて、すぐにわかった。


    「壁か……!?」


    　そこには垂直に切り立つ壁が存在していたのだ。靄のせいで感覚が狂ってしまうが、この空間は無限に存在しているわけではないらしい。街のある方向を振り返る。


    「とすると、街の向こう側も、空も……？」


    「同じように閉じているとすれば、この場所は、直径五キロもないんだと思う」


    「箱のなかの世界、か……」


    　果たしてこの空間がどこに存在するのか、なぜ、どのようにして取り込まれたのかはわからないが、出口を見つけない限り元の場所に戻ることすら叶かなわないらしい。


    　ポシェットはまっすぐこちらに向き直った。


    「わかったでしょ？　わたしたちは帰りたくても帰れないの」


    「……そうか。ならばせめて、しばらくあの教会で安全に身を隠して……」


    「シャル」


    　ポシェットは一歩前に踏み出した。騎士服の胸もとで光る、金色の徽き章しようを示してくる。


    「見て、わたしようやく正式な騎士になったの。あなたのおかげよ」


    「俺おれのせいかどうかはともかく……そうか、よかったんじゃないか」


    「それで、この前言ったよね？　わたし、シャルが好き。シャルのことを助けたい。もっと偉くなって、もっともっと強くなって、シャルとアンを救ってあげられるだけの立派な騎士になるの。危ないからって逃げてばかりいられない」


    「…………」


    　シャルルは顔を背そむける。きびすを返すと、ポシェットの靴音も後ろからついてきた。


    　四か月前。とある孤島で起きた事件でシャルルたちは一時的に手を組み、その島を支配していた魔女の呪じゆ縛ばくを解き放った。その結果、大きな手柄を上げたポシェットはそれまでの見習いという立場から正式な騎士へと昇格した。それはシャルルも知っている。


    　自分のせいなのだろうか、と。


    　以前抱いだいた懸け念ねんが現実のものとなってしまった。権限が大きくなればさまざまな事件に対処する機会も、そのぶん危険に巻き込まれる可能性も増えてくる。自分が彼女に功績を与えるような真ま似ねをしなければ、今回の事態は起こりえなかったはずなのに。


    　自分のために……いや、自分のせいで、大切な幼おさななじみの身にわずかな傷でもついたらと思うと、シャルルは自身の空くう虚きよな胸が切り裂かれるような錯さつ覚かくに襲おそわれる。


    「……シャル」


    　くい、と。スーツの裾すそが強めに引っ張られ、シャルルは足を止めた。振り返れば、ポシェットがこちらの裾をねじるようにつまみながら、立ち止まっていた。


    「どうした？」


    「……置いていかないでよ」


    「お、置いていってなどいないだろう。一緒にいるではないか」


    「……シャルはいつもそう。わたしが一いつ生しよう懸けん命めい追いかけてるのに……こんなに、好きって言ってるのに、ぜんぜん応こたえてくれない……っ」


    　うるっ……と音がしそうなくらい、桜色の瞳ひとみに涙の粒が盛り上がる。子供みたいに顔を歪ゆがませながら、ポシェットはぐしぐしと手のひらで顔をこすった。


    「もしかして……っ、わたしといるの、いや？」


    「そんなわけっ……」


    　言いかけた言葉を引っ込めて、シャルルは幼なじみを抱き寄せた。


    　互いの額ひたいをくっつけて、真正面から、数センチの距離で見つめ合う。


    「……何をそんなに不安がっている？」


    「だってっ、たまにしか逢あえないんだもん……っ。逢えない日が続くとどんどん怖くなるの。もしこのまま逢えなくなっちゃったらどうしようって、すごく怖いの……っ」


    「心配性だな……。どうすれば安心できるんだ？」


    　するとポシェットは、体を離した。こちらの肩を押した両腕を、静かに広げる。


    　泣き腫はらした顔のまま、あどけなくねだるのだ。


    「……ぎゅってして？」


    「……っ」


    　思わず、存在しないはずの心臓が甘く締めつけられるような感覚を覚える。ぎゅっとするどころかむしゃむしゃしてしまいたい衝しよう動どうに駆かられるが、今はぐっと自制。


    　泣き虫なお姫さまの願いどおり、正面からふわりと抱き上げてやった。近くに転がっていた手頃な大岩に目をつけ、彼女を抱いたままその上に腰かける。


    　幼おさななじみは一転、にへらと幸せそうに頰ほおを緩ゆるませて、首に両腕を絡ませてきた。


    「うわあっ……シャルだ、シャルだぁ……っ。シャルの匂におい、シャルの声……っ、呼んだらちゃあんと返事してくれる、本物のシャル……わたしのシャル……っ！」


    「ほ、本物とはなんだ」


    「えへへっ、シャルは知らないでしょ？　わたしが毎日、どれだけシャルのこと考えてるか。夢で逢あえるように、ベッドのなかでシャルに言うの。……大好きって」


    　ぐら、と理性が揺らぎそうになったが、シャルルはどうにか堪こらえる。涙ぐましい努力を続けるこちらの気を知りもせず、ポシェットは無む邪じや気きにふとももをこすりつけてきた。


    「あ～っもう！　アンずるいなぁ……っ。毎日シャルと一緒にいられて、すっごく大事にしてもらってて！　好きなときに好きなだけ、シャルに甘えられるんでしょう？」
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    「あ、あいつはここまであからさまに甘えてきたりはしないさ」


    「なんでもいいのっ。とにかく不公平なの！　不公平不公平～～～～っ！」


    「プリムローズの隊員たちには見せられないな、この姿は……」


    　シャルルの膝ひざに抱っこ状態で、スカートがまくれるのも構わず足をじたばた。忙せわしなく揺れるジャケットに合わせ、ガンホルダーがこつんこつんと胸板をノックしてくる。


    「ときにポシェットよ、あの巨大亀を一撃げきで屠ほふったその装備はなんだ？」


    「ん、これ？」


    　ポシェットはガンホルダーから白金のリヴォルバーを取り出した。蓮れん根こん型のシリンダーには通常の弾丸とは違う、銀色に輝かがやく神聖な塊かたまりが詰められている。


    　以前にも一度見たことがある。ラッツェンブルクはフェアリーズ・カフェに押しかけてきたトルヴァ＝ビアンという騎士が、自慢げに見せびらかしていた装備だ。


    「対魔術兵装の銀十字弾シルヴアー・ブレツトだって。隊長格に支給されてるの。貴重品だから弾たまはこれだけだし、どこで使ったか、なにに使ったか、一発ずつ報告しないといけないんだけど」


    「装弾数六発。八インチの三五七口こう径けいか……」


    　シャルルもまた、懐ふところから愛用のリヴォルバーを取り出す。ポシェットのそれと対ついを為なしたような、漆しつ黒こくの銃じゆう身しんである。


    「これも三五七口径……おそろいだ」


    　ちょん、と銃口をくっつける。サイズのまったく同じそれらは、まるで誰かと誰かの唇くちびるのようにぴったりと交わることだろう……。


    「っていやいやいや！　ぜんぜんロマンチックじゃないし！　怖いし！」


    「だめか。うまいこと恋愛ムードに戻せるかと思ったのだが」


    「れ、れんあいむーど……？」


    「要するに、お前に銃など似合わんと言いたいわけさ」


    　彼女の手からリヴォルバーを取り上げ、ホルスターに戻してやる。腰に腕が回り、さらに間近になった顔を寄せて、皮肉っぽく笑いかける。


    「暴発でもさせやしないか心配だ」


    「しないわよっ！」


    　銃声が響いた。


    　内臓がひっくり返りそうなほど驚いて、ふたりそろって岩から転げ落ちた。したたかに背中を打ったが、シャルルは痛みも構わずにポシェットとしがみつき合った。


    「ポシェット、怪け我がは!?」


    「シャル、怪我してない!?」


    　互いの体を触るが、いずれにも負傷は見られない。一気に安あん堵どし、ふたりして大きく息を吐く。冷静になって、ようやく気づいた。


    　銃声の発信源はシャルルとポシェット、どちらのリヴォルバーでもなかった。まだ森の上空に余よ韻いんがこだましている。はるか遠方から、立て続けにもう三発。


    　教会のある方角だった。


    「……ッ!!」


    　シャルルたちは顔を見合わせ、一緒に駆かけ出した。
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    「ご機嫌麗うるわしゅうゥゥ可愛らしい騎士警察のワンちゃんたちィ！　この人質がご覧になれますかァ～？　無駄な抵抗はやめやがってくださいィィ！　イィ～～ッハハハァ!!」


    　聞き覚えのある、野太く間延びした声が、教会の門もん扉ぴでがなり立てていた。


    　シャルルとポシェットがたどり着いたとき、場は膠こう着ちやく状態だった。ラウールを含むプリムローズ隊は教会に立てこもり、窓や扉とびらの陰からリヴォルバーを構えている。船乗り風の荒くれ者どもは教会を取り囲み、どうにも攻めあぐねている。


    　そして双方にとっての交渉材料が、コンラートの腕に捕らえられていた。


    「み、みんな……ごめんなさい……っ！」


    　小柄で気の弱そうな少女騎士がひとり、敵に囚とらわれてしまっているのだ。一向に降伏しようとしない少女騎士たちに焦じれたのか、コンラートは人質の頭を強く揺さぶった。


    「おらおらこいつが見えねェんですかァ!?　今すぐ似合わねぇ拳モ銃ン捨てて出てこいっつってんですよォ!!　さもなきゃ全員ぼろ雑ぞう巾きんみたいになっちまいますぜェェ!?」


    「貴き様さまらのような外げ道どうと交渉の余地などない！　今すぐ我々の仲間を解放しろ！　さもなくばその醜みにくい頭を片っ端から吹き飛ばしていくぞ!!」


    「……メス餓が鬼きィ!!」


    　眼鏡めがねの少女騎士が毅き然ぜんと叫び返すと、コンラートは額ひたいに青筋を立てた。


    「もういい！　やっちまおうぜコンラート！」


    「少しくらい壊しちまったところでなんとでもならあ！」


    「それを決めんのは《旦だん那なさま》だろうが馬ば鹿か野や郎ろう!!」


    　荒くれ者たちは仲間割れのような言い争いをはじめた。戦場の熱気が止まることなくヒートアップしていく。まさしく一いつ触しよく即そく発はつといった雰ふん囲い気きである。


    「みんなに加勢しなきゃ……！」


    　焦あせって木陰から駆け出そうとするポシェットの腕を、シャルルは摑つかんだ。


    「待て、ポシェット。俺おれに考えがある」


    「え？」


    「奴やつらの言う《旦那さま》とやらに興味が湧わいた。おそらくこの奇妙な空間を把握するうえでの鍵かぎとなる人物に違いない。ちょっと顔を見に行ってやろうと思う」


    「か、顔を見にって、いったい何をするつもりなのよ……？」


    「俺おれには連中との交渉材料がある。うまいこと場を収めてやるさ。合図したら部隊を退ひけ。飛行船に待機して出航準備を整えておくんだ。あとは俺がなんとかする」


    　手短に伝えて歩み出そうとする。すると今度は、ポシェットのほうに引き止められた。


    「だめだよ！　アンがいないと満足に魔術が使えないんでしょ？　わたしたちだって闘える。シャルにばっかり背負わせるわけには──」


    　言葉の途中で腕を引き寄せた。木の幹に押しつけ、有う無むを言わさず唇くちびるを重ねる。


    「んむっ……!?」


    　桜色の瞳ひとみが大きく見開かれた。華きや奢しやな全身がこわばったように固まった。


    　緊張か羞しゆう恥ちか、冷や汗が伝って頰ほおが赤い。そんな少女の顔を両手で包み、シャルルはついばむようなキスを繰り返した。熱くて熱くてたまらない。桃もものように甘い唇も、触れ合う小さな舌も、このまま本当にとろけてひとつになってしまいそうな予感がする。


    　いつまでも味わっていたい彼女の感触から、苦心して唇を引き離す。最後の最後まで名な残ごり惜しそうに混じり合っていた桃色の隙すき間まから、ちゅぱっと果汁が跳ねた。


    　ポシェットはなにをされたのかわからないといった様子で、顔を真っ赤かにしていた。


    「お前が大事なんだ」


    　言うだけ言って、身を翻ひるがえす。ポシェットはすぐ我に返るだろうが、少しでも時間が稼かせげれば充分だ。教会の裏から横手をぐるりと回り、激しい火花が散らされる前庭へと、場違いなほど優雅な足取りで進み出ていく。


    「レディース＆バンディッツ!!　私のために無む為いに争うのはやめてくれたまえ！」


    「な、なんだあ……!?」


    　荒くれ者どもがたじろいだ。射線の邪魔になり、少女騎士たちも銃じゆうを下げる。


    　両陣営の中間地帯で、シャルルは舞台の主役のごとく腕を広げた。


    「やあやあきみたち、そんな無ぶ粋すいなものを振り回してどうするつもりだい？　その蛮カト刀ラスで少女の柔やわ肌はだを切り裂くのかい？　そのリヴォルバーで醜ぶ男おとこの額ひたいを撃ち抜くのかい？　よしてくれよしてくれ！　人ひと喰くい帽子は血なまぐさい舞台は好まないんだ！」


    「ひ、人喰い帽子だとぉ……!?」


    「アイツッ、船で何人も女はべらせてた、いけすかねえ金持ち野や郎ろうじゃねえか！」


    「本当だ！　手配書と同じ顔だ！　なんで今まで気づかなかった!?」


    　荒くれ者どもがにわかに浮き足立つ。そのなかにあって唯ゆい一いつ、岩のような不動の敵意を保っている巨漢に向かって、シャルルは口の端はをつり上げた。


    「さて、コンラートくん。交渉だ」


    　左右の手を同時に動かす。左手に例の立体パズルをのせ、右手に握ったリヴォルバーの銃口を突きつける。この状態で引き金を引けば、精密な機構はただではすむまい。


    「その少女から手を離したまえ。プリムローズ隊の騎士たちは皆、私の恋人なのでね」


    「……ほほゥ？　そちらの条件をお聞かせいただきましょう」


    「もちろん私の身柄と、この《王の墓はか石いし》だ。確かそういう名前だったね？　しかしどれほどの価値を持つものか私にはさっぱりわからないから、無む垢くな少女と引き換えなら、ためらいなく撃ち抜いてしまうよ」


    「待て、シャルル＝クロウリー！　我々はお前の慈悲など……っ！」


    　教会の扉とびらから、眼鏡めがねの少女騎士が叫んできた。シャルルは肩越しに振り返る。


    「安心して、夜には戻るよ！　シャワーとベッドの準備を整えておいてくれたまえ！」


    「な、何をたわけたことを言って……っ」


    「ぐふ、ふふっ！　噂うわさどおりの壊れっぷりでございますなァ」


    　巨漢は下品に笑い、人質を突き飛ばした。よろめいた彼女はシャルルに抱きとめられる。


    「交渉成立ゥ！　あなたを王の墓はか石いしもろとも旦だん那なさまのもとへご招待しましょうゥ!!」


    　コンラートが腕を突き上げると、荒くれ者どもも嬉き々きとはやし立てた。


    「魔術師だ！　魔術師が手に入った！」


    「これで旦那さまの悲願が……！」


    「待てよ」


    　凜りんとした声とともに、教会のほうから真しん紅くの人影が駆かけてきた。ラウールである。


    「シャルルが行くんなら私も一緒だ」


    「これはこれは王女殿下。進んで家畜になりてェってんなら、止めはしませんがね」


    　シャルルとしても彼女が同行してくれるのは心強い。肩を抱いていた少女騎士を、教会のほうへと押し出してやる。


    「あ、あの、クロウリー……さま……」


    　か細い声に、応こたえてやれる言葉はない。


    　しかしちらりと振り返ると、教会の扉脇わきに、チェリーピンクの幼おさななじみの姿が見えた。怒っているのか悔くやしいのか、小柄な体を震わせて、顔は真っ赤かである。シャルルがからかうように唇くちびるを撫なで、投げキッスを送ってやると、地じ団だん駄だを踏んでいた。


    「それではァ、お二方。参りましょうゥ……イィッヒッヒ！」


    　恭うやうやしく先導するコンラートと、周囲をがっちり固める荒くれ者どもに連れられて、シャルルとラウールは街の方角へと歩きはじめた。


    　途中で胸ポケットを探って、魔力の残量を指し示す、金色の懐かい中ちゆう時計を取り出す。


    　針は２時52分を指していた。

  


  
    



    ＧＡＬＬＥＲＹ：Ⅳ　～ケダモノと呼ばれた男～


    



    　市街の南、ゆるやかに盛り上がった丘に、一本の塔が存在する。高さは二十階建てに相当するだろうか。時計台か展望塔のように、抜きんでた長身で街を見下ろしている。


    　その塔も、街のほかの建物と同じだった。外観は立派だが、中身はほぼハリボテ。根もとの扉とびらをくぐった先はむき出しの鉄骨や歯車に占められている。石造りの外観には不似合いな昇降機が備えてあり、シャルルとラウールはそこに乗せられた。ちなみに交渉と言えば聞こえはいいが、手首は前で縛しばられたうえに後頭部には銃じゆうを突きつけられている。


    　最上階までノンストップで動き続けて、昇降機は止まった。


    　下りた先の通路は、暗い。鉄の板を敷いただけの床ゆかに、パイプやチューブがむき出しの壁。ガス燈のオレンジ色の光が、突き当たりにある扉の存在を示していた。


    　ごんごんごんと、岩のようなコンラートのこぶしが鉄てつ扉ぴの表面をたたく。


    「旦だん那なさまァ！　客人をお連れしましたァ！」


    『入れ』


    　短く、響きのよいテノール・ヴォイスが返ってきた。


    　コンラートがハンドルを回し、重々しい扉を押し開ける。


    　その先は、木材がふんだんに使われた帆はん船せんの船室のような空間だった。テーブルには無む造ぞう作さに酒さか瓶びんが並べられており、妙なことに、そこかしこにチューブがのたくっている。


    　チューブは蛇へびのように床中を這はい、部屋の奥の椅い子すへと集束していた。


    『よく来たな、お客人。歓迎するぜ』


    　チューブを束ねていた人物が、椅子ごと振り返った。


    　若く、美しい男だった。紫むらさきがかった白髪を背中まで伸ばしており、男性特有のワイルドさと、艶つややかな質感を両立させている。海賊のような出いで立ちで、長ズボンパンタロンに鋲びよう付きのブーツ。シャツの胸もとを大きく開き、日焼けした肌はだから色気を醸かもし出しているところが、彫りの深い彼の顔立ちにこのうえなく似合っていた。


    　──のだが、そうした威い容ように不ふ釣つり合いなものが、彼の全身にまとわりついていた。


    　まずは口もとを覆おおう呼吸器。チューブが伸びて背中に繫つながっている。マントのように羽織っているコートの下にも、うじゃうじゃと管がのたくる。服の下は半分機械のようで、肩口や背中がひと回り膨ふくれ上がり、数えきれないほどの接合部ジヨイントが密集している。


    『俺おれ様の体が怖いか？　客人』


    　見えない口もとを歪ゆがめて、男が笑いかけてきた。ぞっとする笑みだ。


    「いや、失礼。じろじろと眺めるのは不作法でしたね」


    『なに、構わん。震え上がってなにもしゃべれなくなるよりはマシだ』


    　呼吸器越しなので、彼の声はくぐもって聞こえる。しかしそれを差し引いてなお、その低く落ち着いた声こわ音ねからは絶対の自信が感じられた。


    　海賊風の男は、灰色グレイの瞳ひとみでシャルルたちを射抜いた。


    『俺おれ様の名はアレクシス＝ラ・ヴェイだ。しっかり覚えておけよ。ミステティカにおいては、マエストロ＝ラ・ヴェイの称号でも呼ばれているな』


    「マエストロ……!!」


    『そっちの可愛い子ちゃんのことは知らねえが、てめえのことは知ってるぜ、人ひと喰くい帽子シャルル＝クロウリー。今回はどうした、俺様の首でも取りに来たか？』


    「イィッハハ！　それで捕まってちゃ世話ないですなァ!!」


    　豪快に笑ったコンラートの顔の横で、酒さか瓶びんが砕けた。


    　ガラスが皮ひ膚ふに突き刺さり、その頭から酒が滴したたる。啞あ然ぜんと固まるコンラートへ向けて、無む造ぞう作さに酒瓶を放り投げた体勢のまま、アレクシス＝ラ・ヴェイは肩をすくめる。


    『ああ、すまないコンラート。しかし俺様は話を遮られるのが大嫌いなんだ』


    「……もっ、申し訳ありません旦だん那なさまァ!!」


    　山のような巨漢が平へい伏ふくし、おとなしく後ろへと下がる。さすがにちょっと気け圧おされながらも、シャルルとラウールはひそかに視線を交わし、小さく頷うなずき合っていた。


    　あの地図が示す場所には、ミステティカの拠きよ点てんが存在する……まさにそのとおりだった。
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    まさか敵機関の支柱の一角、マエストロのひとりとまみえることになろうとは。


    『お前らのほかにも、召し使いだの騎士だのがぞろぞろ潜もぐり込んでると聞いてるぜ。だが一向に尻しつ尾ぽを摑つかませねえんだとよ。……なあ、クロウリー。いつまでたってもガキの一匹や二匹見つけられもしねえクソどもは、いったいどうしてやったらいいと思う？』


    　直立不動のコンラートが顔を青くする。シャルルは皮肉っぽく片眉まゆを上げた。


    「部下は大切にしなければ」


    『かははっ！　だそうだ、命拾いしたなコンラートよ』


    　楽しそうに膝ひざをたたき、ガラス張りの壁から景け色しきを眺める。


    『しかしどうする？　てめえらの生首でも窓にぶら下げとけば、菓子折り持ってすっ飛んでくるかねえ。人様の船に無断で上がり込んで挨あい拶さつもなしとは、礼儀がなってねえよなあ』


    「《船》？　ラ・ヴェイどの、この不思議な空間はいったい……」


    『なんだ？　まだ気づいてなかったのかよ』


    　いいだろう、とアレクシスはテーブルに手を伸ばす。チューブに埋もれて、そこにはなんらかの制御盤が据すえ付けられていた。


    　手のひらをのせ、一瞬の間。アレクシスの存在感が膨ふくれ上がり、海賊風のコートが翻ひるがえる。指先から白はく亜あのオーラが放射されたかと思うと、床ゆかを伝いながら瞬時に拡散した。


    　部屋中から蒸気が噴き上がった。けたたましい金属音が鳴り響く。建物全体が激烈に振動している。壁を形成している巨大な歯車が不協和音をまき散らしながら回転を始める。


    　そして、空が割れた。


    　赤い靄もやに包まれていた天井に、窓から見ればほんの短い線の、しかし実際には超絶的なスケールの亀き裂れつが走り、それが徐々に大きくなっていく。


    　狂ったような風が街中を襲おそい、竜巻に巻き込まれたかのごとく森が軋きしんだ。


    『ようこそ、望まれぬ乗客たちよ。俺おれ様の超巨大飛行艦……《ニーザ・ローン》へ!!』


    　大おお仰ぎように腕を広げたアレクシスの背後で、空の亀裂が上下に広がった。


    　その向こうに見えたのは……灰色の霧と乱気流の渦うず巻まく飛行危険地帯。まるで竜りゆうの牙きばのごとく、天高くそびえる岩がん礁しようが何本も密集している魔境の地……。


    「冥めい界かいの航路……!?　ということは、ここは本当に……!!」


    『俺様の船、ニーザ・ローンの内部さ。理解したか？』


    　アレクシスは再びテーブルに手を伸ばす。制御盤に魔力を送り込むと、時を巻き戻したかのごとく現象は収まっていった。震動はやみ、蒸気は収まり、歯車は動きを止める。空の亀裂がゆっくりとふさがって、暴れ回っていた風が落ち着きを取り戻した。


    　森のどこかにいるだろうポシェットたちプリムローズ隊も、今の事態には何事かと空を見上げただろうが、同時にこの空間の実態を理解したに違いない。


    　椅い子すの背もたれに体重を預け、アレクシスは『ふぅー』と息を吐き出していた。


    『定期的に風を取り込んでるからな。お前さんらはそのはずみで入ってきちまったんだろう』


    「……凄すさまじい魔術だ。これほど大規模な仕掛けなど今まで見たことがない」


    『俺おれ様の曾ひい々ひい爺じいさんの代からだから、七十年以上かかったと聞いている。そんじょそこらのボンクラ魔術師になんざ真ま似ねできやしねえ。ラ・ヴェイ家の……秘ひ儀ぎは！』


    　呼吸器を上げ、酒さか瓶びんから一気にあおる。口の端はから盛大にこぼしながら飲み続け、半分ほど残して瓶を戻す。彼の目は、死人のように冷たかった。


    　アレクシスはにやりと笑いながら、自身の頭を親指で示した。


    『ラ・ヴェイ家の魔ま骸がいは《魔女の頭脳》。受け継がれし秘儀は《発明》の魔術だ』


    「《発明》？」


    『少々特殊でな。俺様の《魔女の頭脳》は、時代を何世紀もすっ飛ばした超テクノロジーを開発することができる。しかしそうして生み出された機械は、ラ・ヴェイ家の魔力なしでは動かない。逆に言えば、俺様の魔力に燃料として使う以外の用途はない』


    　テーブルに鋲びよう付きブーツをのせ、アレクシスは続けた。


    『言うなれば即効性に欠け、可能性に長たける魔術といったところだな』


    「その力でこの山のごとき飛行船を造り上げたということか……。しかしラ・ヴェイどの、あなたはなぜこのような飛行危険地帯を航行しているのです？」


    『興味があるか。よし、いいだろう！』


    　テーブルを蹴け飛とばし、アレクシスは立ち上がった。接続されていたチューブたちが、悲鳴めいた音を立てながら背中からはじけ飛んでいく。コンラートが目をむいた。


    「だ、旦だん那なさまァ！　お体に……！」


    『邪魔してくれるなコンラートよ。俺様は客人を案内するんだ』


    　ガラス張りの壁の向こうは、バルコニーになっていた。ヨットにエンジンとプロペラをくっつけたような乗り物があり、昇降口の柵を開いてアレクシスは手招いた。


    『さあ来い、客人！　ビビって振り落とされるなよ！』


    　ちらりと顔を見合わせたシャルルとラウールだったが、今は流れに任せるしかない。順番にヨットへ上ると、当然のごとく続こうとしたコンラートは主人に押しとどめられた。


    『定員オーバーだ』


    　無慈悲に柵が閉ざされ、エンジンがうなった。コンラートは絶望的な表情で手を伸ばす。


    「そんなッ、旦那さまァ!!」


    　悲痛な叫びを置き去りにして、ヨットは急上昇。赤い空へと飛び出した。


    　やはり《発明》の魔術による産物らしい。しかしどういう原理で浮ふ力りよくを生み出しているのか見当もつかない。アレクシスは操縦桿かんを握り、魔力を注ぎ込んでいるのみだ。


    　まるで汽笛のように、ヨット後方のエンジン部から蒸気が噴き出した。


    『妙な特性でな。俺様の魔力がエネルギーに変換されるとき、余よ剰じよう部分がそうやって水蒸気みたいになるらしい。排気と排熱を考えねえとろくでもねえことになる』


    　まったく無警戒に語るアレクシスの背中へ、ラウールが無言のまま人さし指を向けて、つんつんと突き刺す仕草をした。『今なら刺せるのではないか？』といった意味のジェスチャーだが、シャルルは首を横に振る。


    　アレクシスの話によれば、街ひとつを内包するこの巨大飛行船は彼の魔力のみを原動力としている。つまりそれが断たれれば、この船は冥めい界かいの航路へ墜つい落らく。衝しよう撃げきで内部はめちゃくちゃになり、シャルルを含む乗員たちも全員生きてはいられないだろう。


    　それでなくとも、マエストロ＝ラ・ヴェイの背中には隙すきがなさすぎる。隣に立ってわかったのだが、身長は二メートル近くあるだろうか。体術と言うより、その長身から放たれる威圧感がシャルルたちを圧迫してくるのだ。加えて、こちらのコンディションはお世辞にも良好とは言えない。今はおとなしくしているのが賢明だろう。


    　プロペラの風かざ切きり音が周囲に響き渡る。街の上空を、ヨットは優雅に飛ひ翔しようした。


    「ところでラ・ヴェイどの、なぜ船のなかにこのような街を？」


    『なんでもかんでも教えてもらえると思うなよ。最初の質問はなんだった？』


    　質問を質問で絡め取り、アレクシスは肩越しに振り返った。


    『俺おれ様がなぜここにいるか？　マエストロとしての使命に決まっているだろう』


    　船が下降を始めた。街の中心部は大河が貫つらぬいており、それに沿っていくつもの工場が立ち並ぶ。先ほど、あの工場はなんのための施設なのかと首をひねったものだが……。


    　たどり着いた先で、おぞましい答えがシャルルたちを待っていた。


    



    　　　　　†　†　†


    



    　赤い悲鳴──。


    　案内された工場の内部には、耳を覆おおいたくなるような絶叫が満ちていた。


    『相変わらずぞっとしねえな、ここは』


    　言葉とは裏腹に、口もとをにやりと歪ゆがめたアレクシスは大おお股またで通路の奥へと進む。外観は工場そのものだったが、内部は病院か研究施設のような造りだった。しかし、だとするなら建材の色は潔白さを意識した白であらねばならないはずだ。


    　ここは壁も床ゆかも、罪を塗りつぶしたような黒色で統一されていた。


    　悲鳴はひとつふたつではない。前後左右、近い場所から遠い場所から、獣けもののごとき雄お叫たけびから涙混じりのすすり泣きまでさまざまだが、たったひとつだけ共通している要素があった。


    　悲鳴の主たちは、若い女性である。


    「……ッ!!」


    　ラウールの顔からは血の気が引いていた。全身が細かく震えているのが隣にいてもわかる。そんな彼女とは裏腹に、アレクシスは悲鳴をバックミュージックでもあるかのように聞き流し、やがて突き当たりの扉とびらにたどり着いた。


    『女子供にはショッキングかもしれねえな。ここを抜けた通路の左右は窓が並んでいて、作業場が見通せるんだが……肝きもっ玉に自信がなけりゃ直視はしねえほうがいい』


    　言って、心の準備をする間もなく扉を開け放つ。


    　いっそう甲高い悲鳴が、真正面からたたきつけられてきた。


    



    　扉の先は、アレクシスが言ったとおりの構造だった。長い通路が一直線に伸びていて、左右に小部屋が連なっている。壁の上部はガラス張りで、内部の様子がよく見通せた。


    　……のだが、真っ黒なその室内から、ラウールは瞬時に目をそらした。それでも目に焼きついてしまっただろう。診察台に似たベッドと、そこに横たえられた女性。彼女を必要以上に拘こう束そくするベルト。そしてベッド脇わきに立つ、黒衣を着た機械仕掛けの小熊の人形。


    　全部で四体のその小熊は、手になんらかの器具を持っていた。ナイフのようなものだ。まるで外科手術のようだと、半分麻ま痺ひしかかったシャルルの脳みそに感想が浮かんだ直後、女性の頭部側にいた一体があろうことか、本当に執しつ刀とうを開始し──。


    　おぞましい絶叫。


    　頭から足首までがちがちに固定されている女性は、それでも手足の先にあらん限りの意思を込めてもがいた。じたばたと暴れた。しかし、小熊の人形は子供を安心させるような笑え顔がおを張りつけたまま、女性の顔面に刃を振り下ろし続ける。


    　シャルルは、目をそらすこともできなかった。


    「あ、れは……なにをしているんだ……っ？」


    『顔の皮をはぎ、骨を削っている』


    　すっかり見慣れている調子で言って、アレクシスは別の手術室をあごで示した。


    『あっちは骨や筋肉の歪ゆがみ、右半身と左半身の肉のバランスを調整している』


    「なんの、ために……！」


    『シャルル＝クロウリー、お前さんはたいそう美しいヴィスクを連れているそうだな』


    　唐突にアンティークのことを話題に出されて、シャルルは少し我に返った。


    「あ、ああ……あいつは世界一の美少女だとも」


    『そうか。だが人間ってのは不完全なものでな、誰もがお前さんの人形のように完かん璧ぺきな造形をしているわけじゃない。やれ目の大きさがどうだ、鼻の高さがどうだ、手の形が歪んでるだの背中が曲がってるだの、果てはもっと胸を大きく、あるいは小さく。男だったら身長、肩幅、胸板の厚さか？　とにかく愛あい玩がん人形の顧客ってのはそういうのに煩うるせえんだよ』


    　アレクシスは再び歩き出した。しかしラウールがその場で固まってしまっている。


    　縫ぬいつけられたように動けないこちらを振り返って、アレクシスは腕を広げた。


    『この船はそういう場所だ。愛あい玩がん人形の素そ体たいが運ばれてきて、人形らしからぬ歪ゆがみを矯きよう正せいされて《出荷》されていく。ミステティカの連中は禁きん忌き変へん殻かく術だのと面倒くせえ呼び名をつけていたが、要は体中を切り刻んで、客の注文どおりに仕立て上げるってわけだ』


    「この船が冥めい界かいの航路にいるのは……」


    『こんな胸むなくそ悪ぃモンがよい子の目に入ったら大変だろう？　かははははっ！』


    　笑い声にかぶさるように、ラウールの膝ひざが崩れ落ちた。


    　顔色が青を通り越して真っ白で、縛しばられた両手で口もとを押さえている。


    『おいおい、どうしたお姫さま？　もうバテちまったか？』


    「リジー……無理をするな、お前は入り口で待っていろ」


    　ラウールの身を案じて背中を撫なでてやったが、彼女はふるふると首を振るのみで、すぐに立ち上がった。アレクシスはそんなふたりを面白がるような目で見つめている。


    『工場見学はまだ半分だぜ。──さあ来い！　その度胸があるならな。かっははは!!』


    　アレクシスは通路の奥へと進んでいってしまう。彼を追いかけるには、左右にどこまでも連なる暗黒の手術室と、ひっきりなしに聞こえる悲鳴を突っ切っていかなければならない。


    　たとえ奈な落らくの血の川だろうと、ここよりは歩きやすいだろうとシャルルは思った。


    



    　ラウールが何度も転びそうになったため、進むのがかなり遅くなった。それでいてシャルルの肩を貸すという提案も、耳をふさいでおけという忠告も聞き入れてはくれないのだ。


    『遅おせえ!!　亀になったのかと思ったぜ。かははっ！』


    　通路の突き当たりにはまた扉とびらがあり、アレクシスはそこで待っていた。いったいこの先にはなにがあるのか……アレクシスはもうシャルルたちに確認を取ったりはしない。


    　扉を開き、その向こうへ踏み込む。


    　一見、先ほどまでの血なまぐさい通路と同じような光景だった。一直線に続く通路と、左右に並ぶ小部屋。部屋のなかには診察台と、がちがちに拘こう束そくされた人間たち。


    　先ほどの空間との違いは、彼らが軒並み男性だということだ。若者から年配まで幅広い年齢だが、率直な言い方をすると、とても愛玩人形として売り出せるような容よう姿しではない。


    　こちらは打って変わって静かで、小熊を模した機械人形の姿もなかった。代わりに手術室を占めているのは、大量にひしめく用途不明のアームである。


    『わかっちゃいると思うが、ここの奴やつらは愛玩人形の素体じゃねえ』


    　アレクシスが歩き出した。シャルルたちはあとに続くしかない。


    『ここは俺おれ様の個人的な研究施設でな。人体と機械の融ゆう合ごうを試し行こう錯さく誤ごしている』


    「人体と機械……あなたのその肉体や、コンラートたちのような？」


    『そうだ。──そういえば言ってなかったな。ミステティカの魔術師であるからには、この俺様も爵しやく位いをいただいている。ラ・ヴェイ侯爵家だ！　そしてコンラートたちは、ラ・ヴェイ家の使用人なのさ』


    「侯こう爵しやく家けの使用人……あれでもか」


    『そうは見えねえだろう？　だが仕方ねえ。奴やつらは荒すさんじまった。みんな昔は品ひん行こう方ほう正せいだった。コンラートは寡か黙もくなガードマンだった。俺おれ様が……奴らを変えちまったんだ』


    　アレクシスはマントを翻ひるがえす。その背中には、鎧よろいのような機械装置が見えた。


    『俺様には野望がある！　そのためには、この機体融ゆう合ごう術を完かん璧ぺきなものにしなければならねえ。俺様の体は、ニーザ・ローンと接続するために造り替えた。だが実験体が足りない！　するとコンラートたちは、自分らを研究の材料にするよう申し出てくれた』


    　長身の背中に、わずかな哀あい惜せきを見た気がした。


    『おぞましい研究だ。機体融合術を施ほどこされた者は強きよう靱じんな肉体を手に入れる代わりに、人間としてあるべき感覚を失ってしまう。肉のうま味も、夢の安らぎも、肌はだの温もりも……もうなにひとつ感じることができない！　それでもまだ研究は完成しねえんだ!!』


    　おもむろに壁をぶったたき、こぶしひとつでガラスを粉ふん砕さいした。室内にいた男は引きつった悲鳴を上げたが、アレクシスはそれを聞くと、むしろ楽しそうに両腕を広げた。


    『俺様にはより多くの実験体が必要だ！　こいつらは探検家さ。我こそは冥めい界かいの航路を制せい覇はする者なりとほざいた身の程知らずを、コンラートたちがうまいこと調達してきてくれる。放っときゃ遭そう難なんしちまうようなグズを手に入れるために、船に潜もぐり込んで、ニーザ・ローンまで誘導して、反乱を起こしては「騙だましたな!?」と罵ののしられて……』


    　──そんなことを続けているうちに、あいつらの心は罅ひび割われちまったのさ。


    　声にならなかったその最後の言葉を、シャルルは彼の横顔から読み取った気がした。


    「……ここにいる者たちは、これからなにをされるんだ？」


    　問うと、アレクシスは唇くちびるをつり上げる。その横顔には、先ほどの哀惜など微み塵じんもなかった。


    『決まってる！　俺様の発明品でクールに改造してやるのさ!!　かっははははは!!』


    　アレクシスの全身から魔力がほとばしった。部屋中に行き渡り、沈黙していたアームが一斉に動き出した。けたたましい稼か働どう音おんが通路を満たす。アームの先端に取り付けられているのは、ノコギリ状の刃だった。円形で、鳥とり肌はだが立つほどの高速で回転しはじめる。


    　各部屋の診察台から、耳を覆おおいたくなるような絶叫が響いた。


    『こいつらには俺様の最高の義体を授さずけてやる！　そのためにまず余計な肉を削そぎ！　四し肢しを切り落とす!!　かっははは！　喜べ！　新しい自分に生まれ変わるんだ!!』


    「やめてくれ！　やめてくれ！」


    　ガラスの砕けた部屋のなかから、四十過ぎに見える水夫が唾つばをまき散らした。


    「俺の体を返してくれ！　俺は人間でいたいんだ！」


    『未練など捨てろ！　てめえらはもう俺様のモルモットだ！　二度と太陽の下に出ることなんざねえんだ、腕の一本や二本なかろうが問題ねえだろう!?　かっははははは!!』


    「いやだっ……いやだああああああああッ!!」


    　彼の体にアームが振り下ろされて……刃の稼か働どう音おんが、すべてをちぎり飛ばしていった。


    　シャルルはたまらず、アレクシスのシャツの裾すそを引っ張った。


    「ラ、ラ・ヴェイどの。このようなことをしていたら被験者の心が壊れてしまうのでは？」


    『俺おれ様にとって必要なのは体だけだ。精神のほうに興味はねえ』


    　まったく頓とん着ちやくせずに言って、アレクシスはまた口の端はをつり上げる。


    『向こうで体をいじくられてる女どもも、いずれは心を消されてヴィスクにされちまうんだ。消える前に壊れようが、なんの問題もねえだろう？』


    「それは……」


    「ふざけるな」


    　それは、聞くに堪たえないほどかすれた声だった。


    　白髪の姫君は目を真っ赤かにして、アレクシスを睨にらみつけていた。


    「ふざけるなっ……ふざけるな!!　あんたには聞こえないのか!?　あの悲鳴が！　苦痛に満ちた声が！　なんで装置を止めないんだ！　なんで平然とした顔でいられるんだ！」


    　両手を縛しばられたまま、ラウールは美び丈じよう夫ふに摑つかみかかった。しかし相手は二メートル近い長身である。少女の体つきをしたラウールがいくら揺さぶってもびくともしない。


    「この縄なわを解け!!　私がその顔を切り刻んでやる！　あの子らと同じ苦痛を味わわせてやる！　覚えておけ！　私が！　貴き様さまを！　この船もろとも灰にしてやる!!」


    『ははっ、かっはははははは!!　いいぜっ、そうこなくっちゃなお姫さま!!』


    　アレクシスが首根っこを摑むと、ラウールはたやすくつり上げられてしまった。


    『最初からそう言やあよかったんだ、薄汚ねえ侵入者め!!　いつまでお上品ぶってやがるんだって反へ吐どが出そうだったぜ！　てめえらが生きるも死ぬも俺様次第なんだよ!!』


    　乱暴に腕を振り下ろす。ラウールは壁にたたきつけられ、なすすべなく倒れた。


    　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、アレクシスが足を踏み出そうとする。しかし、その寸前、


    「この……人の愛を忘れた、獣けだものめ……!!」


    　姫殿下が倒れたままうめいて、それを見つめる灰色の瞳ひとみが、ほんのわずか見開かれた。


    「……愛を忘れた、か……」


    　小さな声で反はん芻すうして、しかしすぐに、ニィィっと口の端をつり上げる。


    『そうとも……だが少し違うな。俺様は確かに人ではないが、獣でもねえ。その名は王！　このニーザ・ローンの王だぜ!!　か────っはっはっはっはっは!!』


    



    　　　　　†　†　†


    



    　市街地の中心部に、市庁舎を模した屋敷がある。縦じゆう横おうに隙すき間まなく柱を組み合わせたその建物は、アレクシスの施せ術じゆつを待つ素そ体たい、もしくは被験者たちの拘こう留りゆう所じよだった。


    　内部もまた、先の工場に負けず劣おとらず黒い。檻おりがずらりと並んでいて、施設で最も寂れた最さい奥おう部ぶ、ネズミのたまり場になっていそうな特等室に、


    「それではァ、王女殿下ァ。小こ汚ぎたねェとこで申し訳ありませんが、イッヒッヒ！」


    　コンラートの手により連行され、高貴なる白髪の姫がぶち込まれた。


    　縛しばる手は背中側に変えられており、起き上がることも容易ではない。幸いなことに暴力は振るわれていないが、万全な状態だとしても脱出など不可能だ。


    　アレクシスは檻に鍵かぎをかけた。普通の形ではなく、細い板状のものだ。それを壁に差し込むと、何枚もの厚板が壁からせり出してきて、がこん、がこんと中央で組み合わさる。最終的には、完全に壁のようになって閉じてしまった。


    　あの板が檻の開閉キーなのだろう。アレクシスはずぼらにも、鍵を壁に差しっぱなしにしようとした。だが、きびすを返す寸前でシャルルの視線に気づき、


    『おっと』


    　ひょいと引き抜いて、見せびらかすような仕草で懐ふところへとしまい込む。


    『へへっ、大怪盗さまには敬意を払わねえとな』


    「どうも」


    『それで、どうするクロウリー？　相棒は捕まっちまったが、お前さんも無駄を承知で暴れてみるかい？　こいつらをこけにした《奇術》ってのを俺おれ様に見せてみろよ』


    　荒くれ者たちがはやし立てる。ちょうどラウールが激げき昂こうした直後に合流してきたのだ。姫殿下に続き、今度は人ひと喰くい帽子の無ぶ様ざまな姿が見られると、下げ卑びた興奮に沸き立つ。


    　シャルルはちらりと、完全に閉ざされてしまった檻を見つめた。


    　……すまない、と心のなかで彼女に詫わびておいてから、アレクシスに向き直る。


    「残念だが、先ほどのは明らかに姫殿下に非がある。己おのれの立場もわきまえられないような愚おろか者に、かける慈悲はないよ」


    『ふぅん……』


    　アレクシスは探るような声を出し、荒くれ者どもはつまらなそうに落胆する。


    『機をうかがってるつもりなのか、それとも単なる臆おく病びよう者ものか……まさか本当に心を失っているわけでもあるまい。どちらにせよ……げほっ！　ごほ！　ごほっ!!』


    「旦だん那なさまァ！」


    　アレクシスは唐突にせき込んだ。焦あせる部下たちへ向けて、わずらわしそうに腕を振る。


    『ぎゃあぎゃあ喚わめくな。俺様の体のことは俺様が一番よくわかってんだ』


    　呼吸器をずらし、口もとを拭ぬぐう。そして何事もなかったように、シャルルの肩に腕を回す。


    『さあ、船内観光の続きだぜ兄弟！　最後にとっておきを見せてやろう！』


    



    　　　　　†　†　†


    



    　市街にはアレクシスと引き合わされた執務塔、工場を模した施せ術じゆつ施設、そして拘こう留りゆう所じよと設備がそろっていたが、それだけではこのニーザ・ローンという巨大船は完結していなかった。


    　北門からは細道が伸びており、森に入ってすぐに壁へ突き当たる。そこには木造の小屋が建てられていて、小屋の奥の扉とびらから《壁の向こう側》へ通り抜けることができた。


    　その先は、打って変わって機械的な空間だった。いくつものパイプやチューブが張り巡らされており、鉄板を組み合わせた通路が左右に長く伸びている。幅は広く、右半分は一段低くなってレールが敷かれていた。照明は少なく、洞どう窟くつのように薄暗い。


    「この場所は……」


    『さっきの巨大空洞を囲っていた壁のなかさ。またちょっと移動するぜ』


    　アレクシスの鋲びよう付きブーツが、カンカンッと床ゆかをたたく。するとすぐに、レールに沿って三両編成のトロッコが走ってきた。蒸気をまき散らしながら、眼前で止まる。


    　先頭にアレクシスとシャルル、後方にコンラートたち荒くれ者どもが乗り込むと、トロッコは再び走りだした。内臓が少し縮み上がるほどの、なかなかの速度で通路を駆かけ抜けながら、幾度か分ぶん岐きを繰り返して上へ上へと登っていく。


    『げほっ！　ごほっ！』


    　その途中、アレクシスは何度か苦しそうにせき込んでいた。


    　シャルルも魔術師として、肉体にハンディキャップを抱えている身である。アンティークの前ではなるべく隠しているが、魔力を使うたびに焼けるような痛みが左胸に燃え広がるのだ。


    　だからこそ、アレクシスの体を蝕むしばんでいるのも、同種の痛みだろうと推察できた。


    「ラ・ヴェイどの。あなたの機械技術で疑ぎ似じ心臓を作ることはできないのか？」


    　彼の不調にかこつけて、シャルルはさりげなく訊たずねた。もしそれが可能なら、共依存状態のシャルルとアンティークの肉体と精神を、元通りに分離することができるかもしれない。


    『疑似心臓？』


    「機械仕掛けの心臓。もしそういったものが可能であるなら、あなたの体も……」


    『かははっ、やりゃできるかもしれねえな。だが無駄だ。俺おれ様の体は心臓どころか、全身ががたついてやがる。お察しのとおり、もう先は長くねえのさ』


    　紫むらさきがかった白髪を風になびかせ、アレクシスは言った。


    『考えてもみろ、こんな馬ば鹿かでけえ船に四六時中魔力を吸われてんだぜ。俺様の親父も、爺じいさんも、曾ひい爺さんも、ラ・ヴェイ家の魔術師はみな短命だった。クソみてえな話だが、ミステティカからの圧力があってな、俺様たちはニーザ・ローンを恒こう久きゆう的に維い持じしなきゃならねえ。その役目を律りち義ぎに務めてきた結果……ウチはどんどん廃すたれてったのさ』


    　トロッコの手すりを摑つかむ。恐ろしいことに、鉄製のそれがみしりと軋きしんだ。


    『くそくらえだぜ!!　俺おれ様はまだ三十年しか生きちゃいねえ！　この世の悦楽をロクに味わっちゃいねえ！　死んでたまるかってんだ!!　だからこその研究だ！　発明家ラ・ヴェイの集しゆう大たい成せい……それを今から見せてやる！　さあ下りろ、船のコントロールルームだぜ!!』


    　がこんっ！　とトロッコが急停止した。目の前には、ひときわ荘そう厳ごんな扉とびらがそびえ立つ。


    　アレクシスに肩を摑つかまれて、シャルルはトロッコから下車した。美び丈じよう夫ふの右手がハンドルを回し、いかにも重そうな扉をたやすく押し開く。


    　扉の隙すき間まから、黄金の光が差し込んできた。


    　ニーザ・ローンのコントロールルーム……それはこの陰気な船内にあって、本来あるべき光を一身に集めたような部屋だった。球状に開かれた、かなり広い空間である。部屋の左右上部にそれぞれ巨大な窓があり、左側からは船内空洞・市街地の様子が、右側には船の進行方向、冥めい界かいの航路の様子が大スクリーンで映し出されている。


    　金属製の網あみを幾重にも織り重ねた、芸術的な板が床ゆかになっていた。美しいが、恐ろしい。足場は安定しているものの、隙間からはるか眼下が見えるのである。底辺部には靄もやがわだかまっており、その先には謎なぞの液体が溜たまっている。毒池のごとく紫むらさき色に濁にごり、高温の泡をぼこぼこと噴き出していることからも、単なるプールというわけではあるまい。


    　信じがたいことに、床は全面を覆おおっているわけではなく、柵もなかった。すなわち網目状の床を一歩踏み外せば、謎の毒池へとまっさかさまというわけである。


    『ビビるな兄弟！　まっすぐ歩いてれば死にはしねえ』


    　こちらの肩を抱いたまま、アレクシスは歩きはじめた。向かう先は部屋の中心部である。


    「あれは……」


    　シャルルは眩まぶしさに目を眇すがめた。


    　そこには黄金色に輝かがやく巨大なオブジェがあった。金管楽器のように、何本もの管が円を描えがいている。内部には機械機構が見えるが、そのパーツもほとんどが金だった。


    『エターナル・ホルン……俺様はこれを《永久機関》と名付けている』


    「永久機関？」


    　アレクシスはまず、巨大楽器に併設されていた椅い子すに腰かけた。背後の黄金のオブジェに負けず劣おとらず豪華な装飾が施されており、船の進行方向を向いている。


    　まるで艦長席……いや、この場合は玉座と呼ぶのがふさわしいだろうか。何本ものチューブがひとりでに伸びてきて、アレクシスの背中と接続された。


    　彼はようやく人ひと心地ごこちついたように、ゆったりと息を吐き出す。


    『……永久機関ってのは、一度動かしちまえばエネルギーの補給なしに、文字どおり永久に働き続けることができる装置のことさ』


    「燃料の補給が必要ないと？　電気も石炭も？　……そんなことが可能なのか？」


    『俺様の《魔女の頭脳》をもってしても、導みちびき出せた解はひとつだけだった。それを実行するにあたり、俺おれ様たちにはふたつのパーツが欠けていた。ひとつは生体部品』


    「生体部品？」


    『大魔女ゾフィの魔ま骸がいが必要なんだ』


    　アレクシスの灰色の瞳ひとみが、シャルルの左胸を刺すように見つめてきた。


    『できれば魔術師の肉体とセットであることが望ましい。そいつを生体部品としてエターナル・ホルンと接続させる。魔骸は永久機関に魔力を供給し、永久機関の生命維い持じ装置が魔術師を生かし続ける。そのサイクルが続く限り、機関が停止することは、ない』


    「…………」


    　アレクシスが個人的に研究を行おこなっているという、人体と機械の融ゆう合ごう技術は、すなわちこのエターナル・ホルンを完成させるためのものなのだろう。ここまで形になっているということはあとはほぼ、最後のパーツを待つだけという段階なのに違いない。


    　存在しない《心臓》が、鋭するどく脈打つ感覚。シャルルは動揺を悟られまいと、話題をそらした。


    「完成に必要なもうひとつのパーツとは？」


    『もうひとつは探し物さ。クソ間抜けな話だ。永久機関にとって最も重要な制御デバイスを、どうも外界のどこかになくしてきちまったらしくてな。その名も王の墓はか石いし』


    「それは……」


    『お前さんが運んできてくれたんだろう？』


    　コンラートが岩のようなこぶしでこちらの背中をせっついてきた。玉座の前に押し出され、シャルルは仕方なく懐ふところに手を入れる。


    　件くだんの立体パズルを取り出すと、アレクシスの灰色の瞳が渇かつ望ぼうにぎらついた。


    『そうだ……それだ！　俺様の王の墓石！　さっさとよこせ！』


    「ひとつ条件がある」


    『何？』


    「て、てめェ人ひと喰くい帽子ィィ！　自分の立場ってモンを……！」


    　喚わめき出したコンラートたちを、主あるじはさっと手のひらを上げて制する。


    『俺様は寛容なんだ。言ってみな』


    「先ほど言われたとおり、この船には現在、私の仲間が少なからず乗り込んでいる。だがきみらに必要なのはこのパーツと私の体だけだろう？　彼らは逃がしてやってくれまいか」


    『ほう？』


    　アレクシスが軽く腕を振ると、玉座の前に何枚もの制御盤がスライドしてきた。手のひらをのせ、いくつかのパネルをたたくと、正面の窓から重苦しい轟ごう音おんが鳴り響く。


    　先ほどと同じように、船内空洞の《空》が割れたのだ。


    『いいぜ、今から明日あしたの夜明けまで出口を開けておいてやる。だが、無事に冥めい界かいの航路から脱出できるかまでは保証しねえがな』


    　まるで示し合わせたように、シャルルの背面の窓に大きな影が差す。振り返ってみれば、おどろおどろしく朽くちた幽霊船が前方を横切っていくところだった。


    「あれはまさか……ニーザ・ローンの防衛装置だったのか？」


    『ああ、ジレンマってやつでな。俺おれ様の実験のためには外部の人間が必須だが、基本的にてめえらみたいな侵入者は望まれざる乗客だからよ。不必要に近づけさせねえために、難破船を有効活用してやってるってわけだ。……かははっ！　単に自動操縦の装置を積んでるだけだってのに、ゾフィの怨おん念ねんだなんだってどいつもビビっちまってよ！』


    「それはそれは、ずいぶんと効率的なことだ」


    　冥めい界かいの航路に踏み込んでくる船乗りを襲おそい、実験体を手に入れるとともに兵力を増強。同時に最大の目的である王の墓はか石いし探しを行おこなっていた……ということか。


    『方々手を尽くしたんだが、どうしてもそいつの行方が知れなくてな。俺様も一時期は相当荒れたもんだが……最後の希望が残っていた。地図になってただろう？　墓石の持ち主は必ずこの航路に現れるはずだと踏んでいた。そして、そのとおりになった！』


    　アレクシスは感かん極きわまったように腕を広げた。マントが派は手でに翻ひるがえった。


    『しかもそいつが待望の魔術師ときた！　かははっ！　俺様は神に愛されている!!』


    「喜んでもらえてなによりだ」


    『さあクロウリー、これ以上ごたごた抜かしたらそのスカした顔をふっ飛ばすぜ。おとなしく王の墓石をよこせ！　そいつは俺様の宝だ!!』


    　あと少しでもごねたら四方八方から弾丸が飛んできかねない雰ふん囲い気きだった。シャルルは肩をすくめ、玉座へ向けて歩み出す。


    　ずい、と突き出されてきたアレクシスの手のひらに、王の墓石を、のせた。


    　アレクシスは、それが五百カラットの宝石であるかのように、神こう々ごうしいものを扱う手つきで頭上へと掲かかげた。おおっ……と、コンラートたちからも感嘆の吐と息いきが漏もれた。


    『戻ってきた……戻ってきた！　王の墓石がこの手に戻ってきたぞおお!!』


    「「「うおおおおおおおおおおッッッ!!」」」


    『野や郎ろうども！　剣を抜け！』


    　ジャリィーン！　と、三十近い鞘さや走ばしりが唱和した。荒くれ者たちがカトラスを得意げに振りかざしている。切っ先が狙ねらうのは当然、スーツ姿の美少年・シャルルである。


    『さてクロウリー、お前さんにはふたつの道がある。ひとつはおとなしく俺様に協力するか、あるいはズタズタに切り裂かれた体から魔ま骸がいを引きずり出されるかだ!!』


    「もうひとつあるだろう？」


    　なに食わぬ顔で言ってやると、アレクシスの柳りゆう眉びがひそめられた。


    「俺の選択はただひとつ。──貴き様さまらを全員たたきつぶし、この下げ劣れつな船もろとも冥界の底に突き落としてやる」


    　悪党どもは一瞬顔を見合わせて黙り込んだのち、下げ卑びた声で大爆笑した。


    『か────っはっはっは!!　かっははははははは!!』


    「そんなに面白いかい？」


    『まさか本当に心を失っているとは！　なぶり殺しがお望みなら、自分が誰かもわからねえうちに溶け死ねィ！　人ひと喰くい帽子イイイイ!!』


    　ガンッ！　と鋲びよう付きブーツが床ゆかをぶったたく。魔力が床を奔はしり、シャルルの足もとで噴出。凄すさまじい勢いの水蒸気が、衝しよう撃げき波はのごとくシャルルを吹き飛ばした。


    「──ッ！」


    　手首を縛しばられている状態ではなすすべもなく、シャルルは床を飛び出した。そのまま眼下へ……毒液の満ちる部屋の底辺部へと、靄もやを突き破って落下していった。


    『かっははは！　肉も骨も溶けたあと、魔ま骸がいだけ引き上げてやるよ！』


    「旦だん那なさま！　旦那さまァ！　我々はこれでついに……!!」


    　ラ・ヴェイ家の忠臣・コンラートが、凶悪顔を喜色満面にして駆かけ寄った。アレクシスは満足げに頷うなずき、永久機関エターナル・ホルンを振り返る。


    　長身のアレクシスを以もつてしても見上げるほどにでかいが、正面下、手の届く位置にこぶし大のくぼみがある。いくつもの配線が垂れ下がり、収まるべきパーツを待っている。


    『かははっ……これで、完成だ……ッ！　俺おれ様たちはついに、ニーザ・ローンのくびきから解き放たれる……！　自由だ……自由だぜ野や郎ろうども……ッ!!』


    　犬けん歯しをむき出しにして狂喜を表し、右手に握った王の墓はか石いしを近づけていく。その空白が補完されたとき永久機関は完成を見て、彼の長年の悲願が達成されるのだ。


    　世紀の瞬間は間近に迫っていた。一センチ、一センチと焦じらすように近づき、やがてはパズルが完かん璧ぺきな結合を果たそうとした──その寸前だった。


    　カツッ！　と。一枚のカードがくぼみ部分に突き刺さった。


    　それは永久機関の完成を阻はばむ、あまりにも薄い、しかし確かな障害だった。


    『こいつは……ッ！』


    「宝を前にしてよだれを垂らすなよ、ラ・ヴェイどの。紳士にあるまじき体ていたらくだぞ」


    　存在してはならない声だった。あってはならない事態だった。たとえ心を失っているとしても、この世界の摂せつ理りからは逃のがれられないはずだった。


    　しかし、あらゆるしがらみをすり抜けて、どんな摩ま訶か不ふ思し議ぎをも体現してのけるからこそ、彼はこう呼ばれているのではないだろうか──


    『人喰い帽子……シャルル＝クロウリイイ……ッ!!』


    　これでもかと目をむいて、アレクシスは振り返る。


    　悪夢が実現したかのように、彼は当然のごとくそこに存在していた。


    　相も変わらず、壮絶に美しい。背筋が寒くなるほどの不敵な笑みを浮かべていて、空中に留まっている。スーツにも焦こげ痕あとひとつない。


    　からくりは、彼の腰にしがみついている銀髪のヴィスクだった。芸術の神が美的感覚のすべてを注いで創造したかのような、人域を超えた美少女。そいつがメイドの衣装などまとって主人を抱えているのだから、悪い冗談としか思えない光景だった。


    　ヴィスクは片手で鎖くさりを操あやつっていた。先端の短剣を壁に突き立て、空中を目にも留とまらぬ速さで疾しつ走そうして主人を救い出したのだろう。決闘人形でもそこまでの身体能力を発揮できる個体はいるまい。いったいこの主従は何者なのか……。


    　ピッと。空中に留とどまったまま、シャルル＝クロウリーが人さし指を向けてきた。


    「そのパズルはひとまず預けておくよ。しかしゆめゆめ忘れるな。人ひと喰くい帽子はいついかなるときでも、きみにとって最も大切な宝をこの手に握っていることを」


    　手のひらをくるりと反転させ、音高く指を鳴らす。


    　指先から猛烈な白はく煙えんが膨ふくれ上がり、一瞬にしてコントロールルームを包み込んだ。


    「げほォ！　ごほォ！　あの道化野や郎ろうゥゥ!!　野郎ども、撃て撃てィ！」


    『やめねえか馬ば鹿かどもが!!』


    　コンラートの号令を、さらなる大声で打ち消す。この部屋で、この視界の悪い状況で銃じゆうなど乱射して、万が一にも永久機関が損傷したらそれこそ取り返しがつかない。


    　歯がゆい数十秒間が過ぎたあと、ようやく白煙が晴れたとき……当然ながら、あの美び貌ぼうの怪盗とその従者は忽こつ然ぜんと姿を消していた。


    　コンラートが、山のような巨体を縮こまらせながら頭を下げてくる。


    「も、申し訳ありません旦だん那なさまァ……ついカッとなっちまって……」


    『安心しろ、俺おれ様もさ。ぐちゃぐちゃに変形するまであいつの顔をぶん殴ってやりてえよ』


    　くぼみに突き立っていたカードを引き抜く。足もとに落とし、腹いせに踏みつぶした。


    「だ、旦那さまァご安心を！　すぐに追いかけてひっ捕まえてきまさァ！」


    『無駄だ。奴やつの秘ひ儀ぎは《奇術》。人様をおちょくることにかけちゃあ天才的だぜ。馬鹿正直に突っ込んだってどうせ捕まりゃしねえよ』


    　背後を振り返る。船内空洞の赤い空には、依い然ぜんとして灰色の亀き裂れつが開いたままだ。


    『幽霊船を市街地に招き入れておけ。ああして出口を開けとけば、連中はいつか必ず脱出しようとするはずだ。そうすりゃ、幽霊船が勝手にたたき落としてくれるって寸法よ』


    「な、なるほどォ！　さすがでさァ旦那さま！」


    『なぁに焦あせるこたねえ。どこにも逃げられやしねえんだ。ゆっくり狩ろうじゃねえか』


    　言って、手のひらの王の墓はか石いしを見下ろす。どのみち、必要なパーツはすべてこちらにそろっているのだ。そう思うと、屈くつ辱じよくもわずかばかり慰なぐさめられる気がする。


    　あとに残るのは、燃え盛るほどの嗜し虐ぎやく心しんのみ。


    『交渉は決裂だなクロウリー。仲間をひとりずつ切り刻んだあと、てめえの体から生きたまま魔ま骸がいを引きずり出してやるよ!!　か────っはっはっはっはっはァ!!』
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    「ア、アンティーク！　待て待てそろそろ下ろせ！　自分で走れる！」


    　シャルルを担かつぎ上げたまま、アンティークは風のように通路を疾しつ走そうしていた。先ほどトロッコで登ってきた道を逆走である。巧たくみに障害物を避けているので危なげはないのだが、なにしろ速度が半端ではない。幾度目かの分ぶん岐き路ろにトップスピードのまま突っ込み、


    「ヒイイッ!!」


    　壁を蹴け飛とばすことで稲いな妻ずまのごとくターンする。何度かエナメルの底で火花が散っているのを見た。シャルルとしてはもう年下の小柄な少女に必死でしがみつくしかない。


    　通路を駆かけ抜け、扉とびらを蹴破り、船内巨大空洞へ戻ってくる。即座に森へ飛び込んで、なおも一分ほど駆け続けたあと、アンティークはようやく足を止めてくれた。


    　慣かん性せいがまだ残っているうちに、シャルルをべちゃっと地面に放り出す。


    「へぶぅっ！　い、痛いではないか！　主人はもう少し丁てい重ちように扱……うおおっ!?」


    　息つく暇ひまもなく、今度は胸もとにタックルである。うちのメイドはいつからこんなに暴力的になってしまったのだ！　と文句を言おうとした矢先、ようやく違和感に気づく。


    　アンティークは迷子の小猫のように胸もとにすがりついて、震えていたのだ。


    「シャルっ……シャル、シャルっ！」


    「ア、アンティーク」


    「アンに黙って、どこに行っていたのですかっ。もう置いていかないって言ったじゃないですか！　もうアンをひとりにしないって……約束してたのに……っ！」


    「む、むちゃを言うなむちゃを……」


    　好きで離ればなれになっていたわけではないことぐらい、重々承知だろうに……。


    　いや、こういうときのレディは、いくら理屈を言い聞かせても逆効果なのである。


    　できるのはせいぜい、胸いっぱいの不満を受け止めてやるぐらいだ。


    「……すまなかった、アンティーク。逢あいたかったよ」


    　シャルルは両腕を回し、愛いとしい幼おさななじみの背中と頭を抱きしめてやった。


    「……っ！」


    「お前が無事で心から安心した」


    　アンティークはしばらくじたばたともがいていたが、辛抱強く頭を撫なで続けるとようやくおとなしくなってくれた。まるでそこが寝ね床どこであるかのように、シャルルのドレスシャツの胸もとを、きゅうっと握りしめている。


    「救出は無事に成功したようでございますね」


    　音もなく、木陰からもうひとり、ロングスカートを揺らしたメイドが歩み出てきた。


    「クララベル！　そうか、お前とアンティークは一緒だったのか。無事でよかった」


    「心配されるほど落ちぶれてはございません。わたくしたちはそれはそれは優秀なメイドですが、その主人ときたらふたりそろって、従者なしではなにもできないほどの……」


    　そこまで調子よく発言して、クララベルははたと左右を見回した。


    「……姫さまはご一緒ではなかったのですか？」


    「敵に捕まってしまった。──って待て待て待てクララベル！」


    　平ひら手てをかましてこようとした彼女へ向けて、大おお慌あわてで手のひらを突き出す。


    　クララベルはきつくまなじりをつり上げ、めったに見せない激情をあらわにしていた。


    「あなたさまがついていながら……っ!!」


    「まったくだ、面めん目ぼく次第もない。しかし救出の算段はつけてある。タイミングというものがあるのだ。そのためにも、今はまず態勢を整えたいと思うのだが、どうか？」


    　クララベルは何度か迷ったあと、しぶしぶ手のひらを下ろした。


    「……仕方がございませんね。ひとまずわたくしたちの拠きよ点てんにご案内いたします」


    「助かる。信用してもらえてなによりだ」


    「あなたさまはどうしようもない変態ですが……噓うそつきではございませんから」


    　すねたように言って、クララベルはぷいと顔を背そむけた。その横顔がほんの少し赤くなっていたように見えたのは……シャルルの気のせいだということにしておこう。
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    　船のブリッジに当たるコントロールルーム、あの永久機関とやらを備えた部屋を十二時の方向とすると、メイドたちの潜せん伏ぷく場所は五時方向、深い森の最さい奥おう部ぶにあった。


    　驚くことに岩山である。切れ間に人ひとり分の穴が開いており、その先には鍾しよう乳にゆう洞どうが広がっていた。奥へ奥へと空洞が伸びており、適当なスペースに荷物がまとめられている。見ればシャルルたちのトランクばかりか、食料なども確保してあるようだ。


    「エリタージュ号はどうした？」


    「この細腕で船を運べとおっしゃるのですか？　墜つい落らく地点にそのままでございます。わたくしたちはエリタージュ号もろともこの空間へ取り込まれたのですが、そのまま留とどまっていては見つかると判断し、物資だけ回収してこちらを拠点にしていたのです」


    　言いながら振り返って、クララベルは深いため息をこぼした。


    「ところでなんです？　そのありさまは」


    　シャルルではなく、その傍かたわらのメイドに向けられた言葉だった。アンティークは左腕でシャルルの腕に抱きついて、右手の指をシャルルの指と絡めている。「わたし、この人のです」とでも言わんばかりのスタイルだが、指摘されるとさすがに頰ほおを赤くした。


    「だ、だって……っ」


    「あきらかに従者の域を越えております。あなた方はなんです？　兄妹なのですか？　恋人なのですか？　離れていると死んでしまう病なのでございますか？」


    「まあまあクララベル、よいではないか」


    　シャルルが取り成すと、クララベルは「はぁ……」と額ひたいに手のひらを当てた。


    「従者ばかりが甘いのかと思ったら、主人も主人でございましたね。シャルルさま、あなたさまがそうやって甘やかすからアンティークはどんどん深みにはまってしまうのです。あなたさまと離れている間のアンティークときたら……」


    「だ、黙ってくださいクララベルっ」


    「いいえ黙りません。アンティークときたら、口を開けば主人の心配ばかり。別の話をしているのに『シャルは無事でしょうか』『おなかすかせてないでしょうか』『女性に色目を使っていないでしょうか』と話の腰を折りまくり。しまいにはあなたさまの着替えの匂においを嗅かいで、シャル、シャル、シャル、などと睦むつ言ごとのように名前を繰り返し……」


    「みっ、見て……っっっ!?」


    　アンティークの顔が瞬間沸ふつ騰とうし、銀髪がぼふんっ！　と舞い上がった。


    　そりゃあ、そんな奇き行こうをしていれば隠れていようが見つかるってものである。シャルルが微妙な表情で見下ろすと、目が合ったアンティークは「あわあわ……っ」と唇くちびるを震わせて、


    「お、お水汲くんでくるですっ！」


    　シャルルの腕を放し、ぴゅ～っと鍾しよう乳にゆう洞どうの奥へ駆かけていってしまった。


    「……水？」


    「奥に泉があるのでございます。水筒も持たずにどうするつもりなのでしょうね」


    　クララベルは自身のトランクケースを探ると、金属製の水筒をふたつ、ぽいぽいっと投げ渡してきた。


    「わたくしはお食事の準備をしております。あなたさまはその間に飲み水を確保してきてくださいまし。ついでに、あの甘えんぼうをこっちに呼び戻してくださいませ」


    　左右の手で水筒をキャッチし、シャルルはやれやれと首を振った。


    「……相変わらずだなお前たちは。ふたりでいる間大変だったのではないか？」


    「え、最高でしたが？」


    「そうだろうな…………って、は？」


    「アンティークとふたりっきりの時間……ああっ、最高でございました……！」


    　いつの間にか頰に手のひらを当て、瞳ひとみをうっとりさせているクララベルである。


    「……ま、待て待て待て。お前、アンティークのことを嫌っているのではないのか？」


    「そのようなことひとことも言っておりませんが？　わたくしはあの子が大好きですよ？」


    「そ、そうなのか？」


    「だってあの子……とっても可愛らしいじゃございませんか……！」


    　手のひらを組み合わせ、クララベルはくるりと回った。というより踊りはじめた。


    「お人形さんみたいにちっちゃい体、上目遣いの瞳ひとみ、ちょっとむくれたようなほっぺた……！　信じられないぐらいに白くて細くて、でもやわらかくて冷やっこくてすべすべなのですわ！　ああもうっ、あんな子が妹だったら一日中お膝ひざに乗せてかわいがってあげるのに！」


    「そ、そうか……」


    「だからわたくしはあなたさまが憎いです」


    　急に踊るのをやめて、おどろおどろしい怨おん念ねんを向けてくるクララベルである。


    「こ、怖いぞ！」


    「存分に悶もだえ震えなさい。あんな可愛い子にこれでもかと慕したわれて、ああ憎らしい、憎らしい、憎らしいですわ。あの子の頰ほおがいつもよりちょっぴり赤くなって、髪や服を直す仕草に落ち着きがなくなっていることにお気づきですの？」


    「い、いや、そうだったか？」


    「このボンクラ。大好きな人に逢あえてうれしくてたまらないのです。急に自分に自信がなくなってきて、でも片ときも離れず見ていてほしくて、どうしたらいいかわからないのです。……ああもうっ、なんていじらしいの！　こんなダメ男じゃなくても、あなたを四六時中見つめている相手はここにいるっていうのに……いっそ代わりやがれですわ!!」
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    　どん！　とクララベルは岩壁をたたいた。あまりに想おもいのこもった一撃げきに、パラパラっと石いし礫つぶてが降ってきたのは気のせいだっただろうか。うん、気のせいだと思うことにしよう。


    「そ、それでは俺おれは水汲くみに行ってくるぞ～……」


    「ああうらやましい、うらやましい、うらやましい……あの子を合法的に妹にするにはどうしたら……ぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつぶつ……っ」


    　そそくさと立ち去るシャルルにも気づかず、クララベルはしばらく壁に向かってつぶやき続けていた。シャルルは思う、自分の周りにまともなレディはいないのだろうか……。


    



    　　　　　†　†　†


    



    　シャルルはふたつの水筒を手に、洞どう窟くつの奥へと歩いた。かなり深い空洞だが、壁からはところどころ水晶が突き出しており、不思議な淡い光で足もとを照らしている。


    　頭のなかには、先ほど言われた言葉が繰り返し反はん芻すうされていた。


    　──大好きな人に逢あえてうれしくてたまらないのです。


    　ぶんぶんぶんと、シャルルは強く頭を振った。否いや応おうなく頰ほおが熱くなる。


    　ち、違う違う。大好きというのはあれだ、従者としてだ。「大好きなご主人さま」だ。飼い猫が「にゃーにゃーご主人さま、おかえりなさいにゃあ」と懐なついてくるあのノリである。


    　彼女が自分に対して抱いだいている感情は、信頼と親愛のみ。断じてそれ以上の想いが介在する余地はない。


    　でなければ──。


    　でなければ自分は、今後どのようにあの従者と顔を合わせればよいのか……。


    　悶もん々もんと考え込んでいるうちに、そこはもう鍾しよう乳にゆう洞どうの最深部だった。


    　言われたとおり水が湧わいており、大小さまさまな《お皿》が並んでいる。浸食された平らな岩が受け皿となって、数か所に水が溜たまっているのだ。最大では直径二十メートルほどの台座に、膝ひざまで浸つかるくらいの量が満たされているではないか。


    　水面にゆらゆらと反射する光のなかで、銀髪の少女がこちらに背中を向けている。


    　シャルルは「平常心、平常心」と己おのれに言い聞かせ、一歩彼女に歩み寄った。


    　その直後、彼女の足もとにふわっとエプロンが落ち、思わず目を瞠みはった。


    　アンティークがいきなりメイド服を脱ぎはじめたのだ。エプロンに留とどまらず、靴を脱ぎ、カフスやカチューシャなどの装飾品もすべて外す。スカートを落として、ブラウスとベストをまくり上げてしまえば、シャルルの視界に輝かがやくような下着姿ベビードールがあらわになった。


    　可愛らしく膨ふくらんだストラップレスブラをさらし、ストッキングから、ガーターのベルトをぱちんと外しているメイドに、シャルルはおずおずと訊たずねてみた。


    「ア、アンティーク？　なにをしているのだ？」


    「シャルを待っていたに決まってるじゃないですか」


    　するすると素足をあらわにし、彼女は両方のストッキングすらも脱ぎ捨ててしまう。


    「な、なんのために？」


    「クララベルがご飯の準備をしてくれている間に、アンたちは水浴びをして、体を綺き麗れいにしておくのです。シャルも洗ってあげますから……早く脱いでください」


    「……っ！」


    　彼女の言わんとすることがわかった。水浴びもそうだが、目的は魔力供給である。


    　実際、長時間離れていたせいで、アンティークから受け取った魔力はもうほとんど底をついていた。決戦に備えるため、あるいは奇き襲しゆうを警戒する意味でも、なるべく早い段階で魔力を補給しておきたいというのは、シャルルの本意でもある。


    　でも、そのためには……。


    　ふたりの間で魔力をやり取りするには、単に精神歯車ムーブメントを結合させているだけでは足りない。より結合を深め、魔力ポンプである《魔女の心臓》を活性化させる必要がある。


    　簡単に言えばアンティークをドキドキさせればいいのだが、虎とらが出ようと片手でひねりつぶすメイドである。彼女が感情を動かすのは、主人に関してのみ。そんな少女に興奮を味わわせるために主従が行おこなっていることが、毎晩のバスタイムとベッドタイム。


    　すなわち、「羞しゆう恥ち心しんに訴える」という方法だった。


    　やましい気持ちも過分に含まれていることは否定できないが、シャルルは魔術師として闘うためにもアンティークにセクハラめいたことをしなければならない。普段は冗談のようなノリでなんとか乗り越えているが……今はまずかった。


    　アンティークを妙に意識してしまっている今、彼女の裸はだかなど見てしまったら……。


    　シャルルが逡しゆん巡じゆんしている間にも、彼女は準備を進めていた。ブラジャーのホックを外し、ついにはガーターとパンティまで……するすると足首から取り去ってしまう。


    「……っ！」


    　直視できず、シャルルは顔を上向けた。ぺた、ぺた、と素足の足音が近づいてきて、いたいけな指先がスーツを脱がしにかかった。ボタンを外し、スカーフを緩ゆるめる。


    「ま、待て待てアンティーク……！」


    　待ちません、と答えている時間すら惜しいとばかりに、アンティークはスカーフを引き抜いて足もとに落とした。シャルルに抱きつくようにしながら上着を脱がせて、こちらも畳みもせずに地面へ落とす。


    　その体勢のままドレスシャツの襟えりぐりに顔を埋うめて、すんすん、と鼻を鳴らした。


    「シャルの匂におい……あったかいです」


    「……っ!!」


    　理性の鎖くさりにビキーン!!　と亀き裂れつが走ったが、どうにかこらえて胸もとを見下ろす。


    　今のアンティークは妙だ。妙に前のめりである。この何かにせき立てられているような積極性。ここ最近、若じやつ干かんズレたスキンシップを迫ってくるときと同じ空気を感じる。


    「ア、アンティーク……お前最近おかしくないか？」


    　裸はだかの少女のどこに手を置いたらよいのかわからず、シャルルは所在なげに手を持ち上げる。するとアンティークはそれを両手で包み込み、宝物のように頰ほおずりした。


    「……はい。最近のアンはどうかしているのです。シャルのそばにいるだけでドキドキが止まりません。昼間はスカートがめくれただけで、シャルに見られちゃったと思うだけで、死んじゃうぐらい恥ずかしくて……今だってこんなに……っ」


    「お、おいっ」


    　ふにっと。アンティークは握ったシャルルの手を、自身の胸に押し当てた。


    　ランジェリーに護まもられていない、裸のバストである。信じられないぐらい心地よい感触の向こうに、ばっくんばっくんと暴れ出しそうなぐらい脈打つ鼓こ動どうがある。


    「シャルと離ればなれになってから、アンはもっとおかしくなりました。シャルにさわりたくて仕方ないのです。シャルにさわってほしくてたまらないのです。シャルに逢あえて、もう気持ちが抑えられません。……シャル、お願いがあります。アンの体を洗ってください」


    「な、なにっ？」


    「今日きようは許します。髪とか背中とか脚とかじゃなくて、全部です。目をそらさないで、ちゃんとアンのはだか見てください。いっぱいアンのことさわって、もっと恥ずかしくしてください。……少しくらいえっちにしたっていいですから」


    　シャルルの腕を引いたまま一歩下がり、裸の少女は台座の縁に腰かけた。神秘的に光を反射する泉を背に、どこまでも無む垢くな表情で、小首を傾かしげる。


    「さわって？」


    「……ッ!!」


    　理性の鎖がはじけ飛んだ。血管が逆流するような音をこめかみの辺りに聞いた。


    　シャルルは乱暴にシャツを脱ぎ捨てた。いきなり目の前に幼おさななじみの胸板があらわになり、アンティークの頰が真っ赤かに染まる。彼女は反射的に顔を背そむけかけたが──。


    　怯おびえるようなことはない。ただシャルルは、脱いだシャツを、彼女の肩に羽織らせてやったのだ。ふわり、と主人の残り香がが裸を覆おおい、アンティークは絶句する。


    「え……」


    「バカを言うな。そんなふうに軽々しく誘うものではない」


    　まったく、とため息をつきながら、シャルルは骨ばった胸の前で腕を組んだ。


    「本当に最近どうしたのだ？　妙に色仕掛けが過ぎるではないか。新しいイタズラか？　労働条件の不満というやつか？　それとも俺おれの扱いが気に入らないとでも……」


    「ポシェットの裸はだかならさわってあげたのですか」


    「な、なに？」


    　アンティークは、自分にはサイズの大きすぎるシャツを、胸もとでぎゅっと握った。


    「どうして対等に見てくれないのですか……どうして冗談めかしてばかりで、アンのことは本気で相手にしてくれないのですか……。軽々しくじゃないのに……っ!!」


    「…………」


    　シャルルは膝ひざを折って、年下の幼おさななじみの、泣きそうな顔と視線を合わせた。


    「アンティーク……そろそろ教えてくれ。なにを悩んでるんだ？」


    「…………」


    　ごまかそうとしているのではなく、なにかに激しく葛かつ藤とうしているような沈黙だった。


    　まるで、それを口に出してしまうことで、ふたりの間に築かれていた関係が……。


    　取り返しがつかないほど、変わってしまうか、のように。


    「アンは……聞いたのです。シャルとポシェットが婚約したってこと」


    「え……」


    「この前、王都に歌姫のコンサートを聴きにいった日のことです。ポシェットが話してくれました。とっても幸せそうに話してました。シャルに告白したら受け入れてくれたって。いつか人ひと喰くい帽子をやめられる日が来たら、結婚するんだって…………だったらっ！」


    　ばちゃっ、と摑つかめない水を握り、アンティークは喘あえぐように言った。


    「だったらアンのチャンスは、それまでしかないじゃないですか……っ!!」


    「アンティーク……」


    「ポシェットはずるいです……っ。あんなに可愛くて、公こう爵しやく家けのお嬢さまで、まるでシャルのお嫁さんになるために生まれてきたみたいな女の子で……！　アンは……アンなんて……いくら背伸びしたって、ふたりには追いつけない……!!」


    「ア、アンティーク、ちょっと落ち着け」


    　はっと、彼女は顔を上げた。泣き腫はらしたように、可か憐れんな顔が水に濡ぬれている。


    「ご、ごめんなさい。こんなこと聞かされても困るです、よね」


    「そうでなく……」


    「ごめんなさい、ごめんなさい。アンなんかが、ご主人さまに求めていいわけがないです。ただただ心のない影として付き従うだけです。たとえご主人さまが誰と愛し合っても、文句なんか言っちゃいけないのです。だってアンは、アンなんか、ただの召し使いで、シャルなんかと、ぜんぜん釣り合ってなんか、なくて」


    　自分の言葉が自分の胸をぐさぐさと抉えぐって……やがて少女はくずおれてしまった。


    「アンなんか、がっ……シャルに選んでもらえるはず、ないのにぃ……ぃ……っ!!」


    「アンティーク……」


    「うぁ……うあぁっ……！　……えぐぅ、うぅ～……！」


    　伏せた彼女の顔から、ぽたぽたと滴しずくが垂れるのをシャルルは見た。泣いている彼女の姿なんて、それこそ五年前から一度だって見たことはない。


    　もう間違いない、アンティークは徐々に感情を取り戻している。そのきっかけがなんなのかはわからないが……今はそんなことより、見過ごせない事実が目の前にある。


    　自分の大好きな女の子が泣いているのだ。


    　シャルルは覆おおいかぶさるように歩み寄って、嗚お咽えつを漏もらす小さな背中を撫なでた。


    「アン、泣くのをやめろ。ひとりで落ち込んでないで、少しは俺おれの話を聞け！」


    「うぐっ……ひぐ……」


    「なるほど、わかった。俺はまったく意識したことなどないが、お前は身分の違いや年齢差に引け目を感じて、自分は望んではいけないと勘違いしているわけだな？　……バカだ。まったく大バカだ。いいかよく聞けよ……俺の初恋はお前なんだぞ!!」


    「えっ……」


    　アンティークは面白いほど、はたと泣きやんだ。


    　しばらくきょとんと放心して、言われた言葉を何度も何度も反はん芻すうして、ようやくそれが聞き間違いではないとわかると、


    「シャルが……アンのことを、好き、だった……っ？」


    　かあああ……っと耳まで顔を真っ赤かに染めた。


    「というか、今もお前に恋してるのかもしれん。気持ちはずっと変わらずここにある。……むちゃを言うな！　子供の頃にあんなとんでもない目に遭あって、自分の恋心とまともに向き合う余裕などなかったのだぞ！」


    「ポ、ポシェットのことは……？」


    「もちろんあいつのことも好きだ。愛してる。だがお前たちへの好意が、果たして幼おさななじみに対する親愛なのか、それとも恋人にしたい意味での好きなのかは自分でもわからん！　だからむちゃを言うな！　俺はまともな青春など過ごせていないのだ!!」


    　自分で言うのも甚はなはだ悲しくなるが、シャルルには昔からまったく友人がいなかった。すなわち、同年代の他者と距離感を測る、そうした経験値が圧倒的に不足しているのだ。


    　友人といえばポシェットとアンティークだけだった。彼女らが可愛い女の子だったから惹ひかれた。ほかに同年代の知り合いがいなかった三人は依存し合った。好きで、大好きで、愛して、もはや自分の心の一部と呼べるくらいに互いの距離が溶け合って……。


    　あまりに大事な存在になりすぎた結果、どの《好き》が一番なのか、自分でもわからなくなってしまったのである。好ましい相手、苦手な相手、そうした多くの他人との接触を子供時代に経験していれば、こんなことは起こりえなかっただろうに。


    「それに、ミステティカだ。申し訳ないが、今は恋にうつつをぬかしている暇ひまなどない。奴やつらをどうにかしない限り、俺おれたち自身の未来もおぼつかぬ」


    「だから、ポシェットと約束を……？」


    「そうだ。もう一度きちんと話し合う必要があるな……三人でだ。なにもかもが片づいたら三人で答えを出そう。だからふたりには申し訳ないのだが、それまでは……」


    「……アンは今、これまでにないほど、たぶん人生で一番……ふわふわしてます……っ」


    　アンティークは口もとを手のひらで覆おおった。先ほどとは別の理由で、涙ぐんでいる。


    「シャルが……アンのことを好きって……っ！」


    「そうだ。ふんっ、何度も言わんから覚えておけ」


    「アンは、シャルを好きでいてもよいのですか……？」


    「くだらん引け目など感じるな。仮にお前と結ばれるために必要だというのなら、爵しやく位いなど今日きようにも捨て去ってくれる」


    「……うれしい」


    　アンティークは、羽織ったシャツをぎゅっと胸もとで握りしめた。愛する人の体温に全身が包み込まれている……そんな幸福感をかみしめているのかもしれない。


    　ともかくも、これでもう、珍妙なスキンシップに悩まされる心配もなくなっただろう。


    「……しかし、将来を話し合う相手が三人だけですめばよいのですが」


    「あれ!?」


    　安心したところで、さっそく次の不安要素を持ち出してくるアンティークである。


    「な、なにを言っているのかわからんな、メイドよ……」


    「とぼけても無駄です。気づいてるはずです。たとえば歌姫メイツェルなんかは、完全にシャルの恋人になる気満々です。それにラウールさまだって……もし結婚しなければならないとしたら、相手はシャル以外に考えられないと、以前話していたではないですか」


    「メイツェルのことはっ……まあ置いといて。ラ、ラウールはあれだ、どこの馬の骨とも知れない奴やつと婚こん姻いんさせられるぐらいなら、俺のほうがまだマシと言っていただけだ！」


    「隣に置かれた歌姫のことがすごく気になるのですが、ともかくアンのことが好きなら好きで、証しよう拠こが欲しいのです。きちんと行動で示してほしいです」


    「こ、行動で？」


    「……アンにキスしてください」


    　上目遣いでシャルルを見上げ、裸はだかの少女はちらと、胸もとをはだけさせた。


    「魔力供給じゃなくて、《好き》のキスがしたいです。だからもう一度お願いです。アンの体をさわってください。魔力がいっぱいになるまでさわって、アンを思いっきりドキドキさせて、そしたら……好きだよって言いながら、キスしてください」


    「…………」


    　軽々しく口にしているのではないことは……先ほどの段階からわかっていた。


    　はぐらかしたかっただけだ。本格的に彼女をそういう対象として意識してしまったら、毎晩バスタイムとベッドをともにしている間柄として、歯止めが利かなくなるから。


    　しかし、この恋する少女が、本気でその先を望んでいるというのなら……。


    　少々思い知らせてやろう。背伸びしていても、まだまだ認識が甘いことを。


    「では、望みのままに……」


    　シャルルは自身も台座に膝ひざをつき、腕を伸ばした。シャツを羽織っているといっても、サイズがぶかぶかなために、アンティークの裸はだかは無防備だった。裾すそが余ってきわどいところを隠してはいるものの、逆にずり下がっている胸もとが危あやうい。


    　ボタンが留とめられていないだけに、侵入は容易である。手始めに下乳から胸の谷間、鎖さ骨こつにかけての絶妙なラインを指でなぞり上げると、全身がびくんっと跳ねた。


    「はあっ……！　ゃあっ、ンっ……あっ……！」


    　雪のような頰ほおが上気し、堪こらえきれずに熱い吐と息いきが漏もれ出す。無理もない反応だ。


    　シャルルとアンティークはとある事情によって、互いの精神歯車ココロが完全に結合するよう特別な調整をされている。その結びつきは肉体的な接触によってより強固なものになるのだが、その際にふたりを少々悩ませているのがこの感覚だった。


    　肌はだの触れ合いによって接続を果たした歯車たちは、まるで一千年間、待ちわびた恋人たちのように絡み合い、情熱的に踊るのである。激しい逢おう瀬せの熱は当然シャルルとアンティークにまで波及し、ふたりは互いの意思とは関係なく気分が昂たかぶってしまう。


    　アンティークも今、許されるなら髪を振り乱したいくらい感じているだろう。首筋や背中など、少しでも敏感なポイントに触れられたらもうアウトだ。シャルルの指の動きに連動して桃もも色の電流が駆かけ巡り、無む垢くな全身を淫みだらにとろかしてしまう。


    　シャルルが肩に手を添え、押すと、少女は軽々と押し倒された。泉のなかに背中から落ちて、腕が投げ出される。すかさず覆おおいかぶさって、唇くちびるを重ねた。


    「んむっ、うぅ……っ！」


    　緊張でこわばりかけた彼女の唇を、舌でこじ開ける。肌の触れ合いでさえ刺激的なのである。唇同士の接触など、ふたりにとっては筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい快楽だった。


    　喘あえぐ吐息すらのみ込むように、唇を吸う。無意識のうちに唾だ液えきがこぼれて、競うように相手のそれを舐なめ合う。熱々の果汁を垂らしながら、飽きることなく舌を絡める。


    　息が苦しくなるまで夢中でキスをして、はふっ……と少し唇を離した。


    「はふっ……はふぅ……シャ、シャルっ……！」


    「……さっきはよくも誘惑してくれたな、アンよ」


    「ふ、ふえ……ぇ……っ？」


    　みっともなく舌を出して喘ぐアンティークは、身も心もとろけきっていた。シャツは開ききって水を吸い、もう肌を隠す役割を果たしていない。さらけ出された裸の胸に、シャルルは両の手のひらを置く。華きや奢しやな腰がぴくんっと跳ねたが、抵抗はなかった。


    「今日きようはもう我慢しない。お前が悪いんだ。お前があんなに誘ったせいなのだからな」


    「え……ぇっ？　な、にを……する、でしゅ、か……？」


    「なにも考えなくていい。抵抗も無駄だ。というより、きっとすぐになにもかもがどうでもよくなる。だから今日はもう一切合がつ財さい諦あきらめて……俺おれのオモチャになれ」


    　言うや否いなや、シャルルは両手を閃ひらめかせた。これまで忍耐に忍耐を重ねていた彼女への欲望をいっぺんに解き放ち、乙おと女めの甘酸っぱい果実を怒ど濤とうの勢いで蹂じゆう躙りんしていく。


    「──っ!!　～～～～っっ!?　～～～～～～～～～～っっっ!?」


    　細い素足が跳ね上がり、銀髪がきらめきながら水滴を飛ばす。


    　そのときの彼女のあられもない乱れっぷりを、とても記録に残すことはできないが……。


    　ともかくジャケットとともに投げ出された魔力計測機かいちゆうどけいはとっくに12時でカウンターストップし、なおもギチギチと振り切ろうとする針だけが、行為の激しさを如によ実じつに物語っていた。


    



    　　　　　†　†　†


    



    「ずいぶんとゆっくりでございましたね。溺でき死ししたかと思いました」


    　相変わらず笑え顔がおでぶっ刺してくるクララベルである。水汲くみと水浴びを終えてシャルルたちが戻ってくると、すっかり食事の支度はすませられていた。適当な岩を椅い子すとテーブル代わりにして、熱々のシチュー鍋が湯気を立てて待っている。


    　少々待たせすぎたのか、クララベルの声には過分のトゲが含まれていた。


    「わたくしがおなかをすかせて待っていたというのに、ばっちりお着替えまですませて……」


    「すまない。やはり形から気合いを入れなければと思ったのでな」


    　シャルルとアンティークは旅の富豪とそのメイドという立場から、人ひと喰くい帽子とその助手という立場へと服装を変えていた。シャルルは仮装パーティのようにきらびやかな外がい套とう姿すがた。もちろん代名詞であるシルクハットには、鮮せん血けつの毒の花が風にそよいでいる。


    　アンティークの衣装は蒼あおと黒を基調にしたゴティックドレスだった。ふんだんにあしらわれたフリルが、まるで薔ば薇らの花びらのごとき質感で広がっている。


    　反面、それをまとっている少女の顔は今、真っ赤かだったが。


    「アンティーク？　どうかしたのでございますか？」


    　彼女はぎくしゃくと椅子のひとつに腰を下ろす。頭から、ぷしゅうと湯気が立っていた。


    「す、少しクールダウンする時間が欲しいです……」


    「はあ」


    「あんなの……！」


    　真っ赤かな顔を手のひらで覆おおう。あたかも、暴き出された己おのれの一面を恥じるように。


    「あんなえっちな子、アンじゃないです……！　誰か知らない子です……っ！」


    　ぴきーん、と。クララベルの笑え顔がおに暗黒が奔はしった。


    「なるほど、だいたいわかりましたわ。シャルルさま、突っ立ってないでこちらへ」


    「え、う、うむ」


    「さあ、おなかいっぱいお召し上がりになってくださいな。クララ特製『岩石の煮っ転がし砂粒あえ、冥めい界かい風味怨おん念ねんソースがけ』でございますわ」


    「素直に『死ね』と言うがよい！」


    「このケダモノ。よくもわたくしのアンティークを穢けがしやがりましたわね……！」


    　いつからお前のアンティークになったのだ、というツッコミはさておき、別にクララベルが想像しているようなことは何もない。アンティークの言い方が紛まぎらわしいだけだ。十七歳の愛情表現は、十五歳の純情少女には刺激が強すぎた。断じてそれだけである。


    「……ふん、まあいいですわ。あとで詳細を教えていただければ許して差し上げますっ！」


    「お前も少し自じ重ちようしろ……」


    「さあ皆さんっ、冷めないうちにお召し上がりになってくださいまし！」


    　ぱんぱんっとクララベルは手をたたく。


    　三人は輪になって座り、温かいシチューを囲んだ。エリタージュ号に積まれていた備蓄をメイドがうまいこと調理してくれたのである。約一日の航海で実感していたが、やはり旅の道連れが多いというのは悪くない。


    　エリタージュ号客室との違いは、仲間がひとり欠けているということだが。


    「食べながらでいい、ふたりとも聞いてくれ。俺おれとラウールが得た情報について」


    　スプーンを口に運ぶ合間に、シャルルはこれまでの体験を彼女らに話して聞かせた。


    　シャルルたちの目的は大きく分けて四つ。ラウールの救出、被験者たちの解放、ポシェットたちプリムローズ隊の支援、そしてもちろん、自分たち自身の脱出。


    　その障害となるのが、ニーザ・ローンを支配するマエストロ＝ラ・ヴェイと、その部下、コンラートを筆頭とする三十名程度の荒くれ者たちだ。


    　アレクシスは自身の代わりにニーザ・ローンを支える装置として、永久機関とやらの完成を目もく論ろんでいる。そのために求められる要素はふたつ。シャルルの魔ま骸がい《魔女の心臓》と、機関の制御デバイスである王の墓はか石いしという物品……。


    　脱出を願うシャルルたちと、生け捕りを狙ねらうアレクシス。見事に目的が相あい反はんしている。


    「対決は避けられんか……？」


    　あのような非道な実験施設を目まの当たりにしてしまった以上、被験者たちを放置して逃げるのは論外だ。彼らを全員救出し、この悪あく辣らつな船を撃げき砕さいする。


    　とはいえそのためには、戦力が足りない、船が足りない。問題は四方に山積みで、シャルルがいくら両手を伸ばそうとも、ふたつのものには決して手が届かない……。


    　ややあって、シャルルは顔を上げた。


    「アンティーク。お前はプリムローズ隊に合流して、脱出を手助けしてやってくれないか」


    「え、でも……」


    「なにをたわけたことを。あなた方が別行動を取ってどうするのでございます？」


    　クララベルにぴしゃりと怒られるが、こちらとてポシェットたちも、ラウールも、そして被験者たちも放っておけないのである。


    「で、ではこうしよう。まず全員で拘こう留りゆう所じよと実験施設へ向かい、ラウールと被験者たちを救出。そしてエリタージュ号とプリムローズ隊それぞれの船に乗員を乗せて……」


    「大勢でぞろぞろと街中を移動。すぐに見つかって大乱戦。闘えない者たちは次々と犠ぎ牲せいになって、果たして最後に脱出できるのは何人でございましょうね？」


    「うう……っ」


    　ぐうの音ねも出ないとはこのことである。クララベルは「はあ」とため息をついた。


    「……シャルルさま。あなたさまにとって三騎士の誓いは、やはり形だけのものだったのですか？　ならば『組織を作る』とお決めになったのは、いったいなんのためです？」


    「え？　それは、もちろん……ミステティカと闘うため……」


    「護まもるべき人を増やすためですか？　そうではないでしょう？　あなたさまはともに闘う味方が欲しいから組織をつくるのではないのですか？　そうやってなんでもかんでも自分でやろうとしていたら、なんのためにあなたさまの味方は存在するのでしょう？」


    　よいですか？　と人さし指を立て、クララベルは畳みかけるように言う。


    「組織の上に立つ者の役割とは、自みずから現場を駆かけずり回ることではございません。どこになにを割り振るか、誰になにを任せるか。その指示を的確に下すことでございます」


    「誰かに……任せる……」


    「そうです。簡単に言えば、少しは仲間を信用しやがれ！　ですわ」


    　ふんすっと鼻息も荒く言い切って、クララベルはシチューをぱくつく。


    　シャルルがしばし、言われた言葉を反はん芻すうしていると、アンティークの幼おさない手のひらが指を握ってきた。シャルルも手のひらで、握り返す。


    　人ひと喰くい帽子を名乗ってからの三年間、ずっとふたりだけで闘ってきた。周囲には敵か、護るべき対象か、そのどちらかしかいなかった。


    　誰かに背中を預けるなど、実はシャルルにとって初めての経験なのである。


    　果たしてその選択が、正しいのか間違っているのかは……。


    　決戦の火ぶたが切って落とされるまでは、誰にもわからないだろう。

  


  
    



    ＧＡＬＬＥＲＹ：Ⅴ　～幽霊船はもう飛べない～


    



    　アレクシス……。


    　アレクシス、ねえ見て？


    　本の、このページよ？　この景け色しき、とっても素敵だわ。


    　いつか、あなたの飛行船で連れていってほしいな。


    　ねえ、いいでしょ？　アレクシス……。


    



    　　　　　†　†　†


    



    「……那さまァ！　旦だん那なさま！　アレクシスさまァ！」


    『あ……？』


    　いつの間にかうつらうつらとしていたらしい。アレクシス＝ラ・ヴェイはコントロールルームの玉座でうっすらと目を覚ました。


    　口もとに当てられた呼吸器と背中に何本も接続されたチューブは、彼とニーザ・ローンの接続機構であると同時に、生命維い持じ装置でもあった。魔力ががんがん吸い出されていくのと引き換えに、なけなしの駄賃がアレクシスの命に注入されてくるのだ。


    　もうとっくに崩れているはずの体を、ぎりぎりのところで縫ぬい止めている感覚……。


    　いや、縫い止め切れていない。仮に自分の命に形があったら、見るに堪たえない姿をしていることだろう。


    『……悪いなコンラートよ。どのぐらい寝てた？』


    「夜が明けました。四時間程度でさァ」


    『まだ動きはねえのか……』


    　ニーザ・ローンの船内空洞は常に赤い空で覆おおわれているため、時刻がわかりにくい。昨晩の九時頃に人ひと喰くい帽子とのイザコザがあり、取り逃がしたことを考えると、そろそろ半日近くが経過しようかという頃合いである。


    「市街に行った連中からもォ報告はございません……きっと人喰い帽子の一味はァ、ビビっちまって身動き取れずにいるんでしょうゥ！」


    『だといいんだがな』


    　アレクシスは気のない返事である。家臣たちは夜通し見張りをしていてくれたらしい。肉体が半機械化されている彼らは眠る必要がない……否いな、夢という安息を奪われている。


    　そしてこれは、まだ本人たちには告げられていないのだが……いや、彼らも薄々気づいているに違いない。その寿命が、もうあまり長くないということには。


    　永遠に動き続ける機械などないのだ。たったひとつの例外……永久機関を除いては。


    『コンラートよ、俺おれ様が憎くはないか』


    「はいィィ？」


    『お前さんらの体をそんなふうにしちまったのは俺様だ。外げ道どうな空賊なんぞの真ま似ね事ごとをさせているのもな。まったく……なにがどうしてこんなことになっちまったんだか』


    　コンラートは、まるでタイプライターをプレゼントされたゴリラみたいに変てこな顔をしていた。まじまじとこちらを見つめていたかと思うと、「がははっ！」と笑い出した。


    『なに笑ってやがる』


    「いやいや俺ァ……私はァ、旦だん那なさまが坊っちゃんだった頃から知ってまさァ。覚えておられますかァ？　いつだったか私が腰を痛めちまってェ、これじゃ川釣りにも行けねえなってしょぼくれてたら、坊っちゃんが手作りの自転車をプレゼントしてくださってェ」


    『そんなこともあったっけな』


    「なんか、車輪にプロペラだのなんだのくっついててェ、坊っちゃんがこれなら空を飛んでどこへでも行けるって言うんでェ、よくわからねえままにスイッチを入れたら……イッハッハ！　エンジンがえれえ勢いで火ぃ噴いてェ、私ごと壁に突っ込んじまって！」


    『細かいとこまでは覚えてねえ』


    　がしがしと頭をかく。幼おさない頃の失敗談など、ただただ記憶から消し去りたいだけなのだが、その成長を見守ってきた者にとっては大切な思い出であるらしい。


    　今も昔も変わらず、コンラートはアレクシスの傍かたわらに控え続けていた。


    「私は頭が悪いんで、坊っちゃんがなにをしようとしているのかは正直よくわからねえんですが。実験台でもなんでも、最後までお付き合いいたしまさァ」


    『そうかよ。……物好きな馬ば鹿か野や郎ろうだな』


    　そのとき、周囲に部下の大声が響いた。伝声管を通じてきた声が増幅されているのだ。


    「旦那さま！　動き出しました！　八時の方向、森のなか！」


    『来たか』


    　玉座から立ち上がる。背中からチューブがはじけ飛び、蒸気をまき散らす。


    　コンラートと並んで市街地を映す窓から見下ろすと、対岸の森を急速に浮上していく物体があった。騎士警察の威光を示す純白。洗練されたフォルムの飛行船である。


    『速はええな』


    　アレクシスもすばやく指を蠢うごめかせ、ニーザ・ローンに魔力を送り込む。命令が電流のごとく伝わり、市街地から四隻せきの船が浮かび上がった。幽霊船である。


    『逃がしゃしねえよ。撃ち落としてくれる!!』


    「旦那さま、お待ちをォ！　もう一隻！」


    『ああ!?』


    　コンラートの指が、街の五時方向に広がる森を指し示す。そこからもう一隻せき、鯨くじらに似たフォルムの飛行船が急速浮上していくではないか。


    「ありゃあ、エリタージュ号でさァ！」


    『奴やつらの船か！　片方はダミーってわけかい……！』


    　二隻の敵船は驚くほど俊しゆん敏びんだった。目標を定めかねている幽霊船の傍かたわらを、エリタージュ号が弾丸のごとく飛び抜ける。天井の亀き裂れつめがけ、ぐんぐん浮上していく。


    『無人機はこれだから使えねえ……どっちかわからなきゃ両方ぶっ潰つぶしゃいいんだ!!』


    　アレクシスの指先からさらに魔力が送り込まれる。幽霊船は統制を取り戻し、急浮上した。狩りを行おこなうハイエナのごとき動きで、二隻の敵船を追つい随ずいする。


    　……が、あまりに遅かった。速度が段違いであり、徐々に引き離されていく。


    　あっけなく大たい砲ほうの射程から逃のがれ、敵船はさらに浮上した。プロペラがうなりを上げ、出口目指して一直線。このままではむざむざ取り逃がしてしまうことになるだろう。


    　アレクシスはなすすべなくそれを見上げ……ニィィ、と口の端はをつり上げた。


    『コンラートよ……。浅はかなガキどもの希望を木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばしてやんな』


    　コンラートは獣けもののような笑みで応こたえ、分厚い胸にいっぱいの空気を吸い込んだ。


    「野や郎ろうども……撃ゥゥてェェェェイイ!!」


    　市街地から炸さく裂れつ音おんがこだました。


    　街の四方に配備されている超長距離砲台が、灼しやく熱ねつを噴き上げたのだ。あらかじめ天井の亀裂に照準を合わせていた砲身から超速の砲弾が射出され、恐るべき重さと速度を上乗せしながら飛ひ翔しよう。今まさに脱出しようとしていたエリタージュ号の──ゴンドラを直撃。


    　凄すさまじい爆発音。


    　地上から容よう赦しやなく追撃が放たれ、二隻の敵船を四方八方から狙そ撃げきした。気球を貫つらぬき、マストをへし折り、甲かん板ぱんを粉々にふっ飛ばす。内部で炸裂した弾薬は、船室をめちゃくちゃに撃ち抜いていることだろう。


    　清せい廉れんな騎士警察船が、権威を失った王のごとく失しつ墜ついする。勇ゆう壮そうなエリタージュ号が、見るも無残に焼け爛ただれて墜落。空中で花火のように爆ばく散さんする。


    　爆発音が、アレクシスの耳には賛美歌のごとく響いた。


    『か────っはははははは!!　ここをどこだと思ってんだ馬ば鹿かどもめ！』


    「派は手でにやっちまいましたなァ、旦だん那なさま！　あれじゃ人ひと喰くい帽子の野郎ゥ、跡あと形かたも残ってねえんじゃねェですかい？」


    『魔ま骸がいってのは規格外に頑丈なもんさ。なんせ化け物の血肉だからよ』


    　エリタージュ号の残骸が川に落下し、派手な水しぶきをあげる。騎士警察船のなれの果てが森に突っ込み、巨大な粉ふん塵じんを舞い上げる。


    　四隻の幽霊船はその上空を、猛もう禽きんのごとく旋せん回かいしていた。


    　それを見届け、アレクシスはマントを翻ひるがえし、玉座へ向かう。


    『火事になる前に火を消せ。敵船からひとり残らず死体を引っぱり出して、シャルル＝クロウリーの魔ま骸がいを見つけ出せ』


    「もし生き残りがいたらァ……？」


    『かははっ！　そりゃいい。誰か生きてたら恨みごとのひとつでも聞かせてもらおうぜ』


    　その瞬間、彼らからは聞こえるはずのないはるか彼方かなたの上空で──。


    　死んだはずの者たちの、声がした。


    



    　　　　　†　†　†


    



    「「撃て──────────っ!!」」


    



    　　　　　†　†　†


    



    　砲ほう撃げき音おんがアレクシスの耳を貫つらぬいた。衝しよう撃げき波はと閃せん光こうが背中を押した。


    　おぞましい予感とともに振り返ると、市街地の上空にありえない光景が見えた。


    　二隻せきの幽霊船が反乱を起こし、味方に襲おそいかかっていたのだ。無抵抗の側面から一斉砲撃を受け、襲われたほうの二隻が各部を炎上させながら墜つい落らくしていく。


    　コンラートも目をむいてその光景を見つめていた。


    「な、な、なんだァ!?　いったいなにが……!!」


    　アレクシスは窓に駆かけ寄り、望遠鏡を掲かかげた。倍率を最大にしてレンズをのぞき込む。


    　仇きゆう敵てきは隠れることもしていなかった。


    　朽くちた外板が、破れた帆ほが幽霊を思わせる船の舳へ先さき。まさしく冥めい界かいからよみがえってきたと言わんばかりの不ふ遜そんな態度で、シルクハットの美少年が口の端はをつり上げている。


    　その黄金色のまなざしは、まぎれもなく、数キロ先のアレクシスを見み据すえていた。


    『口を滑らせたか……!!』


    　アレクシスは彼との会話の一部を思い出した。『単に自動操縦の装置を積んでるだけだってのに、ゾフィの怨おん念ねんだなんだってどいつもビビっちまってよ！……』


    『装置を排除して幽霊船を乗っ取ってやがったな、あのコソ泥め!!』


    「し、しかし旦だん那なさまァ！　エリタージュ号らはなぜひとりでに動いてェ……!?」


    『飛行船ってのは、浮ふ力りよくと重量を差し引いて空に留とどまってんだ。船の重量よりも気球の浮力が大きけりゃあ、勝手に空へ昇ってく。そういうもんだ！　……連中、貨物を全部捨てて自分らの船を囮おとりにしやがったな。どうりでやけに素早かったわけだ、クソが!!』


    「ど、どういたしやしょう……!?」


    『どうもこうもねえ』


    　望遠鏡を乱暴に投げ捨て、アレクシスは犬けん歯しをむき出しにした。


    『喧けん嘩か売られてんだぜ……あの舐なめたガキどもを一匹残らずひねりつぶさにゃあ気が収まらねえよ。野や郎ろうども！　出撃だああああッ!!』


    「「「うおおおおおおおおおおッッッ!!」」」


    　伝声管を通じ、部下たちの雄お叫たけびが部屋いっぱいに響き渡った。


    



    　　　　　†　†　†


    



    「賊が動き出しました！」


    　鋭するどい口く調ちようの報告が聞こえて、シャルルは船の舳へ先さきから飛び降りた。甲かん板ぱんで空戦に備えているプリムローズ隊の少女騎士たちに檄げきを飛ばす。


    「あの長距離砲ほうは脅きよう威いだ！　操そう舵だ手しゆ、敵に狙ねらいを定めさせるな！　冥めい界かいの航路から脱出するためにも、この船は死守せねばならんぞ!!」


    「なぜお前が仕切っているのですか、シャルル＝クロウリー！」


    　眼鏡めがねをかけた少女騎士が律りち義ぎにかみついてきた。


    「そもそも、騎士警察の船を囮おとりに使うなど不敬も甚はなはだしい……！　まったく、なぜ隊長はお前のような者と手を結んだのでしょう……！」


    「まあまあ、俺おれはあくまでラウール王女殿下の代理だ。きみらが後ろめたく思うことなどなにひとつないよ」


    「ふんっ！」


    「敵てき影えい、三！　来ます！」


    　見張りの少女騎士が重ねて報告した。市街地から新たに三隻せきの幽霊船が浮上し、ゆっくりと旋せん回かいしながらこちらに迫ってくる。


    「アンティークのおかげで大盤振る舞いできるな……２トウーｈｏｕｒアワー　ｒｅｌｏａｄリロード！」


    　ぱん！　と手のひらを合わせて魔力を引き出し、続けて甲板に手をたたきつける。


    「《サーティーン・フラッシュ》!!」


    　船が青白い閃せん光こうを発し、その姿が幾重にも重なった。複製魔術が飛行船そのものに作用し、いくつものダミーが分散。敵の目を攪かく乱らんする。


    　味方の船は二隻だ。もう片方にも術を施ほどこすべく、シャルルは甲板の縁に足を掛ける。


    「では、きらびやかなガラスの君。別れは惜しいが、こちらの指揮は頼んだよ！」


    「能書きはいいからさっさと行きなさい！」


    　眼鏡の少女騎士の罵ば倒とうを浴び、シャルルはやれやれと肩をすくめてから床ゆかを蹴ける。強化魔術の恩恵により長距離を飛ひ翔しようし、もう一隻の甲板に着地する。


    　こちらの船で、隊の半数の指揮を執とっているのはポシェットだった。


    「頭を押さえてる！　圧倒的にこっちが有利よ！　敵船の気球を狙ねらって！」


    「精が出るな、隊長どの」


    　歩み寄りながら手のひらを合わせ、甲かん板ぱんにたたきつける。瞬またたく間に十四隻せきに分裂し、味方の船が赤い空を埋め尽くした。ひとまずやるべきことを終えたシャルルは、凜りんと立つプリムローズ隊隊長の姿を眩まぶしそうに見つめた。


    「な、なによジロジロ見て」


    「いや……ポシェットよ。またお前に頼らせてもらうぞ」


    　シャルルは迷いを振り払い、彼女のトルマリンの瞳ひとみをまっすぐ見み据すえる。


    「マエストロ＝ラ・ヴェイは俺おれが相手をする。だから退路の死守は、お前に任せた」


    「……っ！」


    「俺の背中をお前に預けたい」


    　ポシェットは面食らった顔をした。数秒ぽかんと口を開けたあと、感情を映してチェリーピンクの髪が舞い上がる。まるでご主人さまに褒ほめてもらった飼い犬みたいな顔で、ぶんぶんぶんと何度も首しゆ肯こう。


    「ま、任されました！」


    「うむ」


    　ポシェットはぱっと背中を向けたかと思うと、ぱんっと両手で頰ほおをたたいた。


    「今はダメ……今は気合い入れなきゃ……！」


    　赤く染まったほっぺたで甲板を見回し、やけっぱちのように声を張り上げる。


    「撃────てぇ────────っ!!」


    　砲ほう撃げきの爆風が、少女騎士の髪を荒っぽく揺らす。
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    「全部落とされちまいました、旦だん那なさまァ！」


    『ポジションが最悪だな、クソが』


    　トロッコで船内通路を駆かけ降り、アレクシスたちも市街地へ赴おもむいていた。南の丘に立つ執務塔である。最上階で昇降機を降り、ガラス張りの壁から戦況を見上げる。


    　自身が船内に招き入れていた七隻の幽霊船のうち、二隻が敵に奪われ、四隻がすでに轟ごう沈ちん。今、最後の一隻が集中砲火を浴びせられ、無残に爆破された。


    　嘆かわしそうに首を振り、アレクシスは両腕を持ち上げる。


    『やれやれ……人ン家ちの庭で礼儀がなってねえよなあ!!』


    　バン！　と両の手のひらをたたきつけ、痛いほどに五指を組み合わせる。


    　干ひからび切った己おのれの命からありったけの魔力を絞り出し、四方に放射。


    　市街地全体が激しく鳴めい動どうし、石畳を突き破って対たい空くう砲ほうが姿を現す。四門の長距離砲台、数えきれないほどの対空砲、それらすべてのコントロールを一手に掌しよう握あくする。


    『……堕おちろ!!』


    　激烈な轟ごう音おんが空気を揺るがした。凄すさまじい密度の砲ほう弾だんが、天井を射抜く矢の雨のごとく撃ち上がった。二十八隻せきに増えていた敵船の半数を撃ち抜くが、それらはすべて人ひと喰くい帽子のカムフラージュだったらしく、膨ぼう大だいな数のトランプとなって空くうに舞う。


    　直後、再び敵の複製魔術が大量のダミー船を生せい成せいし、四方に分散。本体を覆おおい隠す。


    『げほっ、ごほっ！　……これじゃイタチごっこだな。命がいくつあっても足りねえよ』


    　額ひたいを押さえ、忌いま忌ましげに上空を睨にらみつけるアレクシス。


    　しかし、まさにその上空の船の甲かん板ぱんで、当の仇きゆう敵てきが、


    「まるでイタチごっこだな……これではあっという間に魔力が尽きてしまうぞ！」


    　鋭するどい痛みの走る左胸を押さえ、悪態をついていることなど知る由よしもない。


    　伝声管を通じ、部下の声が執務室に響き渡った。


    「旦だん那なさま！　全員配置につきましたぜ！」


    『上等。時間稼かせぎはもう充分だな』


    　呼吸器の下で口の端はをつり上げ、アレクシスは机の制御盤に手のひらをたたきつけた。


    『さあカーニバルだ！　野や郎ろうども、派は手でにぶっ放せええ!!』


    　白はく亜あの魔力がパイプを伝い、一気に拡散。


    　市街地に並んだ建物の屋根が、蓋ふたのように開いた。その内側に格納されていた飛行機械が、弾丸のごとく撃ち上がる。昆こん虫ちゆうのようなフォルムをした戦闘機である。


    　敵船は大砲で迎え撃った。しかし小型で俊しゆん敏びんな戦闘機は巧たくみに砲撃を回避。射線の隙すき間まを縫ぬって上昇し、幽霊船の上空に躍おどり出る。


    　その胴体側面部から、乾いた音を立てて鋸ブレ刃ードが飛び出した。


    　隕いん石せきのように急降下。気球に刃を突き立て、後部から前部まで一気に飛び抜ける。


    　外がい郭かくが丈夫な硬式飛行船はすぐには浮ふ力りよくを失わないが、なにせ数が数である。百機近い戦闘機が周囲を埋め尽くし、二隻の敵船へ執しつ拗ような波は状じよう攻撃を仕掛けていく。


    　敵はなすすべもなかった。


    「イィ～～ッハッハッハ!!　もはや撃げき墜ついも時間の問題ですなァ！」


    『気を抜くなと言いてえが……おやコンラート、あれを見てみろよ』


    　執務室の窓から、アレクシスは街の通りをあごで示した。建物の陰に、太陽のようなブロンドが見える。コンラートならば、彼女がラウール姫の従者だと気づいただろう。ロングスカートをせっせと揺らし、可か憐れんなメイドはどこかを目指して駆かけていくのだ。


    『味方を囮おとりにして、囚とらわれのお姫さまを救出にでも行くつもりかねえ』


    「ふん捕づかまえてきますかァ？」


    　アレクシスはしばし遠くの少女の姿を見つめ、首を横に振った。


    『放っといても勝手に死ぬだろう。鍵かぎもねえのにどうやって姫殿下を救い出すって？』


    　そもそも、と言葉を続け、再び空の戦況を見上げる。


    『肝心の脱出手段があの状態じゃあ、ひと欠片かけらの希望もねえだろうよ』


    　上空では二隻せきの幽霊船が、小バエのごとき戦闘機の群れに蹂じゆう躙りんされていた。


    



    　　　　　†　†　†


    



    「《ライアー・ジャック》!!」


    　左右の腕を、二刀流のごとく振り抜く。指を鳴らす音が連続ではじけ、魔力が発動。


    　黒い軌き跡せきを引いて翔とんだ二匹の[image: ]こう蝠もりが、吸い寄せられるように敵の戦闘機と激突。真っ赤かな爆ばく炎えんを咲かせ、残ざん骸がいを宙にまき散らす。


    　それでも敵の数が段違いだ。戦闘機の奏かなでる羽根音が空いっぱいに響き渡っている。


    「隊長！　二号機が！」


    　少女騎士のひとりが悲鳴を上げた。ポシェットの指揮するこちらの船が一号機。副隊長に任せたもう一隻が二号機である。シャルルたちは急いで手すりに取りつく。


    　二号機の甲かん板ぱんでは悪夢が繰り広げられていた。昆こん虫ちゆう型の戦闘機に乗り込まれ、少女たちとの斬きり合いになっているのだ。胴体、船底にも、いくつもの影が張り付いている。


    　ポシェットはすばやく指示を飛ばした。


    「二号機のゴンドラを放棄！　総員、気球に退避して！」


    　発光信号で命令が伝わり、副隊長率ひきいる五名の少女騎士たちが気球への階段を駆かけ上がる。全員が退避を終えた直後、ポシェットは一号機の砲ほう撃げき手しゆを振り返った。


    「撃てえ──────────!!」


    　衝しよう撃げきが甲板を揺るがす。一号機から放たれた砲弾は二号機のゴンドラに直撃。敵戦闘機もろとも木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいして、気球の自由を確保する。


    　とはいえこれで、二号機の戦闘能力は失われてしまった。シャルルの魔力も残り少ない。このままではじり貧である。なんとなれば、こちらも最終兵器を投入するしかあるまい。


    「……アンティーク！　アンティークはいるか！」


    　呼びかけると、背後に音もなく蒼あお薔ば薇らの従者が現れた。すでに武装は解き放っており、左右の幼おさない手のひらに白銀の短剣を下げている。


    「アンティーク、お前に二号機の護衛を頼みたい。できるか？」


    「…………」


    　珍しいことに、彼女はシャルルの声に答えなかった。黙ったまま甲板の中央までてくてく歩き、どうしたのかと見ている前で、


    「ふふっ」


    「『ふふ』!?」


    「ふふふふ、ふふふ……っ」


    　笑った。あの万年無表情のアンティークが、声に出して笑った。


    　い、いや、笑っているのは声だけだった。顔はいつものつまらなそうな無表情のままだ。正直なところ、呪のろいの人形のような印象がして相当怖い。


    　しかし彼女は、どこか誇らしげな雰ふん囲い気きを醸かもし出して、こちらを振り返るのだ。


    「このアンに、できるか、と聞かれましたか？　ご主人さま」


    「ど、どうしたのだアンティークよ……」


    「後ろっ!!」


    　ポシェットが警告を発する。一機の戦闘機が刃をぎらつかせ、甲かん板ぱんに突っ込んできたのだ。しかしアンティークは眉まゆひとつ動かさず、振り返ると同時に右腕を一いつ閃せん。


    　交こう錯さく点てんで戦闘機が爆ばく散さんし、炎をまき散らす残ざん骸がいがシャルルの頭上を飛び越えていく。


    　爆風に煽あおられ、啞あ然ぜんと見つめるシャルルとポシェットの目の前で、アンティークは恍こう惚こつとも見えるような表情で天をあおいだ。


    「今のアンは────無敵です」

  


  [image: ]


  
    　とんっ、と床ゆかを蹴けり、彼女は甲かん板ぱんから飛び出した。


    　数百メートルの上空で風に煽あおられながら、小柄な体をぎゅっと丸める。両腕を振り抜けば、ドレスの袖そでから鎖くさりが拡散。鎖の先端が、狙ねらい澄ましたように戦闘機を射抜く。


    　ぎゅん！　とアンティークは空中を駆かけた。戦闘機の推進力をわがものにしているのだ。鎖を引き抜いてさらに上空へ飛び出し、らせん状にドレスを翻ひるがえしながら、弾丸のごとく短剣を撃ち出す。


    　身軽、などという言葉では表現し切れない。翅はねを宿したかのように、アンティークは自由自在に空を舞いながら戦闘機を撃げき破はしていった。足あし蹴げにして、切り裂いて、爆風を利用してさらに高く翔とぶ。その姿はまさしく、戦場に舞い降りた妖精姫そのもの。


    　背筋が凍るほど美しかった。


    　瞬またたく間に十機を墜おとし、アンティークは流星のごとく帰還してきた。エナメルの底で甲板を焦こげつかせ、五メートルの筋を引きながら停止する。シャルル、ポシェット、それに少女騎士たちが言葉を失っている真ん中で、また「うふふ」と無表情のまま笑った。


    「『俺おれの初恋はお前なんだぞ』……ふふふっ……」


    「ん？」


    「ふふ、『お前と結ばれるために必要だというのなら、爵しやく位いなど捨て去ってくれる』」


    「んんっ？」


    「魔力目当てじゃない、《好き》のちゅー、《好き》のちゅー、《好き》のちゅー……うふふふふふふっ」


    「ま、待て待てアンティークよ！」


    　シャルルの声が届いていないかのように、アンティークはくるくると回っていた。唇くちびるを指先で撫なでて、昨夜の感触を思い出すかのようにうっとりと瞳ひとみを潤うるませる。


    「今のアンは無敵です。戦闘機？　空賊？　魔術師？　ふふふ、誰であろうと束になってかかってくればいいのです。今のアンなら何者にも負けません。そう、ラウール殿下だろうと、歌姫メイツェルだろうと、たとえポシェットだろうと……」


    「お、おいアンティーク」


    「恐るるに足りません……！　なぜならアンたちは、愛し合っているのですから!!」


    　甲板の床がはじけ飛び、アンティークの姿が消えた。背中に翼が生えたかのような高こう揚よう感かんで、恋する乙おと女めは戦場の空に飛び出していく。蒼あおい流星が駆け抜けた軌き跡せきに、戦闘機の爆ばく炎えんがまき散らされる。


    「あ────っはっはっはっはっは！」


    　まるで人ひと喰くい帽子みたいに、従者が高笑いしているのを聞いた気がした。


    　シャルルがなんとも言えない表情でそれを見上げていると……ふいに耳がつねられた。


    「痛い！」


    　抗議しつつ見れば、チェリーピンクの婚約者どのが、穏やかな笑え顔がおに暗黒の影を落としながら耳を引っ張っているではないか。


    　可愛らしく小首を傾かしげ、シンプルに聞いてくる。


    「どういうこと？　ダーリン」


    「ま、まあ待ちたまえハニー。今はこの戦場を生き延びることが先決ではなかろうか!?」


    　苦し紛まぎれに言ったシャルルの背後で、戦闘機が爆ばく散さんする。膨ふくれ上がった火炎が空を照らし、愛する幼おさななじみの笑顔を真っ赤かに染め上げた。超怖い。
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    「なんだァあの蒼あおいチビはァ!?」


    　コンラートが窓にへばりついて喚わめいていた。


    　敵船のゴンドラを吹っ飛ばしたところまでは上々だった。しかしそこからだ。規格外に俊しゆん敏びんな影が飛び出してきたかと思うと、戦闘機に襲おそいかかりはじめたのだ。


    　恐るべきことに、少女である。服装は蒼いドレスに変わっているが、星くずのようにきらめく銀髪は、見間違えようがなかった。


    『人ひと喰くい帽子のヴィスクか……本当になんなんだろうな、あの連中は』


    「ど、どういたしましょうゥ、旦だん那なさまァ！」


    『うろたえんじゃねえコンラート。どのみち奴やつらは逃げられやしねえよ』


    　アレクシスは豪ごう胆たんに吐き捨てた。こちらにはまだまだ機械兵が残されているし、なにより奴らにとって重要な鍵かぎはアレクシスの手中にある。焦あせるような状況じゃない。


    「そ、それはどういう……？」


    『連中の目的がなにか考えてみろってんだ。あの見るからにべたべたのお人好よしが、大切なお仲間を置いて逃げ出せると思うか？』


    　余裕たっぷりの流し目を忠臣に送り、アレクシスは続ける。


    『王女殿下が俺おれ様たちの下もとにある限り、奴らはあそこから動けない。なにを血迷ったのか知らねえが、このニーザ・ローンで空戦を仕掛けてきた時点で人喰い帽子の負けだ』


    「お、おおっ！　さすが旦那さまァ！」


    『重要なカードは全部こっちが握ってんだ。どんと構えてりゃいいんだよ。王女殿下に、拘こう留りゆう所じよの鍵に、なによりこの……王の墓はか石いしがある限りな!!』


    　懐ふところから手のひら大のパズルを取り出し、頭上高く突き上げる。


    　その底辺部からしゅうしゅうと煙が漏もれていることに、コンラートも同時に気づいた。


    「だ、旦那さま？　なんかそりゃあ……」


    　ぱんっ！　と、パズルが破裂した。


    　外がい殻かくがいくつかはじけ飛び、頂点からちょこん、と飛び出した物体がある。


    　真っ赤かな薔ば薇らの花だった。


    「だ……旦だん那なさま……？」


    　アレクシスはぶるぶる震える手で、王の墓はか石いし……だと思っていたものを鼻先に近づけた。


    『ニセモノだと……!?』


    　はっと気づき、反対側の手でもう一度懐ふところを探る。


    『鍵かぎ、鍵、鍵！』


    　胸ポケットに硬質の感触を捉とらえ、ほっと安あん堵どしかかる。しかし勢い込んで取り出してみれば……それは板状の鍵ではなく、洒しや落れた装そう丁ていの一枚のカードだった。


    　憎ったらしいほど優雅な筆跡で、こう書いてある。


    



    『《王の墓石》はこの人ひと喰くい帽子の懐にこそふさわしい


    　貴殿にとっては悲しいことに、鳥かごの鍵もまた私を愛してしまったようだ！


    
      人喰い帽子シャルル＝クロウリー』

    


    



    『やりやがったなあの野や郎ろう……ッ!!』


    　偽にせの墓石を、ガチャン!!　と床ゆかでたたき壊す。激情のままに、呼吸器を引きはがす。


    　獣けもののように身をそらせ、アレクシスは声の限りに吼ほえた。


    「シャルル……クロウリイイイイッ!!」


    



    　　　　　†　†　†


    



    「おおっ、寒さむ気けが！　いよいよバレたかな」


    　シャルルは空そら々ぞらしく二の腕をさすった。眼下の市街地からただならぬ怨おん念ねんを感じた気がしたのだ。この距離では、たとえ恨みごとを吐かれても聞こえるはずはないのだが。


    　とそのとき、同じように市街地を見張っていた少女騎士から報告が飛んだ。


    「新たな敵てき影えい、来ます！　別種の機械兵器のようです！」


    「次から次へと……！　さすがは発明家どのだな」


    　ぼやきつつも、シャルルも眼下を確認する。


    　今度は無人機ではなかった。サーフボードにエンジンを取り付けたような形状で、推進機が派は手でに炎を噴き上げている。それを乗りこなしているのはアレクシス配下の荒くれ者どもだ。総勢三十名ほど。巧たくみに砲ほう撃げきを避けながら空を駆かけ上がってくる。


    「いよいよおでましか……！」


    　アンティークは戦闘機の相手で忙しい……というより、彼女ひとりで百機を相手していることが異常なのだが、とにかく新あら手てはシャルルたちで対処しなければならないだろう。


    「すでに話してあるとおりだ、気を抜くな！　連中は不死身だ！」


    「今度はわたしに任せて」


    　頼もしい言葉とともに歩み出てきたのは、ポシェットである。その可か憐れんな手のひらには、天使の翼を思わせる純白のリヴォルバーが握られている。


    「なるほど」


    　シャルルが意図を理解した直後、ついに先陣が乗り込んできた。荒くれ者たちがボードから飛び降り、次々と甲かん板ぱんに着地。カトラスを引き抜き、下げ卑びた哄こう笑しようを発する。


    「ぎゃあっはっは！　野ネズミちゃんたちぃ～オイタはここまでだぜぇ～！」


    「おとなしくしてりゃ楽に死なせてやるよ！」


    「ばぁ～か、愛あい玩がん用のヴィスクにしちまうのがいい。楽して大おお儲もうけだぜ！」


    　ポシェットは「はあ」と心底嫌そうにため息をついて、リヴォルバーを構えた。


    「品のない殿方ってキライだわ」


    　ドンッ、と放たれた弾丸は、先頭にいた男の胴体へ当然のように直撃。


    　ほんの少しよろめいたあと、彼はなに食わぬ顔で仲間たちを見回した。


    「ぎゃははは！　見ろよ、撃たれちまった！　撃たれ…………」


    「ぎゃ～っはっは！　間抜けめ！　ぼうっと突っ立ってるからだろうが！」


    「撃たれ……痛……痛いてえ……いでええええええええっっっ!?」


    「──ッ!?」


    　荒くれ者たちはぎょっと目をむいた。撃たれたひとりが腹を押さえ、のたうち回りはじめたのだ。未知の感覚に違いない。アレクシスの魔術により肉体が半機械化されている彼らは、長いこと痛つう覚かくとは無縁だったのだから。


    「な、なんで……っ？　なにが、どうした……!?」


    「次にこの銀十字弾シルヴアー・ブレツトの的まとになりたい方は、どなたです？」


    　ポシェットがリヴォルバーの射線で、ざっと荒くれ集団をなぎ払う。思わずびくつき、後ずさりかけたひとりの足を、傍かたわらに忍び寄っていた少女騎士が剣の鞘さやで払った。


    　あお向けに倒れた男ののど元に、抜き身の切っ先を突きつける。


    「不死身だそうですね。首をはねても生きていられるかどうか、試してみても？」


    「ヒ、ヒィィィィっ!!」


    　荒くれ者たちは一斉にカトラスを投げ捨てた。「痛いのは嫌だ！」「勘弁してくれ！」「降参！　降参するよ！」などと、口々に喚わめきながら両手を上げる。


    　さすがの彼らも人間である以上、やはり急所を破壊されたら生きてはいられないらしい。何より無敵の肉体を得た分だけ、痛みへの耐たい性せいを失ってしまっていたのだ。


    「《アンバースデイ》」


    　シャルルが左右の指を同時に鳴らすと、一気に数十本のロープが現れた。ひとりでに荒くれ者たちの体を縛しばり上げ、ひとり残らずマストに引き寄せると、ぐるりと磔はりつけにする。


    「実は銀十字弾シルヴアー・ブレツトの数は限られているのだがね」


    　小声でひとりごちた直後、耳鳴りがするほどの絶叫がすっ飛んできた。


    「なにやってやがるゥゥゥ！　腰抜けどもがァァァ!!」


    　前方から、ごっ！　と高速の質量が迫る。寸前でかわせば、シャルルの傍かたわらを飛び抜けていったサーフボードが手すりに激突。迷惑な轟ごう音おんをまき散らした。


    　床ゆかを、ズン、と揺らし、いかつい機械腕を装着した巨漢が甲かん板ぱんへ降り立つ。


    「こんなガキどもにいいようにやられやがってェェ！　旦だん那なさまに申し訳ねえと思わねェのかァァァ!?」


    「だ、だがよコンラート！　あの女隊長、妙な銃じゆうを持ってやがって……っ！」


    　コンラートの凶相が、チェリーピンクの髪色に向けられた。体をびくつかせた、コンラートから見ればあまりに小柄な少女騎士へと、機械腕を振りかざして突進していく。


    「やってくれたなァァァ!!　ガキィィィ!!」


    「きゃっ！」


    　ポシェットは反射的に引き金を引いた。機械腕に命中し、白銀の閃せん光こうがはじける。


    「おうっ!?」


    　思わぬ圧力で、腕が跳ね飛ばされる。継ぎ目に火花が奔はしり、内部から爆ばく裂れつしかかる。


    「ぬ……ぬゥゥゥゥん!!」


    　それをコンラートは、力ずくで押さえ込んだ。瓦が解かいしかかった機械腕を右腕で押さえ込み、形状を維い持じさせる。いくつかパーツがはじけ飛んだが、機能そのものは健在だった。


    「ぬおおおおアアアアッ!!」


    「……っ！」


    　吼ほえたコンラートめがけ、もう一発。的確に機械腕を撃ち抜き、体ごと吹っ飛ばす。


    　彼は手すりに激突し、そこで止まるかと思われた。しかし彼の巨体にその柵は低すぎた。機械腕が船外に飛び出して、上体がぐらつき、巨漢の重量を支え切ることができず、


    「ぬあっ……のおっ……ぬがああああアアアアアアッ!?」


    　機械腕に引きずられ、甲板から落下していった。


    　その巨体も、断だん末まつ魔まも、戦闘機の群れと羽根音によってすぐにかき消された。


    「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」


    　両手でリヴォルバーを構えたままだったポシェットは、とさっと膝ひざを落とした。


    　グリップを握る指が小刻みに震えている。コンラートの並外れた闘争心を真っ向からぶつけられていたのだ。身がすくむほどの恐怖だっただろう。


    　しかし、それでも彼女は強敵を撃退したのだ。いかなコンラートといえど、この高さから市街地へ落下して無事ではすむまい……。
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    「──ぬううううおおおおゥゥ!!」


    　壮絶な落下感覚のなか、コンラートは限界まで目を見開いていた。猛風に体が煽あおられ視界が目まぐるしく回転するが、来るべきチャンスを逃のがすまいと神経を研ぎ澄ませる。


    　果たして、視界の隅すみを一瞬の影が横切った。


    「ぬうん!!」


    　がむしゃらに振り下ろした機械腕が、飛び過ぎようとしていた戦闘機を捉とらえる。戦闘機は抗議するように火花を上げ、激しく軋きしむ。


    　重量に耐えかねて、戦闘機は蛇だ行こうしながら高度を下げた。ほとんど墜つい落らくの体ていである。高度数十メートルにまで迫ったとき、コンラートは力任せに機械腕を引き抜く。一気に速度を取り戻した戦闘機は、その勢いのまま時計塔に突っ込んで、爆ばく散さん。


    　一方コンラートは、建物の屋根に激突していた。屋や根ね瓦がわらをはじき飛ばし、ごろごろと転がって大通りに落下。石畳に、ズドン！　と背中から落っこちて、ようやく止まった。


    「げほっ！　げほォ！　……ぬアアアアっ、ちきしょうゥゥ!!」


    　獣けもののごとく喚わめいて瓦が礫れきから這はい出す。呆あきれるほどの耐久力だった。


    　死に瀕ひんしたおかげでこれ以上ないほど気が荒ぶっている。ほとんど真っ赤かに染まった視界でぎょろぎょろと周囲を見回し、やがて《それ》を発見する。


    　落ちたのは北門近くだった。細い道が伸びており、森に入ってすぐに消える。その先には一軒の小屋があり、扉とびらの向こうはニーザ・ローンの船内通路へと繫つながっている。


    　まるで誰かが忍び込んだかのように、扉は開け放たれたままだった。


    　コンラートの口もとが、獣のごとくつり上がった。
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    「ポシェット、大丈夫か？」


    　シャルルが傍かたわらにしゃがみ込むと、ポシェットはどこかが痛そうに眉まゆ根ねを寄せた。


    「わ、わかんない。引き金から、指が離れないの……っ」


    「落ち着け、ゆっくりでいい」


    　リヴォルバーを握る指は、氷のように硬くなっている。シャルルの手のひらで包み込み、じんわりと熱を与えるようにしながら、一本ずつグリップから引き離していく。


    　鉄の感触が、すべての指から離れてようやく、ポシェットは安あん堵どの息を吐き出した。


    「よくやった、隊長どの」


    　彼女の肩を撫なでながら、シャルルは引き取ったリヴォルバーの、その弾だん倉そうを確認した。


    　残り二発──。


    　直後、衝しよう撃げきが突き上げてきた。甲かん板ぱんにいた誰もがバランスを崩す。プリムローズ隊の少女騎士たちが何事かと視線を巡らす前で、一機の飛行機械が上空に飛び出してきた。


    「ようクロウリー！　わざわざ会いにきてやったぜ！」


    　浅黒い肌はだに海賊風衣装の美び丈じよう夫ふ、アレクシス＝ラ・ヴェイである。ボードに推進機がくっついた機械で空に留とどまっており、猛烈な風が紫むらさきがかった白髪をもてあそんでいる。


    　そのテノール・ヴォイスがいやに伸びやかだと思ってみれば、なんと今の彼は呼吸器を外していた。想像どおり、絶対の自信を湛たたえた口もとが彼にはよく似合う。


    「ずいぶん好き勝手暴れてくれたな。そろそろキング同士で決着をつけようじゃねえか」


    　くい、と尖とがったあごをひねり、シャルルの後方を示す。そこにはコンラートが捨てていったボード状飛行装置が転がっていた。


    「どうした、高いところは怖こええか？　ガールフレンドに格好よいところ見せてみろよ」


    　抱き合っているシャルルとポシェットを見下ろして、はやし立てるように口笛を吹く。ここまで挑ちよう発はつされては引き下がれないと、シャルルもまた奮然と立ち上がる。


    　切り札である純白のリヴォルバーを懐ふところに収め──。


    　引き止めようとしたポシェットの指に別れを告げて、飛行ボードの端を蹴けり上げる。


    「お誘いとあらば」


    　アクセルは足もとにあった。左足を固定し、右足でレバーを蹴り込むと、爆発しそうな勢いでエンジンが点火する。推進機が炎を噴き、とてつもない圧力が背中を突き飛ばす。


    　シャルルは外がい套とうをたなびかせ、空中へと飛び出した。


    「かははっ！　そうこなくっちゃな、面白れえ!!」


    　アレクシスの舟はその体格に合わせ、ひと回り大ぶりだった。広げた両脚から魔力を送り込むと、爆発的な炎が噴き上がって舟を後方から蹴り飛ばす。


    　推進機の軌き跡せきを引きながら、二隻せきの舟は戦場を飛び回った。


    　シャルルの舟は幅が狭い。両脚を広げ、波乗りのようにバランスを取りつつ、ステッキの鞘さやから剣を抜き放つ。ほぼ真正面から、アレクシスが突っ込んできた。


    「逃げるなよ、チキン野や郎ろう!!」


    　彼もまた、ジャリイン!!　とカトラスを引き抜く。二隻の舟が相対的に凄すさまじい速度で近づき、交こう錯さく点てんでまばゆい火花を散らした末に、すれ違う。


    　シャルルの突き出した剣にたいした手て応ごたえはなく、外套の端が切り裂かれている。


    「なかなかやるねえ」


    　アレクシスが薙ないだ剣にも血の付着はなく、マントの一部が貫つらぬかれている。


    　余裕を見せているのは明らかにアレクシスのほうだった。再び接近戦に持ち込むべくシャルルが方向転換すると、はるか頭上のアレクシスが左腕を突きつけてきた。


    　その腕に、黒光りするなにかが装着されていた。


    「……ッ!!」


    　急きゆう旋せん回かいして正解だった。アレクシスの左腕で機き関かん銃じゆうが火を噴き、灼しやく熱ねつの閃せん光こうが雨のごとく降り注ぐ。必死で速度を出すシャルルの傍かたわらを、空気を焦こがしながら撃ち抜く。


    「かっはははは!!　逃げろ逃げろ！　その帽子に風かざ穴あな開けられたくなきゃな!!」


    　哄こう笑しようとともに降り注いでくる、弾丸、弾丸、弾丸。方向転換は不可能だった。シャルルはいっそうスピードを出し、徐々に船首を持ち上げる。まるで月のように優美な曲線を描えがきながら宙を駆かけ上がり、アレクシスの頭上へと躍おどり出た。


    「ヒュゥ、かっこいいじゃねえの」


    　うそぶきながら、アレクシスは左の武器を捨てた。思念を送り込むだけで、グローブのごとく左腕に固定されていた機関銃の拘こう束そくが外れ、足もとに落っこちる。


    　入れ替わりに頭上へ構えたのは、カトラス。こちらももちろん《発明》の魔術による産物であり、巨大な漆しつ黒こくの刀身に機械的な構造を備えている。


    　人ひと喰くい帽子が舟を反転し、上空から急降下してきた。鷹たかのごとく、風を貫つらぬいて飛ひ翔しようする。仮にアレクシスが左右に逃げようとしたら、その直後にたたき落とされるだろう。


    　シャルルがステッキを引き絞った。アレクシスは機械剣の位置を調整した。双方の距離が残り十メートルを切り、コンマ数秒後には激突しようかという、その寸前。


    　機械剣が炎を噴いた。


    　刀身に仕込んだ火炎放射器が完全な不意をつき、シャルルに灼熱の息い吹ぶきを吹きかけた。


    「──ッ!!」


    「か──────っはははははは!!」


    　赤く広がったカーテンへと、シャルルはなすすべもなく突っ込む。衣装のそこかしこから火の粉こを散らしながら反対側へと突き抜け、そのままボードごと落下していく。


    「甘あめえっつってんだ馬ば鹿かめ!!」


    　アレクシスはすぐさま追撃に移った。舟を反転させてエンジンを吹かし、人喰い帽子を追う。バランスを崩してきりもみ回転する彼へ、激突しそうな勢いで剣を振り下ろす。


    　シャルルはからくも受け止め、ステッキと機械剣の間で火花が散った。


    　つばぜり合いを維い持じしたまま、二隻せきのボードは空中で目まぐるしく回転する。


    　シャルルは早はや業わざで純白のリヴォルバーを抜き、撃った。至し近きん距離から放たれた弾丸は、しかし、アレクシスが蹴けり上げた機関銃の銃身にはね返される。


    「くッ……！」


    「かっははははは！　無駄弾だまを使ったなクロウリー！」


    　長身を生かし、アレクシスはいっそう機械剣を押し込んだ。


    「銀十字弾シルヴアー・ブレツトか、知ってるぜ。確かに俺おれ様を倒すにゃあそいつをぶち当てるしかねえだろう。だが何発使った？　そのシリンダーにあといくつ残ってる、クロウリー……!!」


    　シルクハットの美少年が、ぎりっと歯をかみしめる。


    「諦あきらめな諦めなぁ!!　この俺様を誰だと思ってる!?　ミステティカの最高幹部・マエストロ＝ラ・ヴェイさまだ!!　てめえごときコソ泥がかみついていい相手じゃねえんだよ！　さっさと本物の王の墓はか石いしをよこせ！　さもなきゃ大切なガールフレンドと一緒に体中スライスしてやるぜ!?　か────っははははは!!」


    　頰ほおに汗を流しながらも、シャルル＝クロウリーはにやりと笑った。


    「王の墓石か……実はあれは今、手もとにはない」


    「なにッ!?」


    「ふさわしい持ち主というものがあるのだ。王の名を冠かんするものは、王のもとへ……」


    　アレクシスの脳のう裏りに、閃せん光こうのごとく記憶がよみがえった。先ほど、執務塔から目にしたブロンドのメイド少女。彼女はいったいなにを持って、どこへ向かっていたのか……。


    「まさか……!!」


    



    　　　　　†　†　†


    



    「まったく、おいしい役目を回してくれたよ相棒！　一緒にぶっ潰つぶそうってんだろ!?」


    　王の墓石は、リジー・ド・ラウール＝パル・イースの手のなかにあった。彼女は今、船内通路を息を切らしながら駆かけ上がっている。


    　ひとりだった。従者のクララベルは拘こう留りゆう所じよの囚とらわれ人たちを解放したあと、実験施設にいる被験者たちの救出に向かっている。ゆえにラウールは彼女から王の墓石だけを預かり、ニーザ・ローンのコントロールルームを目指しているのである。


    　アレクシスを相手取ったシャルルと連携し、この船の支配権を奪い取るために。


    「しっかし長い通路だな！　本当に船なのかよ!?」


    　漆しつ黒こくに塗られた坂道は、ラウールの前にどこまでもどこまでも続いている。もうかなり登ってきたはずだが、なにしろ船内空洞の差し渡しだけでも五キロである。この船の圧倒的スケール感、どう考えても徒歩で移動するようには設計されていない。


    　もしシャルルから直接話を聞けていれば、通路の右半分を走るレールの用途に気づけただろう。しかしその知識がないラウールは、ひたすら地獄のマラソンを続けるしかない。


    　とそのとき、レールがかすかな振動を伝えた。


    　同時にどこかから甲高い金属音が届き、それが徐々に大きくなっていく。


    「この音は……？」


    　思わず足を止め、何気なく振り返ったラウールは、見た。


    　はるか彼方かなたから、目もくらむほどの光量が凄すさまじい速度で駆かけ上がってくるのを。


    「イィ────ッハッハッハッハァ!!」


    「なんだ!?」


    「王女殿下ァ！　エスコォォォ────トいたしまさァ!!」


    　地響きを立てて追ってくるのは、トロッコだった。その先頭車両を占有している巨漢にラウールは見覚えがあった。


    「コンラート!!」


    　トロッコが傍かたわらを駆け抜ける寸前、コンラートは飛び降りた。二メートルは跳躍し、大たい砲ほうのごとき機械腕を頭上いっぱいに振り上げる。


    「潰つぶれやがってくだせェ!!」


    　ラウールが跳び退すさった場所に、けた外れの重量が炸さく裂れつする。床ゆかを砕き、金属片が飛び散り、ラウールの肌はだを浅く裂いた。


    「ちぃッ……！　私の仕事を邪魔しようってかい……身の程知らずめ！」


    　ラウールは冷や汗を流しながらも、腰に下げた真しん紅くの鞘さやから宝剣を抜き放った。それを面白そうな目で眺め、コンラートは身を起こそうとする。


    「イッハッハァ……王女殿下ァ、そう簡単に我々のォ……」


    　ぎちっ、と体が止まる。


    「のっ……のォ？」


    　左腕が持ち上がらない。


    　見ればあまりにも強くたたきつけすぎた機械腕が、床に埋まい没ぼつしていた。各部から火花が上がり、肩の接合部のパーツが半分ほどはじけ飛んでいる。半壊しているようだ。


    　皮肉っぽく肩をすくめ、ラウールはさっさと宝剣を収めた。


    「無理に引っこ抜くと腕がなくなっちまうな。気をつけなよ！」


    「あっ、待て！　待ちやがれェ～～～～イイ!!」


    　腕を引き抜こうと苦心しているコンラートを置き去りにして、さっときびすを返す。少しは足止めになるだろうが、いつまでもああして間抜けな姿をさらしているわけはない。


    　幸いなことに、そこから百メートルほども駆ければ荘そう厳ごんな扉とびらがそびえ立っていた。


    「ここか……！　ニーザ・ローンのコントロールルーム！」


    　手のひらを当てたが、分厚い扉はびくともしない。体全体を押しつけると、ようやく少しずつ隙すき間まが開く。転がるように室内に駆け込んで、ラウールは見た。


    　親友からの情報どおりだ。恐怖感を覚えるほど開放的な構造に、装飾が黄金で統一されたきらびやかな空間。眼下の底辺部には毒が溜たまっており、薄気味悪い靄もやが立ち上る。


    　そして部屋の中心部には、金管楽器に似た形状の巨大な機械が設置されていた。


    「あれが永久機関……エターナル・ホルン……」


    　そのあまりにも完成された曲線美に、思わず見とれそうになる。


    　しかし直後、左側に広がる巨大な窓から爆発音がとどろいた。市街地の上空では、彼女の親友たちが今なお決死の空戦を繰り広げているのだ。


    「……急がないと！」


    　ラウールは永久機関に駆かけ寄った。周囲をぐるりと回り、玉座の後方に不自然なくぼみを発見する。王の墓はか石いしを取り出してみれば、サイズはぴったり適合するように見えた。


    「ここだな！」


    　さっそくはめ込もうとした彼女の視界に、さっと巨大な影が横切る。


    「いけませんなァ」


    「──っ！」


    「王女殿下ともあろうお方が……盗ぬすっ人との真ま似ね事ごととは!!」


    　とっさに床ゆかを蹴ける。機械腕が、ぶぅんっ！　とラウールの鼻先を薙ないでいく。いつの間にか追いついてきていたコンラートが、永久機関を守るように立ちはだかっていた。


    「くそッ、ここまで来たら……腕ずくで黙らせるっきゃないか!!」


    　ラウールは音高く宝剣を抜き、今度こそ構えを取った。両腕を交差し、剣を握った右手を頭上へ、刀身を引きつけたまま、切っ先を左膝ひざへ。聖王家に伝わる伝統剣術である。


    「イッハッハァ……！」


    　コンラートは野や卑ひな笑みを浮かべながら、標的の動きを見つめていた。一歩、一歩、ラウールが立ち位置を変えても、巨漢の体は揺るがない。


    　張り詰めた緊迫感。


    「──シッ!!」


    　ラウールが鋭するどく踏み込んだ。切っ先が霞かすむほどの一撃げきは、機械腕に阻はばまれて火花を散らす。コンラートは無む造ぞう作さに刀身を跳ね飛ばし、お返しとばかりに腕を振るう。ラウールは大きく転がって避け、立ち上がりざまに剣を一いつ閃せん。勢いを殺さずに跳び退すさる。


    　剣けん尖せんからは血が滴したたっていた。


    「おォっと！　やられちまいましたなァ！」


    　コンラートの脇わき腹ばらが裂かれていた。しかしまったく頓とん着ちやくしていない様子から察するに、傷は浅い。分厚い筋肉の鎧よろいをまとう巨漢は、剣の一撃や二撃をものともしないのだ。


    　恐れるに足りないと見るや、コンラートは無造作に間合いを詰めてきた。


    「ほれほれェ王女殿下ァ、上手に逃げねェと潰つぶしちまいますぜェ？　……せい!!」


    　コンラートが機械腕を振るえば、ごうっ！　と風がうなる。大たい砲ほうのような鋼鉄を、彼は自在に操あやつっていた。かたやラウールは、そんな重量の物体がかすっただけでも重傷である。大きくステップを踏み、必死で後退し、剣を盾たてにすればその防御ごと吹っ飛ばされる。


    「うあっ！」


    　背中から激突し、慌あわてて受け身を取る。コンラートは間近に迫っていた。機械腕を振り上げたかと思えば、反対側の右手で無遠慮に肩をつついてくる。


    　それだけでラウールは大げさによろめいた。


    「ぐッ……！」


    「イィッハッハ、情けねェ！　これが高貴なる王女殿下の姿とは！　こんな薄うす汚ぎたねェ空賊くずれの俺おれに手も足もでねェ！　イッハッハッハ!!」


    　振り上げていた機械腕を、打ち下ろす。ラウールは寸前で跳び退のいたが、網あみ目め状じようの床ゆかが陥かん没ぼつし、突き抜けた。まともに喰くらえば骨と肉がぺしゃんこである。


    「諦あきらめて王の墓はか石いしを渡してくだせェ。そいつはアンタみてェな出来損ないが持ってていいモンじゃねェんだ。真実の王！　マエストロ＝ラ・ヴェイさまにこそふさわしい!!」


    「真実の王だって……！」


    　ラウールのルビーの瞳ひとみが燃え上がった。実験施設での悪夢を思い出したのだ。


    　ぎりっと柄つかを握り直し、切っ先をコンラートに突きつける。


    「あんな……あんな男が王だなんて私は認めない。ニーザ・ローン……こんなとんでもない船を造り出す技術がありながら、霧のなかでお人形いじりに明け暮れているだけのヒキコモリじゃないか。……せめて王を名乗るのなら！　その瞳に炎を宿してみせろ!!」


    「……ほほゥ？」


    　コンラートは力任せに機械腕を振るい、彼女の手から宝剣をはじき飛ばした。


    「道楽の姫と名高いあなたが、わが主に王の道を説きますかァ……」


    　バランスを崩したラウールの首をわし摑づかみにして、床にたたきつける。


    「かはッ……!!」


    　ラウールは床の端まで追い込まれていた。恐ろしいことに、この部屋の床は全面を覆おおっておらず、柵もない。このまま投げ出されれば、眼下の毒池にまっさかさまだろう。


    　絶対的優位のポジションから、コンラートはにたにたと笑みを浮かべた。


    「イィッハッハ！　無能王女のリジー・ド・ラウール＝パル・イース！　利用しやすいったらありゃしませんでしたぜェ！　俺が紛まぎれ込ませた仲間たちを、よく調べもせずに採用、採用、また採用！　おかげでエリタージュ号のなかはほっとんど空賊だらけだ！　お笑いだぜ！　素直にスモレット船長の忠告を聞いておけばよかったものをォ!!」


    「……っ!!」


    「そうそうゥ、忘れてたスモレットォ……イッハッハ！　無能王女の采さい配はいに振り回されて災難でしたなァ。彼の魂たましいは無事に冥めい界かいの航路を抜けられたでしょうかァ？」


    　ラウールの首をがっちり押さえたまま、機械腕を振り上げる。黒塗りの鋼鉄が、黄金色の光を薄気味悪く反射する。


    「それでは王女殿下ァ、スモレット船長によろしくゥ」


    　ラウールは懐ふところから取り出した王の墓はか石いしを、すばやく操作した。それをめいっぱい突き出し、コンラートの眼前に突きつける。


    　パズルを解除された王の墓石から、猛烈な蒸気が噴き出した。


    「ぬおアァッ!?　アチッ！　熱ィィィィ!?」


    　拘こう束そくが緩ゆるむ。ラウールは猫のように体を丸め、コンラートのあごを蹴けり上げる。


    「スモレット船長への詫わびは……」


    　ダンスを踊るように跳ね起きて、


    「自分で言いやがれ!!」


    　コンラートの脇わき腹ばらに、強烈な後ろ蹴りをお見舞いする。


    「おう！　おうっふ！　なんだ！　目が！　くそオオォォ!!」


    　コンラートは皮ひ膚ふの爛ただれた顔面を覆おおい、よろよろと後ずさった。その背後で、床ゆかが途切れていることに気づかない。足を踏み外し、落下の寸前で機械腕が縁を捉とらえる。


    　コンラートの重量を支えかねて、接合部がギチッ！　と悲鳴を上げた。


    「ぬあああっ！　ああ！　ちきしょうゥゥゥゥ！」


    　左腕一本で摑つかまりながら、コンラートが喚わめいた。機械腕がいよいよ限界を迎え、ひとつ、またひとつとパーツがはじけ飛び、結合が緩くなっていく。


    「……っ！」


    　ラウールの真しん紅くの瞳ひとみがその光景を捉えた。すばやく駆かけ寄り、膝ひざをついて、


    「右手を伸ばせ！　コンラート！」


    　手を差し伸べた。コンラートのよどんだ瞳が見開かれ、気高く舞う純白の髪を映した。


    　やがて彼は、その強こわ面もてに穏やかな笑みを浮かべ、


    「──お見事です、王女殿下」


    　言った直後、ついに機械腕が外れた。


    　隻せき腕わんとなったコンラートは、毒の池へと吸い込まれるように落下していく。やがてその姿は靄もやに呑のまれ……じゅっと、なにかが蒸発するような音が、ラウールの耳に届いた。


    「……くっ」


    　震えるほどにこぶしを握り、ラウールは歯をかみしめた。膝をたたいて立ち上がると、転がっていた宝剣を拾って永久機関へと向かう。今度こそ、空洞部分に王の墓石をはめ込む。その瞬間、パイプオルガンのごとく荘そう厳ごんな音色が部屋中に響き渡った。


    「これで船を操作できんのか!?」


    　急いで玉座に飛び乗る。何枚もの制御盤がスライドしてきて、眼前に展開される。


    　しかし、でかい！　椅い子すも、制御盤も、その位置も。膝立ちで手を伸ばさなければならないほどだ。ラウールはやみくもに制御盤をたたこうとして、直前で我に返って嘆いた。


    「操作マニュアルとかないのかよ！」


    



    　　　　　†　†　†


    



    「たとえコントロールルームにたどり着いたところで、あの姫さんになにができるって!?」


    　金属音がはじけ、ステッキと機械剣が遠ざかった。シャルルとアレクシスは、推進機の青白い軌き跡せきを曳きながら空中を飛び回る。目まぐるしく彼ひ我がのポジションを入れ替え、交こう錯さく点てんで剣を振り下ろす。円えん環かん状じように火花が飛散し、また距離が離れる。


    　強力な剣圧でシャルルを追いつめながら、アレクシスは吼ほえた。


    「くだらねえくだらねえ!!　てめえらがどれだけ策を巡らせようが、俺おれ様から逃げられるものかよ！　ニーザ・ローンの真実を知った者は誰ひとり生かして帰さねえ！　俺様への反抗も許さねえ！　もう一度言うぜクロウリー……ここをどこだと思っていやがる!!」


    　大だい上じよう段だんから振り下ろされた機械剣が、ステッキに真っ向から激突。力任せに振り抜き、シャルルを大たい砲ほうのごとく吹っ飛ばす。


    「……ッ!!」


    　シャルルはもはや高度を維い持じすることすら困難だった。凄すさまじい慣かん性せいにさらされながら必死で体勢を立て直し、ボードごと森のなかに突っ込む。


    　推進機の逆噴射で最後の最後までブレーキをかけ、いよいよ限界となったところで飛び下りる。懸けん命めいに受け身を取って転がる彼の下で、薄うす紅べに色の花びらが舞い上がる。


    　そこは、シャルルがこの空間で初めて目覚めたライラックの花畑だった。


    　さすがに体力の限界が近いのか、シャルルは花のなかに跪ひざまずいて喘あえいでいる。飛行機械を操あやつり、悠々とその上空へとやってきたアレクシスもまた、地面へ飛び下りる。


    　その瞬間、顔を跳ね上げたシャルルが目にも留とまらぬ速さで抜き撃ちした。


    　リヴォルバーから放たれた閃せん光こうは──アレクシスのはるか頭上を飛び抜けていった。


    「か────っははははは！　どこ狙ねらってやがる！　眠くなってきたのか!?」


    「くッ……!!」


    　銀十字弾シルヴアー・ブレツトの装そう弾だん数すうは、六発。


    　アレクシスの知る限り、配下に一発、コンラートに二発、そして自分に対して二発使った。ずっと温存していたなら話は別だが、もし別の場所で使っていたとしたら……。


    　シャルルの憎々しげな表情を見るに、今のが最後の一発だったことは明白である。


    「勝ち目が消えたなクロウリー。……いや、最初からお前さんに活路なんてなかったのさ。このニーザ・ローンに足を踏み入れた時点でな」


    　周囲の森から、意思のない気配が続々と集まってきた。


    　機械兵器たちである。黒鎧よろいに鉄馬、重じゆう機き関かん砲ほうを積んだ巨大亀に、昆こん虫ちゆうを模した戦闘機。戦闘機たちはすぐさま上空へ飛び上がり、二隻せきの幽霊船の撃げき墜ついへと向かう。


    「まだまだ俺おれ様の手て駒ごまは尽きんぜ。地上部隊も、空中部隊も、今か今かと出撃の合図を待っていやがる！　あとはてめえらがどこまで無ぶ様ざまにあがくかって話だ、かははっ！」


    「……ッ！」


    「昨日きのう教えたな。ラ・ヴェイ家の秘ひ儀ぎは、即効性に欠け可能性に長たけると。俺様の《発明》はお前の《奇術》のように即物的な恩恵をもたらさないが、充分な時間をかけることができれば効力は際限なく高まっていく！　ここはニーザ・ローン。ラ・ヴェイ家の魔術師たちが七十年以上かけて造り出した、究極の巨大飛行艦！　……この意味がわかるか？」


    　そこが舞台の中央であるかのように、アレクシスは盛大に両腕を広げた。


    「この俺様とニーザ・ローンが！　世界最強だってことさ!!　か────っはっはっはっはっはぁ!!」


    「…………」


    　シャルルは片膝ひざをついたまま彼の言葉を聞いていた。おもむろに花を撫なで、つぶやく。


    「……あなたの飛行船に乗せて連れていってほしい」


    「あ？」


    「森に囲まれた鉄の街。街を見下ろす高い塔。自然が作り出した鍾しよう乳にゆう洞どうに、農民が守り抜いてきた古い教会……。ライラックの花畑で、あなたは私の作ったお弁当を食べるの」


    「……ッ!!」


    　アレクシスの灰色の眼が限界まで見開かれた。あまりの衝しよう撃げきに、ぐらりと脚が揺れる。


    「てっ……てめえ!!　なぜその言葉を知っている!!」


    「オレに王の墓はか石いしを託してくれたご婦人が聞かせてくれた。彼女の夢だと。ラ・ヴェイの本ほん邸ていに唯ゆい一いつ暮らしていた貴族の女性……エルフリーデ＝ラ・ヴェイ夫人が！」


    「エ、エルフリーデ……!!」


    　もう二度と聞くことはないと思っていた。妻の名を唐突に出され、アレクシスは頭をぶん殴られたような衝撃を味わう。くずおれかかった脚を踏ん張り、歯をかみしめる。


    「そうか……王の墓石を盗みやがったのはあいつかァ……!!」


    「あなたを止めたかったのだ。彼女は語っていた。病気に蝕むしばまれても、運命に見放されたとしても、まだ死ねない。ずっと夫の……アレクシスの帰りを待っているのだと！」


    「だ……黙れ黙れ黙れええええッ!!」


    　アレクシスは猛然と駆かけ寄り、シャルルの細い首をつり上げた。


    「てめえごときが！　軽々しくあいつの名前を口にするなああああ!!」


    「ならばアレクシス＝ラ・ヴェイよ！　なぜ彼女を護まもらなかった！」


    「なンだと!?」


    「最強の魔術師を自負するのなら、なぜミステティカと闘わなかった！　なぜ奴やつらの支配に抗あらがわなかった！　なぜ命じられるままにラ・ヴェイ家を疲ひ弊へいさせ、人々を苦しめ、エルフリーデ夫人を今も悲しませ続けているのだ!!」


    「……ッ!!　し、知ったふうな口をォ……!!」


    　指先に際限なく激情がこもり、シャルルの首を締め上げる。


    「じゃテメエにはできんのか！　愛する女のために……あの蒼あおいお人形や紅あかいガールフレンドのために、世界と闘うことが！　ミステティカを……いや、この世界のシステムそのものを敵に回すことができるってのか!!」


    「やってみせるとも……!!」


    　つり上げられながらも、シャルルは全霊の意思を込めた瞳ひとみで睨にらみつけた。


    「オレを誰だと思っている……！　恐怖の怪人、人ひと喰くい帽子であるぞ！　たとえどれほどの困難があろうと、引き返すつもりなどない……！　あいつのためになら、オレは世界の歯車をも狂わせてみせようぞ!!」


    「……ッ!!」


    　アレクシスは、言葉で言い負かすことを諦あきらめた。代わりに右手で握った機械剣を、ぐうっと引き絞る。


    「死体になってもほざいていられるか。試してみようぜ、人喰い帽子……!!」


    　シャルルの目が見開かれる。どれほど大口をたたこうと、今の彼は無力だった。二メートル近い長身のアレクシスにつり上げられ、なすすべもない。反撃の切り札もない。あとは機械剣を脳天に振り下ろすだけで、憎たらしい顔も瞳もいっしょくたにはじけ飛ぶ。


    　──はずだった。


    　寸前で、けた外れの衝しよう撃げきが襲おそいかかってこなければ。


    「なッ……んだァ!?」


    　空間全体が、ニーザ・ローン全体が激烈に振動していた。前ぜん代だい未み聞もんの衝撃である。立っていることなど到底不可能で、アレクシスはシャルルもろとも花畑に倒れ込んだ。


    　世界の断だん末まつ魔まのごとき、おぞましい轟ごう音おんが鳴り響いている。死に物狂いで空を見上げ、アレクシスはこの世のものとは思えぬ光景を目まの当たりにした。


    　空が突き破られていた。


    　船の外側から飛び込んできた、あまりに巨大な岩の角が、外がい郭かくを存分に抉えぐっている。呆あきれるような破壊と爆発の爪つめ痕あとを残し、金切り音とともに船の後方へと抜けていく。


    「あれは……冥めい界かいの航路にひしめく……竜りゆうの牙きば……!?」


    　圧倒的なスケールで空を抉っていく岩がん礁しようを見上げ、アレクシスは状況を悟った。


    　ニーザ・ローンの自動操縦であればこのような事態は起こらない。誰かが手動で船を操作している。その過程で岩礁にぶつけ、船体に大穴が開いたのだ。


    「どんだけ下へ手たくそな操縦してやがる！　あのじゃじゃ馬姫め！」


    



    　　　　　†　†　†


    



    　その瞬間、船の各所から一斉に文句が飛んできたような気がしたので、ラウールは、


    「仕方ないじゃん！　私だってこんなのやったことねーんだからさ！」


    　泣きそうな顔で弁解しながら、制御盤にすがりつく。


    



    　　　　　†　†　†


    



    「くそッ！　どいつもこいつも俺おれ様の船で好き勝手しやがって……ッ!!」


    　無残に開いた空の大穴を見上げながら、アレクシスは歯をかみしめる。


    　瓦が礫れきが降り注ぎ、森の木々や街の建物を押し潰つぶしていく。


    　彼が心しん血けつを注いだニーザ・ローンが、見る影もなく蹂じゆう躙りんされていく……。


    　右手に下げた機械剣の柄つかを、ぎりっ！　と砕けんばかりに握り直した。


    「こうなったからにゃあ……落とし前つけてくれるんだろうなアア!!　人ひと喰くい帽子イイイイ!!」


    　振りかぶりざま、振り返った先に、彼の姿はなかった。


    「どこへ……ッ!?」


    　長身ゆえに、気づくのが遅れた。背中に回り込んだ敵の速度に対応できなかった。動揺に次ぐ動揺ゆえに、アレクシスは理解することもできなかった。


    　引き金が引かれる、その瞬間まで。


    　ドン！　と発射音が鳴り響き、アレクシスの背中を衝しよう撃げきが貫つらぬいた。


    「ぐおっ……!?」


    「ようやく背中を取ったぞ、マエストロ＝ラ・ヴェイ……！」


    　悪魔のごときアルト・ヴォイスと同時に、いくつかの異変が生じた。


    　アレクシスの背中に癒ゆ着ちやくしていた、漆しつ黒こくの機械鎧よろいがはじけ飛んだ。重量が消失し、鉄くずとなって地面に散らばる。アレクシスの膝ひざが、がくんと落ちる。


    「なん……だと……ッ」


    　彼とニーザ・ローンを繫つないでいた回パ路スがちぎれた。無限に供給されていた魔力が霧む散さんし、すべての機械が動きを止める。周囲では黒騎士たちが鉄馬から転げ落ち、上空からは昆こん虫ちゆうのごとき戦闘機たちが墜つい落らくしてくる。工場の稼か働どう音おんまでもが、途切れる。


    　一瞬にして戦闘はやみ、わずか一分後には、船内は静寂に包まれた。


    　アレクシスはわなわなと振り返った。シャルルが構えている純白のリヴォルバーを見た。


    「銀十字弾シルヴアー・ブレツトは……撃ち尽くしたんじゃなかったのか……ッ！」


    　シャルルは答え代わりに、とんとんと、人さし指でシリンダーをたたく。


    「オレと許嫁いいなずけどのの銃じゆうはおそろいなんだ」


    「……ッ!!」


    　アレクシスは先刻、まるであさっての方向へ放たれた弾丸のことを思い出した。


    「一発だけ……通常の弾たまを紛まぎれ込ませてやがったな……!!」


    「ご名答」


    　直後、馬の嘶いななきが聞こえた。


    　いまだ機能を残していた鉄馬が一頭、こちらに向かって疾しつ走そうしてきたのだ。とっさに跳び退すさったシャルルの前で、アレクシスの体をさらい、森のなかへと駆かけ去っていく。


    　シャルルは反射的に追つい撃げきを考えたが、寸前で、上げかけていた腕を下ろした。


    　アレクシスの肉体で機械化されていた部分は、銀十字弾シルヴアー・ブレツトで撃ち抜いた。再び回パ路スを繫つながない限り、彼はニーザ・ローンを兵器として自在に扱うことはできない。これ以上は、シャルルたちが冥めい界かいの航路を脱出するうえでの障害にはならないだろう。


    　リヴォルバーを懐ふところにしまったとき、猛烈な風が髪を揺らした。プロペラの風かざ切きり音に顔を上げてみれば、おどろおどろしいぼろ布をたなびかせた幽霊船が近づいてくる。気球だけになってしまった二号機にはアンカーを繫ぎ、牽けん引いんしているようだ。


    「シャル────────っっっ！」


    　一号機の甲かん板ぱんには、めいっぱい手を振っているポシェットと、涼しい顔のアンティーク、それにプリムローズ隊の少女騎士たちの姿が見える。縄なわばしごが投げられてきて、シャルルは散々に荒らされてしまったライラックの花畑に別れを告げ、手足をかけた。


    　苦労して甲板に舞い戻ると、その瞬間にポシェットが抱きついてきた。少女騎士たちの目もあるというのにお構いなしである。みな驚いたり、苦笑したり、頰ほおを赤くしたりするばかりで文句が出てこないのは、激闘のあとで疲れ果てているからだろうか。


    「……ご主人さまにはあとでお仕置きですね」


    　ただひとり、小さな従者が恐ろしいことを言っているのは聞かなかったふりをして、シャルルは泣きじゃくっている隊長の代わりに声を張り上げた。


    「船を街の広場へ向かわせろ！　クララベルが被験者たちを率ひきいて待っているはずだ！」


    「……なぜお前の指示で動かなければならないのでしょう……っ」


    　眼鏡めがねの少女騎士が、不満たらたらながらも隊の指揮を執とってくれる。泣いていたチェリーピンクの隊長どのも、頰をたたいて責務に戻る。


    　そうなのだ、勝利したとはいえここは敵地。シャルルたちにはまだ、ニーザ・ローンに囚とらわれていた人々を率いて冥界の航路から脱出するという大仕事が残っているのだ。


    　気合いを入れて、ブーツを踏み出そうとした矢先、シャルルははたと気がついた。


    「……ラウールは？」


    



    　　　　　†　†　†


    



    　ラウールはまだコントロールルームに留とどまっていた。


    　ようやく少しコツが摑つかめてきた制御盤を必死にたたき、船の体勢を維い持じしているのだ。もしこの操作を怠おこたり、船が平へい衡こう感覚を失えば、船内空洞にいる者たちは天地を見失い、数キロメートルの高さから壁にたたきつけられて悲ひ惨さんな結果となってしまうだろう。


    　それを思うと、彼女はこの場所から動く気になれないのだった。


    「ああもう、怖いな……お願いだから冥めい界かいの航路を抜けるまで保ってくれよ……！」


    　船の道しるべとなっているのは、赤い靄もやが作り出す立体地図だった。ラウールたちをこの場所へと導みちびいた、王の墓はか石いしの機能のひとつ。本来はこの玉座で、こうした用途で用いるものだったのだと、彼女は今さらながらに知った。


    　地図のなかでは、ニーザ・ローンを示す光点が徐々に移動している。隆起した岩がん礁しよう地帯を、端へ向かって航行しているのだ。先ほどの衝しよう突とつ事故の損傷か、あるいは支配者・アレクシスからの魔力供給が途絶えたからか、船は少しずつ高度を失っているように見えた。


    「頼む、頼むよ……！　私はあの子らを……あんなひどい目に遭あわされていた女の子たちを、太陽の下に連れていってやりたいんだ……！　きっとそれが王女としての、革命の旗はた印じるしとしての……ううん、リジー・ド・ラウール＝パル・イースの使命なんだ!!」


    　ラウールは制御盤と、眼前の景け色しきに全神経を集中していた。だから気づかなかった。


    　新たにコントロールルームへとやってきた人影に。


    「…………」


    　アレクシス＝ラ・ヴェイだった。呼吸器と背中の機械装置は外れており、生せい来らいのしなやかで身軽な姿になっている。鋲びよう付きブーツで静かな靴音を奏かなで、玉座へ向かう途中、


    「…………」


    　床ゆかの端に引っかかっている、機械腕を見た。ひどく損傷している接合部を見た。


    　常に彼の傍かたわらで頼もしく輝かがやいていた、あまりに見覚えのある腕だった。


    「…………」


    　無言のまま数秒眺め、アレクシスは再び歩き出した。


    　永久機関は、彼のいない間にほぼ完成状態となっていた。あとは玉座に魔術師の肉体を接続すれば、無限に続くサイクルがニーザ・ローンを生かし続けるはずだった。


    　その玉座では、今、若く未熟な王女が必死になりながら制御盤をたたいている。


    　アレクシスの気配に気づく様子はない。


    　なにをされようと、きっとその瞬間まで気づかない。


    「…………」


    　アレクシスは、彼女の首筋に向けてゆっくりと手を伸ばすと……。


    「どいてろ、間抜け王女」


    「へっ？」


    　猫のように襟えり首くびを摑つかみ、ぽいっと玉座から放り捨てた。


    「なっ、えっ、なにっ…………あっ、アレクシス＝ラ・ヴェイ!!」


    　尻しりもちをついた王女殿下は、アレクシスの姿を認めるなり、まなじりをつり上げた。


    「喚わめくな、頭に響く。俺おれ様は疲れてるんだ」


    　入れ替わりに、どっかりと玉座に腰を下ろす。やはりここが落ち着く。アレクシスの長身に合わせた椅い子すの高さ、背もたれ、自然な位置にある肘ひじ掛け。ピアノを弾くようにすっと手を伸ばせば、吸い込まれるように制御盤がスライドしてくる。


    「この《棺ひつぎ》はお前さんにゃでかすぎる」


    　魔力を送り込めば、主あるじを得た馬の嘶いななきのように、勇ましい駆く動どう音おんが鳴り響いた。


    　ああ……これだ。歯車のかみ合うリズム。フレームの奏かなでる旋せん律りつ。吐き出される蒸気の艶つややかな息吹……その中心こそ、発明家アレクシス＝ラ・ヴェイの棺にふさわしい！


    　ニーザ・ローンが、消え去る寸前の蠟ろう燭そくのように、刹せつ那なの炎を燃え上がらせた。一気に速度を増し、冥めい界かいの航路の出口へと向かって飛ひ翔しようしていく。


    　風に溶けて消えてしまいそうだ……。


    「アレクシス＝ラ・ヴェイ……あんたは……」


    　直後、コントロールルームの窓がはじけ飛んだ。進行方向ではなく、船内空洞を映すほうである。ガラスが舞い散るなかに、きらびやかな人影が飛び込んでくる。


    「ラウ────────ルっ!!」


    「シャルル!?」


    　黒髪の美少年は、アレクシスの発明品であるエア・ボードを駆かっていた。ボードの胴体で荒々しく火花を散らし、自身はふわりと床ゆかに跳び下りる。


    「ラウール、迎えに来た！」


    「シャルル……遅いよっ！」


    　乙おと女めの涙声とともに、ふたりは固く抱き合った。世界中を揺るがせている大怪盗と、道楽者と揶や揄ゆされる第三王女、そんなふたりがなぜ固い絆きずなとともにミステティカに挑いどもうとしているのか……アレクシスにはさっぱり想像もできないことだった。


    　予想外なのはシャルルも同じだったらしい。玉座にいるアレクシスを見て、目を瞠みはる。


    「アレクシス＝ラ・ヴェイ……！　そうか……やはりそこはあなたの場所だったか」


    「…………」


    「あなたははじめからオレの肉体など欲してはいなかった。王の墓はか石いしを取り戻したあとは、自みずからが最後のパーツとなって永久機関を完成させるつもりだった。だからこそ俺たちにこの船と己おのれの現状を見せつけて、理解を得ようとした。……そうだな？」


    　やれやれと肩をすくめ、アレクシスは静かに首しゆ肯こうした。


    「このくだらねえ因いん果がの決着は……俺おれ様自身がつけるしかなかろうよ」


    「なぜ……!?　あれほど大勢の者たちを苦しめ、最後は自分まで犠ぎ牲せいにして、なぜあなたは永久機関の完成にこだわったのだ……!?」


    「ラ・ヴェイ家をミステティカの呪じゆ縛ばくから解き放つためだ」


    　視線は前に据すえたまま、アレクシスは語り続けた。


    「言ったろう、ラ・ヴェイの血筋は今や俺様ひとりだと。俺様には子供がいた。いや、いるはずだった。死産だった……。エルフリーデは最初の赤ん坊を喪うしない、同時にひどく体を壊した。医者には、次の出産は命と引き換えになると言われた」


    「……っ」


    「ミステティカから課された責務によって、俺様たちは恒こう久きゆう的にニーザ・ローンを維い持じしていかなければならない。俺様に与えられた選択肢はふたつだった。ひとつはエルフリーデを無理に孕はらませ、命と引き換えに産み落とさせるか。もうひとつは妾めかけを取るか」


    　ぎりっと、肘ひじ掛けの飾りを握り、割れんばかりに力を込める。


    「俺様はどっちもお断ことわりだ……!!　俺様はあいつを失うつもりはない。そして俺様が愛する女は、生涯でエルフリーデただひとりだ！」


    「だから……自分が死んでも問題ないように……永久機関を……」


    「それで俺様たちは……許されるはずだった」


    　はっ、と。皮肉っぽいため息を吐き出す。


    「どっかの馬ば鹿かどものせいで、計画がめちゃくちゃになっちまったがな」


    「…………」


    「さあ、俺様は、あいつを迎えに行かねえと……飛行船に乗って……────」


    　どこか夢見るような口く調ちようで言って、アレクシスは唐突に話題を変えた。


    「そうだ、クロウリーよ。たしか疑ぎ似じ心臓がどうとか言っていたな」


    「え？」


    「ありゃほかの誰かじゃなく、お前さん自身のために必要だったんだろう？」


    　確信に満ちた口調だった。シャルルは少し迷うそぶりを見せたあと、頷うなずく。


    「……そうだ。可能だろうか？」


    「悪いが、やはり無理だ。俺様の発明品は恒久的に機能し続けるようなものではない。一時的に心臓の代わりにはなっても、いずれは死ぬ」


    「そうか……」


    「だが、そうした生命の根幹に携たずさわれる魔術師を、俺様はひとりだけ知っている。ミステティカ最高幹部のひとり、《死霊》の魔術使いマエストロ＝ローゼンクロイツだ」


    「ローゼン……クロイツ……！」


    「恐ろしい魔女だ。ミステティカの実質的なトップ。俺おれ様がどうしてもミステティカとの戦争に踏み切れなかったのも、奴やつの存在によるところがでかい。もしお前さんらが本気で連中とやり合うつもりなら……最優先で警戒しておくことだな」


    　シャルルはあごに指を当て、考え込んだ。


    　ローゼンクロイツ……どこかで聞いたことがある名だ。もしやその人物が、シャルルとアンティークを救い、この惑乱の帽子ハートレス・ハツトを託した《あの人》なのだろうか……。


    　それ以上は考えても答えは出ず、またその時間もなかった。与える情報はすべて与えたとでも言うように、アレクシスがシッシと手のひらを振る。


    「おら、てめえらはさっさと俺様の城から出ていけ。お仲間が待ってるぜ」


    「ラ・ヴェイどの、あなたも一緒に……！」


    「冗談言うな。俺様は自分で作った船以外に乗るのなんざ、さらさらごめんだね」


    　それに、と言い添える。


    「この馬鹿げた代物ニーザ・ローンを太陽の下に出すわけにゃいかねえだろうが。こいつはこのまま冥めい界かいの底に沈めていく。ハニーとの別れを邪魔するんじゃねえよ、ガキども」


    「…………」


    　シャルルには継ぐべき言葉が見つからなかった。ラウールがぽん、と肩をたたいた。


    「行こう、シャルル」


    「……ああ」


    　エア・ボードに乗り、ラウールがその背中に抱きつく。バランス取りにいっそう留意しながら、アクセルを踏み込む。推進機が火を噴き、シャルルたちの体を舞い上がらせた。


    　玉座から、白髪の美び丈じよう夫ふがチャッと敬礼を送ってきた。


    　シャルルはしばし彼と見つめ合ったあと、アクセルを蹴けり込んだ。凄すさまじい推進力が背中を押し、割れた窓から赤い空へと飛び出した。


    　振り返ると、黄金に輝かがやく機械仕掛けの棺ひつぎが、ゆっくりと遠ざかっていくのが見えた。


    



    　ラウールが開けた巨大な船体の穴から、シャルルたちは冥界の航路へと脱出した。幸いなことに航路の端が近いらしく、気流の乱れもほとんどない。


    「シャルル、あれを！」


    　腰に手を回しているラウールが、自分たちが出てきた後方を指さした。


    　外から見たニーザ・ローンは、幽霊船を五十倍に巨大化させたかのようにおぼろな外観をしていた。気球のガスで飛ぶ従来の飛行船とはまったく設計思想が異なる、深海魚のようにグロテスクなフォルムをした巨大船が……急激に高度を落としていく。


    　冥界の航路の底にわだかまる靄もやのなかへと、うっすらと色を溶かしていく。


    　狭いボードの上で抱き合いながら、シャルルとラウールはその光景を見つめていた。


    「……奴やつは死んだのかな？」


    　ふいにラウールがつぶやいた。シャルルは少し考え、首を横に振った。


    「銀十字弾シルヴアー・ブレツトによって、アレクシスとニーザ・ローンの接続は断たれていた。すなわち、彼から魔力を吸い上げ、命を蝕むしばんでいた要因がなくなったということだ。だからもし、彼に生き残る意思があるのなら……うむ、どうだろうな」


    「生きていてほしいと思うね」


    　シャルルが振り返ると、ラウールはこちらの踵かかとを、こつんと蹴けって、続けた。


    「たとえどんな事情があろうと、私は奴のしたことが許せない。だからこそ、生きて償つぐなってほしいと思うんだ」


    「そうか……」


    　やがて風が吹き、気流が変わった。靄もやが形を変え、血に濡ぬれたニーザ・ローンのすべてを覆おおい隠した。それを見届け、シャルルは船首を光の見える方向へと向けた。


    「しっかり摑つかまっていろラウール！　冥めい界かいの航路を出るぞ！」


    「ああ！」


    　アクセルを踏み込む。爆発的な圧力が全身を包み込む。


    　猛烈に吹きすさぶ風、腰に回された華きや奢しやな腕、それらの感触を抱きながら、光の強さに目を眇すがめる。厚くたちこめる霧の向こうに、白い白い、世界が見える。


    　やがて霧を抜け、体いっぱいに太陽の光が降り注いできたとき──。


    　シャルルとラウールを待ち受けていたのは、割れんばかりの大歓声だった。


    「「「うわああああああああああっっっ!!」」」


    「な、なんだ!?」


    「リジーさま！　我々の英雄！　リジー・ド・ラウール＝パル・イース殿下ああ!!」


    　歓声の発信源は、飛行船だった。一足先にニーザ・ローンから脱出していた二隻せきの船の甲かん板ぱんに、数えきれない人々がいる。質素な服を着せられた美少年に美少女や、船乗りの面々。彼らはみなニーザ・ローンに捕らえられていた者たちだった。


    　ぽかんと呆あつ気けに取られているラウールを背中に、シャルルはボードの先端を飛行船へと向ける。船首の楼ろう閣かくに降り立った直後、人々がわっ！　と押し寄せてきた。


    「姫殿下が我々を救いにきてくださったのですね！」


    　若い男が目を輝かがやかせて叫んだ。


    「俺おれは見た！　あの地獄みてえな工場で、殿下が悪党に立ち向かっているのを！」


    　船乗りが誇らしげに主張した。


    「すごく怖かったんです！　姫さまが来てくれなかったらと思うと、もう……っ！」


    　美少女たちは肩を寄せ合って涙ぐんでいる。ラウールは慌あわてた。


    「ま、待ってくれよみんな！　今回のことは私ひとりの力じゃ……っ」


    「ラウール。彼らが聞きたいのはそんな言葉ではない」


    　シャルルは言って、彼女の背中をぽんと押し出した。爛らん々らんと輝かがやく数え切れないほどの瞳ひとみが、ラウールを見上げていた。誰もが息を詰めて、姫殿下の言葉を待っていた。


    　ラウールは数秒視線をさまよわせたあと、ぐっと腹に力を込めた。


    「しょ、諸君……」


    　右手のこぶしを握り、勢いよく空へ突き上げる。


    「諸君らは自由だ!!」


    「「「うおおおおおおおおおおっっっ!!」」」


    　大陸の隅すみ々ずみまで響き渡るような大歓声だった。ラウールを讃たたえる幾百の言葉が、どこまでも青く、抜けるように広い空へとこだまする。


    　人々に取り囲まれている王女殿下から離れ、シャルルは楼ろう閣かくから降りた。人ごみから離れた船尾近くに愛する幼おさななじみたちの姿を認め、近寄っていく。


    　手すりに寄りかかると、左右からポシェットとアンティークがしなだれかかってきた。自分にはこの温もりこそ最上級のねぎらいだ。大衆の称賛など、人ひと喰くい帽子には似合わない。


    　その光を浴びるのにふさわしい少女は、今、人々に囲まれて輝かしい笑え顔がおを見せている。


    　シャルルはふと彼女との約束を思い出し、胸を張るなら今だ、と思った。


    「なあ見てくれ、あいつはオレの──」


    『もう遅い』


    　言いかけた、とき。


    　唐突に別の声が、シャルルの台詞せりふを遮った。


    　ゆっくりと振り返れば、人々の関心からすっかり外れた船尾の片隅に、細長いシルエットが立っていた。裸足はだしで甲かん板ぱんに立ち、素す肌はだに真っ白いローブを羽織っている。


    　フードからのぞく艶つややかな唇くちびるが、絶句するシャルルたちへ向けて、告げる。


    



    『お前は選択を間違えた。もう、決定的に、間に合わない』

  


  
    



    ＧＡＬＬＥＲＹ：Ⅵ　～粛しゆく清せい～


    



    　湖上の城フェアリーズ・カフェは異様な熱気に包まれていた。城主であるウィルソン＝ランドックはその騒ぎを、広間の隅すみにあるバーカウンターのスツールで眺めていた。


    　うだるようなテンションの中心点は、壇上で演説をぶつ白髪の姫君である。


    「みんな……ミステティカが許せないか────!!」


    「「「許せないぃ────!!」」」


    「苦しめられてる人々を助けたいか────!!」


    「「「助けたいぃ────!!」」」


    　真っ正直に野太い雄お叫たけびを返しているのは、広間に集まったたくましい男たちだった。半数はウィルソンが募つのった義ぎ勇ゆう兵へいだが、もう半数は親友たちが連れてきた。


    「ミステティカからなんらかの戦果を上げてくる」と誓い旅立ってから約半月、彼らは本当にそれを成し遂げたのだ。敵の最高幹部であるマエストロの一角を下し、彼の支配していた巨大飛行艦を撃げき墜つい。非道な実験施設に囚とらわれていた人々を解放して、こうしてウィルソンの領地・ラッツェンブルクまで帰還してきたのである。


    　実験の被験者だったという船乗りたちは、みな体の一部が欠損していた。それだけでも彼らがどのような目に遭あわされていたのかわかろうというものだ。しかしそれでも、彼らのうちの何人かは、ミステティカと闘う志願兵として名乗りを上げてくれた。


    　義勇兵と合わせ、総勢五十名。ウィルソンの尊敬する親友・シャルル＝クロウリーの言葉どおり、世界の歪いびつな歯車に抗あらがう革命軍が、ここに発ほつ足そくしたのである。


    　したのである、が……。


    「やっぱりリーダーはシャルルにお願いしたほうがよかったんじゃないかな……」


    　ウィルソンのぼやきは、湖面をびりびりと震わせるほどの大合唱にかき消された。


    「それならみんな……私と一緒に闘ってくれえ────────!!」


    「「「うおおおおおおおおおお────────ッッッ!!」」」


    　めったに人前に立つことのない第三王女は、控えめに言っても演説がド下へ手たくそだった。これがシャルルだったら、もっと魅力的な台詞せりふ回しで人心をまとめ上げただろうに、ラウールときたらとにかく飾りっけのない言葉を並べ立てるだけなのである。


    　しかしまあ、革命軍の戦士たちもノリノリで唱和しているところを見るに、これはこれで組織の形としてありなのかもしれない。肩をすくめながら広間の入り口のほうを振り返って、ウィルソンはそこにふと、気になるものを見た。


    　でっぷりと膨ふくらんだ騎士警察の制服が、一瞬だけ扉とびらの陰に翻ひるがえったのだ。


    「……トルヴァ＝ビアン伯はく爵しやく？」


    　ウィルソンは彼の姿に見覚えがあった。半月ほど前、人ひと喰くい帽子の影を追ってフェアリーズ・カフェに押しかけてきた、騎士警察ムスカリ隊の隊長である。


    　ふいに胸のざわつきを覚えたウィルソンは、演説を終えたラウールに駆かけ寄った。


    「ラウール、シャルルの姿が見えないけれど？」


    「知らないっ、あんな薄はく情じよう者もの！」


    　ぷい！　と彼女はそっぽを向いてしまった。まるっきり乙おと女めの反応である。


    「ど、どうかしたの？」


    「あんにゃろ、『やることができた』とか言って、ガスコーニュで私をほっぽり出しやがったんだ！　今頃はかわい～い幼おさななじみに囲まれて楽しくやってるんじゃないの！」


    　ぷんすかと珍しい反応を見せる姫殿下をよそに、ウィルソンは安あん堵どの息をついた。易やす々やすと捕まるような彼ではないし、しばらくここを離れているのなら安心……。


    　そう思うのだが、なぜか彼の胸には、虫が這はうような不安感が残るのだ。


    「……ねえ、シャルルはどこへ行ったのかな？　いつ頃帰ってくるか聞いてる？」


    　するとラウールも少し表情を改め、けれど気軽な調子で肩をすくめてみせた。


    「さあね、あいつは気まぐれだからな。でも、そのうち帰ってくるだろ」


    



    　　　　　†　†　†


    



    　その頃、シャルルは愛馬ボニーとキールの尻しりを眺めていた。


    　二頭の引く馬車に揺られ、めったに座らない御ぎよ者しや台だいに腰かけているのである。周囲は見渡す限りの草原。曲がりくねった茶色の道が、緑の大地をどこまでも貫つらぬいている。


    　遠い湖上の街にいる姫殿下の予想とは裏腹に、彼に浮かれている様子はなかった。それどころか眉み間けんにしわを寄せ、あごに指を当てて考え込んでいるのである。


    　船の上で、あの白い女性に言われた言葉の意味を。


    「オレが選択を間違えた……どういう意味だ？」


    　彼女はエリタージュ号船底のときと同じく、短い宣せん告こくだけを残すと幻まぼろしのように消えてしまった。あれが冥めい界かいの航路の亡霊でなかったとするなら、何者かの魔術によるものに相違ない。あんな死霊のような存在を操あやつれる術者に、心当たりがあるとすれば……。


    「……考えすぎ、か」


    　ふるふると頭を振って思考を払い落とすと、ふいに横合いから耳たぶを引っ張られた。


    「ちょっとっ、無理やり連れ込んどいてほったらかしにしないでよ！」


    「おや」


    「……まったくなんでわたしはこっちにいるのかしら！」


    　御者台の左隣でぶすっとスカートを握りしめているのは、愛いとしの婚約者どのだった。


    　ガスコーニュの空港都市で、マエストロ＝ラ・ヴェイの配下だった荒くれ者たちを州警察に引き渡し、ひとまず任務を終えたプリムローズ隊。さて王都へ帰還しようとした彼女らのなかから、シャルルはポシェットを引き止めて自身の馬車に連れ込んだのである。


    「いやなに、少し思いついたことがあってな」


    「思いついたこと？　今度はなに企たくらんでるのよ」


    「うむ。──その前にポシェットよ。お前にひとつ謝らなければならないことがある」


    「な、なに……？」


    　シャルルは彼女の桜色の瞳ひとみをまっすぐ見み据すえ、真しん摯しな口く調ちようで語る。


    「今回のお前の働き、実に見事だった。プリムローズ隊の助力がなければ、我々はこうして無事に帰還することさえおぼつかなかっただろう。心から感謝している」


    「そ、それはどうも……。ていうか、もともとはわたしたちの任務でもあったわけだし、こっちこそまた助けてもらっちゃって、ありがとうっていうか……っ」


    「どちらでも構わないさ。……オレは正直、お前を侮あなどっていた。護まもってやらねばならない存在だと思い込んでいた。しかし知らない間に、お前も立派な騎士になっていたのだな」


    　正直な気持ちを伝えると、ポシェットは頰ほおを赤くして、そっぽを向いた。


    「あ、当たり前じゃない！　シャルと離ればなれになってから五年も経たってるの。その間、わたしだってただ遊んでたわけじゃない。きちんと成長してるんだからっ！」


    「胸はまったく成長しておらんがな！」


    「はい、言うと思いました！」


    　くすくすと笑い、シャルルは話を戻す。


    「ともかくだ。それを踏まえたうえで、考えたことがある。今後も今回のように、ミステティカと闘う際には騎士警察の力を借りられないだろうか」


    「え？」


    「利害は一致しているはずだ。オレたちが立ち上げた革命軍、魔術師の不正をただす騎士警察、ふたつの組織が合わされば、ミステティカに匹ひつ敵てきする強大な戦力となるに違いない」


    「それはそうかも、けど……そんな簡単にいくかしら？」


    「もちろん、まずは信頼できる人物を見定めて、人脈づくりからだ。いずれは騎士警察の有力者と交渉のテーブルを設けたいと思っている。……それと、理由はもうひとつ」


    　ずい、とポシェットとの距離を詰めて、耳もとに唇くちびるを寄せる。


    「純粋にお前と一緒にいたかった、というのもある」


    「えっ……」


    「もし本当に革命軍と騎士警察が同盟を結ぶことができれば、オレたちが敵対することもなくなる。人目をはばかることなく、いつでも一緒にいられる」


    　うっとりしかけていたポシェットは、寸前でシャルルの顔を押し返した。


    「そうやって期待させること言っとけば、わたしが素直に言うこと聞くと思ってない？」


    「う、疑うたぐり深いな。もちろん協力してほしいのは事実だが、お前への好意も本物さ」


    「……そのことで、ひとつはっきりさせときたいことがあるんだけど」


    　意を決したふうに、ポシェットは切り出す。なにかを恐れるように、視線は下げたまま。


    「ニーザ・ローンでアンが言ってたこと。初恋がどうとか、爵しやく位いを捨てても、とか」


    「あ、ああ……」


    「アンにあんなこと言うのって、そしてアンがあんなこと言われて喜ぶのって、世界中でたったひとりしかいないと思うんだけど、どう？」


    　話題のアンティークは、ふたりの真ん中にいた。しかし会話を聞いてはいない。


    　シャルルに体重を預けて、うたた寝をしているのである。そのスペースが世界一安心できる寝ね床どこであるかのように、無防備な寝顔を見せている。


    　マシュマロのように白く、やわらかい頰ほおをくすぐりながら、シャルルは頷うなずいた。


    「そうだな、きちんと話をしようと思っていたことだ。先日、オレはアンに告白された。……ああ、お前とまったく同じ意味での、『お嫁さんにしてほしい』という愛の告白だ」


    「……なんて答えたの？」


    「お前と同じさ。『革命を成し遂げるまで答えは待ってほしい』と」


    　ポシェットもアンティークも、シャルルには同じくらい大事で、愛する幼なじみだ。しかしその《好き》を色分けするには、落ち着いて将来を考えられる時間が必要である。


    　ポシェットはどこかせいせいしたような顔で、青い空をあおいだ。


    「あ～あ、やっぱりなぁ……アンもシャルのこと、そういう意味で好きだったんだぁ……油断したなぁ～……」


    「油断？」


    　ポシェットは首を戻し、傍かたわらで眠る幼なじみの銀髪を、指で優しく梳すいた。


    「ほら、わたしたちって小さい頃に離ればなれになったじゃない？　アンなんか十歳だったじゃない。再会しても、アンはお人形みたいに小さいままだったし……。だからかな、ずっと妹っていうか、小さい子供みたいな印象がどこかにあったんだよね」


    「……それはオレも同じだな」


    　シャルルも告白されるまで気づきもしなかった。いや、無意識に目をそらしていた。


    　アンティークは幼く見えて、きちんと少女らしい体に成長している。無感情なお人形のように振る舞っていても、胸のなかには恋する女の子の心が詰まっているのだ。


    「わたしやシャルが成長してるように、アンだって成長してたんだよね……。あ～あ、ほんと油断した！　強敵すぎるし！　有利なうちに勝負決めとけばよかった！」


    「ははっ……まあ、そう言うな。オレはきちんとふたりの気持ちが知れてよかった。ゆっくり考えよう、オレたち三人の未来を。幸い、時間だけはたっぷりとある」


    「ゆっくり、ね。そんな悠長なこと言っていられればいいけど」


    　なにやら不ふ穏おんなことを言いながら、ポシェットはぶすっとこちらを見上げてきた。アンティーク越しに腕を伸ばし、ほそっこい指先でシャルルの唇くちびるを突っついてくる。


    「シャルって昔っからそうだったけど、わたしともいちゃいちゃしてアンともいちゃいちゃして、変態でえっちで見境なしの節せつ操そうなし。どっちかに決めなさいよね～」


    「だ、だから決める時間をくれと……いや、いい。好きに罵ののしってくれ」


    「ほ～んと、わたしたちが優しくてよかったね！　そうじゃなきゃシャル今ごろ……」


    「ふたりから揃そろってポイされて、ひとりで泣いてるところをアンに拾われているのです」


    　唐突に発言が差し込まれた。こっくりこっくり舟を漕こいでいたはずの銀髪メイドが、むっくりと小さな頭を持ち上げて、透き通ったサファイアの瞳ひとみでこちらを見上げたのだ。


    「ア、アンティーク！　いつ起きたのだ!?」


    「シャルが不ふ埒らちを働けば、アンはいつでも起き出して、キュッとしめる準備は万端です」


    「何をしめる!?　いや、いい。言わなくていい……」


    「とにもかくにもそういうわけで、ダメなシャルにはアンの管理が必須という話です」


    　なにをどうしてそういう話になったのか、アンティークはこくこくと満足げに頷うなずく。揺れる銀髪の向こうでは、チェリーピンクのサイドテールもしきりに頷いている。


    「ほんと、シャルってダメだよね～。……ところでアン、シャルがひとりきりでいたらわたしが拾ってあげるから、どうしても嫌なら知らんぷりしてもいいんだよ？」


    「ですか。じゃあどうあってもまた三人で元通りになるですね」


    「なるね～、結局離れられないんだよね～、もう他の人なんか見られないもんね～」


    「考えたこともありませんね。どうにもこうにも、ダメダメですね」


    「ダメダメだね～。あははっ、わたしたち仲良し！」


    　呑気すぎる幼なじみガールズの発言に、さしものシャルルもおかんむりである。


    「なんだなんだふたりして！　結局似た者同士なのではないか、我らは！」


    　言って、勢いをつけて手綱を振り下ろす。


    　ピシッと気持ちいい音が鳴って、愛馬たちが合唱するように嘶いなないた。


    　馬車は草原の道を突っ切って、王都パル・イースへと向かう。
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    　騎士警察の本部は、五つの塔を組み合わせた白はく亜あの宮殿だった。組織の清せい廉れんさを示すかのように、内装も磨き抜かれた純白の石で統一されている。床ゆかに敷かれた赤い絨じゆう毯たんやインテリアの花々だけが、白い空間のなかで色彩を浮かび上がらせていた。


    「まさかいきなり総そう帥すいに挨あい拶さつする気？」


    「とんでもない。今回は様子見さ」


    　宮殿の最上階の通路を、ポシェットとシャルル、アンティークは歩いていた。


    　ポシェットが王都へ帰還して直後のこと、件くだんのニーザ・ローン事件の報告を兼ねて、早くも騎士警察の最高責任者のもとへ出頭を命じられたのである


    　シャルルとしては、このチャンスを逃のがすつもりはなかった。


    「案ずるな、オレとアンティークは姿を隠しておく。──《バニシング・チェシャ》」


    　ぱんっ、と手をたたくと、無色の光がシャルルとアンティークの姿を塗りつぶした。


    「わっ、ほんとにふたりとも見えなくなっちゃった……」


    「そばにいるから安心しろ。では参ろうか！」


    「なんで透明のくせに仕切ってるのよっ！」


    　最上階にあるのは総そう帥すいの執務室だけである。長い廊下の突き当たりにある焦こげ茶色の扉とびらがそれだ。こんこん、とノックをすると、すぐに入室を促うながす声が返ってきた。


    「失礼します」


    　ポシェットがドアを開け、必要以上にゆっくりと閉める。その隙すきに、隠おん密みつ状態となっているシャルルとアンティークも室内に滑り込んでいた。


    「プリムローズ隊隊長、ポシェット＝ゲルシャール。参りました」


    「ああ、そうかしこまらなくていいよ。ご苦労だったね」


    　執務机にいた男が腰を上げる。外衣サーコートに飾られた数々の勲章が、彼の威光を奏かなでた。


    　騎士警察の最高責任者・ゲルツ総帥。王都の東に位置するゲルシュ・コンテ州の州公でもある男。そしてなにより……ポシェット＝ゲルシャールの伯お父じに当たる人物だった。


    　歴戦の勇士というべきか、斬きり傷の目立つ顔を、ゲルツ総帥は柔にゆう和わに緩ゆるめてみせた。砕けた口く調ちようのとおり、室内にほかの人影はない。奥にある扉も沈黙を保っている。


    「報告書は読ませてもらったよ。今回も大変な事件に巻き込まれてしまったようだね」


    「はい。……総帥、そのことでひとつご相談があります」


    　あくまで直立の姿勢を崩さず、ポシェットは言った。


    「我々が今回、ニーザ・ローンなる巨大船で遭そう遇ぐうしたミステティカの最高幹部マエストロについて」


    「ああ、うん」


    「総帥もお気づきのはずです。現在この世界に組み込まれている、ヴィスクという歯車の歪いびつさを。彼らの真実を！　わたしはニーザ・ローンで知りました。ヴィスクの材料が……生きた人間が！　いったいどのような目に遭あわされているのかを！」


    　ポシェットは身を乗り出し、熱っぽく語る。


    「もはや、この国の裏側で蠢うごめく、悪あしき機関の存在があることは明白！　総帥、わたしは早急に対策部隊を組織し、彼らの駆く逐ちくに乗り出すべきだと思います。そして、もしこのゲルシャールを責任者に取り立てていただければ、必ずや望ましい結果を……！」


    「待った待った。ちょっといいかい、ポシェットくん。あ～、そのだね……」


    　ゲルツ総そう帥すいはなぜか歯切れが悪かった。どう切り出そうか迷っている顔だ。


    　唐突に、ポシェットのガンホルダーに収められているリヴォルバーを視線で示す。


    「銀十字弾シルヴアー・ブレツトは、役に立ったかな？」


    「え？　は、はい。これがなければ、我々はマエストロ＝ラ・ヴェイに勝利することはできなかったでしょう」


    「そうか。そうだろうね。……ではなくてね、その、つまり、私が言いたいのは」


    「？　はい」


    「……その銀十字弾シルヴアー・ブレツトを作ったのは誰なのか、という話なんだ」


    　ポシェットが首をひねるのと同時に、奥の扉とびらが勢いよく開け放たれた。


    「もういいにゃ～！　まどろっこしいにゃ～！　さっさと暴露っちまうにゃ～っ！」


    　場にそぐわない、無遠慮な大声である。頭にキンキン響く少女の声だ。


    　ポシェットが目を白黒させていると、猫のような少女が入ってきた。マスカット色の髪の毛をはじけるように逆立て、耳の形に尖とがった帽子をかぶっている。瞳ひとみは不気味なほど大きく、興味のある対象を内部まで解剖せんばかりの危あやうい光を放っていた。


    「ま、マエストロ＝フラメル!!」


    　ゲルツ総帥が彼女をそう呼んだ瞬間、シャルルたち三人の思考が同時に固まった。


    　──マエストロ＝フラメル？


    　そう呼ばれた少女はポシェットの目の前まで歩いてきて、彼女をじろじろと観察する。


    「ふぅ～んキミかぁ～噂うわさの問題児ちゃんは～」


    「も、問題児……っ？」


    「そだにゃ～！　リオネ・ダユーの件で議題になったにゃあ。騎士警察の異分子。ミステティカに仇あだなす可能性のある者……。ボクの作った銀十字弾シルヴアー・ブレツトでいよいよ大変なことしでかしたって言うから、今回は直じき々じきにお仕置きにきてあげたんだにゃっ！」


    「待ちたまえフラメルくん!!　私から説明する！」


    　ゲルツ総帥が割って入った直後、さらに別の人物が入室してくる。


    「ごめんね総帥さん。一応止めたんだけど、フラメルちゃん落ち着きないから」


    　その声を聞いた瞬間、シャルルの全身があわ立った。


    　ワインレッドの髪をなびかせた美男子を目まの当たりにして、その悪お寒かんは確信へと変わった。マエストロ＝ファウスト……数か月前のリオネ・ダユー事件で面識のあった彼は、ポシェットの姿を認めて「久しぶり」とにこやかに手を振ってきた。


    「どうして……ミステティカが……ここに……ッ!!」


    　シャルルが声にならない声を漏もらした直後、もうひとり。


    　別の人物が、扉の奥からやってきた。


    　その姿を、シャルルたちはすぐに目にすることができなかった。


    　ただ、凄すさまじい寒さむ気けだけを先に感じた。


    　──なにかが来る。


    　闇やみが、扉とびらの陰からズッ……と歩み出てきた。


    　シャルルは瞬間、喉のどにこぶし大の石を突っ込まれたかのような錯さつ覚かくに囚とらわれた。石は次から次へと押し込まれてきて、胃まで押し潰つぶされる。吐きたくても吐けない。血管が圧迫され、脳から血の気が失うせる。耳鳴りがする。


    　誰かが左腕にすがってこなければ、叫び出していたかもしれない。


    「……っ!!」


    　アンティークだった。透明になっていてもわかる。シャルルが心を壊してしまってから五年間、いかなるときも最強の護衛だった彼女のそんな姿を、シャルルは初めて見た。


    　彼女が顔を真っ青さおにして、みっともなく膝ひざを震わせているところなど。


    　畏い怖ふを抱いだいているのは、ゲルツ総そう帥すいも同じだった。


    「ま、マエストロ＝ローゼンクロイツ……！　あなたまで……っ！」


    　やってきた三人目は、漆しつ黒こくのドレスをまとった女性だった。抱え切れないほどの魔力を内包しているのか、闇色の瘴しよう気きが裾すそから広がって、周囲に冷気を振りまいている。


    　床ゆかにつくほど長い黒髪は、蛇へびのように蠢うごめいている。肌はだの色は、死人を思わせるほどに真っ白。
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    気味が悪いほど伸ばした紅あかい爪つめを、彼女はわずらわしそうに振った。「こちらは気にするな」とでも言いたげな態度で、ゆっくりと壁にもたれかかって、目を閉じる。


    　この女が……アレクシスの警告していたマエストロ＝ローゼンクロイツ……！


    　いや、それ以前に、なぜミステティカが三人も、堂々とこんな場所へ!?


    「どう、いう、ことですか、総そう帥すい……っ」


    　すっかり場の空気から排はい斥せきされてしまったポシェットが、かすれた声で言った。


    　ゲルツ総帥はばつの悪そうな顔をしながら、あらためてこちらに向き直る。


    「……つまり、こういうことなんだ。我々に支給される銀十字弾シルヴアー・ブレツトは、ここにいる《錬金》の魔術使い、マエストロ＝フラメルが作っている。その意味が、もうわかるね？」


    「わっかるっかにゃ～？」


    「静かに、フラメルくん。──つまり騎士警察とは、ミステティカが自分たちに属さない魔術師、いわゆる黙もく示し派はを抑制するために組織したものなんだ。だからね、今回のように、その銃じゆう口こうをミステティカに向けられてしまうと、その……困るんだよねえ」


    　フラメルがお菓子をねだるように言った。


    「ね～ね～総帥！　この子もらっていい？　調合の材料にしたいにゃあ！」


    「待ちたまえと言っているだろう！　私が説得する！」


    「……だが、今回のことは……由ゆ々ゆしき事態だ」


    　シャルルの背筋が凍りついた。その瞬間、空間そのものが凍いてついた。


    　ローゼンクロイツが目を閉じたまま、至し極ごくゆっくりと発言したのだ。


    「リオネ・ダユーでの……新型実験の阻そ止しならば、まだ……目のつぶりようがあった。だがニーザ・ローンまでもが堕おちたことで……ヴィスクの質は取り返しようもなく、下落するだろう……。我々は……選択しなければならない。それを招いた者の……処断を」


    「お、お待ちを。お待ちになってくださいマエストロ＝ローゼンクロイツ。彼女はまだ子供です。何も知らなかっただけです。充分に反省させますゆえ、どうか……っ」


    「私は……差別をしない。男も女も……貴族も平民も……。人にはみな等しく……生と死があるのみだ……。罪を犯した者にはすべからく……罰が与えられねばならない」


    　ゆっくりとまぶたを開いた。死、そのものを思わせる視線がポシェットを射抜いた。


    「どうする、ゲルシャール……我々に……忠誠を誓うか……？」


    「そ、そうともポシェットくん！　今後はこのようなことがないと、約束できるね？」


    　総帥がせき込むように訊たずねた。フラメルは爛らん々らんと目を輝かがやかせている。「断ことわればいいのに」とあからさまに期待している顔だ。ファウストは微笑を浮かべたまま、なにも言わない。


    　──頷うなずけ、とシャルルは念じた。頷いておけ、さもなければ殺される……！


    　受け入れがたいだろう、信じていたものが根本から腐敗していたなど。ましてや自分がその狗いぬに過ぎなかったなど。しかしそれをのみ込めなければ、彼女に未来はない。


    　だから頷うなずけ、とシャルルは思った。けれど、彼はわかっていなかった。もし自分が彼女の立場だった場合……その不ふ条じよう理りを受け入れることができるのか、ということを。


    「そんなの……納得できませんっ!!」


    「まっ、待ちなさいポシェットくん！」


    　声の限りに叫んで、ポシェットは執務室を飛び出していってしまった。総そう帥すいの引き止める声も届かない。シャルルとアンティークは慌あわてて彼女のあとを追う。


    　扉とびらの敷居を越える直前、魔女のこぼした嘆たん息そくが、呪じゆ詛そのごとく背中に届いた。


    　──それがお前たちの選択……か。
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    「待て！　待て待て待てポシェット！　止まれ！」


    　がむしゃらに通路を疾しつ走そうしていたポシェットに追いつくには、かなりの距離を走らなければならなかった。人ひと気けのない空中廊下で、シャルルはようやく彼女の肩をつかまえる。


    　ひどく取り乱しているようで、ポシェットはこちらの胸にすがりついてきた。


    「寒い！　寒い、寒い、寒い！　なんなのあの人、怖い、寒い、シャル助けて……！」


    「落ち着け、もう大丈夫だ」


    「どうして、どうして？　なんで、こんな、わたし、なにが、あの人たちっ」


    「大丈夫だ、オレがついてる。ひとまずここを離れよう。どこか安全な場所に……」


    「なんだ、シャルルもいたんだ」


    「──ッ!!」


    　唐突に男の美声が降ってきた。空間に見覚えのある魔糸が横切る。


    　ワイヤーを操あやつるようにして、ワインレッドの髪の美青年が空中廊下へ降り立った。


    「ファウスト!!」


    　シャルルは反射的にステッキを構えたが、ファウストはすっと手のひらを掲かかげる。


    「待って、そういうつもりじゃないよ。警告に来てあげただけ」


    「警告？」


    「今さっき、ポシェットちゃんの粛しゆく清せいが決まった」


    　その言葉がなにを意味するのかは、シャルルたち全員が即座に理解した。


    「生き延びたいと思うなら、今すぐ王都を出たほうがいいと思うよ」


    「そん、な……っ！」


    　足をふらつかせたポシェットの肩を、シャルルはやや強引に抱き寄せる。


    「やはり、もうここにはいられないか……！　仕方がない、オレたちのアジトへ……」


    「そのアジトって、ランドック子し爵しやくの城のこと？　そこもやめておいたほうがいいよ」


    　まるで脳のう髄ずいに杭くいをぶち込まれたかのように、シャルルは立ち尽くした。


    「な、ぜッ……お前がウィルソンのことを……ッ!?」


    「あのねえ、彼らだって粛しゆく清せいの対象になるに決まってるでしょ？　すぐにミステティカの殲せん滅めつ部隊が差し向けられる。帰ったって巻き添えになるだけだよ」


    　シャルルは鼻で笑おうとした。だが失敗して、乾いた声にしかならなかった。


    「バ……バカめ！　あそこにはラウールがいる！　革命軍の戦士たちも牙きばを研といで待っている。むざむざ死地に赴おもむこうなど、ミステティカ、愚おろかなり!!」


    　ファウストの深い色合いの瞳ひとみに、憐れん憫びんの光が漂ただよった。


    「……本気で言ってるんだとしたら、それこそ正気を疑うな」


    「なんだと？」


    「あんな雑ざ魚この寄せ集めで、本当に僕たちミステティカに対抗できると思ってるの？」


    　シャルルは今度こそ、笑い飛ばす余裕を失った。


    　震えるように足が下がり、ほとんど無意識のうちに、きびすを返して走りだした。


    「アンティーク、ポシェット。ついてこい。早くしろ！」


    「ご主人さまっ」「シャル！」


    　駆かけ出していく三人を、引き止める声はもはやない。


    　ファウストは嘆なげかわしそうに眉まゆをひそめ、彼らの背中を見送っていた。
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    「休まず走れ!!　キール！　ボニー！　もっと速度が出るはずだ!!」


    　うら寂しい森のなかを、シャルルたちを乗せた馬車が疾しつ走そうしていた。王都を出てからこっち、二頭の愛馬は休みなく早駆けし続けているが、すでに時刻は真夜中だった。


    　葉の枯れ落ちた不気味な森のなか、道も敷かれていないこんな場所を通る者などほかにいない。しかし、ここを突っ切ってしまえばもうラッツェンブルクは目の前である。


    　外の警戒をアンティークに任せ、シャルルはもうひとりの幼おさななじみを気遣った。


    「ポシェット……大丈夫か？」


    　今や場違いとなってしまった騎士服のまま、彼女はソファでずっと自分の肩を抱いていた。シャルルが隣に腰を下ろすと、弱々しい笑みを浮かべて顔を上げた。


    「……うん。ごめんね、ちょっと、考えごと」


    「なにを？」


    「……わたし、もう帰れる場所がなくなっちゃったんだなって。シャルもアンも、ずっとこんな寒さのなかで闘ってたんだなって。だからなんか、ごめんなさい……」


    「ポシェット……」


    　シャルルは彼女の肩を抱き寄せようとした。しかし寸前で叶かなわなかった。


    「追っ手です！」


    　アンティークの声に、すばやく顔を上げる。すぐさま反対側の窓へと顔を寄せる。


    　馬車の速度のせいで、枯れた森の景け色しきが凄すごい勢いで流れ去っていた。その後方から何かが追ってくる。虫のごとく跳ねているように見える、黒い影が五、六体。


    　影の中心が、チカッと光って、シャルルは反射的にドアを蹴けり開けた。


    「魔術師か！」


    　馬車の外に半分身を乗り出し、ステッキを振り抜く。刀身にぶち当たったエネルギーが、虹にじ色の衝しよう撃げき波はをまき散らした。後方から次々と魔力が飛んでくる。地面がはじけ飛んだ。馬車そのものではなく、足場を崩そうとしているのだ。


    　アンティークは短剣で魔術を斬きり飛ばしてから、淡々と言った。


    「アンがここで仕留めます。ご主人さまたちは先に行ってください」


    「駄目だ!!　連中のなかにマエストロが混じっているかもしれ──」


    　直後、馬車が直下からの衝撃で跳ね上がった。シャルルは一瞬で天地を見失い、したたかに頭をぶつける。床ゆかに崩れ落ちようとした直前、細い指が腕を引っ張った。


    　アンティークは残像すら霞かすむほどの速度で馬車から飛び出した。右手にはシャルルの腕を摑つかみ、左肩にはポシェットを担かつぎ上げている。直後、馬車は車輪を損そん壊かいさせ、派は手でに横転した。衝撃で内装や家具がめちゃくちゃになる。


    　地面に舞い降りるやシャルルたちを投げ落とし、アンティークはすぐさま短剣を構えた。シャルルもすぐに跳ね起きて、従者と対ついになるようにポシェットをかばう。


    　黒い影は五つ。周囲を囲むように降り立つと、しばし無言でこちらを包囲した。


    　闘う気かと、シャルルはステッキを握る手に力を込める。しかしどうしたことか。連中がそうしていたのは数秒間だけで、一斉に元の方向と飛び去っていった。


    「なんだ？　命まで取る気はないと？」


    「……ちがいます。きっと彼らの目的は達成できたから退ひいていったのです」


    　やや苦にが々にがしげなアンティークの声を聞いて、シャルルは気づいた。


    「キール!!」


    　愛馬の片割れ、濃いブラウンの毛並みを持つキールが地面に倒れていた。前脚がおかしな方向へねじれている。妻のボニーは、彼の周囲を寂しそうに歩き回っていた。


    「キール！　しっかりしろ！」


    　容体を確かめるように胴体へ手を置いて、シャルルはすぐに気づいた。


    　鼓こ動どうが、なかった。


    「ご主人さま、キールはもう……」


    「…………くそッ!!」


    　自分の頰ほほをぶん殴りたい気分だった。これは紛まぎれもないシャルルの落ち度である。しかし悲しいことに、今は自分を責めている暇ひまも、キールの死を悼いたんでいる暇もなかった。顔色を真っ青さおにしているポシェットの手を引いて、アンティークと並んで走りだす。


    「ラッツェンブルクはすぐそこだ！　このまま走っていくぞ！」


    　ボニーはつがいの片割れから離れようとしなかった。どのみちこれ以上彼女を酷こく使しできない。身が引き裂かれるような未練を残しながら、シャルルは愛馬たちに背を向けて走った。


    　すぐに森を抜けられると思ったのだが、予想以上に残りの距離が長かった。馬車と自分の脚では感覚がまるで違うというのもあるが、暗く、整備もされていない森の道は腹が立つほど走りにくい。結局、森を越えるまでに一時間近くを浪費してしまった。


    　森を抜ければ丘に出る。丘からは視界いっぱいに広がる湖と、湖面に浮かぶラッツェンブルクの街並みが見下ろせるはずだ。しかし、シャルルたちへはじめに街の接近を知らせてきたのは、街人の生活音でも、湖のさざ波でも、水鳥の姿でもなかった。


    　最初に気づいたのは、ポシェットだった。


    「なに、あれ……空が、赤い……っ」


    　黒い空が、真っ赤かに染められている。この世の終わりを思わせるような、おぞましい光景。疲労困こん憊ぱいの脚で最後の距離を駆かけ抜け、丘の上に立ったシャルルは、見た。


    「フェアリーズ・カフェが……燃えている……!!」


    　湖に浮かぶ美しい妖精の城が、禍まが々まがしい炎に包まれているのを。
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    　地じ獄ごく絵え図ずとでも言うのだろうか。


    　そこはもう、シャルルの知っている美しい城ではなかった。日光をふんだんに取り入れる設計によって、まばゆい光にあふれていたあの光景は、もはや見る影もない。


    　今この城を蹂じゆう躙りんしているのは、炎と、破壊と、そして死だった。


    「あ、ああ……っ！」


    　何度も通ったエントランスホールへ、シャルルは虚うつろな足取りで踏み込んだ。シャンデリアが床ゆかで燃えている。壁が崩れている。瓦が礫れきに埋もれて、人が倒れている。


    　倒れている人間からは、取り返しがつかない量の血が流れ出していた。


    　屈くつ強きようなその男は、革命軍の志願兵だった。顔に見覚えはあるが、まだきちんと自己紹介を交わしてすらいない。ホールの隅で折り重なって倒れている少女たちは、シャルルが貴族から救い出した元愛あい玩がん人形。顔なじみで、一緒に遊んだこともある。親身になって世話をしてくれた使用人のマダムたちは、ゴミのように一か所に集められて燃やされていた。


    　見境がなかった。


    　崩れかけたシャルルの膝ひざを支えたのは、遠くから響く剣けん戟げきの音と、爆発の衝しよう撃げき、揺れる床ゆか。ここに満ちているものは死だけではない。まだ、戦闘は続いているのだ。


    「あそこにいるのは……ウィルソン！」


    　正面階段のなかほどで、手すりにもたれている彼の姿を発見した。腕から血を流しているが意識ははっきりしているようで、シャルルが駆かけ寄ると弱々しく顔を上げた。


    「シャルル……よ、よかった……無事だったんだね……っ」


    「お前こそ大丈夫なのか……!?　これは、いったい……何があったのだ！」


    「こ、この場所の情報が、どこかから洩もれたみたい……突然だったんだ……黒いローブを着た連中が何人も、どこからともなく現れて……あいつらは魔術師だ……っ！」


    　喘あえぐように言って、ウィルソンははっと顔を跳ね上げた。


    「そうだ、ラウール……！　ラウールが屋上の展望庭園で、敵を引きつけてるんだ！　助けに行ってあげて、シャルル……っ！」


    「ラウールが……ひとりでか!?」


    「クララベルさんも一緒だったけど、危険だよ……！　僕なら大丈夫だから……っ！」


    「……っ！　すまない!!」


    　幸い、辺りに敵の姿は見えない。そのことだけを言い訳にして、シャルルはウィルソンを置いて階段を駆け上がった。アンティーク、ポシェットも自分のあとに続く。


    　屋上へと続く階段は螺ら旋せん構造である。襲しゆう撃げき者しやだという黒ローブたちの姿は見当たらなかったが、壁がところどころ崩れ、ひっきりなしに火の手が上がっている。


    　鋭するどい視覚を持つアンティークが、黒こく煙えんの向こうに何かを捉とらえた。


    「……クララベルっ」


    　踊り場にメイド服をまとった少女が倒れていたのである。手もとには暗殺用の黒塗りナイフが何本も落ちており、太陽のようだったブロンドは埃ほこりにまみれている。


    　アンティークは彼女の首筋と口もとに手をやって、すぐに頷うなずいた。


    「気を失っているだけです」


    　シャルルがほっと胸をなで下ろした直後、キィン！　と剣戟が鳴り響いた。


    　屋上はもう目の前だった。まっすぐ伸びた階段の向こうに出口の穴が開いている。おそらくクララベルはあそこから吹っ飛ばされてきて踊り場に転がったのだ。


    　ラウールが危ない。


    「……ッ!!」


    　シャルルは跳ねるような勢いで階段を駆け上がった。


    　屋上への出口を踏み越えた直後、展望庭園の様子が視界に飛び込んできた。


    　みんなで何度もお茶会をした、見晴らしのいい庭である。円い屋根をしたあずまやを、季節の花をアクセサリーのように飾った生け垣が囲っている。しかし、どこもかしこも炎に食い破られているのが見るからに痛々しい。あずまやもほぼ原形を留とどめていなかった。


    　細かい瓦が礫れきが散らばる石畳の上で、ふたりの人間が剣を交えていた。


    　片方は黒ローブ。奴やつが襲しゆう撃げき者しゃのひとりだろう。もう片方はジャケットにレザーパンツという装よそおいで、白髪を煤すすで汚しながらも懸けん命めいに真しん紅くの宝剣を振るっている。


    　──間に合った！　と心の内で奮ふん起きし、シャルルは駆かけ上がってきた勢いそのままに床ゆかを蹴けった。ステッキを掲かかげ、鞘さやを引いて抜ばつ剣けん体勢に入る。


    「助すけ太だ刀ちするぞ！　ラウール！」


    　直後、ラウールの背中を剣の切っ先がぶち抜いた。


    　血に濡ぬれた刀身が、ジャケットを貫つらぬいて飛び出してきた。


    　それは揺らめく炎の明かりを反射して、ラウールの背中で不吉な光を放った。


    「がッ……は…………ッ!!」


    「はぁ～い、よく頑張りましたぁっと」


    　黒ローブは、ラウールの腹を蹴り飛ばした。剣が抜け、おびただしい血が飛び散る。


    　ラウールは石畳に転がったまま動かなかった。シャルルも立ちつくしたまま動けなかった。ローブで剣の血を拭ぬぐっていた襲撃者が、こちらの存在に気づいた。


    「あら、クロウリーじゃない！　アナタ今までどこに隠れてたのよ。捜しちゃったわあ」


    　にこやかに手を振ってくるのは、麗うるわしい男だった。言葉遣いは女性のようだが、その低い声はまぎれもなく男子のものである。年齢はシャルルとそう変わるまい。髪質の硬そうなパープルヘアを背中まで伸ばし、お洒しや落れに結んでいる。


    　庭園の奥から、別の黒ローブが彼に駆け寄ってきた。


    「マエストロ＝ディー！　退却の準備が整いました！」


    「あらそ。首謀者は殺やったんだし、もう帰っても怒られないわよね。おっけい、撤収～」


    「はっ！」


    　ディーと呼ばれた男は肩越しに振り返り、ひらひらと手を振ってきた。


    「じゃね、クロウリー。死体の後片づけよろしくぅ～。たくさんあるから頑張ってえ～」


    　そう言って駆け出し、部下と一緒に欄らん干かんを跳び越え、その向こう側へと、姿を消した。


    　シャルルは炎のなかで、しばし呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。背後で、追いついてきたアンティークとポシェットが、目の前の光景に鋭するどく息を呑のみ、口もとを覆おおう。


    　炎の爆はぜる音だけが耳障りに響く、十数秒間のあと、


    「がふ……ッ」


    　唐突にラウールが血を吐いて、シャルルは我に返った。


    「ラ、ラウール……！」


    　駆け寄り、跪ひざまずく。あお向けの彼女を抱き起こすが、石畳から背中が離れた途端、目を背そむけたくなるほどの血がこぼれ落ちた。


    　うっすらと開いた、ルビーの瞳ひとみがこちらを向いた。心の底から安心したように、唇くちびるがほころぶ。


    「シャルル……ああ、よかった……来てくれたんだ……」


    「ラウール……血が……止まらない……どうすれば……っ！」


    　彼女に触れているのが恐ろしい。風にさらされる砂の城のように、力を込めた分だけさらさらと崩れていってしまいそうな気がする。


    　それでもシャルルにできるのは、彼女を強く抱きしめることだけだった。


    「シャルル……あのね……」


    「もういい、しゃべるな……！」


    「ごめん、ね……？　私、ぜんぜんシャルルの……力に、なれなかったね……」


    　シャルルの頰ほおを熱が伝った。瞳が刺すように痛い。


    　涙がとめどなくあふれた。


    「そんなことはない!!　オレが……どれほどお前に救われたか！　助けられているか！　これからもずっとそうだ!!　オレも、お前も、まだまだこれからなんだ!!」


    「シャルル……」


    「だめだ、逝いくな。逝くことは許さん！　お前が革命の旗はた印じるしになるのだ。お前にはまだ、やってもらわなければならないことが、たくさん残って……っ！」


    「…………」


    「目を開けろ!!　リジー!!」


    　渾こん身しんの叫びが届いたのか、ラウールは閉じかけていた瞳をうっすらと持ち上げる。


    　色を失った唇が震えたが、声がかすれすぎていて聞こえない。


    「なんだ？　なにが言いたい？」


    　シャルルは思い切り顔を近づけた。吐と息いきが触れる距離までラウールの唇に迫る。


    　その瞬間、ラウールが大きく動いた。


    「んっ……！」


    　シャルルの唇に唇が触れる。押しつけられる。そこから感じるのは、確かな熱。


    　血のあとを唇に残して、名な残ごり惜しそうにラウールの顔が離れていく。


    　たぶんそれが、彼女に残された最後の力だった。


    「リ、リジー」


    　呼ぶと、彼女はまるで夢にみていた旅に出るかのように、幸せそうに微笑ほほえんだ。


    「シャルル……いつか、またみんなで……お茶会を……しよ、う…………」


    「……リ、リジー？」


    「…………………………」


    「リジー？　リジー？　リジー！　リジー！　リジー！　リジー!!」


    　何度呼びかけても、彼女のまぶたは閉じられたまま、答えてくれることはなかった。


    　血と煤すすで汚れたラウールの美び貌ぼうが、じんわりと涙でにじんだ。


    「だめだ……だめだ、逝いくな！　逝くなぁ!!　お前なしでこれからどうしたらいい！　お前の夢は誰が叶えるんだ!!　頼む！　頼むリジー!!　ひとりでいかないでくれ!!　オレを置いていかないでくれ!!」


    　ラウールはもう、答えない。


    「ああっ……あぁ、あ……ああアあっ！　あアアあアアアぁア────ッッッ!!」


    　シャルルは彼女の体をがむしゃらに揺さぶった。赤い空へ向けて啼ないた。


    「ああアっ！　うわああッアアアア!!　ああ!!　うアああアアあアッ!!　アあアアッァアあアアアアアッ、ああァああッあああアアァァ──────────ッッッ!!」


    　心が細切れに切り裂かれ、視界がぐにゃりとひん曲がる。千々に乱れた意識のなかで、らせんに歪ゆがむ光景の先で、ラウールの指先が、ぴくんとわずかに、動いた、気がした。


    「ま……まだ生きてる!!」


    　シャルルは我に返った。急いでラウールの腕を肩に回し、引きずるように歩き出す。細身の彼女にしては信じられないほど重く、石畳にべっとりと血の筋が引かれる。


    「まだ生きてる！　まだ生きてる！　医者に診みせればまだ助かる！」


    「……ご主人さま」
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    「邪魔をするなアンティーク！　医者だ！　医者に診せればリジーは助かるんだ!!　早く！　医者はどこだ！　リジーを助けるんだ！　リジーを助けるんだ!!」


    「ご主人さま、ラウールさまは……もう亡くなっています」


    　シャルルの肩からラウールが滑すべり落ちた。アンティークは彼女を支え、石畳に横たえる。


    「乱暴にしたら……姫さまがかわいそうです……」


    「…………」


    　シャルルはしばし立ち尽くした。自分の両手を見下ろすと、真っ赤かだった。


    「────」


    　シャルルは、光の失うせた目でアンティークを見た。手首を摑つかむと、引き起こした。


    「えっ、なに……ど、どこいく、ですか」


    　抵抗する彼女を引っ張っていく。生け垣に囲まれた芝しば生ふへ連れ込み、突き飛ばす。仰向けに倒れた彼女に覆おおいかぶさる。サファイアの瞳ひとみがそこで、はっと大きく見開かれた。


    「やっ……んむっ！」


    　何かを言われる前に、キスで封じた。閉じようとする唇くちびるをこじ開ける。少女の頰ほおがみるみる上気し、戸惑うような手のひらが、キスの合い間に肩を押し返す。


    「ふはっ……！　ま、待って、シャル、どうして今、こんなっ……！」


    「ほしい、ほしい、ほしい、ほしい、ほしい、ほしい、ほしい。お前がほしい」


    　押し返してくる手のひらごと押しつぶして、シャルルは彼女にのしかかる。銀髪の頭を大事に抱だいて、飴あめ玉だまをねだるだだっ子みたいに、とめどないキスを首筋に降らせていく。


    　アンティークは自らを押しつぶすほどの求愛を、すんでのところで拒み続けた。


    「ちがうですっ、今はちがうです！　ちがう場所でちゃんとあげるですから！　今はちがうことを考えないといけないですっ。悲しいのは分かるですっ。でも、今は、ちがう」


    「お前の────魔力をよこせ」


    　すっ、と。それを聞いた瞬間、アンティークの表情から色が失せた。


    　ほしいのは魔力。上気していた頰が冷たく張り詰め、緩ゆるんでいた唇が硬く引き締まる。潤うるみかけていた瞳は光を失い、機械的なまなざしがゆっくりとシャルルを見上げる。


    　彼女は思い出したのだ。元々の自分はシャルルに恋をしていい女の子ではなく、主人の大切な心臓で生かされているだけの、身分違いのメイド人形なのだと。


    「──許可を取る必要なんてないです」


    　平坦な声で言葉を紡つむぎ、アンティークは反射運動のように、腕を広げた。


    「アンの体は髪の毛先から指の爪先まで、アンの心は過去から未来まで、アンの魔力は雫の一滴まで、この世界に創られたその瞬間から、ぜんぶすべてご主人さまのものです。どうぞお好きなことに使い、お心のままに……奪ってください」


    　そこからはもう、言葉は必要なかった。ふたりは魔力を受け渡すためだけに、ただ必要なことを行う。シャルルは貪むさぼり、アンティークはさらけ出す。いまだ死と破壊の臭いがこびりつく庭園のまんなかで。まるで機械仕掛けのように、いつかの行為を、無機質に再現して、


    「……もういい」


    　ようやく体を起こしたシャルルは、自分の行動をほとんど覚えていなかった。


    　ただ足もとを見下ろせば、ぐったりと横たわるアンティーク。そのドレスは襟えりのリボンが緩ゆるみ、胸もとがはだけ、まくれ上がったスカートからは伝線したストッキングが覗く。瞳ひとみにたゆたう光は、人形になろうとしてなりきれなかった女の子の、涙、なのだろうか。


    　その視線がちくりと胸を刺激して、シャルルは反射的に外がい套とうを脱いだ。彼女の姿を見ないように、隠すように、投げ渡すほどの必死さで覆おおいかぶせる。高い生垣の向こう側では、予期せずちらと目撃してしまった光景に震えるように、ポシェットが口もとを押さえていた。


    「シャ、シャル、アン……っ。ふたりとも、なにやって……っ？」


    「シャルル……？　いや違うな」


    　身を翻ひるがえし、彼女と、彼女らと目を合わせないようにして、生け垣を出る。


    「今のオレは……人ひと喰くい帽子だ!!」


    　ごうっと膨ふくれ上がった炎が、熱風によってシャルルの黒髪をたなびかせた。


    　ステッキを下げ、奮ふん然ぜんと駆かけ出す。魔力を気にする必要はない。全開の身体強化で屋上の欄らん干かんから飛び出し、二百メートル下の外階段へと着地する。


    　直後、すぐそばから悲鳴が響いた。


    　男が宙に浮いている。革命軍の戦士だ。右腕がゴキッとねじれ、次に左脚、左腕、右脚と全身が逆向きにねじ曲がる。最後に首が一回転して、悲鳴がやんだ。


    　戦士が落下した周囲には、三人の黒ローブがたむろしていた。


    「これはいいな。存分に力を振るっても誰にもとがめられない……！」


    「めったにない機会だ。俺おれも自分の術を試したい。もう的まとは残ってないのか？」


    「早い者勝ちだからな……地下に行けば掃き残しが見つかるかもしれん」


    「ここにいるぞ」


    　シャルルが発言すると、三人が一斉に振り向いた。


    「シャ……シャルル＝クロウリー!!」


    　叫んだひとりは、直後に腹を貫つらぬかれた。シャルルは神しん速そくで懐ふところに踏み込み、容よう赦しやなくステッキを薙なぐ。右半分を裂かれた腹から血が飛び散る。


    「貴き様さま……ッ！」


    　別のひとりが、術をぶっ放そうと両腕を跳ね上げる。その肘ひじから先がいっぺんに宙へ吹き飛ぶ。シャルルが常識外れの速度で剣を振り上げ、斬きり飛ばしたのだ。


    「ひっ……ひぎゃああああああああ!?」


    　ふたりの黒ローブが地面に倒れるまで、三秒とかからなかった。


    「ヒッ、ヒィ！　ばっ、化け物……っ！」


    　最後のひとりは脇わき目めも振らず逃げ出した。シャルルはその背中めがけて、指を鳴らす。


    「《ライアー・ジャック》」


    　お得意の[image: ]こう蝠もり爆弾が、弾丸のように発射される。生せい成せいとほぼ同時に着弾し、黒ローブの背中を丸まる焦こげにしながら吹き飛ばした。


    　爆発の余波で、シャルルの前髪が揺れる。口もとに凄せい絶ぜつな笑みが浮かんだ。


    「ああ……確かにこれはいい。自分の全力を振るうのがここまでの快感とは……!!」


    「人ひと喰くい帽子が現れたぞ！　討ち取れ！」


    　階段の上下から、次々と黒ローブが駆かけ込んでくる。これで敵はすべてか。全部で十人に満たないが、全員が魔術師だとしたらこの人数でも充分に制圧は可能だろう。


    　やはりそうだ。自分は間違っていた。


    「６シツクスｈｏｕｒアワー　ｒｅｌｏａｄリロード……」


    　莫ばく大だいな魔力を全身から発するとともに、心のうちで確信する。


    　はじめからこいつら全員、自分の手でたたきつぶしてやるべきだったんだ!!


    「来い！　《ジャッジ・オブ・ザ・ジャバウォック》!!　何もかも燃やし尽くせ!!」


    　シャルルの足もとから闇やみが噴出した。黒ローブたちがたたらを踏んで立ち止まる。


    　闇は実体を持っていた。爬は虫ちゆう類るいのような胴体と[image: ]蝠の翼、悪魔じみた顔面には鋭えい利りな牙きばが並び、手足の先には凶悪な爪つめが三本ずつ蠢うごめく。そして、なによりでかい。十メートル近くあるだろうか。シャルルを背中に乗せ、闇翼の化け物は宙へ舞い上がった。


    「な、なんだ……!?」


    　なすすべなく立ちつくす黒ローブたちを見下ろして、シャルルは目を眇すがめる。


    　逃げればいいものを、と。


    　直後、闇竜りゆうは膨ふくれ上がるような黒焔息ブレスを発射した。階段の端から端まで蹂じゆう躙りんし、黒ローブどもを吹き飛ばす。全身から炎をまき散らしながら、彼らは悲鳴を上げた。


    「逃げろ！　逃げろ！　マエストロでなければ太た刀ち打ちできん!!」


    　最初の三人を含め、シャルルは手加減していた。殺してしまったら欲しい情報が手に入らない。連中が尻しつ尾ぽを巻いて逃げていく先に、本当の標的はいるはずだ。


    「どこだ……！　あの蛇男はどこにいる……!!」


    　翼を羽ばたかせ、闇竜は翔とんだ。


    　黒ローブたちが逃げていく先は、二階のバルコニーだった。そこで何者かが魔術を展開している。床ゆかが円形に光り輝かがやいており、敵はその内側へ駆け込んでいくのだ。


    　そこにはもちろん、あの紫むらさき色の髪をした男もいた。そして、予想もしなかった人物も。


    　純白の騎士服をはち切れんばかりに膨らませながら、彼は蛇へび男おとこに詰め寄っていた。


    「ディー侯こう爵しやく！　今回のわたくしめの働きを、どうかお忘れなきよう……!!」


    「わぁかってるわよ。ゲルツのおじさまに、あなたのくれた情報はとっても有益でしたぁ～って報告してあげればいいんでしょ？　え～と、あなた……名前なんだったかしら？」


    「トルヴァ＝ビアンにございます!!　どうか、どうかお忘れなきよう……っ！」


    「ああハイハイ、ビアンちゃんね。わかったからしがみついてこないでよ、うっとうしい。暑苦しいお姫さまの相手させられてアタシ疲れてるの」


    「……ッ!!」


    　シャルルのこめかみで、血管がはじけ飛ぶような錯さつ覚かくがした。


    　闇やみ竜りゆうの背から飛び降り、絶叫とともにバルコニーへ着地する。


    「マエストロ……ディイイイイ!!」


    　黒ローブたちが一斉にこちらを振り向いた。ディーの顔が苦にがそうに歪ゆがんだ。


    「げっ……アタシ嫌よ、アレの相手するの……。ちょっとドア子ちゃん、早く早く」


    「わかってるっつーの！　ドア子って呼ぶな！」


    　ディーは、傍かたわらにいた小柄な黒ローブの頭を揺さぶった。少女の声を発したその人物がバルコニーを支配している術者らしい。手のひらを合わせて魔力を練り上げている。


    　おそらく空間転移系の魔術だ。発動されてしまったら追うすべがない。


    「逃がすかアアアアアアアア!!」


    　剣けん尖せんでギャリイン！　と床ゆかを削り、シャルルは地を蹴けった。常識外れの速度である。余裕で魔術の発動前に斬きりこめる。そのことを、ディーも即座に理解したのだろうか。


    「チッ……」


    　面倒くさそうに舌打ちして、シャルルのほうに誰かを突き飛ばした。横幅がやけに広い、騎士服の中年男である。


    「はぎゃっ？　ひぃっ！」


    　己おのれの状況を理解すらしていない彼は、シャルルにとってこのうえなく邪魔だった。斬り殺しても死体が道をふさぐ。とっさに床を蹴り、シャルルは彼を跳び越えた。


    　その一瞬だけで、敵にとっては充分な時間が稼かせげたらしい。


    「フフッ……ちょっと惜しかったわね、クロウリー」


    　嫌みったらしいウインクと同時に、床が激烈な光を放った。まるでリボンがほどけるように、黒ローブたちが足もとから消失していく。転移が始まっている。逃げられる。


    「うおああああアアアアッッッ!!」


    　シャルルは大だい上じよう段だんに剣を振り上げた。体中の怨おん念ねんをすべてかき集め、刀身にねじこむ感覚。せめて一片だけでも届けと、ギロチンのような速度でディーに振り下ろす。


    　ガァン!!　……と、刀身がバルコニーの石畳を穿うがった。


    　衝しよう撃げき波はが金属音とともに四散。ドレスシャツの裾すそと、シャルルの黒髪を舞い上げる。


    　風にもてあそばれて、ふわりと、紫むらさき色の髪の毛が数本落ちてきた。それはシャルルの憎ぞう悪おをあざ笑うかのように頰ほおを撫なでて、地面に落ちる。


    「くッ……!!」


    　もうバルコニーを満たす光は消えていた。ディーを含む、黒ローブたちの姿もろとも。


    　逃げられた……ラウールの仇かたきに……!!


    「そ、そんなっ……あんまりです、マエストロ＝ディー!!」


    　騎士服を着た中年男が転がるように前へ出て、絶望的な表情で空をあおいだ。


    「わが輩はどうしたらよいのです！　わが輩も王都へ帰るのです！　今回の功績はあなた方のものではない、わが輩のものだ！　わが輩は汚名を払ふつ拭しよくし、出世するのだ！　わが輩は決して、青二才どもに馬ば鹿かにされていい人間ではない！　わが輩はビアン伯はく爵しやく家けの、わが輩は……!!」


    「そうか……この場所のことをミステティカに洩もらしたのは貴き様さまか……」


    　ゆらりと、亡霊じみたシャルルの影が近づく。ビアンは腰を抜かして後ずさった。


    「ヒッ、ヒィィっ!?」


    「オレが間違っていた……最初に会ったとき貴様を殺していれば、このような事態は起こらなかった……ラウールは死ななかった……」


    「待て！　待て、違うぞ！　わが輩じゃない！　わが輩は何もしていない！　殺したのはあいつらだ！　わが輩はなにも悪くない!!」


    　シャルルが抜き身の剣を持ち上げると、ビアンはさらに声をひっくり返した。


    「ヒィアアアア！　やめっ、やめてくれ！　わが輩は本当に悪くないんだ！　あいつらが悪いんだ！　あの姫が悪いんだ！　無能のくせにわが輩を愚ぐ弄ろうするから……っ!!」


    　シャルルの心が、ざわりと逆立った。


    「この害虫め……!!　その穢けがらわしい口で二度とラウールを語るな」


    「ヒギっ！　ヒギィィィっ！　やめっ、やめぇぇぇぇ!!」


    「罪の有う無むなど問うていない。ただオレの憎ぞう悪おの慰なぐさみとして死ね、ビアン」


    　剣を振り上げる。燃え盛る炎を映し、刀身がぎらりと光る。ビアンが泣きわめいた。見るに堪たえない惨みじめな顔である。悲鳴ももう、シャルルの耳には届いていなかった。


    　こんな奴やつに……。


    　こんな奴のせいで、ラウールは……!!


    　柄つかが軋きしむほど、手に力がこもった。歯が砕けそうなぐらいかみしめる。ビアンはなにを見上げているのだろうか。憤ふん怒ぬする悪魔だろうか。最さい期ごを宣せん告こくする死に神だろうか。


    「ヒギャ……ピギャアアアア──────────っっっ!?」


    　飛び出しそうなぐらい目をむいて、ビアンは絶叫した。耳障りだった。目障りだった。一刻も早く剣を振り下ろして、彼の存在を根こそぎ葬ほうむってしまいたかった。


    　まぎれもなくシャルルはそうするつもりだった。


    　それなのに……その寸前で、


    「だめっ……シャルっ！」


    　誰かが背中に抱きついてきたのだ。


    　それは、五年前、シャルルの世界が粉々に壊れ、周囲の景け色しきがあらゆる色彩を失ってからもずっと、彼のなかでまばゆい光を放ち続けていた、ふたりのうちのひとりだった。


    「だめ、だめだよ、シャル。お願い、やめて……！」


    　壊れかけているものを必死で繫つなぎ留とめるように、ポシェットは泣きながらシャルルにしがみついてくる。


    「行かないで……！　お願い、戻ってきて……っ!!」


    「…………」


    　失いかけていた心に、じわりと熱が灯ともった。右腕が、痺しびれるように力を失った。


    　垂れ下がったシャルルの手から、からんっ……と、剣が滑り落ちた。


    「ピギッ……ピギャ……ピギャアア～～～～～～～～ッッッ!!」


    　ビアンは獣けもののように絶叫し、這はって逃げ出した。バルコニーの欄らん干かんを苦労して乗り越え、湖に飛び下りる。醜みにくい悲鳴のあとで、くぐもった水柱の音が聞こえた。


    　シャルルはもう彼に対する興味を失った。背中から回された腕が、今にも暴れ出そうとする憎しみの獣を抑え、一心になだめ、ゆっくりと心の奥底へ鎮しずめていくのだ。


    　衝しよう動どうが去ったあとは、どうしようもない虚きよ脱だつ感が全身を支配した。


    「シャル……」


    　消え入りそうな声に顔を向けてみれば、バルコニーの入り口に彼の従者が顔を出していた。足取りは弱々しく、ドレスの上からシャルルの外がい套とうを羽織っている。誰かの爪によって引き裂かれたストッキングを見て、シャルルは彼女と、なにを行ったのかを思い出した。


    「……っ!!」


    　胸を詰まらせているうちに、彼女はよたよたとこちらにやってきた。生まれたてのヒヨコみたいにおぼつかない足取りで、壊れかけの人形が恋する女の子に戻るようなまなざしで、そして自分のただひとつの在あり処かに還るがごとく、大好きなシャルルの胸に、寄り添って、


    「ご無事でなにより、です」


    　言われた直後、シャルルの膝ひざが崩れ落ちた。


    　崩れかけたシャルルを、後ろからポシェットが、前からアンティークが支えてくれた。


    「ごめん、アン……っ!!」


    　喘あえぐように言った直後、涙がこぼれた。自分で立つこともできず、ただただ少女たちの熱に甘えて、泣いて、喚いて、うつむいて、みっともなくぼろぼろと、こぼしながら、


    「ごめん、アン……ごめん、ポシェット……ごめん、リジー…………ごめん……っ！」


    　ずっとずっと、謝り続けた。悲しみがいつか、枯れ果てますように、と。

  


  
    



    ＣＬＯＳＩＮＧ　～優しき湖風よ、さらば～


    



    　百人以上が死んだ。


    　城の維い持じのために住みこんでいた使用人、六人のご婦人たち。シャルルが貴族たちのもとから救い出してきた、十代から二十代の青年や少女たちが合わせて七十四人。革命の旗の下もとに集まった屈くつ強きような五十二人の戦士たちは、ひとり残らず全ぜん滅めつ。


    　そしてもちろん、死亡者リストの最上部には、この国の第三王女であり、革命軍の指導者でもあった、リジー・ド・ラウール＝パル・イースの名前も記されていた。


    「ラウールは……誓いを果たそうとしたんだ」


    　沈ちん鬱うつな表情でリストから顔を上げ、ウィルソン＝ランドックは額ひたいを押さえた。


    　カフェ一階の食堂である。瓦が礫れきが散乱しているが、どうにかここだけは人が立ち入れる状態だったのだ。時刻は夜中の四時過ぎ。襲しゆう撃げきが起きてからまだ六時間と経たっていない。


    　壁が崩れ、吹き抜けとなってしまった室内にいるのは、ウィルソンのほかにはラウールの専属従者……だった、クララベルだけである。左腕を痛めており、布でつっていた。


    「ラウールは、三騎士の誓いを守ろうとした。『ひとりは皆のために……』そう言ってみんなを護まもりながら、襲撃者のリーダーを引きつけて……最後まで闘って……っ！」


    「まったく、愚ぐ直ちよくなあいつらしいな」


    「シャルルっ！」


    　食堂に、颯さつ爽そうと新たな人影がやってきた。ウィルソンにとっての希望の光……ウィルソンは尊敬する彼の期待に応こたえられなかったことが、悔くやしくて仕方なかった。


    「ごめん、シャルル……！　僕は、結局、なにもできなくて……っ！」


    「まったくだ。使えない連中だとは思っていたが、留守番すら満足にできないとは」


    「えっ……」


    　返答は予想だにしないものだった。


    　かつてウィルソンを「親友」と呼んだ彼は、冷たい目で荒れ果てた食堂を見渡す。


    「ミステティカに場所が割れてしまった以上、もうここを隠れみのとしては使えないな」


    「シャ、シャルル……？」


    「馴なれ馴れしく名前を呼ぶな。もうお前に利用価値はない。凡ぼん庸ような領主も、頭数ばかりの雑ぞう兵ひようも……王女も、まったくもって期待外れだ。どいつもこいつも足手まとい……」


    　ふいにシャルルは、口もとを押さえた。しかしすぐに、なんでもないふうに顔を上げる。


    　テーブルの上では、ラウールの真しん紅くの宝剣とウィルソンの直ちよつ剣けんが交差していた。シャルルは無む造ぞう作さに直剣を引き抜くと、投げ捨てた。床ゆかで乾いた音が鳴る。


    「なにが三騎士だ……」


    　吐き捨てるように言い、シャルルは嘲ちよう笑しようした。


    　今にも泣き出しそうな顔だと、ウィルソンは思った。


    　それきりなにも言わず、シャルルは外がい套とうを翻ひるがえした。クララベルの視線はずっと彼に向けられていたが、シャルルは頑かたくなに彼女と向き合うことを避けていた。


    　食堂から出たシャルルを、呼び止めるふたつの人影があった。


    「あの……帽子の王子、さま……」


    　シャルルはぼんやりとそちらを見て、直後に大きく目を見開いた。


    　そこには半月前、この城で会ったふたりの美少女が立っていた。


    「ヘレン！　マルグリート！　きみたちは無事だったのか……！」


    「はい……リジー姫さまが、護まもってくださったんです……」


    　その言葉が、シャルルの胸を音を立てて抉えぐる。


    「私たちを納屋まで連れていって、隠れていろって……。きっと……」


    　口もとを手で覆おおい、涙ぐむ。


    「きっとクロウリーさまが……助けにきてくれるからって……っ！」


    「……そうか……」


    　シャルルには、それしか答えられなかった。


    　もうここにいる誰とも向き合う気になれず、きびすを返した。外套の裾すそがたなびく。


    　後ろのほうで、ヘレンたちが何か呼びかけてきていた。罵ば倒とうなどではない。きっと励ますような言葉だ。けれどシャルルは、自分にはその言葉を聞く資格がないと、思った。


    



    　　　　　†　†　†


    



    　夜が明けかけていた。


    　白しらんでいく空の下、緑の芝しば生ふに覆われた丘の上。プラチナのように気高い毛並みを持った愛馬の尻しりを、シャルルはぽんぽんとたたいた。


    「ボニー、今日きようまでよく仕えてくれた。これからは自由に生きてくれ」


    　彼女からは、もう鞍くらも手た綱づなも外してあった。野生に返ってたくましく生きていけるのかは不安だが、少なくとも、自分とこのままいるよりはまっとうに生きてくれるだろう。


    　名な残ごりを惜しむように、シャルルは彼女のしなやかな胴体を撫なでる。


    「お前にはどれだけ恨まれても仕方ない。オレのせいで、キールは……」


    　言い終える前に、手のひらの感触が離れた。


    　ボニーは一度だけ振り返ったあと、丘を駆かけ下りていった。いつも馬車の窓から眺めていた背中である。しかし今の彼女には、手綱も、隣に並ぶ焦こげ茶色のつがいの片割れの姿もない。


    　まるでペガサスのように神秘的な姿が、平原の向こうへどこまでも駆けていった。


    「……よかったの？　シャル」


    　シャルルの傍かたわらには幼おさななじみたちの姿があった。ポシェットの声に、振り返らずに頷うなずく。


    「これでいいんだ。オレは選択を間違えていた。あの白ローブの……ローゼンクロイツの忠告どおりだ。オレが仲間の力などに頼ってしまったから、ラウールは……」


    　シャルルは言葉を区切った。どうしてもまだ心の整理がつかない。彼女のことを思い出すたびに、喉のどの奥から嗚お咽えつがこみ上げる。


    　哀愁を振り切るように、もうひとりの幼なじみを振り返った。彼女にだけはまっすぐ向き合い、その瞳ひとみと真正面から見つめ合う。


    「すまない、アンティーク」


    　ふたりの体がこの共依存状態カンケイになったとき、シャルルは必ず彼女の意思を尊重し、決して魔力だけを目的にすまいと決めていた。その誓いを破ってしまった。シャルルは彼女の、たまらなく愛いとおしいと思った人間の部分を、一時とはいえないがしろにしたのだ。


    「オレは、お前になんと言って詫わびればよいのか……」


    「アンはご主人さまのすべてを受け入れます。シャルの愛も、優しさも……弱さも」


    　一片の迷いも見せず、アンティークは言い切った。夜明け前の薄うす闇やみのなかで、彼女が優しく微笑ほほえんだような気がしたのは、シャルルの目の錯さつ覚かくだったのだろうか。


    「……いやじゃないです。ちょっとびっくりしただけです。シャルはほんとにどうしようもなくダメなご主人さまですから、アンがついててあげないとダメなんです、よね？」


    「……そうだな」


    　シャルルも薄く微笑んだ。ポシェットとアンティーク、彼女らの存在だけが、壊れかけのシャルルの心を、この世界に繫つなぎ留とめてくれる。


    　──ふたりとも、愛してる。きみたちだけは、絶対に最後まで護まもり抜く。


    　シャルルは顔を上げた。雲よりも高い空を見た。


    「……行こう、ふたりとも。ここからがショーの幕開けだ。楽しみにしていろ悪党ども……！」


    　緑の丘から、一歩足を踏み出して、


    「人ひと喰くい帽子が、貴き様さまらの野望を根こそぎ奪い去りにいくぞ……!!」


    　決意を彩いろどるように、外がい套とうの裾すそを翻ひるがえす。


    　その瞬間、朝日が昇った。


    　地平線から差し込んだ光が、シャルルたちの行ゆく手を、眩まぶしいほどに照らしていた。

  


  
    



    あとがき　～Ａｆｔｅｒｗｏｒｄ～


    



    　本編のテンションなんてなんのその！　作者の神かん無な月づきセツナです。


    　さて、今回のキーワードは飛行船です。ファンタジーの王道、飛行船！　たまりませんね。


    　大自然を眼がん下かに望み、真っ白な雲の海を渡って、目指す先は天てん空くう郷きよう……。


    　とうに滅んだ太古の遺跡には謎なぞの棺ひつぎが安置されていて、そこでは神秘的な美少女が眠りについているわけです。運命的に彼女の目覚めに立ち会って、寝ぼけ眼まなこで「あなたはだれ……？」なんて言われた日には、うっへっへ、冒険が始まっちまうじゃないですか。


    　おっとよだれを垂たらしている間にもうお別れの時間が！　では、さっそく謝辞を。


    　イラストレーターのnyanya様。ガガガ文庫編集部様。出版に関わってくださったすべての皆様。もちろん、この本を手に取ってくださった《貴方様》と──…………


    　そして、シャルルへ。アンティークへ。ポシェットへ。


    　真っ暗な道を歩き続けてきた私にとって、きみたちの存在は道しるべのような光でした。


    　またいつか、私の手を引いて素敵な世界へと連れていってね。


    　そして彼らの輝きが、どこかにいる《貴方様》へと、たった一筋でも届いていますように。


    　今はただ、それだけを祈って。

  


  
    神無月セツナ


    Setsuna Kannaduki


    



    さあ今宵も、愉快な帽子野郎のショーが、はじまりはじまり！


    どうぞごゆるりと、お楽しみくださいませ。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    クレイジーハットは盗まない　２
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